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●JR(埼 京線)板 橋駅下車徒歩15分
●地下鉄(都 営三田線)板 橋区役所前下車徒歩10分
●東武東上線下板橋駅下車徒歩15分
国 立 極 地 研 究 所
東京都板橋区加賀1-9-10
電話(03)3962-4711
第16回 極 域 生 物 シンポ ジウム
プ ロ グ ラ ム
日 時 平成5年12月1日(水)
9時30分 ～17時40分
平 成5年12月2日(木)
9時30分 ～17時00分
平成5年12月3日(金)
10時00分 ～16時10分
会場
主催
国 立 極 地 研 究 所 講 堂
国 立 極 地 研 究 所
12月1日(水) 12月2日(木) 12月3日(金)
開会 挨拶930-g40
シ ンポジ ウム1 シ ンポ ジ ウムII シ ンポ ジ ウムIII
「日加相補性研究の成果」 「南極海氷圏生物の総合研究」 「昭和基地周辺の陸上無脊椎
動物」
S1-S5940-1235 S13-Sl8930-1215 S21-S231000-1215
昼食1235-1330 昼 食1215-1330 昼 食1215-1330
シ ンポジ ウム1 シ ンポ ジ ウムII シ ンポ ジ ウムIII
S6-S121330-1700 S19-S201330-1440 S24-S251330-1450
休 憩1700-1710 休 憩1440-1500 休 憩1450-1500
ポ ス タ ー発 表Il710-1740 ポ ス タ ー発 表II1500-1700ポ ス タ ー 発 表III1500-1600
「日加相補性研究 の成果」 海洋生 物 セ ッシ ョン 陸上 生物 セ ッシ ョン
A.サ ロ マ 湖 ・レ ゾ リ ュ ー ト海 峡 B.物 理/化 学環境 ・低次生産E.細 菌 ・藻 ・地衣 ・蘇苔類
の調査 P12-P23 P43-P54
P1-P11
C.動 物 プ ラ ン ク トン ・オ キ ア ミ ・F.種 子植 物 ・無脊椎動物
魚類 P55-P61
P24-P34
D.海 鳥 ・海 獣
P35-P42
懇親 会(極 地研6階講堂ロピー)閉会 挨拶1600-1610
1730-1930
12月1日(水)
開会挨拶 星合孝男(極 地研)
シンポジウム1「 日加相補性研 究の成果」
Sl
S2
S3
S4
S5
座長 高橋正征(東 大)・ 田口 哲(道 区水産研)
930-940
1991-1993年 、 日 加SARES共 同 研 究 の 概 要940-955
福 地 光 男(極 地 研)、 高 橋 正 征(東 大)、 　LEGENDRE,　 L.　(Laval　 Univ.)
北極域低緯度 および高緯度 の一年氷 における大気 および海洋 の特徴の比 較研究
白沢邦男(北 大 ・低温研)　、　INGRAM,　 R.G.　 (McGill　 Univ.)
一一… 休 憩 一－
Primary　 production　 and　 the　 microbial　 food　 web:　 comparative　 study
under　 first-year　 sea　 ice　 at　 low　 and　 high　 latitudes　 in　 the　 Arctic.
　 DEMERS,　 S.　 (lnst.　 Maurice-Lamontagne)　a d
　 　 FORTIER,　 L.　 (Laval　 Univ.)
Zooplankton　and　 larval　 fish　 community　 development:　comparative
study　 under　 first-year　 sea　 ice　 a日ow　 and　 high　 latitudes　 in　 the　 Arctic.
　 FORTIER,　 L.　 (Laval　 Univ.)　 and　 DEMERS,　S.　 (lnst.
　 Maurice-Lamontagne)
サロマ湖及びカナダレゾリュー ト海峡におけるアイスアルジー群集発達と
それらの光合成生産にみられる特徴について
工藤 栄(極 地研)
955-1035
1035-1050
1050-1130
1130-1210
1210-1235
S6
S7
S8
… 昼 食 ・一一
座長 福地光男(極 地研)
サロマ湖およびカナダレゾリュー ト海峡におけるアイスアルジーの増殖特性
鈴木祥弘(東 大)、 高橋正征(東 大)、 工藤 栄(極 地研)
1235-1330
1330-1355
サ ロ マ 湖 に お け る ア イ ス ア ル ジ ー に対 す る 低 塩 分 濃 度 の 影 響1355-1420
田 口 哲(北 水 研)　 、　SMITH,　 R.　 (Univ.　 of　Waterloo)、 白沢 邦 男(北 大)
カナダ北極 リゾ リュー ト湾 におけるアイスアルジーの光合成生産物質 に
対す る異 なった硅 酸濃度下 での窒素添加の影響
田口 哲(北 水研)　、　SMITH,R.　 (Univ.　of　Waterloo)
一休 憩 一
1420-1445
1445-1500
一1一
座長 田口 哲(道 区水産研)・ 高橋正征(東 大)
S9 サ ロマ糊精氷期 においてHPLCで 分 画 された光合成色素群の鉛直分布 特性
佐光宏昭、松 田 治、ナラシマル ラシ'エンドン、山本民次(広 島大)
1500-1525
S10 カナダ北極圏 レゾリュー ト沖海氷下における椀脚類の日周鉛直移動と擬餌行動1525-1550
服部 寛(北 海道東海大)、 齊藤宏明(北 水研)
Sll サロマ湖氷下 における椀脚類の日周鉛直移動 と擬餌 リズム
齋藤宏明(北 水研)、 服部 寛(北 海道東海大)
1550-1615
SARES共 同研究の成果一総合討論
高橋正征(東 大)
1615-1635
S12 Species　 diversity,　 abundance　 and　 community　 structure　 of　 benthic
macroalgae　 in　 Maxwell　 Bay,　 King　 George　 Island,　 Antarctica.
　 　 CHUNG,　 H.　 (Polar　 Research　 Center,　 KORDI),　 and　 OH,　 Y.S.
　 　 (Kyungsang　 National　 Univ.)
1635-1700
…休憩一 1700-1710
… ポ ス タ ー 発 表L-・ 1710-1740
12月2日(木)
シンポジウムll　 「南極海氷圏生物の総合研究」
座長 高橋正征(東 大)
S13 1991年 に開始 され たJARE-SIEFS計 画(海 氷圏生物 の総合研究)の 活 動
福 地光男、 内藤靖彦(極 地研)、 高橋正征(東 大)
930-955
S14 リュツォ・ホルム湾における懸濁および沈降粒子の炭化水素について
半田暢彦(名 大 ・水圏研)、 原田尚美(名 大)
955-1020
S15 リュツォ ・ホルム湾における海底堆積物に含まれる有機物の解析
原田尚美(名 大)、 半田暢彦(名 大 ・水圏研)、 福地光男(極 地研)
1020-1045
一休 憩 一 1045-1100
S16 有孔虫による南極海氷域古環境復元の試み
五十嵐厚夫(東 北大)、 沼波秀樹(東 水大〉、土屋泰孝(筑 波大 ・
下田センター)、 福地光男(極 地研)、 斎藤常正(東 北大〉
1100-1125
一2一
S17
S18
ナンキ ョクバ イNeobuccinum　 eatoniの 酸素消費速度及 びアンモニ ア態窒素1125-1150
排泄速度
沼波秀樹(東 水大)、 瀬川 進(東 水大)、 福地光男(極 地研)、
土屋 泰孝(筑 波大 ・下田セ ンター)、 五十嵐厚夫(東 北大)
JARE-33・34に よって昭和基地周辺海域及 び リュツォ ・ホルム湾パ ックアイス1150-1215
域 から採集 された軟体類
沼波秀樹 、奥谷喬司(東 水大)、 岩見哲夫(東 京家政学院大)、
福地光男(極 地研)、 土屋泰孝(筑 波大)、 五十嵐厚夫(東 北大)
_昼 食 一 1215-1330
座長 福地光男(極 地研)
S19
S20
リュツォ ・ホルム湾沿岸 よ り採集 された鯉曳動物　Priapulus
tuberculatospinosus　 BAIRD,　 1868.
岩見哲夫(東 京家政学院大)、 沼波秀樹(東 水大)、 土屋泰孝(筑 波大 ・
下田セ ンター)、 谷村 篤(極 地研)
リュツォ ・ホルム湾 ・ケー シー湾 ・ブリッツ湾の底生魚類相
岩見哲夫(東 京家政学院大)、 内藤靖彦(極 地研)
1330-1355
1355-1420
総合討論
一休 憩 一
… ポ ス タ ー 発 表n-一
… 懇親会…
1420-1440
1440-1500
1500-1700
1730-1930
12月3日(金)
シンポジウム川 「昭和基地周辺の陸上無脊椎動物」
座長 島田公夫(北 大 ・低温研)
S21
S22
昭和基地周辺の陸上無脊椎動物
大山佳邦(極 地研)
1000-1040
昭和基地周辺の陸生線虫類1040-1120
鬼頭研二(札 幌医大)、 大山佳邦(極 地研)、 宍田幸男(群 馬農総試)、
福田弘巳(北 大)
一….休 憩 1120-1135
一3一
S23
S24
S25
昭和基地周辺のクマムシ類
宇津木和夫(東 京女子医大)、 大山佳邦(極 地研)
昼食
座長 大山佳邦(極 地研)
南極昭和基地周辺の露岩域における自由生活性ダニ類の生理生態
菅原裕規、福田弘巳(北 大)、 大山佳邦(極 地研)
あすか基地周辺における陸上無脊椎動物
蛭田眞一(北 教大 ・釧路)、 大山佳邦(極 地研)
一休 憩_
… ポ ス タ ー 発 表nI…
閉会挨拶 神田啓史(極 地研)
1135-1215
1215-1330
1330-1410
1410-1450
1450-1500
1500-1600
1600-1610
一4一
12月1日(水)
ポスター発表1日 加相補性研究セ ッション 1710-1740
A.サ ロ マ湖 ・レ ゾ リ ュー ト海 峡 の調 査
座 長 工 藤 栄(極 地 研)
Pl
'
＼
P2
P3
P4
P5
＼
Dissolved　 organic　 carbon　 in　 sea　 ice　 and　 seawater　 of　 Saroma-Ko　 and　 Resolute
Passage.
　 SMITH,　 R.E.H.(Univ.　 of　Waterloo),　 GOSSELIN,　 M.(Laval　 Univ.),　 ROBINEAU.
　 B.(univ.　 of　Quebec　 at　Rimouski),　 andTAGuCHI,　s・　(Hokkaido　 Natl　 Marine
　　　　　　　　　　　Fish.　 Lab.)
Bacterial　 and　 viral　 dynamics　 in　 Arctic　 sea　 ice　 during　 the　 spring　 bloom,　 near
Reso.lute,　 N.　 W.　 T.
　 MARANGER,　 R.,　 BIRD,　 D.　 F.
　 Montreal)
and　 JUNIPER,　 S.　 K.(Univ.　 of　 Quebec　 at
Why　 do　 heterotrophic　 flagellates　 proliferate　 under　 bacteria-limiting　conditions　 in
Sea-iCe　 COmmUnitieS?
　 SIME-NGANDO,　 T.,　 JuNIPER,　 S.　 K.　 (univ.　 of　 Quebec　 at　Montreal),
　 SMITH,　 R.　 E.　 H　 (Univ.　 of　 Waterloo)
The　 Microbial　 food　 wcb　 associated　 with　 the　 ice　 algae　 community　 :　Biomass　 and
bacterial　 grazing　 activity　 of　 nanoprotozoans　i 　 Resolute　 Passage　 (high　 Canadian
Arctic),
　 LAURION,　 1.(univ.　 du　 Quebec　 aRimouski),　DEMERS S.,　 and
　 VEZINA,　 A.　 (lnst.　 Maurice-Lamontagne)
Spatial　 heterogeneity　 of　 microalgal　 biomass　 in　 first　 year　 sea-ice　 of　 Saroma-Ko
Lagoon　 and　 an　 irradiance　 index　 for　 the　 measure　 of　 in-situ　 plgment　 concentratlon.
　 ROBINEAU,　 B.(GIROQ,　 Laval　 Univ.),　 KISHINO,　 M.　 (The　 lnst.of　 Physical
　 andChemical　 Res.),　 and　 LEGENDRE,　L.　 (GIRoQ,　 Laval　 univ.)
座長 服部 寛(北 海道東海大)
P6
P7
P8
サロマ湖及びカナダレゾリュー ト海峡におけるアイスアルジーの群集組成
川延京子(国 立環境研究所)、 工藤 栄(極 地研)
サロマ湖表層堆積物 における微生物群集構造の特徴一 瀬戸 内海 との比較一
ナラシマル ラシ'・ンドン、松 田 治、佐 光宏昭(広 島大)
結氷期サロマ湖および春期スピッツベルゲン ・コングスフィヨルドにおける微細藻類群集の
光合成におよぼす紫外線の影響
宮原猛省(東 水大)、 工藤 栄(極 地研)、 渡辺研太郎(極 地研)、 佐藤博雄(東 水大)
一5一
P9の ポス ター発表は取消です。
P10　 Tidal　 transport　 and　 recruitment　 of　 marine　 fish　 larvae　 to　 ice-covered　 Saroma-Ko
　　　　　　　　　Lagoon　 (Hokkaido,　 Japan).
FORT肥R,　 M.　 and　 FORTIER,　 L.(GIROQ,　 Laval　 Univ.)
P11北 海道北東部潟湖 のマクロベントス群集構造、 とくに結氷期 と温暖期の比較について
桑原 連(東 京農大)
12月2日(木)
ポス ター発 表II　 海 洋生 物 セ ッ ショ ン1500-1700
B.物 理/化 学環境 ・低次生産
座長 原田尚美(名 大)
Pl2　　　　 南大洋60°W線 沿いにおける海洋構造の特徴
永延幹男(遠 水研)、 久永 満(水 産庁)、 嶋津靖彦(中 央水研)
P13南 大洋における物理 ・化学的水塊分布特性一表面水モニタリングシステムを用いた解析
小達恒夫(三 重大)、 福地光男(極 地研)
P14ブ ライ ド湾における脂肪酸および炭化水素の鉛直輸送
半田暢彦、早川和秀、生田直子(名 大 ・水圏研)
P15南 大洋 における ピコ植物 プランク トンの分布
小達恒夫(三 重大)、 福 地光男(極 地研)
P16二 一オルス ン コングスフィヨル ドにおける細 菌群集一1993年 融氷直後 の現存量 と増殖速度
の動態一
安田道恵(総 研大)、 工藤 栄、福 地光男(極 地研)
P17南 極海産ハ プ トソウprymnesiophyte　 strain　Bの ライフサイクルに伴 う脂質組成 の変動
奥山英登志(北 大)、 森田直樹、小亀 一弘(北 大 ・理)
座長 永延幹男(遠 水研)
P18網 走湖の低次生産 と環境の周年変化
浅見大樹、今田和史、安富亮平、伊沢敏穂(道 立水産醇化場)、 坂崎 繁樹(網 走市水産
科学センター)、 川尻敏文(西 網走漁協)
P19冬 季北 部北太平洋並 びにベー リング海表面におけるクロロフィルaの サイズ組成 について
塩本 明弘、水戸啓 一、長澤和也、上野康 弘(遠 水研)、 難波正明(香 川大)
P20サ ウスシェ トランド諸島北側海域における植物プランクトンの分布 と組成
片山 健(東 海大)、 一井太郎、永延幹男(遠 水研)、 石井晴人(東 水大)
一6一
P21
P22
P23
Distributions　 of　 Free　 Amino　 Acids　 from　 ice　 Biota　 in　 sea　 and　 lake　 ice　 cores　 in
Antarctica.
　 YANG,　 H　 (Second　 Inst.　 of　 Oceanography,　U iv.　 Bremen)
Matter　 in　 the　 Admiralty　 Bay　 area　 (King　 George　 Island,　 Maritime　 Antarctic).
　 RAKUSA-SUSZCZEWSKI,　 S.　 (Polish　 Academy　 of　 Science,　 POLAND)
南極海における人工衛星画像(Nimbus-7/CZCS)に よる植物 プランク トン色素濃度の推定
木村典 嗣、岡田喜裕(東 海大)、 一井太郎、松村皐月、杉森康宏(遠 水研)
C.動 物 プランク トン ・オ キア ミ ・魚類
座長 沼波 秀樹(東 水大)
P24
P25
P26
P27
P28
P29
P30
Investigations　 of　 undcr-ice　 zooplankton　 collected　 on　 Russia-USA　ice-drift　 stat on
in　 the　 Western　 Weddcll　 Sea　 (February-May　1992).
　 MELNIKOV,　 1.　andMENSHENINA,　 L.　 (lnst.　 of　 the　 Russian　 Acadcmy　 of
　 Sciences)
冬季 サウスジ ョージア島周辺海域 におけるナンキョクオキアミEuphausia　 superba　 Dana
の消化管内容物 につい て
西野康 人、河村章人(三 重大)
南大洋大西洋区におけ る1987/88年 夏期のナンキョクオキアミの分布生態
遠藤宜成 、小 田貴志、(東 北大)
アルゼンチン沖のイカ漁場におけるカイアシ類の出現種とその分布特性
齋藤暢宏、久保田 正(東 海大)
南極 海域Breid　 Bay及 びLtitzow　 Holm　 Bayで 採 集された等脚 目甲殻類(1)
布村 昇(富 山市科学文化 センター)
サ ウス シェッ トラ ン ド諸島周辺海域におけるサルパ類の分布 一特 にオキア ミ類 との違 いに
つい て一
西川 淳(東 大 ・海洋研)、 永延 幹男 、一井太郎(遠 水研)、 石井晴人(東 水大)、
寺崎 誠、川口弘一…(東 大 ・海洋研)
Ben山ic　 populations　 of　 the　 shallow　 hard　 bottoms　 off　 Terra　 Nova　 Bay　 (Ross　 Sea,
Antarctica)　 :　Qualitative　 and　 functional　 studies　 in　 relation　 to　 environmental
conditions.
　 GAMBI,　 M,　 C.,　 MAZZELLA,　L.,　 BUIA,　 M.　 C.,　 LORENTI,　M.,　 RUSSO,　 G.
　 F.and　 SCIPIONE,　M.　 B.　 (Laboratorio　 di　 Ecologia　 del　 Benthos-Stazione
Zoologica　 "Anton　 Dohバ)
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座長 岩見哲夫(東 京家政学院大)
P31南 極 海棲息 コオリカマスと日本沿岸棲 息魚 ・臓器 ・組織 中の物理 ・化 学的考察1.色 素 と遷
移金属 元素を中心 として
石川昌史(放 医研)、 中村啓治(茨 城大)
P32寒 冷水域 に生息す る硬骨魚 の血漿 滲透圧の季節変化 について
小川瑞穂(埼 玉大)、 和 田陽子 、松浦陽子(埼 玉大)、 福 地光男(極 地研)
P33南 中央 アラス カの氷河 フィヨル ド地帯 、リザ レクシ ョン湾 の春季 におけるカサ ゴ目仔稚魚の
出現
宗原弘幸(北 大 ・臼尻水産実験所)、 　J.M.　 Paul、　A,　J,　Paul　 (アラスカ大フ・アパンクス校 ・
セワー ド海洋 センター )
P34　 Branchial　 structure　 of　Antarctic　 Notothenidae　 Fish　(NotothenioＬp5　 nudifrons,
　　　　　 Notothenia　 gibberifrons　　and　Trematomus　 newnesi)　 stressed　by　salinity　change・
　　　　　　　 FANTA,　 E.,　LUVIZOTTO,　 M.F.,　 andMEYER,　 A.A.　 (Universidade　 Federal　 Do
　　　　　　　　　Parana,　 BRAZIL)
D.海 鳥 ・海 獣
座長 綿貫 豊(北 大)
P35潜 水性海鳥類の機 能形態学
長 雄一、村 野正昭(東 水 大)
P36ウ ミウの食性 および繁殖行動の年 変化
加藤 明子(極 地研)、 綿貫 豊(北 大)、 内藤靖彦(極 地研)、 村 野正昭(東 水 大)
P37索 餌期 におけるハ イイロミズナギ ドリの栄養生 態
塩見浩 二、小城春雄、南 浩史(北 大)
P38南 極 産 ウェッデル アザ ラシ　 Leptonychotes　wecldelliからの薬剤耐性腸 内細菌の検索
花房泰子、近藤房生(宮 崎大)
P39デ ー タ標 識のネズ ミイルカへの装着 と回収実験
内藤 靖彦(極 地研 〉、河村 章人(三 重大)、 西脇茂利 、川崎真弘(日 鯨研>
P40南 半球 における ピグミーシロナガスクジラとシロナガス クジラの棲み分 け
加藤秀弘(遠 水研)、S.B.ラ イリー(米 国、南西漁業科学セ ンター)、
島田裕之(遠 水研)
P411992/93鯨 類捕獲調査による ミンククジラ分布 に対す る海洋環境 の解析
永延幹男(遠 水研)、 狩野弘昭(ア ジア航測)、 藤瀬良弘(日 鯨研)
P42南 極海 におけ るバ クジラ類の出現 と豊度
笠松 不二男(海 洋生物環境研究所)
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12月3日(金)
ポ ス ター発 表III　 陸 上 生物 セ ッシ ョン1500-1600
E.細 菌 ・藻 ・地 衣 ・蘇 苔 類
座 長 大谷 修 司(島 根 大)
P43南 極 のマクマー ドドライバ レー地域か らの細 菌の分離
西川二郎、飯塚 廣(東 京 理科大)
P44土 壌微生物検出法の開発
河崎行繁、辻 尭(三 菱化成生命科学研)、 森本倫子(東 邦大)、 高橋 巌(玉 川大)、
小池惇平、大島泰郎(東 工大)
P45南 極産 シアノバ クテ リアお よび微細藻類 中の炭化水素 および脂肪酸の生物地球化学的特徴
松本源喜(大 要女子大)、 ポール ・ブローデ ィ(カ ンタベリー大)、 山岸潤 子(東 邦大)、
大谷修司(島 根大)、 長島秀行(東 京理科大)、 高松信樹、今橋 正征(東 邦大)
P46南 極産緑藻クロレラの温度適応と脂質組成
長島秀行(東 京理科大)、 小菅 澄(東 京理科大)、 松本源喜(大 要女子大)、
百瀬春生(東 京理科大)
P47南 極産Dunaliclla　g.　p.の 高塩 または低塩ス トレス による形態 および生化学的変化
綿貫知彦(神 奈川県衛生研)、 中村澄夫(神 奈川歯大)、 松 下和弘、仁科正実 、
堀 栄太郎(埼 玉医大)、 加藤賢三(予 研)
P48南 極ラングホブデ南雪鳥池(仮 称)の 旧湖底堆積物中の珪藻類
松坂智之(江 津市青山中学校)、 大谷修司、林 正久(島 根大)
P49南 極 ラングホブデ雪鳥沢の珪藻類
大谷修司(島 根大)、 松坂智之(江 津市青山中学校)、 大野正夫(高 知大 ・海洋生物
教育研究センター)
座長 井上正鉄(秋 田大)
P50高 山性地衣類の共生藻に関する温度特性
飯田高明、中野武豊(広 島大)
P51北 アルプス中岳における岩石表面での地衣類の遷移段階
岩船昌起(東 北大)
P52西 オ ングル島 における蘇 ・地衣類群落の分布 一環境 モニ タリングのための基礎 的研 究一
井上正鉄(秋 田大)、 神田啓史(極 地研)
P53南 極における蘇類の有性生殖器官形成
伊村 智(極 地研)、 木部 剛(総 研大)、 樋口正信(科 博)、 神田啓史(極 地研)、
岩月善之助(服 部植物研究所、岡崎分室)
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P54
F.
P55
P56
P57
P58
P59
P60
P61
ス ピッツベルゲ ン島の蘇苔類植生
神田啓史、伊 村 智(極 地研)、 木部 剛(総 研大)
種 子 植 物 ・無 脊 椎 動 物
座 長 増沢 武 弘(静 岡 大)
高山 ・根城 におけるマメ科植物 の生理生態学的研究
増沢武弘、藤井栄次(静 岡大)、 木部 剛(総 研大)
イ タ ドリ葉緑体の遺伝子構造の比較 による植物 の高地適応機構 の研 究
依 田賀春、吉永光一、増沢武弘(静 岡大)
富士 山高山帯 に生育するコタヌキラン(Carex　 doenitzii)の 種子の発芽 と実生の生長
木部 剛(総 研大)、 伊村 智、神田啓史(極 地研)、 増沢武弘(静 岡大)
キバナ シャクナゲの楼性状パ ッチにおける中心 と縁 の葉のガス交換特性
中野 隆志(都 立大)、 関川清広(玉 川大)、 石 田 厚(都 立大)
座長 菅 原裕 規(北 大)
真空下 におけるクマ ムシの耐性
宇津木和夫、野田奏一(東 京女子医大)
　　　 Habitat　 temperature　 and　locomotor　 activity　of　the　continental　 Antarctic　 mite,
　 　 Maudheimia.
　　 　　 MARSHALL,　 D.,　NEWTON,　 1.P.,　and　CRAFFORD,　 J.E.　 (Percy　Fitzpatrick
　　　　　Inst.,　Univ.　 of　Cape　 Town)
マエグ ロハ シ リシ ョウジ ョウバ エの分布 と耐寒性
島田公夫(北 大 ・低温研)
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講 演 要 旨
(シ ン ポ ジ ウ ム)
　 　 　Abstracts
　 　 　 　 　 for
Oral　 Presentations
S1
1991-1993年 、 日 加SARES
共 同 研 究 の 概 要
Activity　 of　 Japan-Canada　 SARES　 program　 in　 1991-1993
(1)(2)(3)
福 地 光 男.高 橋 正 征　　　　、　Loius　 tEGENDR[
(1)国 立 極 地 研 究 所、(2)東 京 大 学 ・理 学 部 、(3)ラ バ ル 大 学
(1)(2)(3)
MitsUo　 FUKUCHI　 ,　Masayuki　 TAKAHAS}tl　 ,　 touis　 しEG[NDRE
　　 (1)National　 Institute　 of　 Polar　 Research,　 Tokyo
　　 (2)Faculty　 of　 Science,　 University　 of　 Tokyo,　 Tokyo
　　 (3)[aval　 University,　 GIROQ,　 Quebec,　 Canada
Ideas　 and　 initiatives　 of　 the　 Japan-Canada　 SAROMA-R[SOLUTE(SARES)　program　 were
born　 at　 the　 tt　Japan-Canada　 workshop　 on　 the　 influence　 of　 the　 North　 polar　 region　 on
global　 climatic　 change　 and　 global　 scale　 simulation"　 in　 Mar'ch　 1990　 in　 Tokyo・ 　 Im-　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
researchplementation　worksho s　wer 　held　in　Tokyo　and　Quebec　in1991・　 In　1992・
works　 were　 carried　 out　 in　 the　 first　 year　 sea　 ice　 regions　 in　 SAROMA-ko　 |agoon
area　 in　 Mokkiado,　 Japan,　 and　 RESOtUTE　 area　 in　 CANADA.　 Two　 workshops　 were　 held
in　 1993　 to　 discuss　 and　 sysntesiZe　 the　 scientific　 achievements　 from　 the　 research
works.　 The　 grand　 finale　 of　 the　 SARES　 program　 is　 held　 during　 the　 sixteenth　 Sympo-
sium　 on　 Polar　 Biology　 in　 Tokyo.
1989年1月 にカ ナ ダで行 われ た 日加 首脳 会議 にお いて、 カ ナ ダ側 よ り日加 間の 科
学 技術 協力 に関す る 共 同研 究 構想 が 提案 され た。 その後 い くつかの 検討 を経 て、 同 年5月
に 「日本 とカ ナ ダの 科学 技術 分野 の 協 力強化 に関す る共 同研 究 」報 告書 が作成 され た。 こ
の 中で幅広 い 「ア ンブ レ ラ」 とな る科 学技術6分 野 が取 り上 げ られ た。
6分 野 の中 の一 つ に 「環 境 管理 」が あ り、 そ の中 の重要 テー マの一 つ と して 「北 極地
域 が全地 球 的気 候変 動 に与 え る影響 及 び全 地球 的環 境 シ ミュ レー シ ョン 」が取 り上 げ ちれ
た。 同テー マ につ いて1990年3月27--29日 、 日加 相補性 研究 ワー ク シ ョップ が 日
本 で開 かれ た。 ワー ク シ ョップでは4つ の 分科 会 に分 かれ て共 同研究 の実行 計 画 につ いて
討 議が 行わ れた。 分 科 会1で は 「地 球 温暖 化 と極 域現 象 」 をメ イ ンテ ーマ と して、 更 に3
つ のサ ブテ ー マ に分 かれて 討議 され た。 サ ブテー マの 一つ で ある 「極 域 にお け る生 物 圏へ
の 影響 」にお いて、 実 質的 な 共 同研究 の可 能性 が 討議 され、 実 は この討議 がSARES計
画 の源 で あ り、 海氷 域の生 物 生産 過程 に焦 点 が 当て られた。
カナ ダ側 で は ラバル大 学Legendre教 授 を 中心 に計 画が練 られ、　"　The　BiOlO-
gical　 CO2　Pump　under　 the　First-Year　 Ice　of　the　Arctic　 Oceaバ 研 究計 画が 平 成2年 度
を初 年度 とす る予 算 が認め られ た。 一方、 国 内で は極 地研 究所 を中心 に科 学研 究 費補 助 金
へ の 申請 が成 され、 平成3年 度 を初 年 度 とす る国 際学 術研 究 「北極海 ポ リニ ア域 に お け る
生 物 生産 過 程の 研究 」がス ター トした。
1991年 は1--2月 に東 京 にて、9月 にカ ナ ダ にて、 共 同研 究計画 の立 案 及 び実 行
計画 の検 討 ・調 整が 続 け られ、 観測 現 場 と して北 海 道 オホー ツ ク沿 岸のサ ロマ湖 とカ ナダ
北 極域 の リゾ リュー トが選 ばれ た。1992年2-3月 にサ ロマ湖 にて、 同年4-6月 に
リゾ リュー トにて現 場 観測 が実 施 され た。1993年 は取 りまとめ の ワー クシ ョ ップが 紋
別 とHont　 Joliで 行 われ、 第16回 極域 生 物 シンポ ジウ ムの 中で成果 が ま とめ られ る。
S2
北 極 域 低 緯 度 お よ び 高 緯 度 の 一 年 氷 に お け る 大 気 お よ び 海 洋 の
特 徴 の 比 較 研 究
　　　　　 COMPARATIVE　 STUDY　 OF　 ATMOSPHERIC　AND
OCEANOGRAPHIC　CHARACTERIS'「ICS　ABOVE/UNDER　FIRST-
　 YEAR　 ICE　 AT　 LOW　 AND　 HIGH　 LATITUDES　 IN　THE　 ARCTIC
白 沢 邦 男(北 海 道 大 学),　R.　Grant　 INGRAM　 (McGill　University)
　 　 　 　 　 　 Kunio　 SHIRASAWA　 (Hokkaido　 University)　 and
　　　　　　　　　　R　Grant　 INGRAM　 (McGill　University)
要 旨 　 As　 part　 of　the　joint　Japanese　 and　 Canadian　 scientific　 experiment　 to　study　 the　 biological
CO2　 pump　 under　 the　first・・year　ice　in　the　 Arctic　 ocean,　 meteorological　 and　 oceanographic
studies　 were　 carried　 out　 at　Saroma-ko　 Lagoon　 from　 December,　1991　 to　April,　 1992,　 and
successively　 in　Resolute　 Passage　 from　 April　to　June,　 1992.　 ln　this　paper　 summarized　 is　a
number　 of　meteorological　 and　 oceanographic　 variables　 obtained　 from　 Saroma-ko　 Lagoon　 at
the　 southernmost　 and　 from　 Resolute　 Passage　 at　the　 northernmost,　among　 the　 circumpolar
seasonally　 sea-ice　 covered　 waters.　 The　 general　 atmospheric　 and　 oceanographic　 features　 at
relatively　 thinner　 30-　 to　40-cm　 thick　 first-year　 ice　in　Saroma-ko　 Lagoon　 and　 at　about　 2-m　 thick
first-year　 ice　in　Resolute　 Passage　 during　 winter　 to　spring　 will　be　described　 and　 compared.
　 　The　 presence　 of　sea　 ice　cover　 leads　 to　major　 changes　 in　the　 flow　 and　 stratification　 regime.
We　 observed　 much　 weaker　 currents　 and　 the　presence　 of　smaller　 scale　 vertical　 structure　 in　the
temperature-salinity　 regime　 under　 complete　 landfast　 ice　covered　 areas.　lt　is　believ d　 that
meteorological　 forcing　 and　 freshwater　 input　 from　 a　small　 river　play　 an　 important　 role　in
generating　 the　 observed　 variability　 in　the　 lagoon,　 Over　 the　past　 decade　 the　extent　 and　 duration
of　the　 sea　 ice　cover　 in　Saroma-ko　 Lagoon　 has　 fluctuated　 greatly　 about　 a　decreasing　 trend.　The
presence/absence　of sea　 ice　play　 a　significant　 role　in　the　 oceanographic　 characteristics　 of　the
lagoon　 and　 its　potential　 for　biological　 productivity.　lt　is　believed　 that　 the　difference　 in　solar
irradiance　 between　 low　 and　 high　 latitudes　 in　seasonally　 sea-ice　 covered　 waters　 plays　 a
significant　 role　in　biological　 productMties　 in　spring　 regime.
要 旨 日加相補性研究 「The　biological　CO2　 pump　 under　the　first-year　ice　in　the　Arctic　ocean」
が1991年12月 か ら1992年4月 まで北海道の佐呂間湖で,引 続 き1992年4月 か ら6月 までCanada
のResolute　 Passageに て行 なわれた。 この冬期 か ら初春 にかけて季節海氷域 の南限であ る氷
厚 約30-40cmの 佐 呂間湖 と北限 である氷厚約2mのResolute　 Passageと の気象お よび海洋の特
徴 の比較研究 を行 なった。
海 氷の存在 は流速,安 定度の場 に大 きな影響 を及 ぼ し,海 氷下の流速 を弱 めまた温度塩 分の小
規 模 な鉛直構造 を作 り出す と思 われる。気象的擾乱や河川の流 出水 が佐 呂間湖 で観測 された変
動 の発生 に重要 な役割 を果 た している と思 われる。最近10年 程,佐呂間湖の結氷期間や広が
りは大 きく減少 してお り、その ことは佐 呂間湖の海洋学 的特徴 や生物生産性に大 きな影響 を及
ぼ していると思 われる。 また、季節海氷域の低 緯度 と高緯度 とにお ける太陽照射の違 い は特 に
初 春の生物生産に大 きな影響 を与 えると思われ る。
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S3
PRIMARY PRODUCTION AND THE MICROBIAL FOOD WEB: COMPARATIVE STUDY 
UNDER FIRST—YEAR SEA ICE AT  LOW AND HIGH LATITUDES IN THE ARCTIC
Serge DEMERS1 & Louis FORTIER2
1 Institut Maurice-Lamontagne,  Ministhe des  reches et des 
 Oceans, P.O. Box 1000, Mont-Joli, Quebec, G5H 3Z4, Canada 
2 GIROQ,  D6partement de biologie,  Universite  Laval, Ste-Foy, 
  Quebec,  G1K 7P4, Canada
     In the spring of 1992, a  term of Japanese and Canadian 
scientists studied the  primary production and the  microbial 
 compartment at the base of first-year ice in  Saroma-ko Lagoon 
(northern  Hokkaido) and Resolute Passage (Canadian High Arctic). 
 We present here a synthesis of the results obtained by Canadian 
scientists at both sites, Bacterial activity and productivity, 
 primary production and microheterotrophy will be  compared at both 
sites. The abundance  of viruses and their potential role in 
controlling algal populations will be discussed. It will be shown 
that, contrary to the situation in Saroma-ko, bacterial activity 
and productivity were insufficient in Resolute Passage to satisfy 
the demand of  microheterotrophy. Accordingly, a shift probably 
occurred in the grazing behaviour of heterotrophic nanoprotozoans 
as the ice-algal bloom took place.
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S4
ZOOPLANKTON AND LARVAL FISH COMMUNITY DEVELOPMENT : 
COMPARATIVE STUDY UNDER FIRST-YEAR SEA ICE AT LOW AND 
HOGH LATITUDES IN THE ARCTIC
Louis  FOR!  IER" & Serge DEMERS2
1 GIROQ,  Departement de biologie,  Universite Laval, Ste-Foy,  Quebec, G1K 7P4, Canada 
2 Institut Maurice-Lamontagne,  Ministre des  Roches et des Oceans, P.O. Box 1000, Mont-
Joli,  Quebec, G5H 3Z4, Canada
We compared the development of the zooplankton community in relation to the ice-algal bloom 
in Saroma-ko lagoon and Resolute Passage. In Saroma-ko, mysids and copepods were the 
dominant components of the zooplankton. Numerically, Pseudocalanus spp. and Acartia 
spp.represented 81 and 16% of the copepod assemblage respectively. The constancy of the 
stage composition and the low production of eggs and nauplii were consistent with the observed 
decline in the abundance of both Pseudocalanus and Acartia from late February to late March. 
The population of mysids declined as well over this period. Obviously, the bloom of ice algae 
in the lagoon did not stimulate the development of the spring zooplankton community. The 
larvae of several species of marine fish colonized the lagoon during the sampling period. 
Recruitment to Saroma-ko coincided with the collapse of the copepod assemblage in the lagoon. 
In Resolute Passage, the amphipod Parathemisto libellula and the copepod Pseudocalanus sp. 
dominated the zooplankton. The population of  Pseudocalanus (92% of the copepod 
assemblage) evolved from a majority of overwintering CIV and CV copepodites in early May 
to a majority of females in late June. The production of eggs and nauplii increased steadily over 
this period and started well before the massive release of ice algae or the phytoplankton bloom. 
This suggests that Pseudocalanus reproduction may be fuelled by endogenous reserves from the 
previous fall  and/ or the grazing of ice algae falling from the ice cover. Few fish larvae were 
sampled in Resolute Passage, indicating that this area of strong advection is probably unsuitable 
for the reproduction of fish. Based on a comparison of Saroma-ko, Resolute Passage and 
Hudson Bay, we discuss the importance of ice algae to the vernal development of the 
zooplankton community in relation to the duration of the annual ice cover.
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S5
サ ロ マ 湖 及 び カ ナ ダ レ ゾ リュー ト海 峡 にお け る
ア イ ス アル ジー 群 集 発 達 とそれ らの光 合 成 生 産 に
み られ る特 徴 につ いて
Chara,t,,i,tics　。f　sea　 i,e　 alg・1　 ・・mmunity　 and　 p・・d・・ti・n　 i・　S・…　 a-k・ 　L・g・ ・n　and　 R…　 1・t・　Passage
Sakae
工 藤 栄 ・ 国 立 極 地 研 究 所 ・北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー
KUDOH　 .　Arcti,　 Envi,。n・ent　 Resea・ch　 Cent・ ・,　N・ti・nal　 l・・tit・t・ 　・f　P・1・ ・　Research
蠕 罵:ll鵬;}蕊1曇ll欝1;:}羅1霰1;;ll{帯:鰯;黙:鰐:懲1;・
L、g。 。n,　 。hereas　 p,nnat・ 　di・t・m・ 　d・minat・d　 and　 t・t・1　 ・hl・r・phyll　 bi・mass　 reach・d　 ・1・・st　 100　 mg'CHL.a'
m-2　 in　 middl,　 M。y　 i,　 R,,。1、t,　 Passag・.　 1・　・pit・ 　・f　bi・mass　 decrea・e　 i・　March・ 　 ・lg・l　 ph・t・sy・thesls
。,。,,　 sh。,ed　 ,ig,ifi,ant　 ,hanges　 i・　S…　 ma-k・.　 Thi・ 　 i・di・ates　 th・　bi・ ・ass　 d・ ・rease　 w・・　 caused　 by
th,　 。ther　 f。,t。,(,)　 than　 th,i,　 ph。t・ ・y・th・ ・i・　 (9・ ・wth).　 1・　R…　 1・t…　 lg・l　 ph・t・ ・y・thesi・ 　 (carb・ ・
fixati。 。)　、1,。　sh。w,d　 p。,itive　 under　 i・　・it・　 light　 i・ten・ity　 in　 all　 samples・ 　 ・nd　 ・dditi・n・ 　 estimat・d
ph。t。sy。th,ti,　 p。,am,ter・ 　and　 th・ir　 ca・b・n/・hl・r・phyll　 ・　rati・ 　sug9・ ・t・d　th・ 　・ccurrance　 ・f　the　 shade
。d、pt。ti。n　 。f　ph。t。,y・thesi・ 　i・　1・te　 seas・ns.　 E・timati・n・ 　・f　p・ima・y　 p・・ducti・ity　 i・　b・th　 fi・ld
study　 sites　 will　 be　 discussed.
アイスア ルジー生 物量(ク ロ ロフィルa量 、細胞容積量 、細 胞
炭 素量)と 、現場環 境に近 い状 態での光合成 生産活動の時間 推移
を北海道 のサ ロマ湖 に発達 する海氷 とカナ ダ多島海の レゾ リュー
ト海峡 に発 達す る海氷の2箇 所 にお いて研 究を行 った 。
サ ロマ湖では2月 初旬 に湖内全域 が完全 に結氷 し、この結氷状
態は3月 中旬 まで維持 された 。海氷発 達がい ち早 く開始 され安定
した海 氷(厚 さ30～50cm)が 発 達す るサ ロマ湖東岸 の栄 浦沖の観
測点 におい て、2月 には主に中 心目珪 藻が大増殖 し、ク ロロフィ
ルa生 物量 は1平 方 メー トルあ た り50mg以 上 に達 していた 。3月
に はい るとアイ スア ルジー群集 量は一時的に 半減 し、その後ほぼ
一定 量で維持 されて いた 。この 生物量の減少 とその後 の変動 の停
止 にも関わ らず 、現 場環境 に近 い状態で実験的 に測定 した光合成
速 度は藻類 量の増加 してい る時 期の もの と大差 はなか った。これ
は3月 初旬 の生 物量 増加の停 止が光合成活性 の低下(さ らに は細
胞 増殖 の停 止 ・死 亡)に よる要因が直接作用 してい るのでは な く、
海 氷融解 に伴 ったアイス アルジーの氷か らの離脱やその ほか の要
因の作用 を示唆す る。
… 方、 レゾ リュー トでは4月 か ら5月 にか けて1.6～2.2mの 厚 さ
の海 氷が発達 して お り、その海氷 の下 部に は羽状 自珪 藻の大 増 殖
が認 め られた 。サ ロマに比べ4倍 ほ どの厚 さの海 氷 にも関わ らず 、
海氷 下部に到達 する光合成有効放 射量はほ とんど変 わ らなか った 。
藻類 の光 一光合成反 応 を調べ た結 果、現場 の海 氷下部 に到達 す る
光合 成有効放射量 よ りも僅か に強 い光で 光合成 速度 が最大 に な り、
よ り強い光では 光合成速度は低下 する、いわ ゆ る強 光阻害 が 生 じ
るこ とがわか った。光 一光合成速 度反応 の解析 よ り現場環 境 の極
めて弱い光 の基 で藻類 は常 に正の 同化作 用を 営む能 力が あ る もの
と推 察され 、群集 量が100mgCHLa・m-2程 に達 す る後期 には細胞 色素
量が増大 して くる という反応 も認 められた 。
サ ロマ湖 とレゾ リュー トの海氷 下部 に到達 す る光環境 を考 慮 し
て 、両研 究場所 での 一次生産量の推定 を行 い発表 す る予定で あ る。
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S6
サ ロマ 湖 及 び カ ナ ダ レゾ リュー ト海 峡 にお け る
ア イス アル ジー の 増 殖 特 性
Characteristics　of　 photosynthesis　 and　 growth　 of　 ice　 algae　 collected　 in　 Saroma-ko　 I、agoon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　 Resolute　 Passage
鈴 木 祥 弘 ・高 橋 正 征(東 大 ・理 ・植 物)・ 工 藤 栄(国 立 極 地 研 究 所)
Yoshihiro　 SUZUKI1),　 Masayuki　 TAKAHASHIユ)　 and　 Sakae　 KUDOH2)
　　　　　　 1)Botany　 Department,　 Faculty　 of　 Sciense,　 University　 of　 Tokyo
2)Arctic　 Environment　 Research　 Cen七er,　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research
　　　　　To　 evaluate　 the　 characteristics　of　 photosyntheic　 ability　 of　 ice　 algal　 community,　 which　 grow
under　 stably　 cold　 and　 dim　 light　 environment,　 influences　 of　 growth　 light　 and　 growth　 temperature　 on
their　 photosynthesis　 were　 analyzed.　 Ice　 algal　 communities　 weiCe　 harvested　 from　 different　 light　 en-
vironment　 seaice　 layer　 near　 the　 bottom　 at　 different　 time　 periods,　 and　 determined　 the　 light　 response
curves　 of　 photosynthes　 s　at　 various　 temperature.　At　 in　 si 　 temperatures,　 the　 communities
collected　 from　 lower　 l　ght　 condition　 showed　 lower　 half　 saturation　 irradiances　 than　 those　 collected
from　 higher　 light　 cond　 tion.　 While　 light　 satulated　 photosynthetic　 rates　 determined　 at　 in　 situ
temperature　 were　 always　 showed　 almost　 the　 same　 rates,　 the　 satulated　 rates,　 however,　 showed　 clear
increase　 along　 with　 the　 increase　 of　 incubation　 temperature,　 O-19°C.　 These　 indicate　 that　 ice　 algal
community　 could　 adjust　 their　 photosynthetic　 ability　 to　 the　 surrounding　 growth　 light　 environment,
however,　 maximum　 light　 saturated　 photosynthesis　 was　 strongly　 supPressed　 by　 surrounding　 temperature.
Some　 laboratory　 experimental　 evaluations　 of　 dominant　 ice　 algal　 photosynthetic　 properties　 using
isolated　 unialgal　 cultures　 will　 be　 discussed,　 too.
定常的に弱光で低温環境である季節海氷の下部で増殖するアイ
スアルジー群集の光合成能力の特徴を評価するため、光合成反応
に及ぼす増殖環境付近の光環境と水温の影響を実験的に解析した。
ア イス アルジー群集 を海氷下 部の光環境 が異な る2層 よ り採 取
し、種 々の温度 環境 の基で光 一光合成速度反 応を14C法 及 び酸 素
電極 法 で測定 した 。現場 温度付近 では よ り弱 い光環 境の層 中か ら
採取 した群集が 、弱い 光環境 の場合 に よ り大 きな光合成速度 め達
成 が可能 な ことが明 らかで 、季節推 移に ともなってアイス アル ジ
ー群 集量 が増大 し、海氷下部 へ到達 す る光が 藻類 の 自己被陰 によ
って減 じて くるよ うに なると 、さらにこの傾 向は強 まった 。
現 場水温条件で の光 飽和状 態の 最大光合成速 度は 、光環境の 異
なる2層 のもの 、あるいは異な る時期の試料 におい ても大差は 無
か った、が、 この最大 光合成 速度 は水 温を0～19℃ まで上昇 さ
せ るとそれに とも なって 急激 に増 大 した。 これ らの ことはアイス
アル ジー群 集は低 温環境 で最 大光合成速 度が厳 しく抑 えられては
い るものの、極 めて弱 い光環 境で正 の光合 成速度 を達 し得 てい る
こと、さ らには増 殖 して いる外囲環境 の光 条件 に応 じて も光一光
合成反応の形 を変 化させ る能 力を持つ ことを意味 す るもの であ る。
単離培養藻類 を用 いた2、3の 室 内実験実験 に よる結果 も交 えて、
アイスアル ジーの 光合 成能力 ・及 び増殖特性 に付 いて考察 を加 え
発 表を行 う。
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  Effects of Low Salinity on Survival of Ice Lagae in Saromako 
                               lagoon, Japan 
     Satoru  Taguchi(1, Ralph  Smith(2, and Kunio  Shirasawa(3 
Hokkaido National Fisheries Research Institute, Kushiro,  Japan(' 
            University of Waterloo, Waterloo,  Canada(2 
                                    and 
Sea Ice Research Institute, Hokkaido University, Monbet,  Japan(3
     Response of ice algae to low salinity was determined with 
three levels of silicate enrichment during a winter in 1992 in 
Saromako lagoon, Japan. Chlorophyll a contents of ice algae were 
reduced sharply to 50% of the initial value within the first day, 
and then decreased steadily. The degree of decrease was a 
function of silicate concentration after the first day. Size 
distribution of ice algae was 52% in  >10um, 39% in 10-2um, and 9% 
in  2-0.2um, respectively at the beginning of the incubation. 
Within two weeks the 2-0.2um fraction became least and less than 
1% while the  >10um fraction increased to more than 90%. Low 
concentrations of salinity and silicate reduced the chlorophyll a 
biomass and photosynthetic activity. High silicate concentration 
even in low salinity enhanced photosynthetic activity and the 
relative abundance of the size group of  >10um cells. The present 
result may suggest that ice algae may not survive in the low 
salinity layer immediately below the ice when the ice starts 
melting due to osmotic damage if silicate is limited.
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Effects of Nitrogen Enrichment under Different Concentrations of 
   Silicate on the End Products of Photosynthesis by Ice Algae 
               From Resoulte Passage, Canadian Arctic. 
                Satoru  Taguchi(1 and Ralph  Smith(2
Hokkaido National Fisheries Research Institute, Kushiro,  Japan(1 
             University of Waterloo, Waterloo,  Canada(2 
      Enrichment experiments with  ammonium, nitrate, and silicate 
were conducted to determine their effect on the end products of 
photosynthesis with ice algae collected from Resolute Passage, 
Canadian Arctic during a summer in 1992. Excess ammonium (more 
than 50 uM) inhibited the protein production, which was the most 
dominant fraction in the end products. No inhibition was detected 
up to 200 uM of nitrate added. Silicate enriched to more than 5 
uM enhanced the protein production to more than 45%, when 50 uM 
of ammonium were also added. However the protein production did 
not respond to the silicate enrichment when 50 uM of nitrate were 
added. The most dominant fraction was polysaccharide and nucleic 
acids, which were more than 35% of total photosynthesis, for the 
experiment with nitrate.  Lipid fraction was much affected by 
neither nitrogen or silicate, however neutral lipid decreased 
while membrane-associated lipids increased with silicate 
enrichment under ammonium efficient condtion. Ice algae in 
Resolute Passage, Canadian Arctic were likely limited by ammonium 
and silicate.
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サ ロ マ 湖 結 氷 期 に お い てHPLCで 分 画 さ れ た 光 合 成 色 素 群 の
鉛 直 分 布 特 性
Vertical　 Distribution　 of　Photosynthetic　 Pigments　 CharacteriZed　 by　HIPLC
　 　 　 　 　 　 　 under　 the　Ice　of　I.ake　Saroma
佐 光 宏 昭,松 田 治,ナ ラ シ マ ル ラ ジ ェ ン ドラ ン,山 本 民 次(広 島 大 ・生 物 生 産)
　 　 HiroakiSakoh,OsamuMatsuda,NarasimmaluRajendranandTamijiYamamoto(HiroshimaUniv.)
　 　 Physiological　 conditions　 of　phytoplankton　 can　 be　 measured　 by　 the　 analysis　 of　 photosynthetic　 pigment
composition.　 In　this　stUdy　 ,　the　composition　 of　photosynthetic　 pigments　 under　 the　ice　of　Lake　 Saroma　 were　 investigated
by　 high-perf()mance　 liquid　 chromatography　 (HPLC)　 .　By　 the　fractionation　 of　chl.a　 and　 its　dedvatives,　 chLa,　 chl.a
isomers　 (ch1.a'-1　 ,2,3　and　 chlorophyllide　 a　:　early　 degradation　 products　 of　chl.a)　 and　pheopigments　 (pheophytin　 a　and
pheophorbide　 a)　were　 identified.　 In　the　ice　algae,　 the　percentage　 composition　 of　chl.ar　chl.a　isomers　 and　 pheopigments
found　 to　be　74.4,　 8　and　 17.6%,　 respectively.　 In　the　suspended　 particles,　 percentage　 of　ch1.awas　 lower　 than　 that　of　ice
algae　 and　 the　lowest　 chl.a　percentage　 was　 observed　 in　the　bottom　 water.　 On　 the　other　 hand,　 pheopigments　 showed
reverse　 vertical　 distribution　 of　chl.a　 In　sinking　 particles,　 the　percentage　 composition　 of　chLa　 did　not　vary　 much　 at　all
layers,　 and　 was　 the　same　 level　as　that　of　suspended　 particles　 at　the　bottom　 layer.　 These　 results　 suggested　 that　the
degradation　 of　ch1.a　 in　suspended　 particles　 proceeded　 with　 increasing　 depth　 possibly　 because　 of　light　deficiency.
However,　 the　absence　 of　significant　 variation　 in　the　sinking　 particles　 between　 upper　 and　lower　 layers　 indicated　 that　during
the　sinking　 process,　 ch1.a　 of　sinking　 particles　 was　 not　degraded　 presumably　 because　 of　the　shallowness　 of　the　study
area.　From　 these,　it　was　 also　suggested　 that　the　source　 of　sinking　 particle　 could　 be　fecal　pellets　and　the　aggregations　 of　ice
algae.
chlorophyll　 a(ch1.a)は 光 合 成 の 中 心 と な
る 色 素 で 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 死 滅 と と も に 分
解 を 始 め る.結 氷 期 の 光 合 成 色 素 の 鉛 直 分 布
特 性 を 明 ら か に し,あ わ せ て そ の 分 解 過 程 を
調 べ る た め,冬 季 の サ ロ マ 湖 に お い てice
algae,　 懸 濁 粒 子,沈 降 粒 子 を 採 取 し そ の 光
合 成 色 素 組 成 を 田)LCを 用 い て 調 べ た.
【方 法|　 icealgaeは 氷 の ト'面 よ り 採 取 し
た.採 水 は1,5,9mの3層 か ら 行 っ た.沈 降
粒 子 の 観 測 は0.5,2.5,7.5m層 に 設 置 し た セ
デ ィ メ ン ト ・ ト ラ ッ プ を 用 い て 行 っ た.採 取
し た 試 料 を ワ ッ ト マ ンGF/Fフ ィ ル タ ー で 吸 引
濾 過 し,ch1.a類 の 分 析 に 供 し た.光 合 成 色
素 の 抽 出 に は90%ア セ ト ン を 用 い,そ の 分 離
定 量 は 逆 相HPLCに よ り 行 っ た.移 動 相 をIM酢
酸 ア ン モ ニ ウ ム 水 溶 液(A液),100%メ タ ノ
ーー ル(B液)と し,0分 でA液20%,10分 でB
液100%の リ ニ ア グ ラ ジ エ ン ト 溶 出 法 を 用 い,
色 素 は 励 起 波 長410nm,蛍 光 波 長670nmで 検
知 し た.得 ら れ た ク ロ マ ト グ ラ ム よ りchl.　 a
及 び そ の 分 解 産 物 を,　 chLa,　 chl.aア イ ソ マ
ー4手 重　 (　chlorophyll　 jde　 a,　 ch1.　 a'　-1,　2,　3　:
初 期 分 解 産 物)お よ び フ ェ オ 色 素2種(pheo-
phytin　 a,　 pheophorbide　 a:　 高 次 分 解 産 物)
の3群7種 に 分 類 し た.
[結 果 お よ び 考 察]　 icealgaeに 含 ま れ る
ch1.a量 は12.7mgm-2であ り,水 柱 積 算 現 存
量(8.lmgmL2)に 比 べ て 多 か っ た.懸 濁 粒 子
のch].　 a濃 度 は 氷 の 直 下 で3.95μg2-1と最
も 高 く,水 深 と と も に 減 少 し 湖 底.ヒ の9m層 で
0.07μg91と な っ た.　 chLaの 分 解 産 物 も 同
様 の 鉛 直 分 布 を 示 し た.一 方,沈 降 粒rに よ
るch1.　 aの 鉛 直 輸 送 量 に はO.89～1.39μgm2
d-1と 水 深 に よ る 差 が あ ま り み ら れ な か っ た.
ch1.　 a分 解 産 物 の 沈 降 状 況 も 同 様 で あ っ た.
次 にchLa,　 chl.aア イ ソ マ,フ ェ オ 色 素
の3群 の 構 成 比 を 見 る と,　 ice　 algaeで は
chl.　 aが74.4%を 占 め,　 chl.aア イ ソ マ ー は8%,
フ ェ オ 色 素 は17.6%で あ っ た.懸 濁 粒 子 中 で
は　 ch1.　 aの 構 成 比 はice　 algaeに 比 べ て 低 く.
さ ら に 水 柱 内 で はchLaの 割 合 は 水 深 が 増 す
に つ れ 低 く な っ た.そ れ と は 逆 に フ ェ オ 色 素
の 割 合 はice　 atgaeで 最 も 低 く,水 深 が 増 す
に つ れ 高 く な っ た.沈 降 粒r－ 中 で はchl.　 aの
占 め る 割 合 は35.4%～48.8%で あ り 水 深 に よ る
大 き な 違 い は 見 ら れ な か っ た.
以 上 の 結 果 よ り,付 着 し て い る　ice　 algae
で はchl.　 aの 分 解 が 進 ん で い な い が,懸 濁 粒
子 中 のchLaは 水 中 光 量 の 減 少 の た め,水 深
が 増 す に つ れ そ の 分 解 が 進 ん で い る と 考 え ら
れ た.・ ・方,沈 降 粒 子 の 起 源 は,ch1.aの 分
解 の 進 ん だ 粒 子,キ と し て 動 物 プ ラ ン ク ト ン
の 糞 粒 や 死 滅 し た 植 物 プ ラ ン ク ト ン で あ る こ
と が 示 唆 さ れ,そ の 沈 降 中 にChl.　 aの 分 解 は
ほ と ん ど 進 ま な い 事 が 明 ら か と な っ た.
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カナダ北極圏 レゾリュー ト沖海氷下における
榛脚類の日周鉛直移動 と摂餌行動
Diel　 changes　 in　vertical　 distribution　 and　 feeding　 activity　 of　 copepods　 in
　 　 　 　 　 　 ice-covered　 Resolute　 Passage,　 Canadian　 Arctic
服 部 寛(道 東 海 大 ・工)・ 齊 藤 宏 明(北 水 研)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 Hiroshi　 Hattorii　 and　 Hiroaki　 Saito2
　 　 1;　Department　 of　Marine　 Sciences　 and　 Technology,　 Hokkaido　 Tokai　 University
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2;　Hokkaido　 National　 Fishery　 Research　 Institute
To　 understand　 the　 role　 of　 copepods　 in　 the　 marine　 ecosystem　 under　 sea-ice,　 diel　 changes　 in　 vertical
distribution　 and　 feeding　 activity　 of　 copepods　 were　 observed　 9-times　 during　 16　 and　 17　 May　 1992　 in
Resolute　 Passage.　 Copepods　 were　 abundant　 accounting　 for　 98%　 of　 the　 zooplankton　 number.　 Among
the　 copepods,　 the　 population　 of　 Pseudocalanus　spp.　 w s　 dominant　 accounting　 for　 92%　 of　 the　 copepod
assemblage.　 All　 stages,　 in　particular　 in　the　 stages　 of　 IV　 and　 V,　 of　 the　 Pseudocalanus　populati n show d
upward　 migration　 at　nighttime.　 They　 concentrated　 at　just　 under-surface　 of　 the　 ice　during　 2000　 and　 OOOO
in　 the　 nighttime　 and　 they　 descended　 from　 the　 bottom-ice　 layer　 before　 midnight.　 Gut　 pigment　 content　 of
a　Pseudocalanus　at　 the　 bottom　 ice　 layer　 was　 showing　 diel　 change,　 however,　 the　 pigment　 content　 was
higher　 in　the　 daytime　 than　 in　 the　 nighttime.　 ingestion　 rate　 (h'1)　 of　 the　 Pseudocalanus　population　 was
high　 at　2000　 in　 the　 top　 O-3-m　 layers.　 Pseudocalanus　spp.　 grazed　 6.4%　 and　 53.8%　 of　the　 estimated　 total
microalgal　 production　 (phytoplankton　 +　 ice　 algae)　 in　 the　 O-3-m　 layer　 and　 O-130-m　 layer,　 respectively.
Considering　 from　 low　 phytoplankton　 biomass　 (0.l　 mg　 chL　 a　 m'2)　 and　 estimated　 phytoplankton　growth
rate　 (p=O.Ol4　 d'i)　 in　the　 top　 O-3-m　 layer,　 Pseudocalanus　spp.　 consumed　 sinking　 ice　 algae　 released　 from
the　 ice-bottom.　 Scanning　 electron　 microscopic　 observation　 of　the　 gut　 contents　 revealed　 that　 the　 diets　 of
the　 Pseudocalanus　 spp.　 were　 mainly　 un㎞own　 particles　 other　 than　 ice　algal　 diatoms.　 Under　 first-year　 sea
ice　 in　Resolute　 Passage,　 Pseudocalanus　spp.　 was　 considered　 a　key　 species　 of　 zooplankton　 community　 ill
the　 Arctic　 food　 web.
《はじめに》 椀脚類の鉛直分布と摂餌の日周変化は、
海洋におけ る物質循環 を推定する際に重要な問題 とな
る。特に、基礎生産の場が主に氷の直下に限 られてい
る海氷域においては、分布 と擬餌の 日周変化 を定量的
に把握す ることが水柱内の物質循環にとり重要 となる。
本研究は、白夜 の季節の カナダ北極圏、レゾリュー ト
沖 において、榛脚類 の鉛直分布 と擬餌 の日周変化 を調
べ 、榛 脚類 を中心 とした物質循環 を推定する目的で研
究 を行 なった。
《方 法》 調査地点は、北緯74度41分 、西経95度16
分 の レゾ リュー ト沖で、そこの水深は135m、 氷厚は
2mで あ った。採集はNIPRネ ット(網 目、0,1mm)
に よる海氷 直下から0、1、3m層 の各層採集 と、閉
鎖式ネ ット(網 目、0」mm)を 用いた0-3、3-15、
15-30、30-130m鉛 直区分採集 を、5月16日10時 から17
日15時 までの間に、それぞれ9回 実施 した。
《結 果》 調査期間 を通 じ、榛脚類 は採集された全
動物プランク トン数のほぼ98%を 占め、榛脚類 の内で
は、30m以 浅に多かったPseudocalanus　 spp.とAcartt'a
longiremisが 、それぞれ92%と19。 を占めた。
白夜の環境下であったが、日周鉛直移動 は、
Pseudocalanus　 spp.で 顕著に観察 された。 この種 類の
ステージ組成はV期 が中心であ り、コペポ ダイ ト後期
のステージにおいて、夜 間の時間帯 に上昇移動が顕著
であったが、観察された全てのステージは、夜間の時
間帯 に氷の下層に蝟集 し、昼間の時間帯には深い層 に
移動 していた。
海氷下で最 も優占 し、日周鉛直移動を顕著に示 した
Pseudocalanus　 spp.　V期 の各水深 における消化管色素
量は、海氷直下のOm層 で高 く、深度を増すに従い減
少する傾向にあった。消化管色素か らみた掻餅の 日周
変化 は、Om層 において明確 に観察 されたが、1m以
深のほとんどの層 では終日大きな変化は見 られなかっ
た。Om層 の消化管色素量の日周変化は、昼 間の時間
帯に高 く、夜 間の時間帯に低 くなっていた。
植物生産量に対する海氷 直下0-3m層 と0-130m全 水
柱 のPseudocalanus　 spp.の摂餌量は、それぞれ6.4%と
53.8%に 達 した。水 中内の植物プランク トンの低い現
存量 と推定 した低 い生長率 から考 えると、
Pseudocalanus　 spp.は沈降 していたアイス アルジーを餌
としていたと考えられた。消化管内容物の観察の結果、
餌 としているアイスアルジーは珪藻類が非常に少な く、
同定不能な粒子がほとんどであ った。
カナダ北極圏の海氷 下において、　Pseudocalanus　 spp.
は北極域の食物網の中で動物プ ランク トン群集の鍵 と
なる種類であると考え られた。
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Diel　 vertical　 migration　 and　 feeding　 rhythm　 of　copepods
　 　 　 　 under　 sea　 ice　at　Saroma-ko　 lagoon
齊 藤 宏 明(北 海 道 区 水 産 研 究 所)・ 服 部 寛(北 海 道 東 海 大 学)
Hiroaki　 Saito:　 Hokkaido　 National　 Fisheries　 Rcsearch　 Institutc,　 Kushiro　 O85,　 Japan
Iliroshi　 Hattori:　 Ilokkaido　 Tbkai　 University,　 Sapporo,　 Hokkaido　 OO5,　 Japan
2i鑑識、蠕 鵠1綿1鴇 臨 調 蠕 識 隠1蠕c鵬 澗 ζ
sullset,　 llowevcr,　 the　 downward　 migratioll　 was　 occllrred　 arolmd　 midllight,　 which　 shows
認識1織1蠕:(1蠕!y辮 瓢ly繍 囎 蠕 。㍑iy!i畏識
11ighttimc　 avcragc　 illgcstion　 ratc　 to　daytimc　 averagc　 illgestioll　 ratc　 Was　 varled　.wit1}亘cptll・
Thcsc　 rcsuhs　 illdicatcd　 diel　 fecdillg　 rhytllm　 was　 mdepcndcllt　 behavlor　 to　vertlcal　 mlgra-
tio11,　 howcvcr　 dicl　 nuctllatioll　 of　 iIlgestioll　 rate　 was　 rclatcd　 witll　 fbod　 c(mcelltratioIl　 all(1
綿 織 ‖瓢;c翻習蠕 驕 蠕撫 欄 蠕t鵬:聯llf蠕 亘
disα1ss　 the　 rcason　 of　 low　 illgcstioll　 rate　 of　copepods皿der　sea　 l e　 at　Saroma-ko　 lagool1.
結 氷 し た サ ロ マ 湖 に お い て 僥 脚 類 の 口 周 鉛 直 移動 と擬 餌 リ ズ ム を 調 べ た。 上 向 き の鉛 直 移
動 は 日没 時 に み られ た が 下 降 移 動 は真 夜 中 頃 に 見 ら れ ら こ と か ら、 鉛 直 移 動 は必 ず し も光 周
期 と … 致 して い な い こ と が 明 らか に な っ た。 これ に 対 して 摂 餌 率 は 日没 後 増 加 し、 夜 間 は 昼
間 に比 べ て 高 い 値 を維 持 しな が ら、 日出 頃 に 低 下 し、 光 周 期 と よ く 一致 して い た。 こ のfl周
摂 餌 リ ズ ム は 表 層 に お い て も近 底 層 に お い て も観察 さ れ た。 この こ と は 日周 鉛 直 移 動 を せ ず、
近 底 層 に 終 日分 布 す る僥 脚 類 で も摂 餌 率 が 日周 変 化 す る こ と を 示 し、 従 って 僥 脚 類 の 日 周 摂
餌 リ ズ ムが 口囲 鉛 直 移 動 と は独 立 した 行 動 で あ る こ と が 示 唆 され た。 各 採 集 層 に お い て 夜 間
と昼 間 の 平 均 摂 餌 率 の 比 を 求 め る と、 餌 濃度 の 低 い 近 底 層 に比 べ、 餌 濃 度 の 高 い海 氷 直 下 で
は こ の 比 が 高 か った。 こ の こ と か ら椌 脚 類摂 飯 事 の 日周 変 動 幅 は 餌 濃 度 お よ び 日周 鉛 直 移 動
様 式 に に よ って 影 響 を 受 け る と 考 え られ た。 サ ロマ 湖 水 下 に お け る 僥 脚 類 の1日 あ た りの 摂
餌 量 は、 ク ロ ロ フ ィル 量 の0.1%未 満 で あ り、 ま た 成 長 に は不 十 分 で あ った。 僥 脚 類 が 比 較
的 ク ロ ロ フ ィル 濃 度 の 高 い サ ロ マ 湖 氷 下 で 十 分1こ 餌 を 利 用 し て い な い 原 因 に っ い て 考 察 を 行
う。
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SPECIES DIVERSITY, ABUNDANCE AND COMMUNITY STRUCTURE OF BENTHIC 
MACROALGAE IN MAXWELL BAY, KING GEORGE ISLAND, ANTARCTICA
Hosung CHUNG1 & Yoon Sik OH2
1 Polar Research Center
, KORDI, Ansan P.O. Box 29, Seoul 425-600, Korea 
 2  Department of Biology
, Kyungsang National University, Seoul 660-701, Korea
   Marine benthic macroalgae are recently considered as an important constituent of the 
Antarctic neashore ecosystem. The functional roles of them are newly recognized not only as 
a primary producer, food source and refuge for herbivores (fishes and invertebrates) but also 
as a key species to monitor the environmental change or human impacts. Systematic 
fieldworks at eleven stations in Maxwell Bay, King George Island during 1992/93 austral 
summer, combined with the previous works  (1988-1992), provided us opportunities to 
analyze the macroalgal community structure in relation to environmental condition 
quantitatively and qualitatively. A total of 42 species, 7 green, 1 golden-brown, 15 brown 
and 19 red algae was collected and identified. According to biogeographical aspects, it is 
considered that kind of substrate is a major factor which determines the species diversity, 
abundance and community structure. Thus the algal community types can be divided into the 
following three types; rocky shore type, muddy shore type and mixed type. Higher number 
of species was found at rocky station (28 species) than muddy station (5-9 species) or mixed 
type stations  (14-21 species). The mean total biomass (wet-weight) was low (204.49  g/m2) 
due to the formation of bare zone depending on mud deposition, and the variation was 
obviously from 28.71 g/m2 (muddy type) to 364.81 g/m2 (rocky type) with the mixing extent 
of substrate component. At the subtidal zone of a rocky station, however, the biomass was 
very high with more than 1,500  g/m2. Two perennial giant kelps which were composed of 
66.8 % of the total biomass,  Desmarestia  menziesii (40.0 %) and  Himantothallus grandifolius 
(26.8 %), were predominant. In view of vertical profile, ephemeral species such as  Palmaria 
decipiens were dominant upto 5 m deep. D.  menziesii was mainly observed on 5-10 m deep, 
and H.  grandifolius was below 15 m deep.
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 JARE—SIEFS activities started from 1991
   (1) (1) (2) 
rE71/06M .  AtnItiE 
 (1  )111AMOIM.  (2)ittgt*-7- - 111TAIS
        (1) (1) (2) 
 Hitsuo FUKUCIII  , Yasuhiko NAITOU  , Masayuki  TAKAIIASIII 
                  (1)National Institute of Polar Research 
                  (2)Faculty of Science, University of Tokyo 
    Sea Ice Ecology and Flux Study (SIEFS) program is planned for 
five-ten years, starting from 1991/92 summer season. The 
principal objective of SIEFS program is to clarify the biological 
processes peculiar to the existence of seasonal sea ice; temporal 
changes of primary production and its downward sedimentation 
processes and decomposition processes, dynamics of zooplankton, 
benthos and nekton, energy transfer into higher trophic levels and 
paleo-environmental studies of the sea ice area. Major areas of 
SIEFS program are between 35°E and 40°E around Syowa Station, 
between 45°E and 55°E and between 55°E and 60°E in the Indian 
sector of the Antarctic Ocean. Two other areas of Breid Bay (around 
24°E) and Prydz  Bay are also selected as reference sites. Prydz Bay 
is one of the CCAMLR monitoring sites. Not only shore-based studies 
around Syowa Staion as an overwintering program but also ship-
based studies are planned. 
      The first year observations were carried out around Syowa 
Station from Feb. 1992 to Jan. 1993. Several routine observation 
sites were occupied on the coastal fast ice area for the sediment 
trap experiments, plankton and benthos investigations. Primary 
production process in the surface layer and its transferring process 
into the deeper layer were investigated. Bottom sediments were 
also collected for the paleoenvironmental study. The second years' 
program were made from Feb. 1993. to Jan. 1994. The third year's 
progrm starts from Feb. 1994.
—23—
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.リ ュ ッ ツ ホ ル ム 湾 に お け る 懸 濁 お よ び 沈 降 粒 子 の 炭 化 水 素 に つ い て
Hyd・ ・carb・ns　 i・　 th・ 　 S・sp・ ・d・d　 and　 Si・ki・g　 P。,ti。les　 C
。11,ct。d　 f。 。。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Lutzow　 Holm　 Bay,　 Antarctica
半 田 暢 彦、 原 田 尚 美(名 古 屋 大 学 大 気 水 圏 科 学 研 究 所)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Nobuhiko　 Handa　 and　 Naomi　 Harada
(Instit・t・ 　 f・r　 H・d・ ・sph・ ・ic-At・ ・spheri・ 　 S・ien・es
lN。g。y。 　 U,ive。sity)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract
　 Unsaturated　 derivatives　of　 an　 alkane　 with　 carbon　 number　 of　 25,　 {2,6,10,14-tetr
amethy1-7-(3-methylpenty1)-pentadecane}　 were　 widely　 found　 in　 phytoplank七〇n,　suspe
nded　 par七icles,　 sinking　 Particles　 and　 sediments,　however　 source　 of　 these　 compoun
ds　 were　 still　 not　 clarified　 so　 far,　 We　 also　 found　 very　 high　 abundance　 of　 the　 com
pounds　 in　 the　 sinking　 Particles　 collected　 in　 the　 Antarctic　 Oceans,　 stimulating　u
s　 to　 pursue　 the　 source　 of　 these　 compounds　 in　 the　 Antarctic　 marine　 system,　 We　 wo
uld　 like　 to　 present　 here　 七he　 abundance　 of　 七he　 alkens　 in　 the　 various　 samples　 rece
ntly　 collected　 in　 the　 Rutzow-Holm　Bay,　 Antarctica　and　 to　 discuss　 their　 source　 ma
terialS,
炭 素 数25の 不 飽 和 枝 鎖 炭 化 水 素{2,6,10.14
-tetramethy1-7-(3-methylpenty1)-pentadec
ane}　 (図1)は 、 こ れ ま で 植 物 プ ラ ン ク ト ン、
懸 濁 粒 子 、 沈 降 粒 子 、 表 層 堆 積 物 な ど に 見 出
さ れ て き た。 し か し、 そ の 起 源 は 不 明 で 、 特
定 化 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 海 洋 物 質 循 環
に お け る 、 こ の 物 質 の 役 割 も 不 明 の ま ま で あ
る。
今 度 、 第33次 南 極 観 測 隊 で は、 リ ッ ツ ホ ル
ム 湾 海 域 に お い て、 浮 遊 性 お よ び 結 氷 内 植 物
プ ラ ン ク ト ン、 懸 濁 粒 子 、 沈 降 粒 子 、 海 底 堆
積 物(表 層 泥)を 採 集 し た。 こ れ ら の 試 料 に
つ い て 上 記 不 飽 和 枝 鎖 炭 化 水 素 を 分 析 す る 機
会 を 得 た の で 、 報 告 す る 。
方.法:上 記 の 海 洋 試 料 を と り 、 ろ 過 に よ り 脱
水 後 、 ク ロ ロ ホ ル ム ー メ タ ノ ー ル(2:1v/v)に
懸 濁 し、 脂 質 を 抽 出 し た 。 脂 質 画 分 を と り、
シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ に よ り、 脂
質 を 各 成 分 に 分 画 し た。 こ の う ち 、 ヘ キ サ ン
各 分 を と り、 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ に よ り、 不
飽 和 枝 鎖 炭 化 水 素 を 分 離 、 定 量 し た。 各 化 合
物 の 同 定 、 確 認 は ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ー 質 量
分 析 装 置 に よ っ た 。
　 :こ れ ら の 化 合 物 は 、 図2の ガ ス
ク ロ マ ト グ ラ ム の21:6お よ び21の ピ ー ク 付 近
に 出 現 す る 化 合 物 で 、4種 類 の 化 合 物 が 存 在 す
る。 こ れ ら の 化 合 物 は、 沈 降 粒 子 、 表 層 堆 積
物 な ど に は 定 常 的 に 存 在 す る が 、 懸 濁 粒 子 に
お け る 存 在 は か な り 変 動 す る 。 た だ し、 結 氷
内植 物 プ ラ ンク トンに は、 そ の 存 在 が 大 きい。
この こ とは、 こ の海 域 に お け る不 飽 和枝 鎖炭
化水 素 の 存 在 に、 こ の 植物 プ ラ ン ク トンが 大
き く関 わ っ て い る こ と が示 唆 され る。
図2ブ ラ イ ド湾 沈 降 粒 子 の 炭 化 水 素
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リュツオホル ム湾にお ける
海底堆積物に含まれる有機物の解析
Organic　 material　 record　 of　marine　 sediment
in　Lutzow-Holm　Bay,　 Antarctica
原 田 尚 美 半 田 暢 彦(名 大 大 気 水 圏 研)福 地 光 男(極 地 研)
NaomiHarada　 NobuhikoHanda　 (NagoyaUniv.　IHAS)　 MituoFukuchi(NIPR)
　 　 　It　is　important　 to　 understand　 environment　 of　palaeo-ocean　 for　 prediction　 of　 thc　 future,　 Thc　 aim　 of
this　 st・dy　 i・　・ec・n・t・ ・cti・n　 ・f　th・　p・lac・ 　envir・ ・m・nt　 ・f　・・ast・1　・egi・n　 …　 und　 Sh。w、 　,t、ti。n　 i。　L、t。 。w-
H・lm　 B・y　 with　 ・・g・ni…　 mp・und・ 　i・　m・ ・inc　・cdimcnt・.　0・g・nic　 c・・b・n　・・nt・nt・ 　va・y　 with　 d・pth　 f,。m
ab・ut　 O・3%　 ・t　the　 su・fac・ 　t・　{〕・02%　 ・t　th・　b・tt・m　 ・・f　the　 sedim・nt　 c・re.　0・g・ni・ 　nit・・gen　 c・nt・nt・ 　va,y　 i。
th・　・ang・ 　・f　O・046～O・004%・ 　V・ ・i・ti・n　p・tter・ 　with　 d・pth　 ・f　・・g・ni・　nit・・9・n　・・nt・nt・ 　i・　,imil。,　 t。　th、t
of　organic　 carbon　 contents.
【は じめに】 地球環境 の将 来を 予測する ヒで過
去の情報を得 ることは必要不 可欠であ り、様 々な
海域 で古海洋環境復元の試みが行われている。我 々
は特 に有機物を手段 と して環境変動の解 明にアプ
ローチ してい るが、南極海周辺の 古海洋環境の解
析 を有機物の観点か ら行 った研究は数少 ない。そ
こで、本研究は リュツオホルム湾の昭和基地周辺
の沿岸域を対象 として、そ こで得 られた堆積物 よ
り同海域の 古海洋環境を復元する 目的で行 った。
【試料 と方法】 試 料は第33次 南極観測隊により
冬期に ラングホブデ沖で採取 され た約130cmの 柱
状堆積物を用 いた。 堆積物試料 は表層 か ら5cm毎
に切断 し、乾燥 させ た後 、有機炭素および有機窒
素含有量、14C年 代測定、炭化水素等の脂質成分
の分析 を行 った。14C年 代は名古屋大学年代測定
資 料研 究セ ンターの加速器質量分析計 により測定
を行 った。脂質成分は イソプ ロパ ノール、 クロロ
ホルム メー タ ノール(1:1、3:1、v/v)で 超音
波抽 出を行 った後、 シリカゲルカラムクロマ トグ
ラフィーで分画 し、ガス クロマ トグラフィーで化
合物の 同定 、定量 を行 った。
【結果】 有機 炭素含有 量は表層で約O.3%で 深 さ
とともに減少 す るが 、70cm付 近で再び高 い値
(2.6%)と な り、最 深部では0.02%ま で減少 して
いた。有機 窒素含有量 は、0.045°/o(表 層)か ら
0.004%(最 深部)ま での範囲の値をとり、その変
動 の鉛 直分布 は有機炭素 とよ く似たパ ターンを示
した。本 講演では以上 のデ ータに加えて有機化合
物の分析結 果か ら更 に詳細な環境解析を試み る予
定である。
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Fig.1　 Vertical　 profilcs　 of　 organic　 carbon　 contents
and　 organic　 nitrogen　 contents　 of　 marine　 sediments
in　Lutzow-Holm　 Bay,　 Antarctica.
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有 孔 虫 に よ る 南 極 海 氷 域 古 環 境 復 元 の 試 み
　 　 　 Understanding　 the　 paleoceanographic　change　 of　 the　 Antarctic　sea　 ice　 zone
based　 on　 the　 foraminiferal　assemblages.
五 十 嵐 厚 夫(東 北 大)・ 沼 波 秀 樹(東 京 水 産 大)・ 土 屋 泰 孝(筑 波 大 下 田)
福 地 光 男(極 地 研)・ 斎 藤 常 正(東 北 大)
　 Atsuo　 Igarashi(Tohoku　Univ.),　 Hideki　 Numanami(Tokyo　Univ,　 Fisheries),　Yasutaka
Tsuchiya(Tsukuba　 Univ.),　 Mitsuo　 Fukuchi(NIPR),　Tsunemasa　 Saito(Tohoku　 Univ.)
　 　 　 A　 work　 to　 reconstruct　latest　 Pleistocene　to　 Holocene　 paleoceanographic
changes　 of　 the　 eastern　 part　 of　 Lutzow-Holm　Bay,　 Antarctica　was　 carried　 out
during　 the　 33rd　 Japanese　 Antarctic　Research　 Expedition,　1991-1993.　 Sediments
of　 the　 sea　 floor,　 raised　 beach　 deposits,　plankton　 net　 samples,　 and　 sea　 ice　 cores
were　 collected　for　 chronological　analyses　 of　 the　 sediments　by　 using　 molluscan
fossils　 and　 for　 paleoenvironmental　an yses　 based　 on　 foraminiferal　assemblages.
「 海 氷 圏 生 物 の 総 合 研 究 」 の1研 究 領 域 と し て,海 氷 域 の 古 環 境 の 復 元 が 計 画 さ れ,こ
れ に っ い て33次 越 冬 隊 で は,海 底 堆 積 物,海 成 陸 上 堆 積 物 中 の 有 孔 虫 化 石 お よ び 海 中,
海 氷 中 の 有 孔 虫 を 対 象 に 研 究 観 測 が 行 わ れ た.
現 在 リ ュ ッ ツ ォ ・ ホ ル ム 湾 は 大 陸 棚 に あ り,そ こ に は 氷 食 海 底 谷 が 存 在 す る こ と か ら,
渦 宍(氷 期 、 に は 大 陸 氷 床 に 覆 わ れ て い た と 考 え ら れ る.最 終 氷 期 に 限 る と,1700
0-21,000年 前 に 南 極 氷 床 の 最 大 の 拡 大 が あ り,13,000年 前 頃 に な っ て 南 極 氷
床 の 後 退 が 開 始 し た と さ れ る.こ の 氷 床 の 後 退 期 は,北 半 球 よ り も 遅 い.そ の 原 因 は,1
8,000年 前 以 降,ま ず 北 半 球 の ロ ー レ ン タ イ ド,ス カ ン ジ ナ ビ ア 氷 床 の 縮 小 が 南 極 氷
床 に 先 ん じ て 起 こ り,そ れ に 伴 い 海 水 準 が 上 昇 し,南 極 氷 床 縁 辺 部 が 浸 水,崩 壊,融 解 を
起 こ し,そ れ に よ り 氷 床 が 後 退 し 始 め た た め で あ る と さ れ る.こ の 氷 床 の 後 退 に よ り,大
陸 棚 は 海 に 覆 わ れ る よ う に な り,堆 積 が 開 始 し た.こ の 堆 積 場 に お け る 海 洋 環 境 の 変 化 と
し て,(1)氷 床 の 後 退 に 伴 う 海 氷 域 の 陸 側 へ の 移 動,(2)氷 床 の 離 水 に よ る 海 水 の 塩
分 濃 度 変 化,(3)氷 床 の 融 解 に 伴 う 海 水 準 上 昇 に よ る 堆 積 深 度 の 増 大 → 大 陸 棚 部 の
isostatic　 reboundに よ る 堆 積 深 度 の 浅 化,堆 積 場 の 縮 小,一 部 陸 化 が 考 え ら れ る.
一 般 に ,氷 床 最 大 拡 大 期 以 降 に お い て,以 上 の よ う な 南 極 大 陸 縁 辺 部 で の 環 境 変 化 が 考
え ら れ る が,こ の う ち 実 際 リ ュ ッ ツ ォ ・ ホ ル ム 湾 に お い て は ど の 様 で あ っ た か を 復 元 す る
の が こ の 研 究 の 主 た る 目 的 で あ る.
そ の た め,ま ず 貝 化 石 を 用 い たC14法 に よ る 堆 積 場 の 形 成 年 代 決 定 と,そ れ 以 降 の 上 記
の よ う な 海 洋 環 境 の 変 化 を,有 孔 虫 の 群 集 組 成 変 化 と 酸 素 ・ 炭 素 同 位 体 比 変 化 に よ り 復 元
す る た め に,海 底 堆 積 物,海 成 陸 上 堆 積 物 の 採 取 を 行 っ た.海 底 堆 積 物 は,オ ン グ ル 海 峡,
オ ン グ ル 諸 島 西 方 沖,ラ ン グ ホ ブ デ 沖,ス カ ル ブ ス ネ ス 沖,ス カ ー レ ン 沖 の18地 点 に お
い て,管 長lmな い し2mの コ ア ラ ー で 採 取 し た.海 成 陸 上 堆 積 物 は,東 西 オ ン グ ル 島,
ラ ン グ ホ ブ デ,ブ レ ー ド ボ ー グ ニ ッ パ,ス カ ル ブ ス ネ ス,ス カ ー レ ン に お い て 採 取 し た.
ま た,現 在 の 海 洋 環 境 と の 比 較 を す る た め に,海 氷 中 お よ び 海 水 中 の 浮 遊 性 有 孔 虫 の 採
取 を 目 的 と し て,海 氷 柱 状 試 料 を オ ン グ ル 海 峡 の3定 点 で,プ ラ ン ク ト ン ネ ッ ト 試 料(2
00m以 浅)を 同 じ く2定 点 で,92年3月 か ら93年1月 ま で ほ ぼ2週 間 お き に 採 取 を
行 っ た.ま た,海 底 堆 積 物 を 採 取 す る 際 に 同 時 に 同 様 の 採 取 を 行 っ た.
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ナ ン キ ョ ク バ イNeobuccinmnentontの 酸 素 消 費 速 度 及 び
ア ン モ ニ ア 態 窒 素 排 泄 速 度
　　　　　　 Respiration　Rate　 and　 Ammonia　 Excretion　 Rate　 of
焔 伽 畑 燃 　(Gastropoda　 :　 Buccinidae).
沼 波 秀 樹 、 瀬 川 進 、 福 地 光 男 、 土 屋 泰 孝 、 五 十 嵐 厚 夫
(東 水 大)(極 地 研)(筑 波 大)(東 北 大)
　　　 H,　NUMANAMI(Tokyo　 Univ.　 of　Fish.),　 S.　 SEGAWA(Tokyo　 Univ.　 of　 Fish・),
M.　FUKUCHI(NIPR),　 Y.　TSUCHIYA(Univ.　 of　 Tukuba)　 and　 A.　 IGARASHI(Tohoku　 Univ・)
Respiration　 and　 ammonia　 excretion　rates　 of　 Neobuccinum　皇旦.toni　 (Gastropoda:
Buccinidae)　 measured.　 The　 live　 23　 individuals　of　 bl].　 eatoni　 (male　 14　 :　 female　 9)
used　 in　 this　 experiments　were　 ranged　 from　 1.15　 to　 19.90　 g　 in　 soft　 body　 wet　 weight・
The　 respiration　 rate　 by　 the　 Winkler　titration　 method　 was　 O.007　 to　 O.106
m1/individua1/h,　 and　 the　 ammonia　 excretion　 rate　 by　 the　 Colormetric　indophenol　method
was　 O.007　 t・　0.483　 P9　 ・t./ind./h　 ・t　 -0.3°C,　 ・espectively・　 B・th　 ・at・ ・　 per　 indi・idual
increased　 in　 proportion　o　 increment　 in　 body　 weight.　 The　 regression　fo 　 respiration
rate　 (R:　 m1/ind./h)　and　 ammonia　 excretion　rate　 (E:　 μg　 at./ind./h)　in relation　 to
soft　 body　 wet　 weight　 (W:　 9)　 are　 R=0.008WO・7047　and　 E=0. 281WO・3788,　respectively.　 The
ratio　 of　 respiration　rate　 and　 ammonia　 excretion　 rate　 (0/N　 ratio　 by　 at.)　 varied　 from
10.8to99.9withmean45.2.
南 極 海 に お け る無 脊 椎 動 物 の 基 礎 代 謝 に 関
す る研 究 は、 生 態 系 の 鍵 種 で あ る ナ ンキ ョク
オ キ ア ミを 中 心 に行 わ れ て き た。 しか しバ イ
オ マ ス の 多 い 底 生 無 脊 椎 動 物 の 基 礎 代 謝 量 の
把 握 は ベ ン トス の 生 態 系 内 で の 機 能 的 役 割 を
明 確 に す る 上で 重 要 で あ る に もか か わ らず、
研 究 が 少 な い の が 現 状 で あ る。
ナ ン キ ョ クバ イNeobucqinum　 ea堕 り亘 は南 極
域 で 普 通 に 見 られ る殻 長4～8cmの 死 肉 食 性
の 巻 貝 で、 大 陸 沿 岸 は も と よ りサ ウ ス ・サ ン
ドイ ッチ 諸 島、 ケ ル ゲ レ ン島 に ま で 分 布 し、
そ の 水 平 分 布 域 も0-1300mと 広 い。 本 極 は
移 動 性 の 底 生 生 物 の 中 で も比 較 的 大 型 で 高 い
現 存 量 が あ る と 言 わ れ(Arnaud,1985)、ベ
ン トス 群 集 内 で の 役 割 は大 きい と考 え られ る。
そ こでJARE33で は ナ ンキ ョ クバ イ の 基
礎 代 謝 を 明 らか に す る た め 酸 素 消 費 速 度 とア
ンモ ニ ア 態 窒 素 排 泄 速 度 を 測 定 した。
【材 料 及 び 方 法 】 実 験 に 用 い た ナ ンキ ョ ク
バ イ は1992年ll月 に 昭 和 基 地 付 近 の オ ング ル
海 峡 水 深680mか らカ ゴ 網 に よ って 採 集 した23
個 体(殻 長27.47～56.50mm、 軟 体 部 湿 重 量
Ll5～19.90g)で、 こ の 内 雄 は14個 体、
雌 は9個 体 で あ った。 採 集 した ナ ンキ ョクバ
イ は 水 温 一2℃ ～0℃ で 約1週 間 の 予 備 飼 育
の後 、 実 験 に 供 した。 実 験 は 基 地 の 環 境 棟 内
に 設 置 した 大 型 イ ン キ ュベ ー タ ー 内 で 行 い、
酸 素 消 費速 度 及 び ア ンモ ニ ア 態 窒 素 排 泄 速 度
は完 全 密 閉 止 水 式 に よ り測 定 し た。 溶 存 酸 素
量 の 測 定 は ウ ィ ン ク ラ ー 法、 ア ンモ ニ ア 憩 室
素 量 の 測 定 は イ ン ドフ ェ ノ ー ル 法 を 用 い た。
実 験 時 の 水 温 は 一 〇.3℃ 、 収 容 時 間 は24時 間
で あ っ た 。 実 験 後 、 殻 の 各 部 位 の 計 測 、 湿 重
量 と 軟 体 部 湿 重 量 を 測 定 し た 。
【結 果 及 び 考 察 】 実 験 に 供 し た ナ ン キ ョ ク
バ イ の 殻 長S　 (mm)　 と 軟 体 部 湿 重 量W　 (mm)
の 関 係 は 以 下 の 式 で 表 さ れ た 。
2.6929W=0 .000029S
r=0.9332
・個 体 当 り の 酸 素 消 費 速 度 は0.07-0.106
m1/ind.　 /hの 範 囲 で 、 酸 素 消 費 速 度R(m1/
ind.　 /h)　 と 軟 体 部 湿 重 量W(g)の 関 係 式 は
以 下 の よ う で 、 小 型 の 個 体 に 比 べ 大 型 の 個 体
の 方 が 酸 素 消 費 速 度 が 高 く な っ た 。
0.7047R=0.008W
r=:0.5215
一 個 体 当 り の ア ン モ ニ ア 態 窒 素 排 泄 速 度 は
0.021-0.483pgat./ind./hとな り、 値 の ば
ら つ き は 大 き い も の の 小 型 の 個 体 よ り 大 型 の
個 体 の 方 が 排 泄 速 度 が 高 か っ た 。 ア ン モ ニ ア
態 窒 素 排 泄 速 度E　 (pg　 at.　/ind.　 /h　 )　 と 軟 体
部 湿 重 量W(g)の 関 係 は 以 下 の 式 で 表 さ れ
た 。
0.3788E=0 .0281W
r=0.4427
酸 素 消 費 速 度 と ア ン モ ニ ア 態 窒 素 排 泄 速 度
の 原 子 比(0/N比)は10.8-99.9と な り'F－
均 値 は45.2で あ っ た 。
軟 体 部 湿 重 量 が ほ ぼ 同 様 な 雌 雄 を 比 較 す る
と 、 大 型 の 雌 の 一・部 で ア ン モ ニ ア 態 窒 素 排 泄
速 度 及 び0/N比 が 高 く な る 傾 向 が み ら れ た 。
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JARE33・34に よ って昭和基地周辺海域及び リュツォ ・ホルム湾
パ ックアイス域か ら採集 され た軟体類
Benthic　 MolIusks　 Collected　 by　 the　 33rd　 and　 34th　 JARE　 near　 Syowa　 Station
　 　 　　 　 　 　and　 Pack　 lce　 Area　 in　 the　 LUtzow-Holm　Bay,　 Antarctica.
沼 波 秀 樹 、 奥 谷 喬 司 、 岩 見 哲 夫 、 福 地 光 男 、 土 屋 泰 孝 、 五 十 嵐 厚 夫
(東 水 大)(家 政 学 院 大)(極 地 研)(筑 波 大)(東 北 大)
H・　 NUMANAMI(Tokyo　 Univ.　 of　 Fish.),　 T.　 OKUTANI(Tokyo　 Univ.　 of　 Fish),　 T.　 IWAMI(Tokyo　 Kasei-
Gakuin　 Univ.),　 M.　 FUKUCHI(NIPR),　 Y.　 TSUCHIYA(Univ.　 of　 Tukuba)　 and　 A.　IGARASHI(Toho 　 Univ.)
9賭 ㌢hjf。X°蠕cξ 。ξ器1鵠 欝hL鑑 、鑑e1品 「宅㌫ 巖、瓢A。 語 語 禮 識見驕
trawl　　 　 　 from
　 　 　 　 　 　 　 　 three　 stations　 in　 the　 pack-ice　 area　 of　 LU'tzow-Holm　 Bay　 were　 investigated.
The　 p・ ・iti・n・ 　 depth　 and　 ・ampling　 m・th・d　 by　 stati・n　 are　 sh。wn　 in　 Table　 1.　 Nine
離':;。!l。 ξa書留 言f。ξ。㍑溢e～ 霊 、;謡 蠕 ム¥e::,識 ・繊n謝 、§識 器 ・器
Langh°vde'　Am°ng　them・　-us　 (P°1yplac彊 識
。儒 ・':・㌫ 譜 ・li
Oct・p・da　 were　 first　 re・ ・rded　 fr・m　 the　 eastern　 Llitz・w-H。1m　Bay .　 N。 　 M。11u。ca　 was
?°11ect・d　 f・ ・m　 ・ff　 Ska11・n・ 　 A　 p・ ・t　 ・f　 m・11・scan　 ・pecimen・ 　 c・11ect・d　 f・ 。m　 th。 　 pack-
1ce　 area　 in　 L廿tzow-Holm　Bay was　 studied:　 13　 species　 (10　 gastropods
,　 2　 bivalves　 and　 1?ct
・P・d)・ 　 F・u・ 　 ・p・ ・ies　 ・f　 g・ ・t・ ・P・d　 f・ ・m　 th・ 　pack-ice　 area　 und・ ・　 th・ 　 p・e・e。t　 。tudy
ls　 common　 among　 the　 gastropod　 fauna　 of　 the　 Breid　 Bay　 (depth　 of　 ca.　300　 m).
南 極 海 氷 圏 生 物 の 総 合 研 究 の 一 環 と して 、JARE
-33(越 冬 隊)で は 昭 和 基 地 が あ る リュ ツ ォ ・ホ ル
ム 湾 東 岸 沿 岸 の 定 着 氷 域 で 、 ま たJARE-34(夏
隊)で は リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 湾 口 の パ ッ ク ア イ ス 域 で
底 生 生 物 採 集 を 行 っ た 。 こ れ ら の 採 集 物 の 内 、 軟 体 類
に つ い て 研 究 した 。 昭 和 基 地 周 辺 海 域 で の 底 生 生 物 調
査 は カ ゴ 網 に よ る採 集 を 中 心 に行 わ れ て き た が(星 合
1978、　Numanami　 et　aLl.　,　1984他)、 こ れ ま で に 腹 足
類5科10種 、 二 枚 貝 類2科2種 が 報 告 さ れ て い る だ け
で あ る 。 そ こ でJARE-33で は 昭 和 基 地 付 近 と こ
れ ま で 情 報 が 少 な か っ た ラ ン グ ボ ブ デ 沿 岸 域 、 ス カ ー
レ ン沿 岸 域 で の カ ゴ 網 採 集 を 、 基 地 付 近 の 西 の 浦 で の
SCUBAに よ る 潜 水 調 査 を 行 っ た 。 ま た ビ ー ム ト ロ
ー ル に よ る 大 規 模 な 底 生 生 物 の 採 集 ・調 査 は 、 過 去 に
JARE-25～27に お い て ブ ラ イ ド湾 と グ ンネ ル
ス 堆 で 行 わ れ て い る が 、 リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 で は こ れ
ま で 行 わ れ て い な い 。 今 回 の ビ ー ム トロー ル に よ る 採
集 は リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 湾 口 部 の パ ッ クア イ ス 域 に 水
路 状 に 開 い た 通 称"大 利 根 水 路"で 行 っ た 。 生 物 生 産
性 が 高 い と 言 わ れ て い る パ ッ ク ア イ ス 域 で の 軟 体 動 物
を 含 む 底 生 生 物 相 に 関 す る 知 見 は 皆 無 で、 沿 岸 の 定 着
氷 域 の 生 物 相 と 共 に 基 礎 的 な 分 類 ・分 布 上 の 知 見 の 蓄
ング ホ ブ デ 沿 岸 域 か ら腹 足 類 の ア クキ ガ イ 科 宣qp地 口
ユ幽 旦 だ け が 報 告 さ れ て い る に 過 ぎず 、 同 海 域 で
も 昭 和 基 地 周 辺 と 共 通 な 軟 体 動 物 が 分 布 す る こ と が 明
ら か に な った 。 ピ ザ ラ ガ イ 類Nuttalochiton　 mirandus
は リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 東 岸 域 で 初 め て 採 集 され た。 本
種 が ヒ トデ 類 旦一 § 亘r口鎚1に 捕 食 され て い る
と こ ろ を 採 集 し た もの で あ る 。 ス カ ー レ ン 沿 岸 域 で は
底 生 性 軟 体 動 物 は 採 集 さ れ な か っ た 。
リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 湾 口 域 で 採 集 さ れ た サ ン プ ル は 、
現 在 一 次 選 別 が 終 っ た 段 階 で あ る が 、 腹 足 類10種(う
ち 後 醜 類1種)、 二 枚 貝 類2種 、 頭 足 類1種 が 採 集 さ
れ た 。 曳 網 水 深 が ほ ぽ 同 じブ ラ イ ド湾 の 腹 足 類 相 と 比
較 す る と10種 中6種 が 異 な っ て い た。 ま た 昭 和 基 地 周
辺 で 採 集 さ れ る 腹 足 類 は 殆 ど採 集 さ れ な か った 。
以 上 の よ う に 昭 和 基 地 周 辺 や ラ ン グ ホ ブ デ の よ う な
定 着 氷 域 か ら新 た な 軟 体 動 物 の 分 布 上 の 知 見 が 得 ら れ 、
さ ら に パ ッ ク ア イ ス 域 に お け る 軟 体 動 物 相 に つ い て の
情 報 を 得 る こ と が 出 来 た 。 しか し沿 岸 定 着 氷 域 、 パ ッ
ク ア イ ス 域 の 生 物 相 に は 未 だ に不 明 な 点 が 多 く 、 こ れ
か ら も 調 査 を 継 続 して 行 う必 要 が あ ろ う。
Table　 1.
積 を 必 要 と す る に も か か わ ら ず 日 本 隊 に よ る パ ッ ク ァ　Station　 Date
イ ス 域 内 で の 曳 網 は 過 去 に 例 が な か った 。A2
研 究 材 料:採 集 地 点 の 位 置 、 水 深 及 び 採 集 方 法 は
Table　 1の と お り で あ る 。 昭 和 基 地 周 辺 で 採 集 さ れ たA-5
軟 体 動 物 は 、 一 部 は 代 謝 実 験 に 使 用 し、 そ の 他 は 基 地
で 固 定 も し く は 冷 凍 し た 。 ビ ー ム トロ ー ル で 採 集 し たC
試 料 は 、 船 上 で 主 な 生 物 だ け を 選 別 した 後 、 底 質 ご とD
冷 凍 し、 持 ち 帰 っ た の ち 精 査 した 。 レ1
結 果 及 び 論 議:昭 和 基 地 周 辺 か らは 腹 足 類4科6種 、L-2
二 枚 貝 類2科2種 ・ 頭 足 類1種 が 採 集 さ れ た。 こ の うL -3
ち カ サ ガ イ 類1種 ・ 二 枚 貝 類 魍 魎 胆 鎚1型 型 旦L-10
とLaternula麺 、 タ コ類1種 は 基 地 周 辺 で 初N.1
め て 報 告 さ れ た 。 ま た 西 の 浦 で の 潜 水 調査 で は 、22N-2
次 隊 が 発 見 し た ナ ン キ ョ ク ツ キ ヒガ イ 極 型ssium　 N-・3
colbecki　 の コ ロニ ー が 死 滅 し て い る の を 確 認 した。34B-1
ラ ン グ ホ ブ デ 沿 岸 域 か ら は ピ ザ ラ ガ イ類1種 、 腹 足34B-2
類2科2種 、 タ コ類1種 が 採 集 さ れ た 。 こ れ ま で に ラ34B-3
Lat.S L°ng・E　㍗譜h藷 醐9
4/Apr./'92
-20/Jan./'93
8/Aug.
-22/Dec./'92
8/Jan./'92-20/Jan./'93
17/Aug./'92
25-27/Sep./'92
25-27/Sep./'92
25-27/Sep./'92
25-27/Sep./'92
13--15/Mar./'92
6/Jan./'93
8/Jan./'93
16/Dec./92
10/Feb./'93
10/Feb./'93
68°59'5「'39°38'11".159..Batedtrap
69°00'18"39°40'06"680Batedtrap
69°00'1「'39°35'45"31Batedtrap
69°0「25"
69°14'35"
69°15' 1"
69°15' 5"
69°13'31"
69°00 20"
69°OO'25"
69°OO,30,'
68°39.0'
68°4L7'
68°42.7'
39°06'00"232
39°45'21"10
39°35'30"86
39°34'45"86
39°38'28"96
39°32'OO"0-9
39°32,00"
39°32'00"12-19
38°41.8'234
38°43.6'280
38°47.0'231
Bated　 trap
Bated　 trap
Bated　 tarp
Bated　 tarp
Bated　 tarp
SCUBA　 diving
3-17　 SCUBA　 diving
　　　 SCUBA　 diving
Bott㎝trawl
Bott㎝trawl
Bott㎝trawl
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リ ュ ツ オ ・ホ ル ム湾 沿 岸 よ り採 集 され た 鯉 曳 動 物
　 　 　 　 　 Priapulus　 tuberculatospinosus　 Baird,　 1868
A　 record　 of　a　large　 female　 specimen　 of　Priapulus　 tuberculatospinosus　 Baird,　 1868
　 (Priapulida)　 from　 the　shallow　 water　 depth　 of　the　LUzow-Holm　 Bay,　 Antarctica
岩 見 哲 夫 ・ 沼 波 秀 樹 ・ 土 屋 泰 孝 ・ 谷 村 篤
(家 政 学 院 大)(東 水 大)(筑 波 大)(極 地 研)
　 　 Tetsuo　 IWAMI　 (Tokyo　 Kasei　Gakuin　 Univ.)　・　Hideki　 NUMANAMI　 (Tokyo　 Univ.　Fish.)
　 　 　 　 　 Yasutaka　 TSUCHIYA　 (Univ.　Tsukuba)　 ・　Atsushi　 TANIMURA　 (NIPR)
The　 phylum　 Priapulida　 is　a　very　 small　group　 of　marine　 worms　 consisting　 of　only　 2　families　 and　8　species.　 Durillg出c　 JARE34,
one　large　female　 specimen　 of　Priapulus　 (150mm　 in　tota日ength)　 was　collected　 from　 the　coast　of　Langhovde.　 This　 spccimen　 was
easily　ident血ed　 as　P.　tuberculatospinosus　 by　its　morphology　 of　denticles　of　introvcrt.　 P.　tuberculatospinosus　 was　 known　 from小e
several　 localities　of　the　Southem　 Ocean,　 however,　 most　 of　them　 were　 collected　 from　 the　Scotia　 Sea　region　 including　 the　Mitarctic
Peninsula　 and　 f士om　thc　vicinity　 of　the　oceanic　 islands.　 Bxcept　 for　the　Antarctic　 Peninsula　 regi()n,　only　 Cape　 Adare　 and
Commonwealth　 Bay　 of　the　Adelie　 Land　 are　known　 as　collecting　 localities　of　the　Priapulida　 from　 the　Antarctic　 coast.　 The　present
specimen　 is　the　first　record　 accompanying　 with　detail　descriptions　 of　specimen　 from　 the　Indian　 Ocean　 sector　of　the　Antarctic　 coast.
鯉曳動物　Priapulida　 は2科5属8種 よ り成 る小
動物門を構成 してお り,そ の外見上の類似か ら,か
つては擬体腔 動物群に含まれ るもの と考えられてい
た。 しか し,近 年,そ の体腔が真体腔であることが
確認 され,む しろ星口動物な どに近縁な動物群では
ないか と考え られ るよ うになった。いずれに して も,
鯉曳動物 と他 の真 体腔動物諸群 との系統的関連は未
だ不明であ り,系 統分類学 ヒ重要な動物群 といえる。
また,外 部形態上最 も類似性 の高い2種 が北半球と
南半球の比較的高緯度域 に分布す るとい う,い わゆ
るbipolar　 distributionを 示 してお り,南 大洋域の
生物相の成立を考 える上でも興味 ある動物 である。
今 回,1993年1月14日,ラ ングホブデ雪鳥沢下海
岸(図1,34L-D)で,小 型 ドレッジにより1個 体の
鯉曳動物を採集す ることができた。採集された鯉曳
動物 は固定時で全長150mmあ り,こ の動物群 としては
比較的大形の個体であった。吻部第1列 の クチ クラ
歯が,第2列 歯に比べて顕著に小 さいこと,第4列
歯に同列 の他 の歯より明 らかに大型の歯が2個 存在
す ること,そ して南半球高緯度海域に分布すること
などか ら,本 個体はPriapvlus　 tubθrc〃1atθspinosus
Baird　 と同定 され た。
本極は,南 大洋域か らも報告があるが,多 くはサ
ウスジ ョージア島や亜南極域の島々からで,南 極大
陸沿岸か らの正式 な記録 としては ロス海アデア岬と
コモンウェルス湾か らの合計4個 体の記録があるだ
けである。少なくとも現在 まで,イ ン ド洋区の南極
大陸沿岸 からの記載を伴った詳細な報告はない。第
9次 日本南極地域観測隊報告には1968年1月30日 か
ら2月2日 にかけて行 ったラングホブデの調査にお
いて,青 氷湾(地 図よ り推定)か ら、ρriapu!usを 採集
した との記録 があ るが,標 本 に関す る記録 は残 され
ていない。
鯉曳動物は雌雄異体の動物群 で今回得 られた個体
は,比 較的卵巣の発達 した雌個体であった。北半球
に分布す るPri∂'pulus　caudatusで は12月 か ら1刀 に
かけて,冬 期に産卵することが知 られているが,本
極の生殖時期に関す る知見は皆無である。本極の南
極における産卵期がいつ頃であ るのかは,北 半球産
のエラヒキムシ との比較する上でも興味深 い問題 で
ある。 また,鯉 曳動物は,砂 泥 中の多毛類やその他
の動物を捕食す ることが知 られてい るが,本 個 体の
消化器系を解剖 したところ,後 腸に少量 の砂 とホ シ
ムシ類 らしき動物の破片が確認 され た。 ドレッジ採
集物の中には多数の小型のホシムシ類が含まれてい
た で,こ れ らを捕食 しているもの と推 察 された。
今回の調査で比較的大型の個体が容易に採集でき
ることが判明 したが,こ のことは鰐皮動物に関 して
生化学的 手法での研究や,飼 育実験 などによる研 究
の可能性 も示 してお り,今 後,本 動物群 に関するよ
り詳細な知 見が増すもの と期待 され る。
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リュツ ォ ・ホル ム湾 ケー シー湾 ブ リッツ湾 の底生魚類相
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Contributions　 to　the　bottom　 fish　fauna　 of
　 　 　 　 LUzow-Holm　 Bay,　 Casey　 Bay　 and　 Pryz　 Bay,　 East　 Antarctica.
岩 見 哲 夫 ・ 内 藤 靖 彦
(家 政 学 院 大)(極 地 研)
　 　 　 Tetsuo　 IWAMI　 (Tokyo　 Kasei　Gakuin　 Univ.)　・　Naito　 YASUHIKO　 (NIPR)
　 The　 bottom　 fish　 fauna　 of　the　 L'tizow-Holm　 Bay,　 Casey　 Bay　 and　 Pryz　 Bay　 was　 surveyed.　 A　total　 of　g　bottom　 trawls　 were　 carried
out,　 7　0n　 the　 continental　 shelf　 area　 and　 2　0n　 the　 continental　 slope　 area.　 A　 total　 of　132　 specimens　 of　fish　 bclonging　 to　7　families　 and
29　 species　 were　 collected.　 From　 these　 118　 spec㎞ens　 (89.4%)　 and　 25　 species　 (86.2%)　 belonged　 to　 the　 Notothenioidei.
Prionodraco　 evansii　 of　 the　 Bathydraconidae　dominated　 the　 catch　 (15.2%).　 Pleuragramrna　anta cticuM,　 the　 pelagic　 nototheniid,
was　 collected丘om　 the　 continental　 slope　 areas　 of　the　 Casey　 Bay　 and　 Pryz　 Bay.　 This　 indicates　 the　 possibility　 that　 1'.　antarcticum　 is
relatively　 abundant　 in　the　 continental　 slope　 area.　 The　 biomass　 of　the　 demersal　 fish　 fauna　 in　the　 three　 areas　 calmot　 be　 compared
easily,　 however,　 the　Pryz　 Bay　 was　 thought　 to　be　 the　 greatest　 biomass　 area　 among　 the　 three.
第34次 南極 地域観 測(JARE34)で は,海 氷圏生
物総 合研 究計画 の一環 であ る,底 生動物群 集 の
構造 に 関す る研 究 と して,リ ュ ツォ ・ホルム湾,
ケー シー湾 お よびブ リッツ湾 の大陸棚域 ・大陸
斜 面域 にお ける底生魚 類の魚類 相調査 を行った
(表1)。 採集 に は間 口幅 が2mと3mの2種 類 の ビー
ム トロール を用 い,砕 氷臆 しらせ の艦尾 よ り曳
網 した。
採 集 された魚 類 は7科29種132個 体で あった。
構成 は ソコダ ラ科1種9個 体,ク サ ウオ科1種
1個 体,ゲ ンゲ科2種4個 体,ノ トセニア科8
種55個 体,ア ル テデ ィ ドラ コ科4種6個 体,バ
シ ドラ コ科5種28個 体,そ して コオ リウオ科 が
8種29個 体で あ った。 南大洋域 の底 生魚 類相 の
一般 的 特徴で もあるが,ノ トセ ニ ア亜 目魚類 が
全 体 で25種118個 体 を数 え,採 集 物の 中で種類 数
に して86.2%,個 体数 に して89.4%を 占めた。
採集 され た魚類 の 中で最 も個体 数 の多かった の
はバ シ ドラコ科 の.Prionodraco　 evansii　(20個 体),
次 いで ノ トセ ニア科 のTrematomus　 scotti　(　1　9個 体)
であ った。 ま た,昭 和 基地周 辺で優 占す るシ ョ
ウワギスTremato〃ius　bernacchiiは 全体 の3%を 占
めた にす ぎな かった。
各 観測 点間 の種組成 を比較す ると,大 陸棚域
と大陸斜 面域 の魚 類相 の差 は明瞭で,ソ コダ ラ
科,ゲ ンゲ科 は大陸斜 面域 に設 定 され た34B-6,9
の両親測 点で採集 され たが,他 の観測点 ではみ
られ な かった。 また,ノ トセ ニア亜 目魚類 の 中
で も比較 的深所 に生息 す るBathydraco　 macrolepis,
Vomeridens　 infuscipinnis,　Chionobathyscus　 dewitti,
Tre〃natomus　lepidorhinusな どの種 類 も上記2点 で
しか採集 され なか った。 ま た南大洋域 に生息す
る魚 類 の中で も数少 ない外洋 中層性 の コオ リイ
ワシPleuragra〃ZMa　 antarCtiCU〃1が 大 陸斜 面域 か ら
採集 され てい る こ とも興味深 い。 コオ リイ ワシ
は通常群れを作って生活 していると考えられて
お り,大 陸斜面の近底層に群れの存在があるも
の と推定された。3湾 域で共通の種類は,P.
evansii,ノlrtedidraco　skottsbergi,　Chionodraco
ha〃latusの3種 類であったが,ケ ーシー湾および
ブ リッツ湾の大陸斜面での曳網結果か ら判断す
ると,リ ュツォ ・ホルム湾で大陸斜面域の調査
ができていれば共通種はさらに増えたものと推
定 され る。
3湾 域のなかでは,特 にブ リッツ湾での採集
個体数が多く,全 体の53.0%を 占めた。曳網距
離や速度など,採 集条件を正確 に設定できない
ため3湾 域で定量的な比較をすることは困難で
あるが,傾 向としてブ リッツ湾域の生物量が多
いように思われた。
今回の調査は,断 片的ではあるがいままで得
られていなかった当該海域のパ ックアイス域お
よび大陸斜面域の情報が得 られた点で意義深い
ものであった。特に本海域はウェッデル海 と東
南極域の生物相の関連を考える上で も重要な位
置を占めてお り,今 後も同様な調査を継続する
必要があると思われた。
表1　 JARE34に おけるビーム トロール観測点
AREへ 　 Stn,　 N'o,　 DATE　 llME(INl　 I.1)t,　S'　(ln)　 !ズ)ng.　E°　(1n)　 Depth(】n　 }
Net　 lIME(oしT)　 La　t.　S'　(ovt)　 1ズ)ng.　FL　(o山)　 Depth(Ovl)
圭≡34B-||6/xll/ヨ992|8:5268°39.6'38°37.7'242
ギh、 幕21_,3};濃l　 ll;ii;i-9;器;ll:1;;lil
きCi93・13・0868°4L7'38°43・6'280
:≧134B-310ノ 日/199313:2368°41.6'38643.8'291A2
ml4:0168°42.7'38°47.0'231
34B-420/日/199308:0966°41.3'48°19.9'203齋
3mO8:4366°42.6'48°17.6'195葭34B-520ノ 日/199308:5966°42.4'48°17.5'196
2n109:3066°41.r49620.0'199§
34B-620/日/199312:5266°27.9'48.32.6'8420
3m14:1666°28.7'48°23.r737
34B-73/|!1/199307:5967°08.8'75°17.1'398
ぎ3mO8:5067°06.6'75°|5.9'400簑34B-83!111/199309:0767°07.4'75°15.2'396
2mO9:5667°06.0'75°15.6'398ξ34B-93/|11/199314:0866°53.0'75°58.6'776
3ml5:0267°06.4'75°15.6'391
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昭和基地周辺の陸上無脊椎動物
Introduction　to　 the　 terrestrial　 invertebrates　around　 Syowa　 Station
大山佳邦(極 地研)
Yoshikuni　 OHYAMA　 (Nat1.　 Inst.　 Polar　 Res.)
Recently　 terrest.rial　 invertebrates　 were　 surveyed　 at　 Yukidori　 Valley　 near　 Syowa　 Staしion　 and　 in
Sor-Rondane　 Mountains　 area.　 Here　 the　 study　 on　 them　 by　JARE　 are　 reviewed　 togeしher　 with　 the　 latest
informations.　 tYlcro-i"vertebrates　such　 as　 protc)zoans,　 rotifers　 and　 tardigrades　 were　 studied　 by
moss　 aIld　 algal　 samples　 brought　 back　 to　Japan,　 and　 reported　 in　 1960s.　 Then　 some　 were　 added　 laしer.
No　 nematode　 was　 informed　 unti1　 1986.　 Unfortunately,　 tllere　 is　 no　 ecological　 information　 on　 these
animals.　 Since　 protozoans　 are　 important　 for　 soil　 anisnals　 as　 revealed　 by　 Signy　 Island　 moss　 commu－
nities,　 further　 study　 is　necessary　 しo　the　 understandings　 of　 terrestrial　 ecosystems.　As　 for　 arth
ropods,　 it　 is　wonder　 that　 rlo　collemboran　 is　 occurred　 irl　Syowa　 Station　 area　 unlike　 in　 other　 con
tillental　 area.　 The　 eco|ogical　 studies　 of　 prりstigmatids　 and　 oribatid　 at　 Yukidori　 Valley　 are　 now
under　 publicatlon.　 It　 is　noteworthy　 thaしSyowa　 Sしation　 area　 differs　 in　arthropod　 fauna　 from　 Sor－
Rondane　 Mountains　 bordered　 by　 Lutzow-Holm　 Bay.
最近、陸上生物独自の研究計画 として、JARE-27～-29
の越冬によるユキ ドリ沢周辺 、JARE-30,-31に よる七一
ルロンダーネ山地の夏季調査が行われた。これ らの調査
を通 じて、陸上生物に関する情報が蓄積 しつつあり、こ
れまでの調査結果と併せて、この付近での研究成果をま
とめ、今後の参考にしたい。
昭和基地付近に出現する真の陸上動物は、約30あ る動
物門のうち、原生動物 ・輪形動物 ・線形動物 ・緩歩動物
・節足動物のわずか5門 に過ぎな い。
淡水産の原生動物は、日本に持ち帰られたコケや藻類
から、その中に棲息する約30種 が羽田(1964)に よって報
告されたのみで、これに続 く研究はなされていない。シ
グニー島のコケ群落の研究では、原生動物が生物量 ・呼
吸量共に他の動物群よ りはるかに大きな値 を示すので、
生態系の物質代謝を研究する上で重要な動物群 とされる。
今後 、昭和基地付近でも生態系の動態を研究する上で重
要な動物群である。
輪形動物も同様に持ち帰 られたコケ標本から抽出した
ワムシが10種 報告されているが、その後この動物群につ
いての現地での研究はなされていな い。
線形動物は上記の研究などで、分布は確認 されてはい
たが、研究報告は全 くされていなか った。1986年 に3種
が始めて報告され、その後6種 ほど同定された。特に雌
の形質のみで分類されていた種が、始めて雄の形質を含
めて記載されなおしたものがある。
緩歩動物も初め持ち帰られた藻類塊から2種 が報告さ
れたが、そo)後40～50°Eの 海岸域から約10種 が報告され
た。しか しこれらの動物群に関しては生態的な情報は残
念ながら全 くなく、今後の課題として残 されている。
節足動物は、これまでの動物群に比べる とよく知られ
ているが、南極大陸の他の地域に出現する トビムシが昭
和基地付近か ら確認されていない。ダニは6～7種 の前
気門類と1種 の隠気門類とが知られている。これ らのユ
キドリ沢流域での生態学的研究が公表 されつつある。ま
たリュツォ・ホルム湾 をはさんで、昭和基地付近とセー
ルロンダーネ山地 とで節足動物相に違 いが認められ、今
後生物地理学的研究に注目すべきである。
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昭 和 基 地 周 辺 の 陸 生 線 虫 類
Studies　 on　 the　 terrestrial　nematodes　 in　 the　 vicinity　 of　 Syowa　 Station,　Antarctica.
鬼 頭 研 二!)、 大 山 佳 邦2,、 宍 田 幸 男3)、 福 田 弘 巳4)
1)札 幌 医 大 ・ 医 ・ 生 物 、2)極 地 研 ・ 生 物、3)群 馬 農 総 試 ・ 病 害 虫 、4)北 大 ・ 地 理 研
　 　 　 　 　 　 　 　 　 K.　 Kito1),　 Y.　 Ohyama2),　 Y.　 Shishida3),　and　 H.　 Fukuda4)
1)　 SapPoro　 Medical　 Univ・,　 2)　 Nat・ 　 Inst.　 of　 Polar　 Res.,　 3)　 Gtinma　 Agr.　 Res.　 Center,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4)　 Grad.　 Sch.　 of　 Env.　 Earth　 Sci.,　 Hokkaido　 Univ.
　 　 　Terrestrial　 nematodes　 were　 studied　 to　 clarify　 their　 fauna　 and　 distribution　in
the　 vicinity　 of　 Syowa　 Station・ 　 SPecimens　 were　 extracted　from　 moss,　 1ichen,　 algae
and　 sand　 collected　 at　 g　 localities　between　 1982　 to　 1989.　 A11　 6　 species　 recognized
were　 endemic　 to　 the　 Antarctica,　of　 which　 2　 were　 undescribed　species　 and　 one　 new　 to
the　 region・ 　 The　 present　 nematode　 fauna　 characterized　by　 low　 diversity　and　 endemism
shows　 the　 peculiarity　of　 the　 vicinity　 of　 Syowa　 Station　 in　 the　 Antarctica.
南 極 に お け る 線 虫 類 の 分 類 学 的 ・生 態 学 的
研 究 は こ れ ま で 主 に 南 極 半 島 周 辺 と ロ ス 海 地
域 で 行 わ れ て き たが、 南 極 全 体 の 線 虫 相 を 明
らか に す る た め に は 昭 和 基 地 周 辺 を 含 む 大 陸
東 部 で の 研 究 が 重 要 で あ る。
南 極 半 島 を 含 む 海 洋 性 南 極 か ら は40種 を
こ え る 線 虫 が 報 告 さ れ て い る の に対 し、 昭 和
基 地 周 辺 か らは こ れ まで に3種 の 棲 息 が 確 認
さ れ て い る に す ぎ な い。 こ の 低 い 多 様 性 が 本
地 域 の 線 虫 相 の 特 徴 な の か ど う か を検 証 し、
南 極 の 他 地 域 と の 比 較 考 察 を 行 う た め、 こ れ
ま で に 採 集 さ れ た サ ンプ ル を も と に昭 和 基 地
周 辺 に 棲 息 す る線 虫 類 の 種 類 相 と分 布 を 詳 細
に 調 べ た。
調 査 地 点 と線 虫 標 本:調 査 地 点 は マ ラ ジ ョ
ー ジ ナ ヤ、 ア ム ンゼ ン 湾、 東 オ ン グ ル 島、 ラ
ン グ ホ ブ デ、 ス カ ー レ ン、 エ イ ン ス トー イ ン
ゲ ン、 ル ン ドポ ー ク ス ヘ ッ タ、 ス トラ ン ニ ッ
パ に 内 陸 部 の セ ー ル ロ ン ダ ー ネ を 加 え た9地
点 で あ る。JARE-24次(1982～1
983)と27～29次(1986～198
9)の 夏 季 に 露 岩 域 や 流 水 ・池 な ど の 周 辺 か
ら得 ら れ たセ ン 苔 類、 地 衣 類、 藻 類、 砂 礫 の
凍 結 サ ンプ ル を 解 凍 後、 ベ ー ル マ ン 装 置 な ど
で 線 虫 を 抽 出 し た。
昭 和 基 地 周 辺 線 虫 相:新 た に 確 認 さ れ た3
種(*印)を 加 え、 昭 和 基 地 周 辺 に は 以 下 の
6種 が 棲 息 し て い る こ と が わ か っ た。
　　　 　　 　Order　 Araeolaimida
　P/pct〃s　 ∂〃tarrttic〃s　 De　 Man,　 1904
沿 岸 部7地 点 か ら 得 ら れ 、 個 体 数 も 多
い 優 占 種 。 南 極 大 陸 全 体 に 広 く 分 布 。
P/ect〃 ぶf・rノ.9ρρhiノ 〃s　Kirjanova,　 1958
沿 岸 部2地 点 か ら 得 ら れ た。 個 体 数 は
少 な い が 南 極 大 陸 全 体 に 分 布 。
　　 　　 　 Order　 Dorylairnida
*　Ett　doノ`.}J/a!mttS　 sp.
未 記 載 種 。 マ ラ ジ ョ ー ジ ナ ヤ 、 ア ム ン
ゼ ン 湾 沿 岸 に 棲 息 。 個 体 数 は 少 な い 。
　　　 　　 　Order　 Rhabditida
*ノ》∂n,7gro/aim〃s　 dsyid/　 Timm,　 1971
セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 の ユ キ ド リ の 糞
が 混 じ る 緑 藻 群 落 か ら 得 ら れ た。 ロ ス 海
地 域 に 次 ぐ 記 録 。 馬 糞 性 種 。
Scott〃eea　 /iRdsavaθTimm,1971
沿 岸 部5地 点 か ら 得 ら れ た。 個 体 数 は
少 な い が こ の 地 域 に 広 く 分 布 す る 。 ロ ス
海 地 域 に 分 布 す る 。
*Cephalobidae　 sp.
未 記 載 種 。 ア ム ン ゼ ン 湾 沿 岸 か ら 得 ら
れ た 小 型 種 。
こ の よ う に 昭 和 基 地 周 辺 の 線 虫 類 の 多 様 性
は 低 く、 し か も す べ て が 南 極 固 有 種 だ っ た 。
こ れ ら の 特 徴 か ら 昭 和 基 地 周 辺 を 含 む 大 陸 東
部 地 域 は 線 虫 相 に 関 し て 南 極 半 島 部 や ロ ス 海
地 域 と は 異 な る こ と が わ か っ た 。
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昭 和 基 地 周 辺 の ク マ ム シ 類
TERRESTRIAL　 TARDIGRADES　 IN　 SYOWA　 STATION　 OF　 ANTARCTICA
宇津木和夫(東 京女子医大)・ 大山佳邦(極 地研)
K.Utsugi(Tokyo　 Women's　 Med.College)　 ・Y.Ohyama(Natl.Inst.Polar　Res.)
In　 a　survey　 of　 Antarctic　 terrestrial　 animals,　 we　 aしtempted　 to　 examine　 tardigrades　 thaし 　inhabit　 mosses,
1ichens　 or　 algae.　 30　 samples　 were　 collected　 from　 6　regions(Ongul　 Islands,　 Langhovde,　 Skarvsnes.Einsto-
ingen,Rundvagshetta　and Strandnibba　 )　close　 to　 Syowa　 station　 from　 1975　 to　 1985　 by　 Dr.S.Ohtani,Dr.H,Kanda
and　 Dr.Y.Ohyama　 who　 are　 the　 staff　 of　 the　 National　 Instituしe　 of　 Polar　 Research.　 After　 sorting　 out　 tardi-
grades　 from　 these　 samples　 and　 from　 previously　 prepared　 moss　 samples,　 the　 animals　 were　 mounted　 in　Gum-
chloral　 for　 microscopic　 observation　 and　 sometimes　 used　 for　 SEM　 observation.
5　species　 were　 found　 in　 15　 samples　 collected　 from　 6　 regions.　 〃 ア5ソ1うノ〃s　arct/cus　 was　 widely　 obtained
in　 all　 samples　 from　 5　regions,　 The　 other　 4　sPecies　 were　 rarely　 found　 ;Macソ マフ'bietus　 harmswortカ ノfrom　 Rund-
vagshetta　 and　 Einstoingen,　 ∠2ノ勿ク85τo〃　cックノ7ρ〃ens・ノ汐from　 Einstoingen,〃 ノカケ∂5℃o〃　omguノ θ〃513　 from　 Langhovde,
and　 Pse〃d6・cソラノ1n/36'∬ 　sp.　 from　 Strandnibba.　 Terrestrial　 tardigrade　 discussions　 will　 be　 held　 on　 these　 re-
cent　 results　 in　collaboraしion　 with　 previous　 reports　 by　 Morikawa(1962)　 and　 Sudzuki(1964).
南 極 の クマ ム シ類 に っ いて はMurray(1910)以 来 、 世界 の 探 検 隊 に よ る研 究 で50種 以 」:が生息 して い る こ とが わ か
っ て い る。 昭 和 基 地 周 辺 の ク マ ム シ に っ い て は 、1962年 に 森 川 が オ ン グ ル 島 の 東 側 で水 性 の 藻 類 か ら　HYPS.ノ'bfus
arcticusと 　Diphasco.〃 　ongulens/3　 (sp.nov.)を 報 告 して い る 。 ま た 、鈴 木 は1964年 に ラ ン グボ ブデ の コ ケ相 か ら
Hypsibius(Diphasc◎n)　 chi玉enensis、 　H.antarcticus.　 H.mertoni　 simoizumiiお エ で　Milnesium　 tardigradum　 (hへ
種 を 報 告 して い る。 今 回 は 昭 和 基 地 周 辺 の 陸 卜無 脊椎 動 物 調 査の 一環 と して 、1975年 か ら1985年 にわ た っ て 大 谷 修 司
氏 、神 田 啓 史 氏 お よ び 大山 に よ り採 集 さ れ た 昭 和 基 地 周 辺 の 蘇 苔 類 、地 衣 類(便 宜 上 ま とめ て コ ケ と よ ぶ)ま た は 藻
類 か ら得 られ た5種 の ク マ ム シ 類 に っ い て 、 森 川(1962)・ 鈴 木(1964)ら の 報 告 と合 わ せ て検 討 す る 。
約30の 試料 か らク マ ム シ を 抽 出 した 。 採 集 地 点 はオ ング ル 島 を は じめ と して ラ ン グ ホ ブ デ 、 ス カ ル ブ ス ネ ス 、 エ
イ ン ス トイ ン ゲ ン 、 ル ン ドホ グ スヘ ッタ お よ び ス トラ ンニ ッパ の6か 所 で あ る。
試 料 に よ っ て は コ ケ の顕 微 鏡 標 本か ら取 り出 した 場 合 も　 　 　 　 Table:　Dist「ibution　of　ta「di9「ades
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 in　the　area　close　to　Syowa　Stationあ るが
、大 部 分 は 冷凍 保 存 した コ ケ ま た は 乾燥 した コ ケ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 Sa■pling　「egions
を 水 に浸 して 取 り出 した 。 クマ ム シ と生 息 地 点 と の 関 係 。 司
セ ゆコ
口 口 ね めは表に示す。　 Tardigrade,　　 書vo8§{‖ 言
伽 〃鵬 伽 鰍 〃は日本1・も広く節 する 諸 諸 灘
種 類 で あ る 。　Hypsibi"s　 　arctic"sは 森 川 が 水 中 の 藻 類9s湯 量 皇　 ti
に認 め て い る が 陸 上の コ ケ に も 見 い だ さ れ.世 界 中 に広
く分 布 す る種 で あ る 。　Diphascon属 は 日本 で はLl.1地に み
られ る が 南極 で は 森 川 の 報 告 したDiphasco〃 　omguノ ー
ensi5の よ う に藻 類 に生 息 して い る もの も あ る 。　Pseud-
echinノ 冶0雌sp.は ス トラ ンニ ッ パの コケ の封 入標 本 の
中 に 見 い だ され た も の で 、 クチ ク ラ か ら な る 背 甲 板 は
乃 θ〃o比〃ノ万ノ汐o〃3型 で あ るが 、側 毛 が非 常 に 長 い の が
特 徴 で あ る。 な お 、鈴 木 が報 告 して い るHypsibiUS
antarct/cus,　 fl.merto.〃i　si〃oiZUMii,お よびff7'1〃esium
ど飢 力惚 面 は わ れ わ れ の 試 料 の 中 には 見 い だ され な
か っ た。
11etrotardigra血
Ps餌dechiniscus恥.
Eutardigrada
Diphsscon　 chilenesis
D.　 mgulens三s
HypsibiUS　 antarcticgS
K.　 arctiCUS
}{.随ertoni
貿acrobiotus　 har田sworthi
貿ilfiesiu竃 　t&rdigradun
M
OH
?
?
S
O
0
00
O
H　and　 S　indicare　 the　 ・ccurence　 from　 rep。rts　 。f
Morlkawa　 and　 Sudzuki　 respectively
.
O　 means　 the　 occurence　 of　the　 species.
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南 極 日召
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Ecophysiology　 of
和 基 地 周 辺 の 露 岩 域 に お け る
由 生 活 性 ・ダ 一 類 の 生 理 生 態
the　 free-1iving　 mltes　 around　 the　 Sy`)wa　 Station　 in　EasヒAnt rctica
菅 原 裕 規 ・ 福 田 弘 巳(北 大 ・ 地 球 環 境)・ 大 山 佳 邦(極 地 研)
H.　 Sugawara,　 H.　 Fukuda　 (Environ.　 Earth　 Sci-t　 Hokkaido　 Un{v・)　 and　 Y・　 Ohyama　 (NIPR)
In　 the　 28th　 JARE's　 survey,　 the　 ecological　distribution　 of　 ・4ntar℃tゴcola　 meyerゴ
(Cryptostigmata),　 Nanorchestes　 antal'cticus,　N・　 be川 互S,　 N・　 1alae,　 N・　 sp・ 　 and　 T;rdetis
erebus　 (Prostigmata)　was　 stud.ied　 along　 Yukidori　 Valley,　 Langhovde,　near　 t e　 Syowa
Station　 in　 East　 Antarc七ica.　ID　 .4.　 MeYel"i,　 some　 simple　 labo-experiments　on　 ヒh ir
tolerance　 to　 the　 high　 and　 low　 temperatures　ill　 relation　 to　 diffrent　 humidj.ty　 were
conducted　 iIl　 Yukidori　 Valley　 and　 the　 supercooling　Point　 was　 measured　 by　 usiI19　 ヒhe
individuals　 which　 were　 collected　 on　 the　 base　 of　 Mt.　 Riiser　 Larsen　 and　 cultured　 for
two　 months　 in　 laboratory.　The distribution　of　 A.　 meYeri　 was　 nearly　 restricted　to　 60-
180　 m　 in　 altitude,　 preferring　relatively　dry　 moss　 carpets　 encrusted　 by　 the　 imperfect
lichen　 species.　Although　 five　 prostigmatic　species　 were　 widespread　along　 the
altitudinal　 gradient,　 their　 microhabitat　preference　were　 different;　T・　 erebus　 and　 IV・
sp.　 prefered　 relaヒively　 dry　 mlcrohabitats　such　 s　 the　 dry　 moss　 carpets　 or　 gravel
under　 the　 stone　 while　 the　 other　 species　 of　 the　 genus　 Nanorchestes　inhabited　 wet　 sites
whether　 or　 not　 the　 mosses　 were　 present.　Although　 the　 low　 humidity　 apPeared
disadvantageous　 to　 A.　 meJ.7e.1'.i　 in　 the　 condition　 of　 high　 temperature　(ca・ 　 30　 °C)・　 most
of　 them　 dying　 wiヒhin　 four　 days,　 ヒhe　 occasional　rise　 of　 soil　 temperature　in　 the　 mid
summer　 rarely　 continues　 more　 than　 several　 hours　 and.　 therefore,　ls　 not　 lethal　 to　 them
in　 natural　 conditioll.　On　 the　 other　 hand,　 in　 the　 l(〕w　 t.emperature　(ca.　 -25　 りC),　 the
low　 humidiヒy　 apPeared　 advantageous　to　 this　 mitc　 species・ 　 abouヒ 　 70%　 of　 nymphs　 aiid
adults　 being　 alive　 stil1.　 This　 may　 explain　 why　 they　 prerer　 dry　 carpets.　Th 　 mean
supercooling　 Point　 of　 starved　 individllals　of　 A　 MeYel"i　 was　 -30・6　 nC　 (nymPhs)　 to　 -33・9
・C　 (eggs).　 When　 fed　 with　 lichens,　 h・wever.　 it　 was　 significantly　raised　 p「 ・babl・y
because　 the　 gut　 contents　 Cunct{oned　 as　 ice　 nucleators　or　 conヒained　 ice-ni・icleat-i・ng
agenヒs.　 Acclimation　to　 ヒhe　 low　 temperature　significantly　 lowered　 the　 supercooling
poillt　 of　 larvae　 but　 not　 of　 oヒher　 growth　 stages・
第28次 南 極 観 測(1986-88)に お い て、 昭
和 基 地 に 近 隣 す る ラ ン グ ホ ブ デ 露 岩 域 の 雪 鳥
沢 よ り 得 ら れ た 隠 気 門 ダ ニ　 Antarct1」1旦 上a魍
壇 」,.、 お よ び 前 気 門 ダ ニ　 Nanorchesしes　 旦nt
arc　t..11　cus　 、　 L　 b_e　llus　 、　　壇」L　1」alae、 　 LL　 sp.、
工魎 　erebus　 の 沢 に 沿 っ た 生 態 分 布 を 調 査
し た。 隠 気 門 ダ ニN皿 坦 ユ に 関 し て は、
雪 鳥 沢 に お い て 異 な る 湿 度 条 件 下 で の 高 温 ・
低 温 に 対 す る 耐 性 を 簡 便 な 実 験 で 調 べ た。 ま
た、 ア ム ン ゼ ン 湾 の リ ー セ ル ・ ラ ノしセ ン 山 麓
で 採 集 し た 個 体 を 生 き た ま ま の 状 態 で 日 本 に
持 ち 帰 り、 約2ヶ 月 の 飼 育 後 に 過 冷 却 点 の 測
定 に 供 し た。
A⊥ 魍 の 分 布 域 は 標 高60mか ら180m
の 間 に 限 ら れ、 不 完 全 地 衣 類 が 着 生 す る 相 対
的 に 乾 燥 し た 蕪 類 を 選 好 し た。 前 気 門 ダ ニ5
種 は 上 流 域 か ら 下 流 域 に か け て 広 く 分 布 し た
が、 微 小 生 息 地 に 対 す る 選 好 が 異 な っ て い た。
T.　 erebus　 と　 N.　 sp.　 の2種 は、 相 対 的 に 乾
燥 し た 蘇 類 や 石 下 の 砂 礫 を 選 好 し た の に 対 し、
Nanorchestes　 　 属 の3種 は 蘇 類 の 存 在 に か か
わ ら ず 湿 っ た 環 境 を 選 好 し た。 約30℃ の 高 温
下 で の 低 湿 度 条 件 は　 A⊥　 rnsy.e_1rri.　に と っ て 不
利 で あ り、 大 半 の 個 体 は4日 以 内 に死 亡 し た
が、 真 夏 に お け る 一 時 的 な 地 温 の 上 昇 は数 時
間 以 上 継 続 す る こ と が 殆 ど な い こ と か ら、 こ
の 地 温 の 上 昇 は 自然 条 件 下 で は 致 死 を'も た ら
す もの で は な い と思 わ れ る。 一一方 約 一25℃ の
低 温 下 に お い て、 低 湿 度 は 本 極 に とっ て有 利
な 条 件 で あ り、 若 虫 と成 虫 の 約70%は 生 存 し
て い た。 絶 食 条 件 で 飼 育 し たN塑 」 の
平 均 過 冷 却 点 の 範 囲 は、 若 虫 の 一30.6℃ か ら
卵 の 一33.9℃ ま で で あ っ た。 しか し、 地 衣 類
を 摂 食 さ せ た 個 体 で は過 冷 却 点 が 有 意 に 上 昇
し た。 こ の こ と は、 胃 内 容 物 が 氷 晶 核 と し て
は た ら い た か、 ま た は 胃 内 容 物 の 中 に 氷 晶 核
と な る 物 質 が 含 ま れ て い た た め と 思 わ れ る。
低 温馴 化 に よ っ て 幼 虫 の 過 冷 却 点 は 有 意 に 低
下 した が、 そ の 他 の 発 育 段 階 で は 低 温 馴 化 の
効 果 は 認 め ら れ な か っ た。
冬 季 に お け る 昭 和 基 地 周 辺 の気 温 は、 し ば
し ば 隠 気 門 ダ ニA..,_mPユ の過 冷 却 点 よ り
も 低 下 す る が、 厚 い 積 雪 が 生 息 場 所 で あ る 蘇
類 群 落 を 被 い 生 存 可 能 な 地 温 を 維 持 し て い る
も の と思 わ れ る。
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S25
あ す か 基 地 周 辺 に お け る 陸 上 無 脊 椎 動 物
Terrestrial　 invertebrates　 in　 the　 Asuka　 Station　 area.
蛭 田 眞 一(北 教 大 ・ 釧 路),大 山 佳 邦(極 地 研)
S.　 Hiruta　 (H。kkaid。 　U,iv.　 ・f　 Educ.　 Kushir・)・Y・ 　 Ohyama　 (N・t日nst　 P・la・ 　Res)
　 　 As　 a　 part　 。f　 the　 survey　 ・f　 terrest・i・1　 bi・1・gy・ 　 whi・h　 is　 ・ne　 ・f　 the　 main
pr。ject　 。f　 the　 」・panese　 A・ta・ctic　 Research　 Expediti… 　 th・ 　 1989　 and　 1990　 su「veys
of　 terrestrial　ecology　 were　 carried　 out　 in　 the　 Sor　 Rondane　 Mountains・ 　 Dronning
Maud　 Land.　 During　 the　 l990　 ・urvey,　 ・ne　 sp・ingt・il　 and　 f…　 mit・s　 species　 a・d
some　 tardigrades,　nematods,　 and　 rotifers　 were　 recognized　from　 the　 mountain
areas.　 The　 relation　 between　 soit　 properties　(nutri n s)　 and　 distribution　of
soil　 animals　 andplants　is　 discussed・
第27-・31次 南 極 地 域 観 測 隊(1986-1990)に
お い て 実 施 さ れ た 「陸 上 生 態 系 構 造 の 研 究 」
の 中 で,第30-31次 観 測 隊 は 夏 隊 に よ り内 陸
露 岩 域 で あ る セ ー ル ・ロ ン ダ ー ネ 山 地 に お い
て 生 物 調 査 を 行 っ た.30次 観 測 隊(生 物 担 当
2名)で は 同 山 地 西 部 域 を 陸 路 で 土 壌 動 物 ・
地 衣 類 を中 心 に 調 査 し,31次 観 測 隊(生 物 担
当1名)で は 同 山地 調 査 の た め に 導 入 さ れ た
ヘ リ コプ タ ー を 活 用 し,短 期 間 に 陸 路 調 査 で
は 到 達 困 難 な 地 域 を 広 くカ バ ー す る形 で の 土
壌 動 物 調 査 お よび 植 物 の 採 取 を 実 施 した.両
調 査 で,沿 岸 か ら200km以 上 も内 陸 の 露 岩 域
セ ー ル ・ロ ン ダ ー ネ 山 地 に 多 くの 土 壌 動 物 が
棲 息 して い る こ と が 確 認 さ れ た.
今 回 は,31次 観 測 で の 調 査 結 果 を 中心 に セ
ー ル ・ロ ン ダ ー ネ 山 地 と 本 調 査 の 基 地 で あ る
『あ す か 基 地 』 周 辺 の 無 脊 椎 動 物 に つ い て,
同 時 に 採 取 した 土 壌 の 分 析 結 果 を 含 め て 報 告
す る.
[調 査 方 法]
セ ー ル ・ロ ン ダ ー ネ 山 地 の10地 域 に お い て
地 衣 類 ・藻 類 ・癖 類 群 落 や ユ キ ドリ営 巣 地 お
よ び 砂 地 な どの　microhabitat　 ご と に コ ア
サ ン プ ラ ー(20cm2xscm)を 用 い て 動 物 抽 出
用 と土 壌 分 析 用 の 土 壌 を 採 取 した.乾 性 土 壌
動 物 は あ す か 基 地 内 に 設 置 し た ツ ル グ レン 装
置 に か け,抽 出 した.湿 性 土 壌 動 物 抽 出 ・土
壌 分 析 は 帰 国 後 行 っ た.
[結 果 と 考 察]
以 下 の 無 脊椎 動 物 が 確 認 さ れ た.
ダ ニ 隠 気 門Mandheimia　 wilsoni
前 気 門!Ewug.ge.d　§　tottanfjella
工幽 §　erebus
　　　　　　　　　Nanorchestes　 bifurcatus
トビ ム シ　　　　Cryptopygus　 sverdru　 i
ク マ ム シ　　　　Macrobiotus　 harmsworthj
ま た は　　 montanUS
　　　　　　　　　 Di　hascon　 chilensis
線 虫 類 ・輪 虫 類
内 陸 露 岩 域 か ら の ダ ニ ・ ト ビ ム シ に つ い て
は,す で に　 Tottanfjella　 や　 Heimefront-
fjella(75°S.,10°U)か ら の 報 告(Bawra
etal.1966)が あ る.セ ー ル ・ ロ ン ダ ー ネ
山 地 に お い て も,同 様 に ユ キ ド リ の 営 巣 地 を
中 心 に し た 地 衣 類 ・ 藻 類 ・静 類 群 落 お よ び そ
の 周 辺 の 土 壌 か ら 多 数 個 体 が 得 ら れ た.最 高
で859個 体 の ト ビ ム シ がTanngardenの ユ キ
ド リ 巣 内 の 土 壌100ccか ら,ま た ダ ニ で は
Vengenの 藻 類 を含 む 土 壌 よ り365個 体 が 抽 出
さ れ た.ク マ ム シ は　Tanngarden　 の 鱒類 と あ
す か 基 地 南 西 の ロ ム ナ エ ス 山 の 地 衣 類 か ら え
ら れ た.ま た,　 Tanngardenの 藻 類 群 落 に は
多 数 の 線 虫 と輪 虫 が 棲 息 して い る の を確 認 し
た.
南 極 大 陸 よ り凍 結 し て 持 ち 帰 っ た 土 壌 の 化
学 性(pH,C,N,可 溶 性P205sK,C
a,　 Mg)に つ い て 分 析 し た.ア ム ンゼ ン 湾
岸 お よび 昭 和 基 地 周 辺 か らの デ ー タ を加 え て,
土 壌 の 採 取 地 点 間 の 類 似 性 を こ れ ら の化 学 性
を も と に分 析 し,植 物 や 土 壌 動 物 の 分 布 と の
関 係 を検 討 し た.
ダ ニ お よ び ト ビム シ が 棲 息 し て い た の は,
Tanngarden,　 Vengen,　 Mefjellの3地 域 で,
前2者 は ユ キ ド リ営 巣 地 で あ り,地 衣 類 ・藻
類 ・癖類 が 非 常 に 豊 富 な 場 所 で あ る.内 陸 露
岩 域 で の 土 壌 動 物 の 棲 息 と ユ キ ド リ営 巣 地 と
は,密 接 な 関 係 に あ る と い え る.土 壌 の 化 学
性 か らみ て も,海 岸 の ベ ン ギ ン ル ッ カ リ ー 付
近 と よ く似 て い る.　Mefjellで は,土 壌 採 取
地 点 付 近 に は ユ キ ド リ営 巣 地 は 確 認 で き な か
っ た.こ こ はN,P205の 値 が 前2者 よ りか
な り低 い.ま た,こ こ と 類 似 した 土 壌 環 境 を
持 つ 他 の 場 所 で 棲 息 が 確 認 さ れ な い の は,他
の 条 件,例 え ば,pHや 地 形 と 関 連 し た 気 象
条 件 に 原 因 が あ る と 思 わ れ る.
尚,地 衣 類 ・藻 類 ・蕪 類 の 少 な く と も1グ
ル ー プ は　Balchenfje11a　 Nord　 を 除 く全 て の
調 査 地 点 で 確 認 さ れ た.
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講 演 要 旨
(ポ ス タ ー発 表)
　 　 　 Abstracts
　 　 　 　 　 　for
Poster　 Presentations
第16回 極域生物 シンポジウム
ポスター発表時間割
Time　 Schedule　 for　Presentations　 at　Poster　 Session
12月1日 12月2日 12月3日
時間(Time)A B C D E F
1500一 Pl2 P24 P35 P43 P55
1510一 P13 P25 P36 P44 P56
1520一 P14 P26 P37 P45 P57
1530一 P15 P27 P38 P46 P58
1540一 Pl6 P28 P39 P47 P59
1550一 Pl7 P29 P40 P48 P60
1600一 Pl8 P30 P41 P49 P61
1610一 Pl9 P31 P42 P50
1620一 P20 P32 P51
1630一 P21 P33 P52
1640一 P22 P34 P53
1650一 P23 P54
1710一 P1-Pll
1740
・ ポスター発表者 は発表番号が付け られている所定 の展示用パネルに、発表当 日の
できるだけ早い時間に、用意 して きた資料、写真等 を各 自で貼 って くだ さい。
発表時間は一件当 た り10分間です。座長の指示に従 って下 さい。
各セ ッションの発表予定時間が終了次第、資料、写真等 を各 自で取 り外 して くだ
さい。
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P1 
Dissolved organic carbon in sea ice and seawater of Saroma-ko 
and Resolute Passage.
R.E.H. Smith', M. Gosselin2, B. Robineau3 and S. Taguchi4
 Biology Department, University of Waterloo, Canada 
2 Biology Department
, Laval University, Canada 
 Oceanography Department, University of Quebec at Rimouski, Canada 
4 Hokkaido National Marine Fisheries Laboratory
, Japan 
     The concentration of dissolved organic carbon (DOC) in ice and seawater at Saroma-ko 
and Resolute Passage was measured and compared to the growth of algae in the spring of 1992 
to test the hypothesis that algal-derived DOC would lead to a nutrient-rich environment for 
microheterotrophs. At both sites, DOC concentrations in the ice reached much higher maxima 
(13 to 32  mg•1-1) than in surface seawater beneath the ice (4.4-5.0  mg•11). Physical 
concentration of DOC was significant, because DOC concentrations in the bottom ice were 
elevated compared to surface seawater even when algal growth was minimal. Most of the 
increased DOC in ice was, however, correlated significantly (R2 = 44%) with algal biomass 
(chlorophyll a or particulate organic carbon). The net accumulation of DOC derived from algae 
was about 30% of net primary production. A preliminary carbon budget indicated that bacteria 
used at most 40%, and probably less than 10%, of the DOC that would appear to be made 
available from the algae. This in turn implies control of bacterial production by factors other 
than total DOC concentration, and a substantial export of DOC from the ice at break-up.
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P2
     BACTERIAL AND VIRAL DYNAMICS 
IN ARCTIC SEA ICE DURING THE SPRING BLOOM 
          NEAR RESOLUTE, N. W. T
Roxane J. MARANGER, David F. BIRD &
 Universite du  Quebec a
Juniper S. KIM
 Montreal
     High virus counts were found in Arctic sea ice samples taken during the vernal ice algae 
bloom in samples collected near Resolute, North West Territories, Canada. Viral abundances in 
the sea ice ranged from 4.6 x  1011 m2 (or 1.1 x  107  m1-1) and 5.9 x 1012 viruses m2 (or 1.6 x 
108 viruses  m1-1) which was  10-102 fold greater than viral abundance in the underlying water 
column (1.4 x 106 viruses  ml-1). This increase in viral abundance corresponds with the  10-
1000 fold increase in bacterial abundance in sea ice as compared with the water column. 
Bacterial abundances ranged from 6.1 x  109  m2 (or 1.5 x  105  m1-1) to 4.2 x  1011 bacteria m2 
(1.0 x  107 bacteria  m1-1) from early to late spring respectively. Thymidine assimilation rates 
ranged from 0.167 x 10-21 to 4.035 x 10-21 M cell-1  hr-1. Bacterial production generally 
increased over the sampling period. The virus to bacteria ratio (VBR) were the highest 
observed in the literature to date. Highest viral abundances occured in the 0.5-1.5 cm layer of 
an ice profile where the bacteria were most active. The VBR generally decreased during the 
spring although viruses were increasing in abundance. Therefore bacteria were increasing at a 
much faster rate suggesting that the bacterial community composition had been changed, and 
that phage resistant bacteria were proliferating later in the spring. Viruses may play an 
important role in nutrient and carbon cycling within the ice, particularly in the early spring when 
the VBR was very high.
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 P3
WHY DO HETEROTROPHIC FLAGELLATES PROLIFERATE UNDER 
BACTERIA-LIMITING CONDITIONS IN SEA-ICE  COMMUNITIES  ?
 Telesphore  SIME-NGANDO1, Kim JUNIPER1 & R. E. H. SMITH2
 lUniversite du  Quebec a  Montreal,  Departement des Sciences Biologiques and GEOTOP, C. P. 
8888, Succ. "Centre  Ville",  Montreal,  Quebec, Canada, H3C 3P8
2  Biology Department, University of Waterloo, Waterloo, Ontario, Canada, N2L  3G1
     Microzooplankton communities were studied under the first-year ice of both Saroma-ko 
Lagoon and Resolute passage as a part of the SARES International Project. Evidences from 
both sites showed that bacteria standing stock was almost insufficient to provide the required 
energy for the growth of their main predator, the phagotrophic flagellates. From these results, 
we concluded that these organisms may need additional energy sources, such as sub-
micrometer particles and high molecular weight compounds which can constituted a substantial 
part of their diet. However, because of methodological limitations, there is no published 
information on DOC utilization rates by natural populations of protozoa. Here we present 
results from fluorescence extinction measurements and from epifluorescence microscopy which 
have allowed us to determine the ingestion rates of  fluorescently labeled polysaccharide dextran 
(over the molecular weight range of 4 to 2000K) by Arctic sea-ice flagellates. These organisms 
were found to rapidly ingest high molecular weight dextran, clearing up to 1.3 mg.  C/L/h in 
melted ice samples. High molecular weight DOC may represent an important fraction of the 
DOC pool in the ice brine channels, and may thus constitute a significant carbon source for 
heterotrophic flagellates.
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THE MICROBIAL FOOD WEB ASSOCIATED WITH THE ICE ALGAE 
COMMUNITY: BIOMASS AND BACTERIAL GRAZING ACTIVITY OF 
NANOPROTOZOANS IN RESOLUTE PASSAGE (HIGH CANADIAN 
ARCTIC)
Isabelle LAURION1, Serge DEMERS2 and Alain VEZINA2
 lUniversite du  Quebec  a Rimouski,  Departement  d'oceanographie, 300 Av. des Ursuline, 
Rimouski,  Quebec, Canada, G5L  3A1
 2lnstitut Maurice-Lamontagne,  Ministere des  Peches et des Oceans, P.  0. Box 1000, Mont-
Joli,  Quebec, Canada, G5H 3Z4
     Nanoplanktonic biomass and grazing activity were studied at Resolute Passage, in the 
Canadian Arctic in spring 1992. Under an experimental plat (225 m2) with changing snow 
cover, the spatial variation in biomass was as great as the temporal change over the 5 week 
sampling period. Total bacterial grazing of the microzooplankton community was assessed by 
measuring the disappearance of fluorescent labelled bacteria over 20 hours. Nanoplanktonic 
cell density varied from near zero to 2.6 x 10 m-2. Clearance rates of heterotrophic 
nanoprotozoans (HNP) on bacteria ranged from 0 to 86  Iii HNP-1 (averaging 12  ill  HNP-1 
 h1). Feeding rates on bacteria were high at the beginning of the sampling period but decreased 
to very low values by the end of May. We conclude from analysis of carbon budgets that 
bacteria was insufficient to provide the energy required for the observed protozoan growth. 
The results suggest that a shift in the grazing behavior of HNP occurred during the spring 
season, and that the microbial loop activity in spring is suppressed.
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SPATIAL HETEROGENEITY OF  MICROALGAL BIOMASS IN FIRST YEAR SEA-ICE 
OF  SAROKA-X0 LAGOON AND AN  IRRADIANCE INDEX FOR THE MEASURE OF 
IN-SITU PIGMENT CONCENTRATION
Brigitte  Robineaul,  Motoaki Kishino2 and Louis  Legendrel
1 GIROQ, Department of Biology,  Laval University, Ste Foy, 
 Quebec, Canada,  GIK 7P4
2 The Institute of Physical and Chemical Research. Ocean Physics 
  Division, Hirosawa, 2-1,  Wako-shi,  Saitama,  351-01 JAPAN
 We studied the horizontal distribution of sea-ice microalgae in 
Saroma-ko lagoon (Hokkaido, Japan) in march 1992. Three scales of 
variation were investigated. Cores were taken every 20  m along a 
4-km transect from the Saromabetsu river mouth towards the 
eastern inlet of the lagoon. Two sampling grids were used to 
complete the study of spatial heterogeneity. The first grid was 
10 x 10 m with an ice core every meter. The second grid was 1 x 1 
m with an ice core every 20 cm. Two scales of chlorophyll a 
variability dominated along the transect at about 500 m and 100 
m. The results for the transect are confirmed by the grids which 
presented no evidence of substantial variations in chlorophyll a 
biomass at scales inferior to 20 m. The relationship between 
salinity of the bottom ice and chlorophyll a was not linear but 
dome-shaped with a maximum in chlorophyll a at intermediate 
 salinities.
The efficiency of irradiance rations in prediction microalgal 
biomass was also tested. Ratios of irradiance showed spatial 
changes along the transect that appeared related to the salinity 
of the bottom ice but also to daily variations in the  intensity 
of incident irradiance. The ratio 677/595 nm seemed the most 
promising for the estimation of microalgal biomass although the 
coefficient of multiple correlation was low (0.73). Thus, the 
biomass of microalgae remained difficult to estimate from an 
index of irradiance in Saroma-ko lagoon,  in part because of the 
spatial gradient  In salinity prevailing in the lagoon.
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P6
サ ロマ 湖 及 び カ ナ ダ レゾ リュー ト海 峡 にお け る
ア イス アル ジー の 群 集 組 成
Species　 composition　 of　 ice　 algai　 assambledges　 in　 Saroma-ko　 Lagoon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　 Resolute　 Passage,　 1992
川 延 京 子(国 立 環 境 研 究 所)工 藤 栄(国 立 極 地 研 究 所)
　　　　　　　Kyoko　 KIKUCHI-KAWANOBEl　 and　 Sakae　 KUDOH2
1　National　 Institute　 for　 Environmental　 Studies
2　National　 Institute　 of　 Polar　 Research
　　　　　Identification　 and　 enumalation　 of　 ice　 diatom　 species　 from　 the　 seaice　 samples　 collected　 in
Saroma-ko　 Lagoon　 and　 Resolute　 Passage　 were　 carried　 out,　 and　 species　 composition　 and　 relative
dominance　 of　 the　 species　 were　 analysed.　 Cylindrical　 shaped　 centric　 diatom,　 〃θtenula　 confervaceae,
shared　 more　 than　 70X　 of　 total　 cell　 volume　 biomass　 in　 the　 samples　 collected　 off　 Sakae-ura　 station
throughout　 the　 study　 period　 in　 Saroma-ko　 Lagoon.　 On　 the　 other　 hand,　 pennate　 diatoms　 such　 as
arborescent　 colony　 forming　 〃jtzschia　 frigida　 and　 ribbon-shape　 colony　 forming　 〃jtzsc力 」8　spP.　 and
〃avicula　 spP.　 dominated　 during　 ice　 algal　 biomass　 increasing　 Period　 in　 Resolute.　 Characteristics　of
the　 cell　 and　 colony　 of　 each　 species　 will　 be　 explained　 by　 using　 Photomicrographs.
北海道サロマ湖及びカナダレゾリュート海峡から採取した海氷
試料に観察される珪藻類を同定し;細 胞の容積サイズの測定と細
胞数の計数を行った。任意時間毎に採集した試料中の藻類種類組
成とそれらの細胞容積に基づく優占状態を解析してみた。
サ ロマ湖東岸 の栄浦沖 釣1.5kmの 観測 点か ら得 られ た試料 中には
円柱 状の群 体構造 をと る中心 目珪藻類Dθtenula　confervaceaが 終
始優 占 して お り、全 藻類細胞 容積量の70X以 上を常 に占めていた 。
しか し、この藻類優 占状態はサ ロマ湖 内にお いて大幅 に変動 して
お り、淡水 流入が生 じてい ると推察 され る河 口付近か ら外海 方向
へ 向か う水 平分布 を調 べた結果 、海氷 直下の塩分濃度の 変化 に伴
うように 、河口 よ りで はNaviCUla属 が優 占 し、外海 に近 づ く程 、
〃.　conferva・-cθaeに 遷 移 して い る よ うに み え た 。
一方 レゾ リュー トではアイ スアル ジーが希薄 な4月 初旬 を除い
て羽 状目珪藻が優 占 していた 。そ の中で も樹状 の群体 を形成 する
Nitzschia　 frigida、　N.　neofrigida及 び帯状群体 をつ くるNi　tzs-
chia属 、　NaviCUla属 が量的 に優占 していた。 これ ら羽状 目珪 藻 の
優 占は全 藻類量の増加 が著 しい4月 中旬 以降に次 第に顕著 にな り、
観測終 了時の5月 下旬 まで維 持されて いた。
本発表では光学顕微鏡写真を用いて、これら藻類細胞と群体の
特徴を解説しながら、両研究地で観察されたアイスアルジー群集
構造を説明する。
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Comparison of Microbial Community Structure in Surface Sediments of 
            Lake Saroma with Seto Inland Sea
Narasimalu Rajendran, Osamu Matsuda and  Hiroaki Sakoh (Hiroshima Univ.)
     Microbial community structure in surface sediments of the Lake Saroma, as estimated by 
phospholipid ester-linked fatty acids (PLFA) , has been compared with eutrophic bays (Osaka Bay, 
Hiroshima Bay) and a lake (Kojima Lake) in japan. Sixty PLFA were identified in sediments of these 
areas. The abundant PLFA included 14:0,  115:0,  a15:0,  16:1d9c, 16:0,  10Me16:0,  a17:0,  18:  Id9, 
 18:  1  dll, 18:0 and 20:5. Biomarker fatty acids of sulfate reducing bacteria (SRB) were also detected. 
Saturated, monounsaturated and branched PLFA were abundantly distributed in the sediments. High 
amounts of fatty acids in the range of  C12_19 demonstrated that the prokaryotes were a significant 
component of sediment organic matter. Variation in the PLFA profiles of the sediment indicates the relative 
differences in the lipid contributing microbial communities. The mean total PLFA concentration varied 
from 0.6 (Osaka Bay) to 28.6  peg dry weight of the sediment (Lake Saroma). High total PLFA 
concentration in the sediments of Lake Saroma indicated high amounts of microbial  biomass as total PLFA 
concentration are reported to be an indicator of the microbial biomass. 
     From the presence of the bacterial biomarker fatty acids in sediments, the distribution of different 
groups of microorganisms in sediments can be defined. In the sedimentary microbial community structure 
of the present study areas, the relative dominance of the microbial groups was in the following descending 
 order  : 1. Aerobic prokaryotes and  eukaryotes. 2. Gram positive bacteria and anaerobic bacteria. 3. SRB 
and other anaerobic prokaryotes.  4.Microeulcary.  otes. The aerobic prokaryotes and eukaryotes group was 
dominantly present in Lake Saroma, whereas in Hiroshima Bay and Osaka Bay, microeukaryotes, and 
Gram positive bacteria and anaerobic bacteria groups were abundantly present. The characteristic fatty 
acids of SRB and other anaerobic bacteria group in Kojima Lake were higher than that in other areas. The 
relative variation of these groups of microorganisms  in sediments was discussed  in relation to the 
environmental conditions and pollution.
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P8結 氷 期 サロマ湖 お よび春 期 スピッツベルゲン1コングスフィヨルドに お け る
微 細 藻 類 群 集 の光 合 成 に お よぼす 紫 外 線 の影 響
Effect　 of　 UV-radiation　 on　 the　 photosynthetic　 activity　 of　microalgal　 assemblages
in　 Lagoon　 Saroma-Ko,　 Hokkaido,　 Japan　 and　 Kongs-fjord,　 Svalbard,　 Nor冒ay.
宮 原 猛 省 ・ 工 藤 栄 ・ 渡 辺 研 太 郎 ・ 佐 藤 博 雄
(東 水 大)(国 立 極 地 研)(国 立 極 地 研)(東 水 大)
　　 　　 T.Miyaharai),　 S.Kudoh2),　K.Vatanabe2》,　 and　 H.Satoht)
1)Tokyo　 University　 of　 Fisheries,　 2)National　 Institute　 of　 Polar　 Research.
　 The　 reduction　 of　 stratospheric　 ozone　 (08)　 1ayer　 cause　 the　 increase　 of　 UV　 (Ultraviolet)-radiation　reaching
the　 surface　 of　 ocean　 in　polar　 region.　 The　 phenomenon　 suggests　 that　 marine　 organisms　 may　 be　 influenced　 by　 an
amount　 of　 UV-radiation.　 Comparing　 by　exposure　 of　 tvo　 different　 solar　 radiation,　 solar　 radiation　 of　 excluded
UV-radiation(only　PAR)　 and　 included　 UV-radiation(PAR十UV),　the　 effect of　 solar　 UV-radiation　 on　 photosynthesis
of　 microalgal　 assemblages　 was　 estimated.　 Using　 the　 l8C　 uptake　 method,　 the　 photosynthetic　 rate　 of　 ice　 algae
in　 Lagoon　 Saroma-Ko　 was　 keeping　 high　 value　 of　 O.42　 mgC　 mg.Chla-i　 h-1　 under　 only　 PAR,　 while　 it　was　 decrease
to　 O・　06　 mgC　 mg・　Ch1旦 －l　h-1　 under　 PAR+UV.　 The　 photosynthetic　 activity　 of　 microalgal　 assemblages　 in　Kongs-fjord
was　 also　 obviously　 inhibitory　 under　 PAR十UV.
フロンガ ス等 に よ り オゾ ン層 の 破 壊 が 進 行 し、 地 表 へ 到
達 す る 太 陽 光 紫 外 線 量 の 増 加 が 予 想 さ れ、 こ の こ と
に よ り 地 球 上 の 生 物 へ 多 大 な 影 響 を お よ ぽ す こ と が
懸 念 さ れ て い る。 と く に 南 極 で は オゾ ンホー ルの 出 現 に
よ る 太 陽 光 紫 外 線 の 増 加 が 植 物 プ ランクトンの 生 産 力 を
低 下 さ せ て い る こ と が 報 告 さ れ て い る(Smith　 et
al.,1992)。 我 々 は 結 氷 期tvマ 湖 お よ び 春 期 スピ7ツ ペ
ルゲ ン・コング スフィヨルド に お け る 太 陽 光 紫 外 線 が 微 細 藻
類 群 集 の 光 合 成 に お よ ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 。
方 法:実 験 は1993年3月 上 旬 サ脈 湖 の 結 氷 期 、 同 年
5月 中 旬 スヒ㍉ ツペ ルゲ ン・コング スフィヨルド の 開 氷 期 に そ れ
ぞ れ 行 っ た 。 如 マ湖 に お け る アイスアルシ㌧ の 試 料 は 氷 下
面 の 着 色 層 を 掻 き 取 り、 暗 所 に お い て 現 場 の 濾 過
海 水 で 海 氷 を 溶 解 し て 実 験 に 用 い た。 スヒ㍉ ツペ ルゲ ン
・コング スフィヨルド に お け る 植 物 プ ランクトン試 料 は 表 層 お よ
び4m層 の 海 水 を そ れ ぞ れ バ ンド ン採 水 器 を 用 い て 採
水 し、 実 験 に 用 い た 。 こ れ ら の 試 料 に 紫 外 線 放 射
(UV)を 除 外 し た 太 陽 光(only　 PAR)お よ び 紫 外 線 放
射(UV)を 含 ん だ 太 陽 光(PAR+UV)を 照 射 し、13C法 に
よ り 光 合 成 活 性 を 測 定 し た 。 ま た 、 試 料 中 の クロロ
フィルa量 の 測 定 は 蛍 光 法 に よ っ て 行 っ た 。 現 場 の 光
環 境 の 測 定 を 、 太 陽 光 分 光 放 射 照 度 計LI-・1800(LI-
Cor社 製)お よ びLI-1000テ'一 夕助'一 に 接 続 し たPAR(400
nm-700nm)セ ンサー (LI-Cor社 製),UV(320nm-400nb)センサー
(Macam社 製)を 用 い て 行 っ た 。
結 果 と 考 察:如 マ湖 の アイスアルジ のー 光 合 成 活 性 は 、 紫
外 線 放 射 を 除 外 し た 太 陽 光(only　 PAR)照 射 下 で は
0.　42　 mgC　 mg.　Chla→ 　h　'-　1と 高 い 値 を 示 し た 。 一 方 、
紫 外 線 放 射 を 含 ん だ 太 陽 光(PAR+UV)照 射 下 で は
0.　06　mgC　 rn　g.　Chl皇'i　 h'iに 低 下 し た。 スビ7ツ ペ 肋'ン
・コング スフィヨルド の 微 細 藻 類 の 光 合 成 活 性 は 和 マ湖 の 結
果 と 同 様 に 、 紫 外 線 放 射 を 除 外 し た 太 陽 光(only
PAR)照 射 下 で は 強 光 に よ る 阻 害 は 認 め ら れ ず 、 紫 外
線 放 射 を 含 ん だ 太 腸 光(PAR+UV)照 射 下 で は 強 光 に よ
る 阻 害 が 明 ら か に 認 め ら れ た 。 さ ら に 、 海 面 に 比 べ
水 深4m層 か ら採集 された微細藻類 の活性 は著 しく
阻害 された。 我 々の 結果 と同様 な現象が温帯 域の
微細藻類につ いて も報告 され ている(Jokie1・York,
1984)。 弱光 に適応 した藻 類の光合成 が強光照射 に
よ り阻害 され ることは良 く知 られてい るが、 如マ湖
およびスビ7ッペ ルゲン・コングスフィヨルドの 微細 藻類群集 の
光合成は紫外線 放射 を含ん だ太 陽光(PARIUY)照 射
に よる場合 に強 い阻害が認め られた。 この結 果か ら、
太陽光紫外線は極域 微細藻類群集 の光 合成活性の 強
光阻害を引 き起 こす 大きな要因 の一つ であ るこ とが
推察 された。
Relative　 light
加tensity
PAR　 and　 UV寸adiation PAR
(竃) (μgCμ9〔 加1α'lh'1)(μgCμ9(池1α'lh")
1.3 0.41 一
1L5 一 0.40
84.9 一 0.42
100 0.06 －
Table.　 Photosynthetic　 rate　 of　 ice　 algae,　 under　 included　 UV　and
excluded　 UV　of　 solar　 radiation,　 in　Lagoon　 Saroma-Ko.
Photon　 Flux　 Density　 (μEM-2s－ り
Fig.　Photosynthesis-1ight　 curves　 of　microalgal　 assemblages
collected　 fron　 depth　 of　On(■.o)　 and　4m(▲.△)　 in　Xongs-fjo「d・
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P9の ポス ター発 表 は取 り消 しです。
Presentation　 of　Pg　 was　 withdrawn.
45
 P10
TIDAL TRANSPORT AND RECRUITMENT OF MARINE FISH LARVAE TO 
ICE-COVERED SAROMA-KO LAGOON (HOKKAIDO, JAPAN) 
Martin FORTIER & Louis FORTIER 
GIROQ,  Departement de biologie,  Universite Laval, Ste-Foy,  Quebec, G1K 7P4, Canada
We monitored the tidal exchange of fish larvae between the ice-covered Saroma lagoon 
(Hokkaido, Japan) and the Sea of Okhotsk from 28 February to 19 March 1992 to assess the 
role of the ice-covered lagoon as a winter nursery area for young fish spawned offshore. The 
larvae of offshore spawners (sand lance Ammodytes sp. and walleye pollock Theragna 
chalcogramma) entered the lagoon during flood and few returned to the sea on ebb. The inverse 
pattern was observed for snake prickleback (Lumpenus sagitta), the larvae exiting the lagoon on 
ebb with few returning on flood. Sculpin larvae (Myoxocephalus sp.) entered the lagoon on 
flood in February and exited on ebb in March. Transport to or from the lagoon was not related 
to the light cycle. The colonization of the lagoon by marine species coincided with the onset of 
ice algae production and the limited production of copepod nauplii under the ice cover of the 
lagoon.
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北 海 道 北 東 部 潟 湖 の マ ク ロ ベ ン トス群 集 構 造、 と くに 結 氷 期 と温 暖 期 の 比 較 に っ い て
Structural　features　 of　 macrobenthic　communities　in　 lagoon　 lakes　 of　 Northeasしerm
Hokkaido　 with　 comparison　 of　 freezing　 and　 warm　 seasons・
桑原 連 東京農 業大学生物産業学部
Ren　 Kuwabara　 Faculty　 of　 Bio-lndustry,　Tokyo　 University　of　 Agriculture
　 Research　 on　 macrobenthLc　communities　of　 five　 coastal　 lakes　 in　 Northeastern　Hokkai-
do　 facing　 the　 Sea　 of　 Okhotsk　 was　 carried　 out　 at　 freezing　 and　 spring-summer　times
with　 aview　 to　 consider　 the　 effect　 of　 low　 temperature　continuance　to　 benしhic　 produc-
tion.　 Changes　 in　 macrobenthic　assemblages　at　 two　 sampling　 times　 exhibited　 three
patterns　 between　 five　 lakes;　 of　 Saroma　 Lake　 and　 Abashiri　 Lake　 were　 similar　 to　 しhaし
of　 coastal　 waしers　 in　 middle　 latitudes　 in　 Honshu,　 of　 Abashiri　 Lake　 were　 like　 to
polluted　 inner　 bays,　 of　 Hokoしo　 Lake　 and　 Tofutsu　 Lake　 which　 are　 typical　 coastal
lagoons　 showed　 a　characteristicas　that　 of　 a　 high　 population　 and　 less　 species・
宗 谷 岬 か ら知床 半 島 に か け て の 北海 道 北 東 部、 オ ホ ー ツ ク海 に面 し た 沿岸 には18湖 沼 が 点 在
し、 そ の 多 く が海 跡 湖 で あ る。 こ れ らは何 れ も 冬 期 に 結 氷 し,ま た外 海 の流 氷 の 影 響 を 受 け る
ため に、 生 物 生産 は 中緯 度地 方 の 沿岸 湖 沼、 内 湾 に 比 べ て 冬 期 に低 レベ ル に推 移 す る もの と 予
想 され る。
著 者 は1992年 のSERES　 (サ ロ マ湖)　 Japan-Canada　 Workshopに 参 加 し て サ ロマ 湖 お よ び 網 走4
湖 沼 の 季節 別 底 生 動 物 調 査 を行 い、 と くに 結 氷 期 と春 ・夏 季 の マ ク ロベ ン トス群 集 の 差 異 に つ
いて 比 較検 討 した。 こ こ で は5湖 沼 の 代 表 的 測 点 に っ い て 現 存 量、 種 類 数の デ ー タ を 示 し、 結
果 を論 ず る。 採 集 方 法 は 田村 式 ま た は エ ク マ ン パ ー ジ 型 採 泥 器 に よ り各 測点 で 原 則 的 に3回 採
泥 し、0.5mmメ ッ シ ュ の 飾 に 残 存 した 生 物 試 料 を 集 め、 各 種 類 毎 に個 体 数 を計 測 した。 同 時 に
底 質 諸 項 目の 現 場 測 定、 分析 を 行 い、 環境 面 か ら考 察 す る ため の 資 料 と した。
5湖 沼 の 塩 分 は 互 い に 異 な り、 サ ロ マ 湖 お よ び 能 取 湖 で は ほ ぼ 海 水 と 同 じ濃 度 で あ る が、 マ
クロ ベ ン トス群 集 は共 に 個体 数 密 度 お よ び 種 類 数 が 春 ・夏 の 増 殖 期 に増 加 し た。 と く に種 類 数
はL4倍 、2.0倍 に な り、 中 で も 多 毛 類 の 租 頻 数 増 加 が 著 し い。 これ に対 して網 走 湖 で は海 か ら
逆流 して 湖 内 底 層 に停 滞 した 海 水 が 高 温 期 に貧 酸 素 化 す る ため、 他 湖 沼 に比 べ て 少 な い個 体 数
密 度、 種 類 数 が晩 春の 高 温期 に 共 に半 減 す・る。 底 質 の 還 元 化 が進 む 夏期 に ベ ン トス 群 集 が 低 減
す る 傾 向 は、 本 邦 中緯 度 地 方 の 内 湾 で は 普 遍 的 な 特 徴 で あ る。 藻 琴湖 お よ び濤 沸 湖 は 湖 水 体 積
が 小 さ く、 海 水お よ び 流 入 淡 水 の 影 響 が 強 いた め、 典 型 的 な 潟 湖(ラ グ ー ン)の 環 境 の 特 徴 を
表 し、 塩 分 そ の他 水質 の 季 節 変 動 が 著 しい が、 春 の 温 度 上 昇 期 に特 定 の1～2種 が 爆 発 的 に 増
殖 し、、個 体 数 密度 が そ れ ぞ れ 結 氷 期 の14倍 、111倍 に増 加 し た。 潟 湖 の 生 物 生産 の
特 徴 は 耐 性 の 強 い 優 占 種 の 一 時 的 増 殖 とそ の カ タ ス トロ フ ィ ー 的 な 変 動 で あ り、 動 物 プ ラ ン ク
トンの 季 節 変 化 で は よ く知 られ て い る。 今 回の マ ク ロベ ン トス 調 査 結 果 もこ の傾 向 を 表 して い
る と い え る。
5湖 沼 は 結 氷期 に底 泥 温 度 が0.8～8.0℃ を示 し、 概 して2～5℃ を3カ 月 維持 す る と思 わ れ る。
春 ・夏 期 に10℃ 以 上15℃ 程 度 に 上昇 す る と こ ろ か ら、 高 温 期 の底 生 生 物 生産 は.中 緯 度 地 方 に比
べ て や や低 い 程 度 に維 持 され る が、 冬 の結 氷期 の低 温 の 影 響 は 個 体 数 密 度 を1/10以 下 に 減 ず る
低 水 準 とな り、 ベ ン トス食 に係 わ る連 鎖 全 体 に 与 え る影 響 が 大 き い。
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          CHARACTERISTICS OF OCEANOGRAPHIC STRUCTURE ALONG 60°W 
                      IN THE SOUTHERN OCEAN
    AcM*93  (  *0)  •  XAON  (*aril  •114**.a  (LP  2tailf) 
M. NAGANOBU  (NRIFSF), M. HISANAGA (FISH. AGENCY) AND Y.  SHIMADZU  (NRIFS)
        There are large differences in macro-scale oceanic environments among sectors 
 of Atlantic, Indian and Pacific in the Southern Ocean. In order to examine those 
 differences, oceanographic analyses were carried out along the meridian sections of 
 each sector  (12.5°E /  37°E /  75°E /  114°E /  155°E  /175°E /  170°W /  120°W /  90°W / 45 
 °W / 30°W )
. The analysis of this 60°W section is the series of the above meridian 
 sections. 
      The fifth Antarctic Ocean survey cruise by the R/V KAIYO  MARU of the 
 Japanese Fisheries Agency was conducted in the waters from Drake Passage to the 
 Scotia Sea in the Southern Ocean during 1987/88 austral summer. Serial oceanographic 
 observations were carried out along approximately 60°W from 13 to 16 January 1988 
 (Fig. 1). Vertical distributions of temperature, salinity, density and geostrophic 
 flow, almost to the sea bottom, from 55°S to 62°S near the South Shetland Islands 
 along 60°W were analyzed using the  KAIYO  MARU's data. 
       The Polar Front was located around 56° 40'S. The temperature value of  012 or 
 less indicating the Antarctic Surface Water was distributed from the southern most 
 part of the 61° 45'S section as far as  57°S. The temperature minimum layer under  012 
 was distributed between  -1.20°C  (at  :27.39) at 75m and  -0.8112  (  at :27.32) at 200m 
 from to 56° 59'S. The temperature maximum layer of the upper Warm Deep Water had the 
 upward tendency between  2.1012  (  at :27.67) at  1000m and  1.671C  (at:27.76) at 400m 
 from 56° 59'S to 61° 45'S. The salinity maximum layer of the lower Warm Deep Water 
 had also the upward tendency between  34.717  (at:27.78) at 3000m and  34.716 (a  t: 
 27.78) at 600m from 55°  32'S to 61°  45'S. 
    The geostrophic flow across the  60°W   _  
 so  0 30• section indicated n 
eastward movement on  P  ••••• "miaow 
 the whole except the week westward movement 
from 2000m to 3000m (the reference level) • 
between  59°S and  61°S. The maximum speed of 4• 
           14111111117tA. the geostrophic flow was  24.8cm/s between601N                             vamp  55°  30'S and  57°S in and around the Polar, 
                                                              Front zone. The total geostrophic volume
transport through the 60°W section was 
 107.87  X  106m3/s (eastward  flow) between  55°S and  62°  S. 1,41t •1111 
                                                                                       f20 
Fig. 1  (-4 ) : Oceanographic section along  60°W 
between  55°S to  62°S in the Scotia Sea of the          4/1 Southern Ocean surveyed by the  KAIYO  MARU. The 
                          
'
111i111111L-figure also shows other sections which have been                                               lb-
                                       WIll• i• 
studied with the same analysis as 60°W.
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南 大 洋 に お け る物 理 ・化学 的 水 塊 分 布 特 性
一 表 面 水 モ ニ タ リン グ シ ス テ ム を 用 い た 解 析
Physical　 and　 Chemical　 Properties　 of　the　 Southern　 Ocean
-　Analyses　 vvith　the　 Surface　 Water　 Monitoring　 System
小達恒夫(三 重大)・ 福地光男(極 地研)
ODATE,　 T.　 (Mie　 Univ.)　 and　 FuKUCHI,　 M.　 (N.1.P.R.)
TheSu曲ce　 Water　 Monitodng　 System　 has　been　 ins副ed　 on　the　Icebreaker　 SHIRASE　 since　 1985　 (JARE-27)　 and　has　provided
v珈able　 in和mlationstoconsidertheoceanographicstmc加re　in血eSou血em　 Ocean.　 Although　 the　previous　 system　 determined
concen廿ation　 of　nitmte-N　 plus　nitdte-N,　 dle　JARE-33　 f1曲erdeteminedconcentrationofsilicate-Si,whichisthemost
impOrtant　 nutrient　 in　the　Southern　 Ocean.　 The　 present　 results　revealed　 that　pOsitions　 of　oceanographic　 frontS　 were　 consistent
with　 meridional　 gradiellts　 of　the　nutrient　 collcentrations.　 The　 nutrient　 conditions　 are　summarized　 as　follows.　 The　 subtropical
water;　 nitrate　plus　 nitrite　and　silicate　are　less　than　 the　detectable　 limits,　the　northem　 subantarctic　 water;　 the　fbmer　 is　severalμM
bu目he　 lattef　is　still　less出an　 the　detectable　 limit,　the　southem　 subarctic　 water;　 the　fbmer　 is　ca,　20μM　 and　 the　latter　is　several
μM,出e　 antarctic　 water;　 the　fbrmer　 is　ca.　20μM　 and　the　latter　is　also　over　 20μM.
[は じめに]
日本南極地域観測隊では,27次 隊より表面水モニ タ
リングシステム(FUKUCHI　 and　HATTORI,　 1987)を 用い,
砕氷艦しらせの航路上,表 面水の観測を行っている.当
初,こ のシステムには栄養塩の測定項目として,硝 酸
+亜 硝酸(以 下NO2・3)の 系　(Technicon　AutoAnalyzer　ll　)
だけが組み込まれていた.し かしながら観測の主要海域
となる亜南極海～南極海においてはケイ酸態ケイ素(以
下si)が 特異的な分布を示すことが知られてお り,生 物
生産 との関連が指摘 されている.そ こで33次 隊では,
従来の表面水モニ タリングシステムにsiの 分析系を付け
加え観測を行った.
[力法1
従来のシステムのNO2・3の サンプルラインを分岐し,
一方をsiの 測定系へ接続させ,分 析を行 った.な お,
FuKucHI　 and　HA'I　roRI　(1987)　の方法では,栄 養塩 デー
タはモニ タリングシステム制御コンピュー ターへ出力さ
れていたが,今 回はアナログレコー ダーへ出力し,帰 国
後デジタイザーを用い5分 間隔での読み取 りを行った.
本報 では水温,塩 分,NO2・3お よびSi濃度のデータを用
いて南大洋における水塊の物理 ・化学的 特性を報告す る.
[結果および考察]
プリマントル出港後の南下航路(ほ ぼ110°E線)
では,38°S付 近で南に向かって水温 ・塩分が急変す
る海域があ り,亜 熱帯収束線 と考え られた.こ のとき,
NO2・3は5μM程 度に増加 したが,　Siには増加が認め ら
れなか った.亜 熱帯収束線以南の亜南極海北部では,南
へ向かい水温 ・塩分は漸次低下 し,NO2・3濃 度は徐 々に
増加 した.46～48°Sの 間では,水 温 ・塩分の低下
が顕著にな り,オ ース トラルアジアン亜南極前線 と考え
られた.こ こではNO2・3の 増加が急にな り,20μMに
達 した.ま た,　Siも検出 されるようにな り5μM程 度 に
達した51～52°Sの 間でも水温の低下が認められ,
南極前線 と考えられた.南 極前線をはさむ亜南極海南部
と南極海では,NO2・3濃 度はほぼ同程度であ ったが,　Si
濃度は南極海で極めて高かった.
南大洋の海洋前線の中では,NO2・3あ るいはSi濃 度に
急激な南北勾配がみ られた.し か しながら,亜 南極前線
では,NO2・3濃 度と水温 ・塩分の変化が対応 していな か っ
たり,NO2・3とSiの 変化する位置に違 いがみられた.い
ずれにせよ,亜 南極海はSi:NO2・3比 が1以 下で,特 に亜
南極海北部ではNO2・3が あるのにSiは 検出 されず,こ の
海域は,　siに対 してNO2・3が 豊富に存在する海域 と思 わ
れる.水 塊毎の栄養塩特性は,以 下の ようになる.
?
??
酬49－
NO2+3
検出限界以下
数μM
20μM程 度
20μM程 度
　　　 Si
検出限界以下
検出限界以下
数μM
20μMを 越える
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プ ラ イ、ド湾 に お け る 脂 肪 酸 お よ び 炭 化 水 素 の 鉛 直 輸 送
Vertical　 Tranport　 of　 Fatty'・ 　Acids　 and　 Hydrocarbons　in＼Breid　 Bay,　 Antarctica
半 田 暢 彦・ 早 川 和 秀・ 生 田 直 子
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Nobuhiko　 Handa,　 Kazuhide　 Hayakawa　 and　 Naoko　 Ikuta
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract
　 A　 mooring　 system　 consisting　of　 an　 in　 situ　 fluorometer　at　 a　 depth　 of　 50　 m　 and　 a
time-series　 sediment　 trap　 at　 a　 depth　 of　 110　 m　 was　 deployed　 at　 the　 sediment　 trap
site　 (　70°11,536,S;　24°18.'679'E;　water　 depth,　 300　 m)　 in　 Breid　 Bay,　 Antarctica　in
austral　 summer　 from　 28　 December　 1985　 to　 13　 February　 1986,　 Sinking　 Particles
collected　 was　 analyzed　 for　 fatty　 acids　 to　 assess　 the　 apPlication　of　 fatty　 acids
to　 the　 diagnostic　tool　 for　 phytoPlankton　bloom　 often　 encountered　in　 late　 spring
to　 early　 surnmer　 in　 the　 Antarctic　 Ocean,　 Marked　 increase　 in　 mono　 and　 polyun-
saturated　 fatty　 acid　 abundance　 was　 observed　 in　 the　 phytoPlankton　bloom　 which　 was
deduced　 by　 the　 increased　 values　 of　 chlorophyll　a　 abuncance,　organic　 carbon　 flux
and　 δ13C　 pf　 particulate　organic　 carbon,　 suggested　 that　 fatty　 acid　 was　 alsd
concluded　 to　 be　 invaluable　diagnostic　 too1　 for　 phytoPlankton　bloom　 occurring　 in
natural　 marine　 system,
海 洋 に お け る セ ジ メ ン トトラプ 実 験 は、 有
機 炭 素 の 鉛 直 フ ラ ッ ク ス に 関 す る デ ー タ を与
え、 海 洋 の 炭 素 循 環 系 の 解析 に 資 す る こ と は
知 られ て い る。 こ れ と共 に、 沈 降 粒 子 有 機物
に は、 海 洋 表 層 の 海 況 や 植 物 プ ラ ン ク ト ンの
生 長 期 に 関 す る 情 報 を 与 え る成 分 の あ る こ と
が 知 られ て い る。 この 研 究 は、 沈 降 粒 子 の 脂
肪 酸 組 成 に 注 目 し、 こ の物 質 が植 物 プ ラ ン ク
トンの 生 長 に 関 す る 情 報 を与 え る か ど うか を
検 討 し た。
ll.iEILVa_法:1985年12月 か ら1986年2月 、 南 極
大 陸 あ す か 基 地 沖 の ブ ラ イ ド湾 に お い て 実 施
し た時 系 列 型 セ ヂ メ ン ト トラ ップ に よる 係 留
実 験 に よ り採 集 さ れ た 沈 降 粒 子 を、 材 料 と し、
脂 肪 酸 を 抽 出 し た。 こ れ を、 メ チ ル エ ス テ ル
化 し、 ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ に よ り、 分 離 定 量
した。
結盟 察:得 られ た 結 果 の 一 部 を 図 に 示 す。
脂 肪 酸 と して は、 炭 素 数13(C13)か ら26(C26)
の 脂 肪 酸 が 見 出 さ れ、 飽 和 脂 肪 酸、 一不 飽 和
脂 肪 酸、 多 不 飽 和 脂 肪 酸 か ら構 成 さ れ て い た。
不 飽 和 脂 肪 酸 と飽 和 脂 肪 酸 との 比 を 図1に 示
す。 こ の 比 は、 先 に 報 告 した 植 物 プ ラ ン ク ト
ン ブ ル ー ム の指 標 と して 有 効 な δ13Cの 時 間 変
動 と よ く一 致 して い る。 こ の こ とは、 こ の 比
が 植 物 プ ラ ン ク トンブ ル ー ム の指 標 物 質 と し
て 有 効 で あ る こ と を示 唆 す る もの と い え る。
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南大洋におけるピコ植物プランクトンの分布
Distribution　 of　 Picophytopiankton　in　 the　 Southern　 Ocean
小 達 恒 夫(三 重 大)・ 福 地 光 男(極 地 研)
ODATE,　 T.　 (Mie　 Univ.)　 and　 FuKUCHI,　 M・　(N』 ・P・R・)
Picophytoplankton　 abmdan¢e、and　community　 structure　 were　 investigated　 in　the　Southem　 Ocean　 during　 late　austral　 summer,
1992(JARE弓3).　 The　 highest　 concentration　 of　bulk　 c1110rophyl1αwasobservedinthesurfaceofthenortlernpartofthe
subantarctic　 water,　 where　 contribution　 of　picophytoplankton　 to　the　total　chlorophyll　 a　was　 41%.　 The　bulk　 conc斑tration　 of
・h1・r・phy11・w・ ・th・1・w・ ・t舳 ・・曲di・w・ 嵐 ・1出・・ghth・ …　 ce・ ㎞ti・ 曲igh・ 舳an　 1・O　P9/1　was　 ・bserv・d　 ・t　・n・　・t・ti…
Percent　 colltribution　 of　picophytoplankton　 is　not　high　 inピhis　sea　area　 Picophytoplankton　 most　 prevailed　 in　the　subtropical
water　 (74%).　 Picophytoplankton　 community　 8tructure　 was　 qUite　diffbrent　 between　 the　northem　 and　suthem　 subarctic　 water,
which　 is　devided　 by吐1e　 Au曲ala8ian　 suban畑rctic行ont.　 That　 is,　cyanobacteria　 predominated　 in　the長)rmefwhileother
pi・・phyt・P1・nkt・ndidi・M・tt・価 餌 ・・切t・e・ultS・h・w山 ・仙 ・・b・・蜘e飢d・ ・mm・ ㎡ty・tm・tU・e・fpi・ ・phyt・P1・ 曲 ・
arewellconsistelltwith出e　oceanographic　 structUre　 in　the　Southern　 Ocean.
[はじめに】
熱帯 ・亜熱帯の貧栄養海域では,2μm以 下のピコ植
物プランクトンが卓越することは既に多くの報告がある
が,高 緯度海域におけるそれらの動態については不明な
点が多い.本 研究では,第33次 日本南極観測隊の航海
中に得られた試料をもとに,南 極海,亜 南極海および亜
熱帯海域においてピコ植物プランクトン存在量および群
集構造を明らかにする.
【材料および方 法】
65°S,150'Eか らシ ドニーへ向か うJARE-33
の北上航路において,ナ ンセン採水器により海水試料を
得た.ま た,航 行中適宜,表 面水モニ タリングシステム
のアウ トレッ トか ら表層水を採取 した.得 られた海水試
料の一部(200m1)は 直 ちに▼hatman　GF/Fフ ィル タ
ーでろ過 した(バ ルク画分).ま た同試料の一部(50
0ml)は,孔 径2μmのNucleporeフ ィル ターでろ過
した(>2μm画 分).さ らにそのろ液(200ml)
を孔径0.2μmのNucleporeフ ィル ターでろ過した
(<2μm画 分).そ れぞれ(ZMM分 に含 まれるクロロフ ィ
ルa濃 度をN,　 N－ ジメチルホルムア ミド抽出による蛍
光法により測定 した.2μm以 下の面分試料にっいては,
クロロフィルの場合 と同様に,孔 径0.2μmの
Nucleporeフ ィル ターでろ過し,溶 射型蛍光顕微鏡を用
いピコ植物 プランクトン細胞密度を見積った(青 励起).
海域の区分は表面水モニタリングシステムの観測結果を
参考 とした.
【結果および考察]
バルクのクロロフィル∂濃度は,0.1～1.3μg
/1の 間で変動した.海 域的には,亜 南極海北部で高 く,
亜熱帯海域および南極海で低かった.南 極海においては
局所的に1μg/1を 越える値が観測されることがあっ
tc.全 クロロフィルa濃 度に占めるピコ画分(<2μm)
の割合は,南 極海で最も低く(平 均23%),特 に局所
的にバルクでの濃度が高かったところでは,ピ コ画分の
割合は2%程 度に過ぎなかった ピコ画分の割合が高かっ
たのは,亜 熱帯収束線L),Uヒ¢海域であった(平 均74%).
一方,ピ コ画分のクロロフ1ルa濃 度は,バ ルクの場合
と同様に亜南極海北部で最も高く,南 極海では亜熱帯海
域よりも低かった.こ のようなピコ画分のクロロフィル
∂濃度の分布と同様に,ピ コ植物プランクトン細胞密度
も亜南極海北部で高く,南 極海で低かった.ピ コ植物プ
ランクトン群集構造も,オ ーストラルアジアン亜南極前
線を境に大きく変化した.す なわち,こ の前線以南の亜
南極海南部および南極海では,シ アノバクテリアよりも
その他のピコ植物プランクトン細胞密度のほうが高かっ
たが,北 の亜南極海北部および亜熱帯海域では逆にシア
ノバクテリアのほうが多かった.以 上のように,南 大洋
におけるピコ植物プランクトンの分布量および群集構造
は,フ ロントを境に異なることが示された.
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ニ ー オ ル ス ン コ ング ス フ ィ ヨル ドに お け る細 菌 群 集
一1993年 融氷直後 の現存量 と増殖 速度の動態－
Ecological　 studies　 of　 marine　 bacterioplankton　in　 the
high　 arctic　 Kongus　 Fjord,　 Ny置lesund　 (NORWAY)
一　Changes　 in　 abundance　 and　 growth　 rate　 just　 after　 melting　 of　 sea　 ice　 in　 early　
summer,　 1993　 一
安 田 道 恵(総 研 大 極 域 科 学),工 藤 栄(極 地 研).福 地 光 男(極 地 研)
M.Yasuda(Grad.Univ.Advanced　Sudi s),　 S.Kudoh(NIPR),　 M.Fukuchi(NIPR)
Abstract:　 Changes　 of　 bacterial　 abundance　 and　 production　 associated　 with　 sea　 ice　 melting　 and
phytoPlankton　 succession　 were　 investigated　 in　 the　 high　 arctic　 Kongus　 Fjord,　 Ny武lesund　 (NORWAY)
during　 early　 summer　 of　 1993.　 Abundance　 of　 bacterioplankton(104-106　cells/m1)　 were　 within　 those
reported　 from　 the　 other　 polar　 regions.　 High　 frequency　 of　 dividing　 cells(FDC)　 (3-35%)　 of　 bacte-
ria　 indicated　 a　rapid　 growth　 of　 bacterioplankton.　Bl omi g　 of　 phytoPlankton　and　 high　 FDC
value　 were　 followed　 by　 increase　 of　 bacterioplankton.　This　 suggests　 direct　 relationship　 between
primary　 production　 and　 bacterial　 secondary　 production　 in　 polar　 region.
目的:極 域海洋の生物生産過程において夏期の融氷
にともなう植物プランクトンによる生産は,水 中の粒
状および溶存態有機物の供給の上で重要な役割を持っ
ている。粒状有機物の大部分は動物などの高次消費者
に直接利用されて食物網に加入したり,表 層から深層
へ沈降移送される。一一方,水 中に放出された溶存態有
機物はバクテ リアにより消費され二次生産物として微
小生物食物網に加入すると言われているが,そ の定量
的知見に乏しいのが現状である。従って,極 域におけ
る基礎生産物の流れを総合的に理解するためには,融
氷期の植物プランクトンとバクテリアの動態を知るこ
とが不可欠である。この目的の第一段階として.1993
年夏期に北極海域(ニ ーオルスン コングスフィヨル
ド)に おいて,Ch1.∂ 量,バ クテリア現存量にっいての
水平的 ・鉛直的 ・経時的な知見を得て,量 的変化 と生
産速度の推定および評価を試みた。
材料 と方法:ノ ルウェーのスピッツベルゲン島のコ
ングスフィヨル ドに観測定点 を設け(東 西南北8×6km
以内に9定点.水 深0-100m).1993年5月12日 ～6月18日
の間,水 平的 ・鉛直的また経時的な広がりを持って試
料海水を採集 した。同時 に海洋物理 ・化学的観測を行
った。
植物プランクトンの現存量はCh1.∂濃度で代表 した。
また,バ クテ リアの現存量と生産速度を求めるために
滅菌共栓試験管に現場海水を採永し.た だちにグルタ
ールアルデヒドで最終濃度1%に 固定した。固定試料は
暗所で保存し.現 地または日本に持ち帰った後.4'6
-diamidino-2-phenylindoleで 蛍光染色し,孔 径0.2
μmの ヌクレポアフィルター上に濾過捕集した。 溶射
蛍光顕微鏡の紫外線励起下で観察を行い,青 白い蛍光
を放つ1μm程 度の粒子をバクテリアとみなし,計 数 し
たgこ の計数過程において分裂途中の細胞を分別計数
することによりFDC(frequency　 of　dividing　cells)を
求め,現 場におけるバクテ リアの生産速度の推定を試
みた。
結果ならびに考察:観 測期間中の水温 ・塩分は鉛直
的にほとんど均一であったが,栄 養塩類は経時的に減
少する傾向がみられた。なお,観 測期間中,陸 上から
の顕著な淡水の流入は見られなかった。
植物プランク トンの現存量は,中 層から下層にかけ
て表面より多い傾 向がみられた。水平的には顕著な傾
向はみられなかった。また,植 物プランク トンの現存
量は,観 測期間中の前半から後半にかけて減少し,サ
イズ組成は大型の珪藻類から小型(picosize)の 鞭毛藻
類の優占へと顕著な遷移を見せた。栄養塩類の枯渇が
これらの原因の一部であると考えられる。
バクテリアの鉛直的 ・水平的な密度変化は顕著では
なかった。また全試料中のその値は104-106cells/ml
で,極 域海洋の沿岸や外洋から既に報告されている値
の範囲内であった。経時的には,バ クテリア密度は植
物プランク トンの増殖の直後に高濃度を示 した。
FDCは3.77-35.71%で,南 極やそれ以外の中緯度から
得 られた値と範囲こそ重なっているものの,全 体的に
はかな り高い値であった。また,植 物プランク トンの
多い時期と同時期,っ まりバクテ リアの細胞密度の増
加する直前の時期 にFDCの 値は大きくなっていた。 こ
のことは,極 域海洋においてこの時期にバ クテ リアは
かなり高い活性を持つが.特 に植物プランク トンの増
殖に反応 して更に活発に増殖 していることを示 してい
る。
FDCか らバクテリアの生産量を推定 し,植 物プランク
トンの生産量とのかかわり合いや極域海洋において植
物プランク トンの減少に伴 うバクテリアの役割につい
て考察する。
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南 極海 産 ハ プ トソ ウ　 prymnesiophyte　 strain　B　 の ライ フサ イ クル に伴 う
脂質 組成 の 変動
Cbanges　 in　lipid　composition　 with　 tbe　life　cycle　 of　prymnesiophyte　 strain　 B,　a　cold　 stenothermic　 alga
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 from　 Antarctic　 water
奥山英登志 ・森田直樹 ・小亀一弘(北 海道大)
H.　Okuyama,　 N.　Morita,　 and　K.　Kogame　 (Hokkaido　 Univ.)
　 　 　 When　 nonmotile　 cells　 of　 prymnesiophyte　strain　 B,　 a　cold　 stenothermic　 alga　 from　 Antarctic　 watar,　 were
transferred　 to　a　fresh　 medium,　 they　 changed　 to　motile　 cells　 within　 5-7　 days.　 In　the　 motile　 cells　 triacylglycerol　 (TG)　 was
the　 major　 lipid　 class　 and　 accounted　 for　 46%　 of　 the　 total,　 and　 levels　 of　 glycolipid　 and　 phospholipid　 were　 very　 low.　 In　 the
nonmotile　 ceUs　 level　 of　TG　 decreased　 with　 an　increase　 in　levels　 of　mono-　 and　 di-galactosyldiacylglycerol　and
phosphat三dylcholine・　Lipids　 from　 motile　 cells　 contained　 high　 levels　 of　 saturated　 and　 monoenoic　 fatty　 acids　 such　 as
tetra.　 and　 hexa-decanoic　 acids,　 and　 hexa-　 and　 octa-decenoic　 acids.　 Whereas　 large　 amo皿ts　 of　polyenoic　 acids　 such　 as
octadecapentaenoic・　eicosapentaenoic,　and　 docosahexaenoic　a ids　 were　 found　 in　lipids　 from　 nonmotile　 cells.　 It　is
suggested　 that　 in　motile　 cells　 TGs　 esterified　 wi出saturated　 and　 monoenoic　 acids　 are　 used　 as　a　storage　 material　 for　 energy
and　 for　 lipid　 biosyntbesis.
南極海の海水より単離された高度に好冷的なハプトソウprymnesiophytestrainB　 (以下strain　Bと いう)
は、鞭毛をもつ運動性のある細胞(以 下遊泳細胞という)と 運動性をもたず器物に付着したり培養液の上面にマ
ット状に浮かび、群体を形成する細胞(以 下付着細胞という)の2つ の異なった形態をもつ。遊泳細胞は付着細
胞を新しい培養液に移した時に生じ、経時的に付着細胞に変わっていく。本研究では、　stra　in　Bが2つ の細胞形
態をもつことに注目し、ライフサイクルに伴う細胞の脂質、脂肪酸の分析を詳細に行った。[方 法](藻 体と培
養条件)　StrainB　 は5℃ 、長日(16時 間明期、8時 間時期)条 件でPES培 地を用いて培養した。遊泳細胞は、
付着細胞をフラスコの壁より新しい培養液に接種し、1週 間後にその培養液をろ過し、フィルター上にトラップ
することによって回収した。付着細胞は新しい培養液に接種後、1週 目、2週 目、3週 目、5週 目に、まず、培
養液を除き、そこに500mMのNaCIを 加え、ブラシを用いて細胞を壁より剥が し遠心で回収した。(脂 質の分析)
藻体からの全脂質の抽出はBligh-Dyer　法で行った。全脂質は薄層クロマ トグラフィーにより各脂質クラスへと
分画した。脂質の同定は標準物質とのRf値 の比較及び検出試薬との反応性によった。全脂質の脂肪酸はメチルエ
ステルとした後、ガスクロマトグラフィーで分析した。脂肪酸の同定は標準物質との保持時間の比較及び質量分
析法により行った。[結 果及び考察]付 着細胞の主要脂質クラスは、モノガラクトシルジアシルグリセロール、
ジガラクトシルジアシルグリセロール、ホスファチジルコリン、中性脂質であり、全脂質の70%以 上を占めた。
他に今回、新たにボスファチジルイノシトール、ホスファチジルセリン、ジアシルグリセロール トリメチルホモ
セ リン(DGTS)が 同定された.ハ プトソウにDGTSの 存在が確認されたのは初めてである。遊泳細胞には付着細
胞で検出された脂質の他に付着細胞では見られない未同定脂質が検出されたが、主要脂質は中性脂質と遊離脂肪
酸であり、両者を合わせて全脂質の61%で あった。両細胞ともに中性脂質の90%以 上はトリアシルグリセロ
ールであった。付着細胞の脂質にはオクタデカペンタエン酸、 ドコサヘキサエン酸等の多不飽和脂肪酸が高い割
合で見出されたのに対し、遊泳細胞の脂質には主として、テ トラデカン酸、ヘキサデカン酸、ヘキサデセン酸、
オクタデセン酸等の飽和脂肪酸とモノ不飽和脂肪酸が見出された。遊泳細胞には、付着細胞と比べピグメントが
少なく、更に葉緑体チラコイ ド膜脂質の主成分である糖脂質の割合も低いことから、光合成による物質生産はあ
まり高くないと予想される。遊泳細胞で飽和脂肪酸、モノ不飽和脂肪酸を多く含むトリアシルグ リセロールの割
合が高いのは、遊泳時のエネルギーの供給、更に遊泳細胞が付着細胞に変わる際に合成される脂質の前駆体の利
用の面から有利と思われる。しかし、膜の流動性という点を考えると、遊泳細胞がこのような飽和脂肪酸、モノ
不飽和脂肪酸に富む脂質を多くもっていることは理解しにくい。
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網 走 湖 の 低 次 生 産 と 環 境 の 周 年 変 化
Seasonal　 changes　 of　 primary　 production　and　 environments　in　 lake　 Abashiri,　 eastern
Hokkaido,　 Japan.
浅 見 大 樹1)、 今 田 和 史1)、 安 富 亮 平1)、 伊 沢 敏 穂 い、 坂 崎 繁 樹2}、 川 尻 敏 文3}
(1)北 海 道 立 水 産 醇 化 場(2)網 走 市 水 産 科 学 セ ン タ ー(3)西 網 走 漁 業 協 同 組 合
H.　 Asami1),　 K.　 Imada1),　 R.　 Yasutomit),　T.　 Izawa1),　 S.　 Sakazaki2),　T.　 Kawajiri3)
　1)Hokkaido　 Fish　 Hatchery　2)Abashiri　 Fisheries　 Science　 Center
　3)Uestern　 Abashiri　 Fisheries　Cooperation
Biological　 and　 limnological　environments　 were　 studied　 in　 brackish　 lake　 Abashiri
near　 coast　 of　 Okhotsk　 Sea　 of　 Hokkaido,　騨hicb　 is known　 as　 one　 of　 the　 main　 fishing
ground　 of　 the　 snelt,　 型魍E≦ ≧旦皇§」1旦t三 エ旦11§.pacifi皇 但!11p上 ≦型口」堅塁§」」曼,"聯akasagi,'　in　 Japanese.
Two　 layers　 structure　was皿aintained　 throughout　 the　 year　 and　 disso]ved　oxygen
concentration　 was　 below　 1.O　 mg/1　 under　 about　 5　 meter　 except　 for　 February　 (　 3.5
meter　 in　 Feb.).　 PO4　 concentration　increased　 toward　 summer,　 however,　 decreased　to
autu皿n.　 Phytoplankton　biomass　 in　 upper　 layer　 was　 more　 abundant　 than　 t}1at　 in
anoxic　 layer　 and　 the　 peak　 was　 in　 May　 clearly・ 　 Primary　 production　nc eased　 from
May　 and　 showed　 the　 maximum　 value　 in　 September.　The　 s elts grow　 in　 these　 seasons
rapidly.　 Althougb　 diatoms　 always　 do阻inated,　chlorophyta　 and　 cyanophyta　increased
in　 su■mer　 and　 dinoflagellates　under　 the　 ice.　 The　 dynamics　 of　 primary　 production　is
thought　 to　 be　 associated　with water　 temperature,　1ight　 intensity　and　 phytoplankton
CO皿munity.
【は じめ に 】 北 海 道 道 東 城 に位 置 す る網 走 湖
は、 表 面1積 が34.1km2、 最 大 水 深16.5mで 、 糊
口 が網 走 川 を通 し てオ ホ ー ツ ク海 と連 な る汽
水 湖 で あ る。 網 走 湖 は ワ カ サ ギ の漁 場 お よ び
種 卵 生 産 の 湖 沼 と して、 北 海道 内水 面 漁業 に
果 た す役 割 は 大 き い。 し か し、 流 入 し た海 水
が 停 滞 し た た め1935年 頃 よ りこ の 海水 停 滞 層
が 無 酸 素 層 と な り、 網 走 湖 の 環 境は変 化 し て
き て い る。 本 研 究 は、 こ の よ うな 環 境 の も と
で の網 走 湖 の 生 産 構 造 の 特 徴 を 解 明 す る ため
に、 基 礎 生 産 と これ に関 わ る環 境要 因 を中心
に 調 査 を行 っ た。
【材料 と方 法 】 調 査 は 最 大 水 深 地 点 の,Sfr..1で
1991年5月 か ら1992年2月(結 氷 期)ま で月1回
行 った(た だ し、1991年12月 と1992年1月 は 欠
測)　rl　水 漬孟、 塩分、　 DO量 、 栄養 塩 墨、　 Clh1.a量
は 毎 月、 層 別 に観 測Lた 。 ま た、5月'7月1・
9月 ・2月 に は、t3Cを 用 い た 現 場 吊下 げ 法
(0,1,2,5,10m、 吊－Fげ 時 間 は1◎ 時}か ら15噂 ま
での5時 間)に よ り、 基 礎 生 産 量 を測 定 した。
同 時 に 各 層 か ら湖 水11を 採 永 し、 濃 縮 沈 澱 法
に よ り植 物 プ ラ ン ク トン を観 察 し た、,
【結 果 と考 察 】水 温 は2月 の 約 ユ℃ 以下 か う、
8月 の 約24℃ ま で変 動 し、5月 か ら9月 に か け て
は、.5-6m層 に顕 著 な躍 層 が観 察 さ れ た。 塩 分
は2月 を 除 い た各 月 とも に、5m以 浅 は 約3以 下
だvた が、5m以 深 で は16以 上 とな り二 層 構 造
が 明 か だ った。 この よ う な物 理 構 造 と対 応 し、
5月 か ら11月 ま でDO量 は 約5m以 深 で1.Omg/1以
下 と な り 無 酸 素 層 が 観 察 さ れ た 。2月 に は 無 酸
素 層 は3.5mま で 上 昇 し て い た 。PO4-P濃 度
(0-2mの 平 均 値)は 、5月 か ら7月 に か け て
0.05mg/1か ら0.3mg/1ま で 増 加 し た が、8月 か
ら10月 に は 検 出 限 界 以 下 と な っ た 。 し か し、
11月 に は 再 びC.3Mg/1ま で 増 加 し た。　 CM　 .a量
お よ び 植 物 プ ラ ン ク ト ン 総 細 胞 数 密 度 は、 と
も に 無 酸 素 層 以 浅 に 多 く、5月 に は そ れ ぞ れ、
110.0μg/m2、2.42xlOgcells/m2(0-5m)と、
春 季 大 増 殖 が 観 察 さ れ た 。 し か し そ の 後 減 少
し、2月 の 結 氷 期 に は、 そ れ ぞ れ 、3.9μg,"nil!、
2.81xlOE(;el.ls,iＬll2(0-3.5m)と年 間 最 小 だ っ
た。 植 物 プ ラ ン ク ト ン は 珪 藻 類 、 渦 鞭 毛 藻 類、
緑 藻 類 、 藍 藻 類 の4分 類 群 が 観 察 さ れ た。 珪 藻
類 5月 か ら11月 ま で 常 に 卓 越 し た が 、 緑 藻 類
と 藍 藻 類 は7月 か ら9ノ目、 渦 鞭 毛 藻 類}ま2月 に 優
書 し た。 基 礎 生 産 量 は、Ch1.a量 や 植 物 プ ラ ン
ク ト ン 総 細 胞 数 密 度 の 挙 動 と は 逆 に、5月 か ら
9月 に か け て 増 大 し、9月 に は 約7GOmgC伽2!'h
(9-r;・ln)の 極 大 に 達 し た 。 し・か し、2月 に は 他
の 月 の1/100の 値 と な っ た。 基 礎 生 産 量 の 噌「大
朝 に は ワ カ サ ギ 稚 魚 は 急 成 長 す る。 こ の 様 な
基 礎 生 産 量 の 増 大 は ホ 温 の 上 昇 、　 POn-Pの 減 少 、
緑 藻 類 や 藍 藻 類 の 増 殖 な ど と 現 象 的 に 対 応 し
て い 己。 今 後 は、 動 物 プ ラ ン ク ト ン そ し て ワ
カ サ ギ ま で を 合 膝 た 湖 西 の 物 質 循 環 を 調 べ て
い く。
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冬 季 北 部 北 太 平 洋 並 び に ペ ー リ シ グ海 表 面 に お け る ク ロ ロ フ ィ ルaの サ イ ズ 組 成 にっ い て
Size　 composition　 of　cblorophyll旦at　 the　 surface　 water　 in　the　northern　 North
　　　　　　　　　　　　　 Paeific　 and　 the　 Bering　 Sea　 in　winter
塩 本 明 弘 ・水 戸 啓 一 ・長 澤 和 也 ・上 野 康 弘(遠 洋 水 研)・ 難 波 正 明(香 川 大 学)
　　 A.Shiomoto,　 K.Mito,　 K.Nagasawa,　 Y.Ueno(NRIFSF)　 and　H.Nanba(Kagawa　 Univ.)
Total　 amount　 of　 Ch1.a　 concentration　va ied　 widely　 among　 stations　 in
the　 northern　 North　 Pacific　 (0.20-2.41μg　1-1).　 The　 spatial　 variation
in　 ChLa　 concentration　i 〈2μm　 size　 fraction　 (0.16-0.41μg1-1)was
sma11,　 whereas　 those　 in　 2-10μm(0.01-0.77μgl-1)and>10μm(～1.84
μg　 l-1)　 size　 fractions　 were　 large.　 Thus,　 the　 >10μm　 size　 fraction
had　 the　 most　 influence　 on　 the　 variation　 in　 total　 Ch1.a　 value.　 In　 con-
trast,　 the　 Ch1.a　 concentrations　in　 the　 Bering　 Sea　 showed　 no　 remarkable
variation　 for　 all　 size　 fractions　 (0.10-0.40μg1-1for〈2μm,～0.09
μg1-1for2-10μmand～0.30μgl'1for>10μm　 size　 fraction),　 as
well　 as　 for　 total　 a皿ount(0.12-0.59μg　1-i).　 These　 Ch1.a　 values　 were
generally　 smaller　 than　 those　 in　 the　 northern　 North　 Pacific.
[は じめ に]ク ロ ロ フ ィ ルaは 、 植 物 プ ラ ン
ク ト ン の 現 存 量 は も と よ り生 産 力 の 指 標 と し
て 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 現 存 量 や 生 産 力 を
サ イ ズ 別 に 捉 ら え て 行 く こ と は 、 海 洋 に お け
る 生 物 生 産 の 機 構 を 明 ら か に す る う え で 有 用
で あ る 。 そ こ で 、 こ れ ま で 北 部 北 太 平 洋 や ベ
ー リ ン グ 海 に お い て も サ イ ズ 別 ク ロ ロ フ ィ ル
a濃 度 の 測 定 が 決 して 充 分 で は な い が 行 な わ
れ て き た 。 た だ し 、 こ れ ま で の 観 測 は 主 に 春
季 か ら秋 季 に か け て の も の で あ っ た 。 わ れ わ
れ は 、 冬 季 の 北 部 北 太 平 洋 並 び に ベ ー リ ン グ
海 に お い て サ イ ズ 別 ク ロ ロ フ ィ ルa濃 度 の 測
定 を 行 な っ た の で 、 そ の 結 果 を 報 告 す る 。
[方 法]試 料 は 水 産 庁 所 属 の 開 洋 丸 に よ る1992
年10月13日 か ら1993年3月24日 ま で の 北 部 北
太 平 洋(観 測 点 数24)並 び に ペ ー リ ン グ 海(観
測 点 数23)で の 調 査 航 海 に お い て 得 ら れ た 。
大 型 の 動 物 プ ラ ン ク ト ン を 除 く た め に200μm
の ス ク リ ー ン を 通 し た 後 、　Whatman　 GF/Fに て
ろ 過 し た も の を 全 ク ロ ロ フ ィ ルaと し た 。 サ
イ ズ 分 画 は 、 ボ ア サ イ ズ2μmあ る い は10μm
の ヌ ク レ オ ボ ア フ ィ ル タ ー に て ろ 過 し た 後 に、
Whatman　 GF/Fに て ろ 過 す る こ と に よ り行 わ れ
た 。 以 上 の 処 理 か ら 、 〈2μm、2-10μn、>10
μmの 画 分 に お け る ク ロ ロ フ ィ ルaの 濃 度 を
求 め た 。 ク ロ ロ フ ィ ルaの 測 定 は 蛍 光 法 を用
い て 行 な わ れ た 。
[結 果]北 部 北 太 平 洋 に お い て 得 ら れ た 全 ク
ロ ロ フ ィ ルaは0.20-2.41μg1'iで 、 観 測 点
間 で 大 き な 変 動 が み ら れ た 。 各 面 分 に つ い て
得 ら れ た 結 果 か ら 、 〈2μmの 面 分 は0.16-0.41
μg1'iと 観 測 点 に よ る 違 い は 小 さ か っ た が 、
2-10μmの 面 分 は0.01-0.77μg1"i、>10μm
の 面 分 は ～1.84μgl-1と 観 測 点 に よ る 違 い
は 大 き か っ た 。 各 面 分 の 占 め る 割 合 は 観 測 点
間 で 大 き く異 な っ た 。 全 ク ロ ロ フ ィ ルa濃 度
や 相 対 的 な サ イ ズ 組 成 の 観 測 点 間 で の 変 動 に
は>10μmの 画 分 の 変 動 が 強 く 影 響 し て い た 。
べ ー リ ン グ 海 に お い て 得 ら れ た 全 ク ロ ロ フ
ィ ルaは0.12-0.59μgl-1と 、 北 部 北 太 平 洋
に 比 べ て 全 体 的 に 値 は 低 く 、 観 測 点 に よ る 変
動 も 小 さ か っ た 。 各 面 分 に っ い て の 結 果 か ら、
〈2μmの 面 分 は0.10-0.40μg1'tと観 測 点 間
に よ る 違 い は 小 さ く 、 北 部 北 太 平 洋 の 値 と ほ
ぼ 等 し か っ た 。 さ ら に 、2-10μmの 画 分 は ～
0.09μg1'1、>10μmの画 分 は ～0.30μg1-1
と 、 北 部 北 太 平 洋 で の 結 果 に 比 べ て 値 は 低 く、
観 測 点 間 で の 違 い も 小 さ か っ た 。 大 半 の 観 測
点 に お い て 、 最 も 高 い 割 合 を 占 め て い た の が
く2μmの 画 分 で 、 全 体 の50-70%を 占 め て い た 。
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サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 賭 島 北 側 海 域 に お け る
植 物 プ ラ ン ク ト ン の 分 布 と 組 成
Distribution　and　 composition　of　 phytoplankton　in
　　　　　　　　　　　　north　 of　 the　 South　 Shetland　 Islands.
the　 waters
片 山 健(東 海 大)、 一 井 太 郎 、 永 延 幹 男、(遠 水 研)、
T.Katayama(Tokai　Univ.),　 T.Ichii,　 M.Naganobu(NRIFSF)　and
石 井 晴 人(東 水 大)
H.Ishii(Tokyo　 Univ.　 Fish.)
■
　Phytoplankton　 was　 studied　 in　 the　 waters　 north　 of　 the　 South　 Shetland
Islands,　 Antarctica,　in　 early　 (Leg1)　 and　 mid　 (Leg2)　 austral　 summer　 of
1990/91　 season.　In　 Legl　 high　 values　 of　 chlorophyll　a　 (1.3μg/1)　 were
搬 言。ie・灘/鑑 芸と。織 膿e:隻 。鵠fと 識 語.綴 る多99"2。/、)
and　 dinoflagellates　(7.1x103　 cells/1).　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　In　 Leg2　 0n　 the　 other　 hand,hi
gh　 chl　 a　concentrations　 (0.9μg/1)　 were　 observed　 in　 the　 slope　 frontal
and　 coastal　 regions,　 where　 diatoms　 (19.2-25.9x103cells/1)and
　 　 　 　 　 　 　 　 (6・8-13・7x103　 cell・/1)　 came　 t・　be　 numerically　 d・minantdinoflagellates
(・1・Ox103cells/1).OVer　miCrOflag ateS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Inboth　Leqs,　 diatom
compositions　 were　 different　 between　 the　 oceanic/frontal　r gi ns　 and
the　 c・astahegi・n　・ Ni亡zsσhi∂ 　spρ,　 C・re亡hr・ η 卿,　 and　 Ch・et・cer・s卿
were　 more　 abundant　 for　 the　 former　 region,　 while　 1Thalassiosira　 spP　 for
the　 later　 region　 ,　Rhizosolenia　 spp　 were　 not　 different　 in　 abundance
between　 the　 regions.
【は じ め に1
水 産 庁 開 洋 丸 は 、 我 が 国 の ナ ン キ ョ ク オ キ
ア ミ 主 漁 場 で あ る サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 諸 島 の
北 側 海 域 で 総 合 的 な 海 洋 環 境 調 査 を 行 っ た 。
調 査 は 初 夏 と 盛 夏 の2回 行 い 、 そ の 際 、 表 層
中 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 採 集 を 実 施 し た 。 そ
こ で 本 研 究 で は 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 組 成 を 調
べ 、 時 期 お よ び 海 域 に よ る 比 較 を 行 っ た 。
【方 法 】
表 面 試 水 の サ ン プ ル 数 はLeg1(1990.12.22
～12.29)が24本 、Leg2(199!,Ll8～2.4)が50
本 で あ っ た 。 採 水 量 は 約200mlで 、
ル 酢 酸 溶 液 で 固 定 後 、 沈 澱 濃 縮 し 、
ン ク ト ン を 倒 立 顕 微 鏡 で 計 数 し た
・毛 藻 はIOμm以 上 の も の を 計 数 し 、
10～20μmの も の を 微 小 鞭 毛 藻 と し た 。
【結 果 】
1%ル ゴ ー
植 物 プ ラ
な お 、 鞭
そ の う ち
調 査 海 域 は 水 塊 構 造 に よ り 沖 合 域 、 フ ロ ン
ト 域 お よ び 沿 岸 域 の3つ に 特 徴 づ け ら れ た 。
Legl,　 Leg2の 植 物 プ ラ ン ク ト ン は 、 珪 藻 類
と 鞭 毛 藻 類(渦 鞭 毛 藻 、 微 小 鞭 毛 藻)で 占 め
ら れ て い た 。
Leglで は ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 は フ ロ ン ト 域 で
高 か っ た(1.3μg/1)。 こ の 海 域 で は 微 小 鞭 毛
藻(38.5×103cells/1)が 数 量 的 に 卓 越 し て お
り 、 珪 藻(1.1×103cells/1)と 渦 鞭 毛 藻(7.1×
io3cells/1)　 は 少 な か っ た 。 珪 藻 は 沖 合 域 で 最
も 多 く 分 布 す る 傾 向 が み ら れ た(6.4×103cel
ls!1)。
一 方
、　 Leg2に な る と ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 は フ
ロ ン ト 域 と 沿 岸 域 で 高 い 値 を 示 し た(0.9μg/
1)。 こ れ ら の 海 域 で は 珪 藻(19.2～25 .9×103
cells/1)と 渦 鞭 毛 藻(6.8～13.7×103cells/1)
が 数 量 的 に 卓 越 し て お り 、 微 小 鞭 毛 藻 は 非 常
に 少 な か っ た(く1.0×103cells!l) 。
珪 藻 の 組 成 は 両Leg共 水 塊 に よ り 顕 著 に 異 な
っ た 。 す な わ ち　、　 Nitzschia　 spp.,　 Coreth-
「on　 sPP・,　 Caetoceros　 sPp.　 　が フ ロ ン ト 域 か
ら 沖 合 域 に か け て 多 く み ら れ 、　 Thalassiosi-
£旦　spp.　 は 沿 岸 域 で 多 く み ら れ た 。 ま た 、
Rhizosolenia　spp.　 　は 両 海 域 に 同 程 度 み ら れ
た 。
以 上 、 ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 の 高 い 海 域 で は 植
物 プ ラ ン ク ト ン 組 成 は 初 夏 と 盛 夏 で 大 き く 異
な っ た 。 ま た 珪 藻 の 組 成 は 水 塊 に よ っ て 顕 著
に 変 化 し た 。
Table・1　 Abundance　of　 diatoms,dinoflagellates,microflagellates　and
chl　 ∂　concentrations　by　 regions　 and　 by　 I、eqs.
Diat㎝s Dirx)flagellates　 MicrofjLagellates　 Chlo剛11-a
ion ×103cells/1 μq/1
Leg1
?????
5.7
7.1
2.8
1.6
38.5
9.1
0.2
1.3
0.4
[eg2
C剛c
frmtal
－
5.9
25.9
19.2
5.9
13.7
6.8
<1.0
<1.0
<1.0
・0.3
0.9
0.9
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DISTRIBUTIONS OF FREE AMINO ACIDS FROM ICE BIOTA 
    IN SEA AND LAKE ICE CORES IN ANTARCTICA
                Hefu Yang 
Second Institute of Oceanography, SOA, Hangzhou 310012 
                 P. R. China
Present address:  Universitat Bremen, FB2, Meeresbotanik, 
         Postfach 330440, 28334 Bremen 
                  Germany
     Two sea ice cores (1.6m) and two lake ice cores (1.5m) were collected in November 
from sea sampling site, 10km off shore Davis station and Ace lake, in Vestflod Hill, Antarctica. 
The results of dissolved free amino acids determined by HPLC show that concentrations of 
amino acids in ice cores were higher compared to that in water and varied from 8.0  p.M to 30.92 
 p.M and 14.0  1.1.M to 45.0  p.M in the sea and Ace lake ice cores, respectively. The highest 
concentration of free amino acids appeared in the bottom of the sea ice core, while in the lake ice 
core it was found in the middle part, which is the 60 - 70 cm section in the core. 
     The distributions of individual amino acids which are present in higher concentrations, 
such as  serine; histidine and omithine, were similar in each ice core section of both type of ice 
cores. The variation of the total concentration of amino  acids was related with chlorophyll-a 
and phytoplankton cell numbers which were assemblaged in the sea ice cores. High 
concentrations of dissolved free amino acids were due to the ice community. These amino acids 
probably derived from the metabolism of the organisms with the ice algae being the dominant 
organisms in the assemblaged ice community. These amino acids are stable or could not be 
decompose or utilized by organisms in the ice community. It is assumed that the amino acids 
are an important nutrient resource of carbon and nitrogen for phytoplankton or other 
microorganism which from blooms in the next summer season in water column.
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  MATTER IN THE 
ADMIRALTY BAY AREA 
 (JUNG GEORGE ISLAND, MARITIME ANTARCTIC) 
                 Stanislaw Rakusa-Suszczewski
Department of Antarctic Biology, Polish Academy of Sciences 
    Zwirki  i Wigury 97/99,pawilon C. 02-089 Warsaw, Poland
     AMOUNTS OF ORGANIC AND INORGANIC MATTER IN ADMIRALTY BAY OVER 
THE PERIOD OF A YEAR HAVE BEEN CALCULATED - TABLE 1. 
THE MAIN ROUTES OF MATTER TRANSPORT BETWEEN A SHORE OF ADMIRALTY 
BAY AND A COSTAL ZONE HAVE BEEN DISCUSSED IN TERMS OF PHYSICAL 
FORCES, TROPHIC RELATIONS, AND FLUCTUATIONS LONG TIME SCALES.
Table 1 Total matter in Admiralty Bay and on the shore (in 
           tonnes, or tonnes wet weight)
Matter type 
Nutrients in seawater 
 PO4 
      NO3 
     Si 
Suspended mineral matter 
              (fluvial origin) 
              (aeolithic origin) 
Carbon 
     DOC 
      POC 
 Phytoplankton 
  in euphotic zone to  100m depth 
Ice flora 
Microphytobenthos (diatoms) 
Shore microalgae 
Macrophytobenthos  (kelps) 
Zoobenthos 
Zooplankton 
  net zooplankton (without krill) 
      copepods 
 krill 
Fishes 
Birds 
      P.adeliae 
 P.antarctica 
 P.papua 
      others 
Pinnipeds 
      Elephant seals 
      Crabeater seals 
      Fur seals 
      Weddell seals 
      Leopard seals
   Summer 
    4354 
   34731 
    61828 
  171000 
  157680 
      240 
    6270 
   19095 
     285 
     231 
     244 
 38 - 160 
115 - 780 
      49 
     182 
      38 
      28 
           4.
Winter 
  3405 
 47725 
 59542 
 32264 
 38880 
 14880 
 5700
Year
7
1550
74000
 67748-70000
0 (winter 1990)
1326 
340 
 67 
 43 
   7
 -58-
P23
南極海における人工衛星画像(Nimbus-7/CZCS)に よる植物プランクトン色素濃度の推定
Estination　 of　 phytoplankton　 pigment　 concentration　 in　 the　 Antarctic　 ocean
derived　 from　 sateユite　 image(Nimbus-7/CZCS)
木 村 典 嗣(東 海大)・ 岡 田喜 裕(東 海 大)・ 一 井 太郎(遠 水 研)・ 松 村 皐 月(遠 水研)・ 杉森 康 宏(東 海 大)
　 　　　　 Noritsugu　 Kimura(Tokai　 Univ.)・Yoshihiro　 Okada(Tokai　 Univ.)・Taro　 Ichii(NRIFSF)
　 　　　　　　　　　　Satsuki　 Hatsumura(NRIFSF)・Yasushire　 Sugimori(Tokai　 Univ.)
　 Ocean　 Color　 Remote　 Sensing　 is　 remarked　 as　 the　 one　 of　 the　 best　 method　 for　 the　 phytoplankton　 pigment
concentration　 measurement　 to　 cover　 a　wide　 area.　 The　 water　 leaving　 radiance　 is　 derived　 fro鴎Nimbus-7/CZCS,　d
phytoplankton　 pigment　 concentration　 is　 estimated　 based　 on　 the　 bio-optical　 algorithm.　 The　 purpose　 of　 this　 study
is　 to　 establish　 the　 bio-optical　 algorithm　 for　 estimating　 the　 phytoplankton　 pigment　 concentration　 distribution
in　 the　 Antarcしic　 ocean.
【は じめ に】 海 洋 にお い て、 植 物 プ ラ ン ク
トン 色 素 濃 度 を 広 範 囲 にわ た り観 測 可 能 な、
可 視 域 リモ ー トセ ン シ ン グ が 注 目 さ れ て い る。
人 工 衛 星　(NIMBUS-7)　 に搭 載 され たCZCS
(Coastal　 Zone　 Color　 Scanner:　 沿 岸 域 海 亀
走査 計)は 、 波 長 別 海 面 射 出 放 射 輝 度 比 か ら
生物 光 学 アル ゴ リ ズ ム に 基 づ き、 海 表 面 付 近
の 色 素(ク ロ ロフ ィル)濃 度 を推 定 す る。 こ
の ア ル ゴ リズ ム は、 ア メ リカ 近 海 域 でGordon
ら(1983)に よ り開 発 され た もの で あ る。 松
村 ら(1990)は 、 この アル ゴ リズ ム を 南 極 海
域 で 用 い て画 像 処 理 を行 っ た が、 低 太 陽 高 度
に よ る海 面 到 達 光 量 や 太 陽 直 達 光 と 天 空 散 乱
光 の 割 合 が 申 緯 度 と違 う こ とが 問 題 と な った。
そ こ で本 研 究 で は、 次 の 段 階 と して、 南 極
海 域 の ク ロ ロフ ィル 濃 度 を 推 定 す る た め の 生
物 光 学 ア ル ゴ リ ズム の開 発 を新 た に 行 い、 画
像 処 理 シス テ ム に 組 み込 む こ と に よ り、 衛 星
画 像 と船 舶 観 測 デ ー タと の 比 較、 検 討 を行 っ
た。
【方 法 】 水 産 序 開 洋 丸 に よ り行 わ れ た 第5
次 南 極 海 調 査(1987/88年)で 得 られ た 永 中 照
度 デ ー タを 用 い、 水 中分 光 放 射 照 度 比(Eλ1
/Eλ2)に よ る、 南 極 海 域 用 生 物 光 学 ア ル ゴ リ
ズム を経 験 的 手 法 に 基 づ い て 開 発 した。 得 ら
れ た アル ゴ リズ ム を 画 像 処 理 シ ス テ ム に 組 み
込 み、1981年2月27日 の 南 極 半 島 周 辺 海 域 の
ク ロ ロ フ ィル 濃 度 画 像 を作 成 し た。 同 日に観
測 さ れ て い たThe　 r/v"Profesor　 Siedlecki"の
船 舶 観 測 でLipskiに よ り得 られ た2点 の クロ
ロフ ィル 濃 度 との 比 較、 検 討 を行 っ た。
【結 果 】 船 舶 観 測 と衛 星 画 像 と の比 較 を表
1に 示 す。 表1のshipは 、 船 舶 観 測 に よ り得
られ た クロ ロフ ィル 濃 度 の 海 表 面 か ら10mま で
の 単 純 平均 を 示 す。　 Algorithm① と② は、 本研
究 で 開発 した 南 極 海 域 用 の ア ル ゴ リズム を用
いて 得 られ た ク ロ ロ フ ィル 濃 度 を示 す。
Algorithm③ は、　 Gordonら(1983)の アル ゴ リズ
ム を 用 い た とき の ク ロ ロ フ ィル 濃 度 を示 す。
????っ??????? ??????????????????? ??? ??
?
??????????????????
?
??
?
?? ?
Table　 l　Ship-board　 station　 -　satellite
　 　 　 　 compartion　 in　 27　Feb.1981
ship(mg/m^3)
St.60St.62
Simple　　　　 average
O-10m　 from
0.16 0.32
CZCS(mg/m^3)
AIgorithm(工) 0.28 0.32
Algorithm② 0.17 0.44
Algorith血 ③ 0.30 0.79
St.6060'42,4S58.30,0W
St.6261'48,9S58'32,2W
AIgorithm①:
C=1.432(Lw443/Lw560)^(-1.397)
Algorithm②:
C:=8.710((Lw443+Lw520)/Lv560)^(-2.159)
C　is　phytoplankton　 pigment　 concentration.
Algorithm③:Algorithm　of　Gordon　 et　a1.(1983)
参 考 文 献
　 Gordon,H.R.et　 a1..1983.　 Applied　 Optics
,Vol.22,No.1,20-36.
松 村 ら,1990.第13回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム
　 Lipski,M.,1982.　 Po1.Polar　 R.Vol.3,No.3
-4
,143-152.
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INVESTIGATIONS OF UNDER-ICE ZOOPLANKTON COLLECTED ON 
RUSSIA-USA ICE-DRIFT STAION IN THE WESTERN WEDDELL SEA 
(FEBRUARY-MAY 1992)
Igor  MELNIKOV1 &  Larisa MENSHENINA2
1 Institute of Oceanology of the Russian Academy of Sciences
, Krasikova 23, Moscow 
117218, Russia
 2  All-Russian Institute of Marine Fishery and Oceanography, Krasnoselskaya 17a, Moscow 
107140
     Zooplankton was gathered by a diver with plankton landing net directly near the lower 
ice surface and at the level of five meters under it. Gathering was taking place more or less 
regularly from the end of February to the middle of May, 1992. The ice-drift station was 
located in the Western part of the Weddell Sea, not far from the slope along the West shore. 
     Two species of Euphausiids, 16 species of Copepods, 2 species of Gammaridae, 3 
species of Chaetognatha, 1 species of Polychaeta were registered. Besides, there were occurs 
Radiolaria, Tintinnida, Foraminifera (Globigerinidae), Syphonophora, Pteropoda and 
 Os  tracoda. 
     Larvae and postlarvae of Euphausia superba (Euphausiidae), Oithona similis, Stephos 
longipes, Microcalanus pigmaeus, Ctenocalanus sp. and Paralabidocera antarctica (Copepoda) 
were most abundant. Difference in the age structure and abundances of these species between 
two investigated levels (0 and 5 m) was found. Portion of furcilia of E. superba decreased 
under the lower ice surface comparing with 5 meter level. S. longipes and P. antarctica were 
more numerous near the ice surface but adults prevailed on the 5 meter level. 
     List of species was the same at both levels. Seasonal changes in species abundances 
were not obvious but slight changes in the age structure of E. superba, P. antarctica, 
Ctenocalanus, M. pigmaeius and S. longipes were noticed.
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冬季サ ウス ジョージア周辺海域 におけるナンキ ョクオキア ミ
9uphallsia　 superba　 Dana　 の 消 化 管 内 容 物 に つ い て
Winter　 gut　 contents　 of　 Antarctic　 kriIl　 eap、6susia　 superbi　 Dana
　 　 　 　 　 　 　 　 collected　 in　 the　 South　 Georgia　 area
西 野 康 人 、 河 村 章 人(三 重 大 生 物 資 源 学 部)
Y.　Nishin。,　 A.　Kawamura　 (Mie　 Univ,　 Fac.　of　 Bi。resources}
Foregut　 contents　 of　 the　 Antarctic　 krill　 Euphausi∂ 　supreba　 Dana
which　 were　 collected　 in　 the　 South　 Georgia　 area　 in　 austral
winter.　 JulY　 l2　 ～　August　 4.　 1992　 were　 observed.　 Last　 year　 we
demonstrated　that　 the　 foregut　 contents　 of　 the　 kri-　 consisted
of　 various　 fragments　 of　 crustacean　 zooplankton　 and　 among　 the
fragments　 a　 portion　 of　 the　 pereiopods　 of　 kriU　 was　 found　 from
a且 　 speci】mens　 examined.　 So　 we　 suspected　 that　 although　 the
obtained　 materials　 were　 geographica-y　confined　 to　 South
Georgian　 waters.　 which　 were　 free　 from　 fast　 ice　 throughout　 the
year.　 the　 results　 might　 imply　 that　 Esuperわ ∂　 seemed　 to
seasonallY　 switch　 their　 food　 source:　 」E.superわa　 demonstrated
herbivorous　 food　 habits　 during　 rich　 phytoplankton　bloom,　 but
might　 change　 to　 carrrtvorous　 habits　 in　 the　 fall　 and　 winter.
Strong　 cannibaUstic　 food　 habi七s　 during　 austral　 winter　 as　 found
in　 this　 studY　 are　 considered　 to　 be　 important　 for　 the
population　 dYnamics　 of　 kr且1.　 In　 this　 symposium　 we　 report　 the
result　 of　 detailed　 analysing　 of　 the　 gut　 contents　 of　 Antarctic
krill.
【は じめ に】
ナ ン キ ョ クオ キ ア ミ　 9uphaUSia　 superba
Dana　 は南 極 海 の 生 態 系 に お い て 、 基 礎 生 産
の 高 い 夏 季 に は 主 た る 植 食 者 と し て、 … 次 生
産 と 多 様 な 大 型 捕 食 者 群 集 と をつ な ぐ栄 養 生
態 上 の 鍵 種 と な っ て い る。 しか し秋 冬 季 に
は 植 物 プ ラ ン ク トンの 主 な 生 産 が 停 止 して お
り、 植 食 者 と考 え られ て い る　 e.　superbaに
と って は 餌 生 物 の い な い状 況 下 で 何 ヶ月 も す
ご さね ば な ら な い 。 この 間 の 瓦 調 ρθ∫加 の
摂 食 生 態 、 越 冬 戦 略 を明 ら か に す る こ とは 、
e.　superba　 の 生 態 を明 らか に す る 上 で非 常 に
重 要 で あ る。　e.　superbaの 越 冬 戦 略 に つ い て
は 、 体 サ イ ズ の 縮 小 、 餌 源 の 変 換 、 ア イ ス ア
ル ジ ー を摂 食 して い る 等 、 い くつ か の 仮 定 は
あ る が 未 だ 不 明 な点 が 多 い。
昨 年 行 な わ れ た第15回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ
ウ ム に おい て 、 サ ウ ス ジ ョー ジ ア周 辺 海 域 と
い う限 定 が つ くも の の 、　e.　superbaが 冬 季 に
共 食 い を行 な っ て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た。
今 回 は 昨 年 に 引 き続 き 、 同 海 域 で 採 集 され た
e.　Sllpeibaの 消 化 管(f。regut)内 容 物 を直
接 観 察 して 、 そ の 内 容 物 の よ り詳 細 な 解 析 を
お こ な っ た 。
【材 料 と方 法 】
材 料 と した　e.　superba　 は1992年7月 中 旬
か ら8月 止 句 の 南 半 球 に お け る 秋 冬 季 に 、 日
本 トロ ー ル 底 魚 協 会 に よ っ て 行 な わ れ た オ キ
ア ミ漁 混 獲 物 調 査 に お いて 採 集 さ れ た 。
調 査 海 域 は サ ウス ジ ョー ジ ァ 島 の 東 側 周 辺
海 域 で あ る。 サ ン プ ル は中 層 曳 き トロ ー ル に
よ り漁 獲 され た も の の 中 か ら採 集 さ れ た 。 採
集 さ れ た 標 本 は10%ホ ル マ リン で た だ ち に
固定 され た 。 またe.　 superbaの 採 集 され た
各 測 点 で 、 船 底 よ り表 層 水500m2を 採 永
し ホ ル マ リ ンで 固 定 さ れ た 。
観 察 に あ た っ て は9.　 superbaの 消 化 管 を
取 り出 し倒 立 顕 微 鏡 を 用 い 、 出現 種 の 同 定 と
細 胞 数 の 計 数 を行 な い 、 共 食 い を行 な っ て い
る と 思 わ れ る も の につ い て は 付 属 肢 等 か ら 捕
食 さ れ た も の の 体 サ イ ズ を 推 定 し た。
結 果 に つ い て は 現 在 解 析 中 で あ る。
一61一
P26
南大洋大西洋区にお ける1987/88年 夏期のナンキ ョクオキア ミの分布生態
Distributional　 ecology　 of　Antarctic　 krill　in　the　Atlantic　 sector　 of　the　Southern　 Ocean　 in　the　austral
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 summer　 of　1987/99
遠藤 宜成 ・小田 貴志(東 北大学農学部)
Ybshinari　 Endo,　 Takashi　 Oda　 (Faculty　 of　Agriculture,　 Tohoku　 University)
Population　 structure　 of　Antarctic　 krill　was　 studied　 in　the　Scotia　 Sea　 and　 a(ljacent　 sea　areas　 which　 were
characterized　 by　complicated　 oceanographic　 structure.　 High　 biomass　 of　Antarctic　 krill　was　 found　 in
the　southern　 Scotia　 Sea　 and　 the　Weddell-Scotia　 Confluence.　 Maturity　 stage　 compOsition　 varied　 very
much　 among　 stations　 in　the　Scotia　 Sea　 reflecting　 the　complex㏄eanographic　stmcture.　 In　the　Weddel1-
Scotia　 Confluence　 many　 maturity　 stages　 occurred　 with　 similar　 abundance　 without　 any　 predominant
stages.　 This,　 together　 with　 high　 chlorophyll　 concentrations,　 may　 suggest　 that　the　Weddell-Scotia
Confluence　 is　a　nursery　 area　 for　knll　 pOPulation・
水産庁調査船開洋丸の第五次南極海調査航海(1987年10月 ～1988年3月)の 際、複雑な海洋構造を
示 す南大洋大西洋区においてナンキョクオキアミの個体群構造 を調査 した。採集 は西経45°,50°,55°,60°の南
北線 にそった合計67測 点で,開 洋丸型中層網(KYMTネ ッ ト、口枠3mX3m、 目合 い3.4mm)の 水
深100mま での傾斜曳によって行われた。1000m3当 りの湿重量が1kg以 上の高 い現存量はスコシア
海南部 とWeddell-Scotia　 Confluenceに 見 られた。スコシア海においては成熟度組成 は採集点 によ って大きく
異 な り、複雑 な海洋構造 を反映 していた。　Weddell-Scotia　 Confluenceで はどの成熟段階の個体 も同様の頻度
で出現 してい た。 この海域 はクロロフィル濃度も高いことか らナンキ ョクオキアミの良い成育場になっている
可能性 がある。ウェッデル海ではジュベニルが卓越 していた。
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ア ル ゼ ン チ ン 沖 の イ カ 漁 場 に お け る カ イ ア シ 類 の出 現 種 と そ の 分 布 特 性
On　 the　 species　 and　 its　 characteristic　 distribution　 of
copepods　 from　 squid　 f
'shing　 ground　 off　 Argentina
齋藤暢宏(東 海大海洋;現 在 ㈱水土合)・ 久保田正(東 海大海洋)
SAITO,　 N.(TokajUniversity;　 Present,　 Suido-sha　 Co.　 Ltd.)　 and　　　　　　　　　　　　　　 　　
University)　 KUBOTA,　 T.(Tokai
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continental　 shelf,　 warm,　 and　 cold　 water　 regions.　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　
some　 species　 corresponded　 with　 the　 respective　 water　 regions・　　　　 Because　 of　 the　 occurrence　 of　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
each　 water　 region.it　is　suggested　that　such　species　can　serve　asan　indicator　species　of
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南 極 海 域Breid　 Bay　 及 びLUtzow　 llolm　 Bayで 採 集 さ れ た 等 脚 目 甲 殻 類(1)
　 　 Three　 species　 of　 isopod　 crustaceans　coll cted　 from　 Breid　 Bay　 LOtzow-
Holra　 Bay,　 Antarctica,　during　 the　 JARE-26　 Cruise　 (1)
布 村 昇 ・ 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
Noboru　 Nunomura・ 　Toyama　 Science　 Museum
Three　 species　 of　 isopod　 crustaceans　vere　 studied　 based　 on　 ヒhe　 specimens
collected　 from　 Breid　 and　 LOtsow-Holm　Bays,　 Antarctica,　during　 the　 Japanese
Antarctic　 Research　 Expedition　(JARE-26　 Cruise).　 At　 the　 results　 of　 the　 research,
it　 proved　 that　 two　 species　 belonging　 to　 the　 family　 Serolidae　 may　 be　 undiscribed
specles:
1984年 か ら1985年 に か け て 南 極 昭 和 基 地
付 近 の 海 域 で の 調 査(JARE-26)の 際 、　 Breid
Bay及 びLOtzow　 Ilolm　 Bayで 採 集 さ れ た 等 脚
目 甲 殻 類 の う ち、 大 型 の 体 型 を 持 つ3種 類 の
等 脚 目 甲 殻 類 、 す な わ ち ヘ ラ ム シ 亜 目 の 中 の
Chaetiliidaeの1種と 有 扇 亜 目 のSerolidae
の2種 に つ い て、 分 類 学 的 研 究 を 行 っ た。
一 般 に 南 極 海 及 び そ の 周 辺 の 等 脚 類 は 著 し
い 種 分 化 を 起 こ し、 多 数 の 新 種 の 報 告 が さ れ
っ つ あ る 。 ま た、 そ の 多 く は 固 有 種 で あ り、
し か も 著 し い 形 態 上 の 特 徴 が み ら れ る も の が
あ る。 今 回 は 特 に 体 長 の 大 型 化 の 著 し い3種
に つ い て 報 告 す る。
1種 目 は ヘ ラ ム シ 亜 目 、　 Chaetiliidaeに属
す る6iyptonotus属 の も の で 、 従 来 知 ら れ て い
る6.∂ 〃8arc'ノc∂ 　Eight、 　 あ る い は　 e.acutus
Richardsonで あ ろ う と 考 え ら れ る 。
G重yρtonotUS　 SD.
セ ロ リ ス 科Serolidaeに は2種 含 ま れ て い る。
1極 め は 硬 い 甲 被 を も ち 、 腹 尾 節 後 端 が 凹 む
等 の 特 徴 が あ り、 従 来 知 ら れ て い た ∫ero〃s
bo〃vleriRichardsonと類 似 す る が 腹 尾 節 上 の
トゲ の 数 や 配 列 等 の 点 で 明 瞭 に 違 い、 未 記 載
種 と 考 え ら れ る。
Se/'0{ノS　 sp.
も う1種 はCeratosei'o〃s　属 の も の でC.
tr〃obitoides　(Eight)と 最 も 類 似 す る が 腹 尾
節 士 の ト ゲ の 数 や 配 列 等 の 点 で 異 な り 、 未 記
載 種 と 考 え ら れ る 。
CeratoSeroiis　 sp.
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サウスシェッ トラン ド諸島周辺海域におけるサルパ類の分布
一特にオキア ミ類 との違いについて－
Distribution　 of　Salps　 near　 the　South　 Shetland　 Islands;　 Their　 Segregated　 Distribution　 Pattern　 to　Antarctic　 Krill
西川 淳1・永延幹男2・ 一井太郎2・石井晴人3・ 寺崎
凍 大海洋研,2遠 洋水研,東 水大
誠 ・川 口弘 」
J.　Nishikawai,　 M.　 Naganobu2,　 T.　 Ichii2,　H.　 Ishii3,　M.　 Terazaki'　 and　 K.　 Kawaguchil
iORI
,　Univ.　 Tokyo,　 2NRIFSF,　 Tokyo　 Uni肌Fish.
Distributions　 and　 abundances　 of　salps　 and　 Antarctic　 krill　(Euphausia　 superba)　 were　 investigated　 near　 the
South　 Shetland　 Islands　 during　 summer　 1990/1991.　 Biomass　 of　salps　 ranged　 between　 O.l　 and　 202L3　 mg・m-3
wet　 weight　 and　 the　mean　 biomass　 was　 similar　 to　E.　sUperba.　 Two　 species　 of　salps;　 Salpa　 tlto/npsoni　 and
lhlea　 racovit:.ai　 were　 found,　 and　 the　former　 was　 dominant.　 Horizontal　 distributions　 of　salpg.　 and　 E.　strρerba
d　d　not　 overlap.　 While　 E.　superba　 was　 distributed　 mainly　 in　the　high{chlorophyll　 a　area,　 salps　 exhibited　 high
b　omass　 in　the　 area　 of　low　 chlorophyll　 a　concentration.　 High　 abundance　 of　salps　 and　 the　segregated
d　stribution　 of　salps　 and　 Antarctic　 krill　observed　 in　this　study　 suggest　 the　 presence　 of　both　 krill-dominated
and　 salp-dominated　 food　 webs,　 which　 will　 need　 to　further　 studies　 to　reach　 a　better　 understanding　 of　the
Antarctic　 marine　 ecosystems.
【緒】南極海洋生態系では、量的に多 く商業漁業の対
象 にもなっているナンキ ョクオキア ミ　(Euphausia
superba)が …次消費者あ るいは高次食段階への餌生物
と して重要である と考えられてきた。特にオキア ミ漁
場 であるサ ウス シェッ トラン ド諸島周辺海域では、本
極に対する研究は数多 くな されている。 しか しなが ら、
他 の動物プランク トンに関す る研究は比較的少ない。
近年、本海域ではサルパ類が大量に出現す るとい う報
告がある。 また、サルパ類はナンキ ョクオキア ミに比
べて成長速度、摂餌速度が高く、幅広いサイズレンジ
の餌粒子を摂餌できることが知 られている。 これ らの
ことか ら、サルパ類の分布に関する情報やナンキ ョク
オ キア ミとの関係が注目される。本シンポジウムでは、
サ ウス シェ ットラン ド諸島周辺海域におけるサルパ類
の現存量、分布について報 告した上で、ナンキ ョクオ
キア ミとの分布の違 いについて議論する。
【材料 と方法 】調査は水産庁調査船開洋丸によ り1991
年12月 から1992年2月 にかけて2つ のレグにわたり行わ
れ た(第 六次南極海調査)。 採集はKYMTネ ッ ト(網
口面積9m2、 目合3.4mm)を 用いた水深100m程 度の
傾斜曳で行 った。得 られた試料をサルパ類、ナンキ ョ
クオキア ミ、魚類、その他に選別 し、それぞれの湿重
量を測定した後、サルパ類については10%ホ ルマ リン
海 水に より固定 した。なお、多量に採集 された場合は
固定前に適宜分割を行った。
【結果 と考察 】サルパ類 とナンキ ョクオキア ミの両者
は、湿重量で全採集試料の90%以1二 を占め、調査海域
で優占した大型動物プランク トンであった。サルパ類
の湿重量は0」か ら2021mg/1000m3、 個体密度は0.6か ら
5475inds./1000m3の 鯛 で変動 した。サルパ類の平均
湿重量はレグ1で はナンキ ョクオキア ミを上回 り、 レグ
2で は下回 った。出現 したサルパ類はSa1ρa　thompsoni
および∬hlea　racoVitzaiの2種 で、 前者が優 占した。S.
thomρsoniはLivingston島 およびKingGeorge島 の北側
の海域で多 く出現 し、沖合域にも比較的多 く分布 した。
・方、　1.　racovitzaはS.　thompsoniと 比べて岸 よ りに 分
布する傾向がみ られた。
サルパ類 とナンキ ョクオキア ミの水 平分布は レグ2に
おいて顕著に異なっていた。ナンキ ョクオキア ミが 島
周辺のク ロロフィルa濃 度が高い海域に集中 して分布 し
たのに対 して、サルパ類、主としてs.　thomρsoniは ク
ロロフィル濃度 の低い沖合い域に多 く出現 した。 この
ことは、両者が沿岸湧昇を起 こしている深層暖水系水 、
南極環流系水 という異な った水塊に分布 しているこ と
を示す と同時に、両者の摂餌特性の違いを反映 してい
ると考えられた。
今回の調査で本海域にはオキア ミ類に匹敵す る量の
サルパ類が存在すること、両者の水平分布が異な るこ
とが明 らかにな ったが、このことは、南極海洋生態系
において従来考え られてきたナンキ ョクオキア ミ中心
の食物網とは別に、サルパ類中心の食物網 も存在す る
可能性を示唆する。
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BENTHIC POPULATIONS OF THE SHALLOW HARD BOTTOMS OFF 
TERRA NOVA BAY (ROSS SEA, ANTARCTICA): QUANTITATIVE AND 
   FUNCTIONAL STUDIES IN RELATION TO ENVIRONMENTAL 
                     CONDITIONS.
    Gambi M.C., Mazzella L., Buia M.C., Lorenti M., Russo G. F.  & Scipione M. B. 
Laboratorio di Ecologia del Benthos-Stazione  Zoologica  " Anton Dohrn", Ischia (Napoli, Italy).
     Despite the relatively large number of investigations on Antarctic benthic community 
composition and structure, quantitative and functional studies are quite scarce, especially in the 
shallow coastal zones. These investigations are of paramount importance for the ultimate 
understanding of both community organization and energy partitioning and flow in these coastal 
populations that, despite environmental perturbation and short seasonal pulse of food supply, 
show generally very high biomass and production. 
     Our research group focused its studies on shallow hard bottom biotopes off Terra Nova 
Bay (Ross Sea, Antarctica) and associated communities. In this biotopes benthic organisms are 
submitted to high physical disturbance due to continental and sea ice scouring and melting. 
In the austral summer 1989-90, quantitative benthic samples were collected by SCUBA diving 
in five stations placed along a rocky cliff at 0.5 m (st. 1), 2 m  (st. 2), 6 m  (st. 3), 12 m  (st. 4), 
and 16 m  (st. 5) depth. The highest macroalgal biomass (fresh weight) is accounted by two 
Rhodophyta,  Iridaea cordata  (max.=1.845 g/m2) and Phyllophora antarctica (max. = 808.5 
g/m2), the latter replacing the former along the depth transect. The vagile macrozoobenthos 
associated to the macroalgae consisted of a total of 37 taxa belonging to Polychaetes, Molluscs, 
Crustacean Peracarids and Echinoderms. As a whole the  vagile fauna was characterized by few 
species with very high abundances, in fact the nine selected  tpecies for biomass estimates and 
population structure analyses accounted for  91.3% of the total abundance. A strong depth 
zonation, influenced primarily by sea ice dynamics, was observed both at community and 
species level. Density showed a peak in st. 2, characterized by the  Iridaea cover, due mainly to 
the mollusc Laevilitorina antarctica (over 50,000  individuals/m2). The community associated to 
Iridaea accounted also for the highest  biomass (max. dry weight = 19.3 g/m2), while that 
associated to Phyllophora showed the highest species richness and diversity. These patterns are 
due both to the more selective habitat that occurs in shallow depth caused by the scouring of 
marine ice, and to the highest spatial heterogeneity and shelter that Phyllophora provides for 
small, mobile animals. The feeding-guild analysis revealed the dominance of both direct an 
indirect grazers and of Omnivores, indicating the importance of the grazing in the energy 
transfer from the producers to the highest trophic levels. Demography of the most abundant taxa 
showed for some species a quite complex population structure with the presence of at least three 
cohorts (L. antarctica, the amphipod Paramoera  walkeri, the tanaid Nototanais dimorphus) 
including that of the new recruits. Other species showed two cohorts (the molluscs Onoba 
 gelida and Powellisetia deserta) or only one cohort (the isopod M. antarctica; the polychaetes 
Harmothoe spinosa and the mollusc Onoba turqueti). Some of these species showed also a 
spatial separation of the new recruited cohort, that occurred only at a well defined depth. The 
studied species showed also different reproductive strategies: seasonal with a relevant 
reproductive event each year ( e.g., L. antarctica); seasonal with yearly alternate reproductive 
event (e.g., P.  walkeri); not seasonal continuous reproduction (e.g., H. spinosa).
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南極海棲息コオ リカマ ス と日本沿岸棲息魚 ・臓 器 ・組織 中の物理 ・化学的考察
1、 色素 と遷移金属元素 を中心 として:
石川昌史(放 射線医学総合研究所 ・海洋放射生態学研究部)
中村啓治(茨 城大学)
緒 言)ノ トセ ニ ア亜 目 に属 す るコ オ リカマ ス
は 南極 海 に棲 息 し、 そ の血 液 中 にFeポ ー フ ィ
リンが存 在 せ ず 、酸 素 を細 胞 に運ぶ 機構 が 未
解 決 で あ る 。1),2)こ の 機 構 に関 わ る触 媒 に
付 い て知 る ため魚 体の 種 々部 位 に付 い てPIXE
ICP・-MS,　ICP-AES　 に よ っ て数 種類 の 元素 の 含
有 量 を測 定 し た。
方 法)分 析 に 供 した コ オ リカマ ス は 分析 法 の
異 な る1.1987南 極 海 採取 の6個 体 を コ ンポ
ジ ッ トと し半 量 をPIXE,残 る 半量 をICP,-AES,
-IIS分 析 に供 した 。 これ ら南 極魚 の 体 長及 び
体 重 は23.5-28.5cmであ り、体 重 は90-
1029で あ る。2.1990年 新 たな コオ リカマ ス を
入 手 した 。サ イズ は44cm又 体重 は7509で あ
る 。対象 試料 は数 種 の 日本 沿 岸 回遊 魚 の 筋 肉
と し1992年4月 水 戸市 公 設市 場 よ り入 手 した
PIXE分 析 に は放 医研　Van.de.Graaffの2.5Mey
陽 子線 マ イ ク ロプ ロー ブ が 、又　ICP-AESは 島
津 製ICPQ-102W,ICP-MSはVG製PQ-2(UK)が使 わ
れ た。
結 果)我 わ れ の 前報1)は}lnやFeが マ グロ で
は その鯉(11,520ppm)や 肝臓(4,680ppm)に 蓄
積 し、一 方 コ オ リカマ スで は 筋 肉 中 に多 く、
そ れ ぞ れ(71.302pprd)を 示 し た。 この 結 果 は
所 謂 大回 遊 魚 の マ グ ロ と血 液 中 に　Fe－ヘ モ グ
ロ ビ ンを 持 た な い コオ リカ マ スの 酸 素 補給 メ
カ ニ ズ ムの 相違 を示 して い る と推 定 され るg
コ オ リカマ ス は 中層 を 泳 ぐ。 この 際 必 要 とな
る酸 素 は 鯉 に 頼 る血 液 循環 系 だけ で は不 足 で
有 ろ う。 この事 実 は血 液 にFe－ ヘ モ グ ロ ビ ン
のFeに 変 わ り酸 素 と結 び つ き効率 良 く酸 素 を
運 搬 す る物 質が 有 る と推 定 さ れ る 。
以 下 は 日本 近 海 の魚 の 筋 肉 とコ オ リカマ ス表
皮 よ り脊 椎 骨 に結 び つ く深 部 ・血 合 い肉 まで
の　Al,Cr,ln,Fe,Co,Ni,Cu,Zn,Cd,SnそしてPb
の 濃 度 で あ る。　(ppb　 in　dry　 matter)　 全て の
元 素 に於 いて 、 南極 魚 は1-3桁 低 い 値 を示 す
こ とは注 目に 値 す る。
1)M.　 Ishikawa　 and　 K.　 Nakamura:Trace　 Ele
　 in　 Tissues　 and　 Organs　 of　 an　 Antarctic
　 Icefish,　 Champsocephalus　 gunnari;Nuc1.
　 Instruments　 and　 methods　 in　 Phys.　 Res.,
B49,220-224(1990).
2)J.T.Ruud:　 Vertebrates　 without　 Erythro-
　 cytes　 and　 Blood　 Pigment;　 Nature,　 173,
848-850(1954) ???‥ ???。?? ??。??? ? 、 ? 」 ? ?? ?
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寒 冷 水 域 に 生 息 す る 硬 骨 魚 の 血 華 浸 透 圧
の 季 節 変 化 に っ い て.
Seasonal　 Difference　on　 t二he　 Plasma　 Osmolalit二ies　Of
Some　 Teleost二s　 in　 High-Latit二ude　Cold-Water.
小 川 瑞 穂 ・ 和 田 陽 子 ・ 松 浦 陽 子
(埼 玉 大)・ 福 地 光 男(極 地 研)
　 　 　 M.　 Ogawa,　 Y.　 Wada,　 Y.　 Matsuura　 (　 Saitama　 Univ.　 )
　 　 　 and　 M.　 Fukuchi　 (　 NIPR　 )
M6st　 of　 the　 Antarctic　 teleost二s　 has　 been　 reported　 to　 haveヒhe　 antifreeze　glyco-
P・ ・tei・(AFGP)　inヒheir　 sera　 and　 the　 agl。merular　kidney・ 　 AFGP　 ・nd/。r　 antif・eeze
P・ 。t・i・(AFP)　 hav・ 　 been　 ・bse・ved　 ・。t　 。・ly　 i・　A・ta・cti・ 　 fi・h・ ・　 b・ 七 ・1・ ・i・high-
latitude　 cold-water　fishes.　 In　 our　 previous　 reportr　 the　 significant二high　plasma
'
osmolality　 was　 observed　 in　 the　 winter　 saffron　 cod　 compared　 with　 the　 summer　 fish.　 　
In　 the　 four　 teleosts　 collected　 in　 February　 and　 June　 from　 Notsuke　 Bay　 located
on　 the　 Okhotsk　 Sea　 side　 of　 Hokkaido,　 ヒhe　 plasma　 osmolaliヒy　 and　 Na　 concentration
were　 investigated.
In　 all　 fishes　 used　 inヒhis　 st二udyt　 boヒh　 plasma　 osmolality　and　 Na　 concentraヒion
were　 increased　 during　 the　 winヒer　 than　 during　 the　 summer.　 These　 high　 plasma　 osmo-
laliヒies　 of　 the　 winter　 fishes　 may　 be　 due　 to　 the　 increased　 AFGP　 and/or　 AFP　 conヒenヒ.
The　 presence　 of　 AFGP　 and/or　 AFP　 in　 high-latitude　cold w er　 fishes　 were　 discussed.
南 極 海 域 の 硬 骨 魚 は 不 凍 糖'9ン パ ク(AF
GP)を 血 中 に 有 し,体 液 の 氷 結e:・ 防 い で い
る(DeVries　 et　 a1.,'70).　 こ れ ら の 硬 骨 魚 は
無 糸 球 体 腎 を 持 ち,AFGPの 排 出 を 防 ぎ,
そ の 保 持 に 関 与 し て い る(Dobbs　 et　 al..'74.
Dobbs.DeVries.'75),　南 坂 城 に 限C,ず 北 半 球
高 緯 度 の 寒 冷 水 城 に 生 息 す る 硬 骨 魚 もAFG
Pま た は 不 凍 タ ン パ ク(AFP)5・ 持 ち.冬
期 に 増 加 し て 寒 冷 海 水 に 適 応 を し て い る こ と
が 知 ら れ て い る(Duman.DeVries.'74).
本 邦 産 の コ マ イ もAFGPの#在 と.季 節
的 消 長 が 知 ら れ て い る(Burcham　 et　 aL.'84),
わ れ わ れ は 今 ま で に.コ マ イ の 冬 期 に お け る
腎 糸 球 体 の 萎 縮 が 血 中AFGPの 保 持 に 関 係
し(Kitagawa　 et　 al.,,90),　 ま た.免 疫 組 織
学 的 観 察 か ら 下 垂 体 か ら の プ ロ ラ ク チ ン が 腎
機 能 を 介 し て 血 中AFGPの 消 失 に 関 与 し て
い る 可 能 性 を と 推 論 し(Ogawa　 et　 al..'93a),
さ ら に.プ ロ ラ ク チ ン 投 与 の 実 験 で こ の こ と
を 証 明 し た(Ogawaeta1.,'93b).
今 回 は 北 海 道 産 の ト ウ ガ レ イ　 Liopsetta
pinnififasciata.　シ モ フ リ カ ジ カ
Myoxocephalus　 brandti,チ カ　 Hypenesus
Pretiesus　 japoniCus,　 ナ ガ ガ ジEnChelyopus
elongalusの4種 を 用 い て.冬 期(2月)と
夏 期(6月)の 血 準 浸 透 圧 と1血 中Na濃 度 を
比 較 し た,「 血 漿 渇i秀 圧 はHermann　 Rneblinge)
微 量 漫 播 床 計 で.Na濃 度 は　 Horibaイ オ ン
メ ー タ,N-8Fで 測 定 し た.
今 回 用 い た 全 て の 種 で,そ の 血 漿 浸 透 圧 と
所1中Na濃 度 は 冬 期 の 値 が 夏 期 の そ れ に 比 し
て 高 か っ た.血 中Na濃 度 や 他 の 無 機 塩 類 景
か ら 推 定 す る と,そ れ ぞ れ の 硬 骨 魚 の 冬 期 の
血 奨 浸 透 圧 は 血 中 にAFGP/AFPが 存 在
し て お り.夏 期 の そ れ ら の 値 は にAFGP/
AFPが 存 在 せ ず,消 失 し7い る も の と 思 わ
れ る.
市 ミ メ ダ カ は 冬 期 に 血 中 ブ ド ウ 糠 星 を 高 め
る こ と で 凍 結 を 防 い で い る と 考 え ら れ て い る
(Ummin　 ge　r,'68).　 最 近 で は 凍 結 防 御 に 関 係 す
るAFPは 構1的 に 異 な る3種jt　 す な わ ち.
AFP-1.　 -AFP-II.　 及 びAFP-IIIが
知 ら れ て い る(Davies.　 Hew.'90).　 AFP-1
は　 winterflounderと　 sculpins　 に.AFP
-IIは 　 sea　 raven　 と　 smeltに,さ ¢,に.A
FP-　 IIIは 　 ell　 poutに そ の 存 在 が 認 め ら れ
て い る.こ れ ら の 種 か ら 考 え て.合 同 用 い だ
ト ウ ガ レ イ と シ モ フ リ カ ジ カ はAFP-1を,
チ カ はAFP-II書.及 び ナ ガ ガ ジ はAFP
-　IIIを.そ れ ぞ れ 有 し て い る と 思 わ れ る.
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南 中 央 ア ラ ス カ の 氷 河 フ ィ ヨ ル ド地 帯 、 リ ザ レ ク シ ョ ン 湾 の 春 季 に
お け る カ サ ゴ 目 仔 稚 魚 の 出 現
宗 原 弘 幸(北 大 水 実)・ 　Judy　 M.　 Paul・Augustus　 J.　PauE
(University　 of　 Alaska　 Fairbanks,　 Seward　 Marine　 Center)
目的
南中央アラスカ、キナイ半島、セ ワー ドのあるリ
ザ レクシ ョン湾は、アラスカ湾北部一帯にある氷河
の影響を強く受けているフィヨル ドである。この湾
内では、これまで仔稚魚相に関する調査が行なわれ
たことがなか ったが、今回初めて実施 した湾内の仔
稚魚調査で、スケ トウダラとともに若干のカサゴ目
魚類の仔稚魚が採集された。そこで、本研究では、
リザレクション湾における春季のカサゴ目魚類仔稚
魚の出現に関して報告する。
材 料 と 方 法
調 査 場所
リザ レクシ ョン湾は北から南方向に開口 し、巾6-8
knl.　長さ30㎞ 程で、湾口は直接ア ラスカ湾に面 して
いる。 リ湾は 典型的なフィ ヨル ドで、 急な斜面に囲
まれた湾内の水深は290あ る。湾の海洋学的特徴は、
湾奥の リザ レクシ ョン川か ら氷河の離 水 とともに氷
河活動 による岩の 摩擦 で生ず るシル トが 流入 し、4
月か ら冬にな るまで、その表層水は低温 ・低塩分 で、
水深20-25m付 近に躍層が形成 される。
標本採集は湾内の3地 点(Rl,R2.5,R4)か ら行な っ
た。R1は 湾奥 で、氷河の融水の影響 を強 く受 け、R4
は氷河活動の影響はな く、アラスカ湾流の影響 下に
ある。R2.5は 、ほぼその中間 とみなせる。
標 本 採集
仔稚魚は網 口直径1m2、 メッシュサイズ505μmの
National　lnstitute　of　Oceanography　 Tucker　Trawl　Netの
斜行曳きで採集 された。標本採集は1991年4月2日 か
ら7月9日 まで、ほぼ1週 間毎に前記の3調 査地点で実
施 した。網 口に取 り付けた深度計 とフローメーター
か ら、各標本採集における深度 と濾過水量を求めた。
R1,R2.5,R4に お ける平均深度は82m,86niお よび
86mで あった。濾過水量の平均は170m3(sd=38;
n=42)で あった。
標本は船 上で直ちに10%フ ォルマ リンで固定 し、
実験室に持 ち帰った後、　Matareseetal.(1989)に 従い、
カサゴ 目魚類の仔稚魚をできるだけ種 レベ ルにまで
査定 した。
結 果 と 考 察
42回 の曳網で、カジカ科10、 トクビレ科1、 クサ
ウオ科1、 お よびギンダラ、合計13タ イプ75個 体の
カサゴ 目仔稚魚を採集 した。
1)ギ ンダラを除 く12種 は沈性粘着卵を産む魚類で
あること、 フィヨル ドの表層水 および水深80m付 近
の流速はそれ ぞれ10cm/s,2cm/sと きわめて遅いこ と
な どか ら、 これ らの魚類は湾外 から運ばれたのでは
な く、 リザ レクシ ョン湾で産まれた個体 と考え られ
る。 これ らの中には、潮間帯お よび潮 下帯に生息す
ることが知 られているArtedius属 およびOinocottus
属 も含 まれていた。
2)調 査期間中の各 タイプの平均豊度 は
0.28-8.96x10'3/m3で 、 この値は同様の方法で同時 期に
採集 されるスケ トウダラ、ニシン と比べ極めて低 く、
また、カジカ科 全体 を氷河の影 響がな いア ラスカ湾
南東部のユーク湾お よびアラスカ湾西 部の コデイア
ック島周辺 の豊度 と比較 した場合 も極めて低か った。
これ らのこ とか ら、低温、低塩分濃度、大量にシル
トを含ん でいることなどで特徴づ けられ る氷河フィ
ヨル ド地帯 は、北太平洋東岸に生息す るカサ ゴ目魚
類全体 としてみる と、好適な棲み場ではな い と言 え
る。
3)カ サゴ目魚類仔稚魚の出現は、4月 に少な く、そ
の後増加する傾向がみ られたこ とか ら、春季のグルー
ミング、それ に続 く僥脚 類の大増殖のあ とに、本 科
魚類の多 くはふ 化す ることが示唆 された。
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Map　 of　samplhng　 stations　 for　tish　 larvae　 in　Resurre(二tion　 Bay・
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 BRANCHIAL STURUCTURE OF ANTARCTIC NOTOTHENIDAE 
(Nototheniops  nudlfrons, Notothenia gibberifrons and Trematomus 
             STRESSED BY SALINITY CHANGES.
FISH 
 newnesi)
Edith FANTA  *, Marcia Fabiana  LUVIZOTTO ** & Ana Aparecida MAYER *
Universidade Federal do  Parana, Departamento de Biologia Celular. Cx.P. 19031. 
 81531-970 Curitiba, PR. Brazil. (fax: + 55 - 41- 2662042)
     In coastal Antarctic regions, melting and freezing are consequences of local of seasonal 
climatic conditions, affecting the water salinity. The aim of this study was to describe 
adaptations of some branchial cells in fish submitted to acute increase or lowering of salinity. 
Bioassays were done with species that coexist in Admiralty Bay (King George Island) during 
the summer, to test the range of salinity from 26  o/oo to 38  0/00, starting from 32 o/oo, being 
all other abiotic conditions maintained constant or controlled. Some behavioral features were 
observed: the respiratory frequency decreases in 47.5 % linearly as the water salinity increases; 
swimming activity at salinity 36 o/oo is only 23.34 % of the normal one, stopping completely at 
38  0/00 (lethargy), decreasing when salinity decreases, except for 26  o/oo when it is extremely 
high (forced); the animals become pale with salinity decrease and dark with its increase. In 
extreme conditions, loss of equilibrium, trembling and uncoordination are observed. The most 
part of the symptoms seem to be a consequence of hypoxia  and ionic changes. Therefore, the 
branchiae were studied through light (histology and histochemistry) and electron microscopy 
(SEM and  TEM) and the structural and/or functional changes described for the three species. 
Chloride cells are at the surface in 32 o/oo with a conspicuous apex. As the salinity becomes 
lower, chloride cells become smaller and deeper in the epithelium; as it increases, chloride cells 
become elongated and keep the contact with the surface through a channel between the epithelial 
cells. The squamous epithelial cells are corrugated at the surface as salinity decreases and 
become roundish as it increases, possibly as a consequence of changes in ionic properties of the 
cell surface. On the other hand, mucous secreting cells increase in volume, number and 
secretory activity as the salinity increases, being the opposite observed when it decreases. In all 
situations except the normal salinity, some epithelial detachment was observed. The conclusion 
is that in extreme situations the animals survive to an acute impact, but will certainly suffer 
secondary and tertiary consequences of all changes observed in long term exposures.
Financial Support: * CNPq/PROANTAR and ** CAPES; Logistical Support: 
SECIRM/PROANTAR and Brazilian Station Comandante Ferraz staff.
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潜水性海鳥類の機能形態学
Functional　 Morhology　 of　the　Diving　 Seabirds.
長 雄 一 ・村 野 正 昭(東 水 大)
Osa,　Yuichi　 and　Murano,　 Masaaki　 (Tokyo　 Univ.　Fish.)
　 The　 variable　 size　and　 form　 of　pectoral　 and　 hind-limb　 muscles　 were　 showed　 among　 diving　 birds,
flying　birds　and　both　diving　 and　fiying　birds.　In　this　study,　 we　used　 CT　 scanning　 to　estimate
reladonships　 between　 the　morphological　 and　funcdonal　 differen㏄of　 the　body　 muscles.　 In　results,
the　diving　 birds　 were　 characterized　 by　large　proportion　 of　p㏄toral　 muscle　 to　body　 size　(the
distribution　 of　cross-s㏄tional　 area　of　muscle　 along　 body　 axis　had　 one-peak　 in　longitudinal
distribution),　while　the　flying　birds　had　larger　propOrtion　 of　the　hind-limb　 muscle　 (the　distribution
had　two-peaks).　 But,　all　birds　that　we　examined　 had　the　balance　point　of　muscle　 distribution　 near
the　wing　 position.　This　means　 that　the　all㏄ation　of　muscle　 restricted　to　balan㏄the　 muscle　 weight
between　 the　lower　 and　upper　half　of　the　body.
潜 水 性 鳥 類 と飛 翔 性 鳥 類 の 胸 筋 と後 肢 筋 は 大 き さ や 形 状 が 明 瞭 に 異 な る 。 そ して 、 潜
水 お よ び 飛 翔 の両 方 を行 う鳥 類 は そ の 中 間 的 な 形 質 を有 す る。 本 研 究 で は こ れ らの 形 質
と運 動 機 能 と の 関 係 を み る 目的 でCTス キ ャ ン を用 い 、 体 軸 方 向 で の筋 肉 の 分 布 を み た 。
まず 、 体 軸 に沿 っ て 等 間 隔 に胴 体 の 横 断 面 像 をCTス キ ャ ン装 置 に よ っ て撮 影 し、 頭 部
か ら尾 部 に い た る各 断 面 で 筋 肉 面 積 が どの よ う に変 化 す る の か 、 に つ い て み た 。 そ の 結
果 、 潜 水 性 海 鳥 類 の 筋 肉 は胴 体 中 央 に胸 筋 の ピ ー ク を持 つ 一 山 型 分 布 を示 した 。 飛 翔 性
海 鳥 類 の 分 布 は 胸 筋 と後肢 筋 の2つ の ピー ク を持 つ 二 山 型 で あ っ た 。 そ して 、 潜 水 ・飛
翔 性 鳥 類 は 両 者 の 中 間 的 な分 布 を示 した 。 次 に 、筋 肉 の 重 心 位 置 を み る た め に、 各 断 面
の筋 肉面 積 を順 次 合 算 して頭 部 か ら尾 部 へ 累積 曲線 を作 っ た 。 そ し て 、全 断 面 で の筋 肉
面 積 の総 和 の50%に 達 した 部 位(そ の前 後 で 筋 肉 の 断 面 積 の 合 計 値 が 等 し くな る 体 軸 上
の1点)を バ ラ ンス 点 とす る と、 バ ラ ンス 点 は研 究 対 象 と した す べ て の14種 で 翼 の 中 央
部分 に付 近 に位 置 した 。 こ の こ とか ら筋 肉 の 体 軸 方 向 の 分 布(胸 部 や腰 部 に い く ら筋 肉
を分 配 す る か)は 、 身体 の 力 学 的 バ ラ ンス をつ りあ わせ る た め に制 限 され る と考 え られ
た 。
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%　Position丘om　 the　bill　top.
　　　　Bhck・footed　 Alba【ross
欝難羅 騰 舗蠕i轡
▲:dle　 balance　 point　 of　the　Emperor　 Penguin,
△:the　 balance　 point　 of　the　Blackイboted　 Albatross,
▼:the　wing　 base　 of　the　Emperor　 Penguin,
▽the　 wing　 base　 of　the　Black-footed　 Albatross.
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ウミウの食性および繁殖行動の年変化
Annual　 change　 of　food　 and　 breeding　 behavior　 of　Japanese　 cormorant
加藤 明子1、 綿 貫豊2、 内藤靖 彦1、 村 野正 昭3(1:極 地研,2:北 大 農,3:東 京水産 大)
A.　 Kato1,　 Y.　Watanuki2,　 Y.　Naito1,　 M.　 Murano3
(1:NIPR,　 2:Hokkaido　 Univ.,　 3:Tokyo　 Univ.　 Rsh.)
Breeding　 success　 of　seab廿d　 is　innuenced　 by　the　annual　 change　 of　food　 condition.　 In　1992,　 sandlance
was　 the　dominant　 prey　 species　 for　seabirds　 breeding　 on　Teuri　 I.,　Hokkaido.　 Biomass　 of　 sandlance
declined　 and由e　 dominant　 prey　 of　Japanese　 corrnorants　 shifted　 into　the　benthic　 fish　in　1993.　 Parents
spend　 more　 dme　 to　forage　 and　 feed　 chicks　 less　frequently　 in　1993　 than　 in　1992,　 Less　 food　 was　 fed
and　 more　 chick　 died　 from　 starvation　 in　 1993.　 Consequently　 fiedging　 success　 was　 lower　 in　1993,
however　 chick　 growth　 rate　was　 kept　 at　simUar　 level.
海 鳥類 の繁 殖成功 は餌 条件 など環境 の年変 動 に よって大 き く影響 を受 け る こ とが知 られ
てい る。北海 道天売 島周 辺 の イカナ ゴAmmodytespersonatusの 現存 量 には大 きな年変動 が
見 られ る。 ウ類 は一般的 に脚 を用 いた追跡潜水 に よって底層性 の魚類 を採 食 す る と言 われ
てお り、海 鳥類 の なかで は特 殊 な採餌生 態 を もつ。 ウミウPhalocrocoraxrla〃lentOSI{Sは 餌 条
件 の年 変動 に対 して、繁 殖成功 に どの よ うな影響 を受 け るか,ま た採 食 お よび繁殖行動 を
どの よ うに変化 させ るか を'92年 と'93年 を比較 して調べ た。
'92年 は イ カナ ゴが豊 漁 であ り、 天売島 で繁殖 す るすべ ての海 鳥類 が イ カナ ゴを主 な餌
と してい たが、'93年 に は種 毎 に餌 構成 が異 な ってい た.ウ ミウ の主 な餌 は192年 には イ カ
ナ ゴお よび他 の浮 き魚 で あ ったが(66%preymass)、'93年 には ホ ッケPleurogrammusazontts
お よび他 の底 魚(79%)で あっ た。
'92年 と'93年 の 繁殖成 功 を比 較す る と
,雛 の成 長速 度 には差 が なか った が('92:96.1±
18.2,'93:97.9±20.2g/day)、 巣 立 ち率 はt92年 に比 べt93年 の方 が小 さ か った('92:84%,t93:
54%)。
'93年 に は育 難 中の ウミウの1回 の採餌 トリ ップはtg2年 に比 べ長 く
、1日 当 た りの トリ ッ
プの 回数 は少 なか ったた め、給餌 頻度 が低 か った。 また育雛後期 は親 鳥 が巣 を離 れてい る
時 間 が長 く、雛 をガ ー ドしてい る時 間は短 か った。
雛 の死亡 日齢 が'92年 はすべ て0～20日 齢 で あった のに対 し、93年 に は死 亡 した雛 の36%
が20日 齢 を越 えてい た。観 察 中に雛 が捕 食 された こ とは一度 もな く、艀 化後 間 もない雛 は
先 に かえ った 同腹 の雛 に押 し潰 され て死 ぬ こ とがあ った。 また93年 に は羽毛 の生 え揃 っ
た雛 の痩 せ た死体 が観察 され た。 このこ とか ら'93年 には給餌 頻度 の 減少 に と もな い給餌
量 も減少 した ため、 多 くの雛 が餓 死 に よって死亡 した と考 え られ る。 しか し1腹 の雛が す
べ て死 ぬ こ とはまれで、 ほ とんどの巣 で1部 の雛 は巣立 って いた.
以上 よ り、 ウ ミウは93年 の イカナ ゴの減 少 に対 して、餌 をシ フ トし、採餌 にか け る時
間 を多 くしたが、雛 へ の給 餌頻度 は下 が り、給餌 量 も減 った。 その結果 、雛 の巣立 ち率 は
下 が ったが、生存 雛 の成 長速度 は維 持 され ていた。
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索餅期におけるハイイロミズナギ ドリの栄養生態
Bioenergetics　 of　Sooty　 Shearwaters　 during　 nonbreeding　 season
塩 見 浩 二 小 城 春 雄 南浩 史(北 大 水 産)
　　 　　K.　SHIOMI,　 H.　OGI　 and　 H.　MINAMI　 (Hokkaido　 Univ.)
Body　 weight,　 skin　and　 subcutaneous　 fat,　breast　 muscle　 and　liver　of　Sooty　 Shearwaters　 (Pulilrinus　grisel4s　 )　were　 examined
to　consider　 the　bioenergeticS　 of　the　birds　during　 nonbreeding　 season　 using　 a　total　of　130　birds　 sampled　 in　the　North　 Pacific
Ocean,　 March-October,　 1989-1990.　 Birds　 were　 divided　 into　immatures　 and　 adults　 based　 on　both　 bursa　 of　Fabricius　 and
gonadal　 development.　 In　adults　 the　weights　 of　body,　 skin　 and　 subcutaneous　 fat　and　 breast　 muscle　 increased　 from　 April
through　 July　slightly.　In　August　 these　weights　 increased　 dramatically.　 In　contrast,　 liver　weight　 of　adults　 increased　 from　 April
throught　 July,　 and　 decreased　 through　 September.　 On　 the　 other　 hand,　 in　immatures,　 the　 weight　 of　 body,　 skin　 and
subcutaneous　 fat　and　breast　 muscle　 were　 less　than　 those　 of　adults　 during　 arrival　period　 (April-May).　 In　August　 immatures
recovered　 thier　weight,　 but　the　weight　 of　skin　and　subcutaneous　 fat　was　 40%　 of　adults.　 Immatures　 wou】d　 fail　to　perform　 fat
deposits.　 They　 could　 not　perform　 long-djstance　 migration　 such　 as　nonstop　 transoceanic　 flights.
【目的 】ハイイロミズナギ ドリ　(Pu伽 μsg〃sθus)を 含むミズナギ ドリ目は南半球 で繁殖後 、赤道横断 する
地球規模の渡 りをすることが知 られている。このような長距離渡 りを行 う種 は渡 り前に脂肪の蓄積が必要 とな
り、多 くの種 では脂肪の蓄積が長距離渡 りの制限要因となる場合がある。さらに脂肪蓄積が渡り、換羽および
繁殖といった生活史戦略 と密接 に関連することが多 くの研究によって明 らかに されている。ハイイロミズナ ギ
ドリは南半球のニュージーラン ド周辺および南アメリカ南端の島で繁殖 し、夏季に北半球亜寒帯域 に北上 し、
北太平洋および北大西洋 を越冬策餌域 として利用す る。 そして秋に南半球の繁殖地へ南下する生活年周期 を持
つ。年間飛翔距離 は往復21000kmを 越 える。本研究では、鳥類の栄養状態を評価する指標 となる体重、皮下
脂肪、胸筋および肝臓 を成長段階(幼 鳥および成鳥)別 に解析 した。また、胸筋および肝臓の脂肪含有量 を求
め、換羽および渡 りとの関係 を論議 した。成長段階の区分には、ファブ リキウス嚢 と生殖腺の外部形態 を用 い
た。
【材料 と方法 】本研究で用いた試料 は1989～1990年3月3日 ～10月9日 に北太平洋亜寒帯域 で流 し網 に羅締 し
死亡 したハイイロミズナギ ドリ130個 体(雌64個 体および雄66個 体)で ある。幼鳥および成鳥の栄養指標値 と
して、体重、皮膚+皮 下脂肪、胸筋および肝臓重量 、肝臓 および胸筋の水分含有率および脂質含有率の季節変
化 を解析 した。脂質の抽出にはBligh　and　Dyer法 に従い、溶媒にはクロロホルム ・メタノール(2:1)を 使用
した。
【結果 】成鳥の栄養指標値は、北太平洋に到着後はやや低い値であったが、急速な回復 を示 した。 その後、6
月の換羽最盛期にわずかに低下 したが、7月 までゆっくりと増大 した。6月 の指標値の低下は胸筋重量の急激
な低下による。これはこの時期 には充分な皮下脂肪の蓄積が無いため、換羽に伴 うエネルギー消耗の結果 、胸
筋中の脂肪量が低下 したことによると考 えられる。また、肝臓 を除 く指標値 は、南半球への渡りの時期にあた
る8～9月 に著 しい増大 を示 した(Fig.1)。 一方、肝臓重量 は換羽最盛期の6～7月 に著 しい増大 を示 した。この
ような肝臓重量の増大 は換羽に伴 う摂餌量の増大によると考 えられる。7月 以降、肝臓重量は減少 したが
(Fig.2)、 この理由として、摂餌量の低下と肝臓中の脂肪が皮下脂肪層へ移転 したことによると考 えられた。 こ
の点を肝臓の脂質含有量から見ると、換羽最盛期の6～7月 に最大値 を示 し、その後、減少 したことか らも裏
付 けられる。
一方、北太平洋到着直後の幼鳥の栄養指標値は、成鳥 に比べてかなり低 く、その後の回復 も遅 れていた。南
半球への渡 りの時期にあたる8～9月 には、北太平洋への渡りの状態に回復 したが、皮下脂肪の蓄積はほとん
ど行われていない(Fig.2)。 このような栄養指標値の回復の遅 れは、体構成器官の成長にエネルギーが消費 され
ることによると考 えられる。そのため南半球への渡 りに必要 な脂肪蓄積が遅れ、長距離渡 りが不可能 と考え ら
れる、30035
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南 極 産 ウ ェ ッ デ ル ア ザ ラ シ　(Leptonychotes　 weddelli)　 か ら の
薬 剤 耐 性 腸 内 細 菌 の 検 索
Isolation　 and　 Antibiotic　Sensitivity　of　 Entorobacteriaceae　froロFeces
　 　 　 　 of　 Wild　 Antarctic　 Weddel　 Sga1　 (Leptonychotos　woddglli)
花 房 泰 子 、 近 藤 房 生(宮 崎 大 学 ・農 学 部)
Yasuko　 Hanafusa　 and　 Fusao　 Rondo　 (Miya2aki　 Univorsity)
　 　 The　 CO■pariSOn　 Of　 antibiOtiC　SOnS tiVity　Of　 EnterObaCtOriaCOae　(E.　 COli)
isolated　 fro■ 　 thrge　 diffgrent　 seals　 in　 脚ild　 antarctic　 sea1　 (LePtonychotes　wedde-
1」L工),　 breoding　 spotted　 sea】L　 (Phoca　 1旦」幽)　 and　 southern　 91ephant　 sgal　 (Hiroun　 a
leonina)　 was　 carrigd　 out・ 　 工」旦　yitro　 sensitiΨity　to　 n ne　 anti■icrobial　ggnts　 (ABP
C,　 CET.　 SH,　 rC,　 CP.　 FR麗.K劉,　 NA,　 and　 RFP)　 for　 the　 isolates,　 ■ini薗u■ 　 inhibitory
conCentrations　 (HICs)　 賢6re　 deter■ined　 by　 the　 agar　 dilution　 ■ethod.　 In　 genera1,
the己rug-resistant　 strains　 could　 be　 detected　 fro口 　 the　 fecos　 of　 breeding　 8eals.
It　 is　 concluded　 t}1at　 antarCtic　 seals　 ■ay　 be　 conta■inated　with　 the　 drug-resistant
strains.
近 年 の 活 発 な 人 間 活 動 の 結 果、 地 球 規 模
の 環 境 汚 染 が 進 ん で い る。 南 極 は、 地 球 上
で も っ と も人 為 的 な 影 響 が 低 い地 域 で あ る
が、 研 究 活 動 の み な らず、 観 光 旅 行等 に よ
り南 極 を訪 れ る 人 間 の 増 加 に よ る 人為 的 な
影 響 が 問 題 に さ れ 始 め て い る.
今 日、 多 種 多様 の 抗 生 物 質 が 人畜 の 疾 病
治 療 を 始 め、 家 畜 や 養 殖 魚 の疾 病 予 防 ・発
育 促 進 な どの 目 的 で 多量 に使 用 さ れ、 それ
に伴 う薬 剤 耐 性 菌 の 増 加 が 著 し く化学 療 法
や 疾 病 予 防上 憂 慮 す べ き問 題 とな っ て い る。
そ の よ うな 細 菌 は、 人、 家 畜 の み な らず、
野 生 動 物 ・魚 ・植 物 か らも分 離 さ れ て お り、
耐 性 菌 の濃 度 が 異 常 に高 ま っ て い る こ とが
環 境 の 汚 染 と し て 注 目 され る よ う にな っ て
き た.
金 城 等 は カ モ シ カ 等の 野 生動 物 糞便 試 料
よ り、 薬 剤 耐 性 菌 の 検 出 を 試 み、 そ の結 果、
野 生 の カ モ シ カ の 薬 剤耐 性 菌 保有 率 は 極め
て僅 か で あ る こ と、 これ らの カ モ シ カが 人
の 生 活 環 境 で 人 工 飼 育 さ れ る こ と に よ り、
た と え抗 菌 剤 の 直 接 使用 が な くて も、 耐 性
菌 を保 有 す る よ う に な る こ とを 報 告 して い
る。 こ の よ う な 事 実 か ら野 生 動物 の薬 剤 耐
性 菌 大 腸菌 の 有 無、 お よび そ の程 度 を調 べ
る こ とに よ り、 そ の 個体 の 人 や家 畜 と の接
触 の 度 合 を 類 推 で きる よ う に 思 わ れ る。
今 回、 演 者 ら は南 極 に 生 息 す る ウェ ッデ
ル ア ザ ラ シ　(Leptonychotes　 weddelli)　 1
3検 体 お よび、 水 族 館 ・動 物 園 飼 育 下 の ミ
ナ ミゾ ウ ア ザ ラ シ　(Phoca　 largha)　 2検 体、
ゴ マ フ ア ザ ラ シ　(Hirounga　 leonina)　 2検
体 の 糞 便 よ り腸 内 細 菌 を 分 離 後、 薬 剤 耐性
試 験 を 行 い、 そ の 成 績 を基 に、 アザ ラ シ に
対 す る 人 為 的 な 干 渉 の 程 度 を類 推 す る試 み
を 行 っ た.
予備 試 験 の 結 果、 糞 便試 料 の 直 接 塗 沫 に
よ る定 量 培 養 は 菌 数 が 非 常 に低 か っ た ため
実施 出 来 な か っ たが、 八 一 トイ ンフ ユ ー ジ
ョ ンプ ロ ス を 用 い た増 歯 培 養 後、 培 養 液 を
デ ス オ キ シ コ ー レ イ ト寒 天 平 板 に塗 沫、 培
養 後、 各 平 板 よ り乳 糖 分 解 能 を 有 す る10個
の集 落 を 任 意 に 鈎 菌 し、 ア ンピ シ リ ン(AB
PC)、 セ フ ァロ チ ン(CET)、 テ トラ サ イ ク
リ ン(TC)、 ス トレプ トマ イ シ ン(S麗)、
ク ロ ラ ム フ ェニ コ ール(CP)、 フ ラ ジ オ マ
イ シ ン(FRH)、 カ ナ マ イシ ン(KH)、 ナ リ
ジ ク ス酸(NA)、 お よ び リフ ァ ンピ シ ン
(　RFP)の9剤 に っ いて、 日本 化 学 療 法 学 会
標 準法 に 準 拠 し寒 天 平 板 希 釈 法 で最 小 発 育
阻 止濃 度(MIC値)を 測 定 した。
そ の 結 果、 人 工 飼 育 下 に お け るゴ マ フ ア
ザ ラ シ、 ミ ナ ミ ゾ ウア ザ ラ シか らの 分 離 株
は、50μg/ml以 上 の 薬 剤濃 度 に お け る耐 性
菌 が 検 出 さ れ た.一 方、 ウ ェ ッ デ ル ア ザ ラ
シ 由来 菌 で は、50μg/■1の 薬 剤 濃 度 に お い
て耐 性 を 示 した 株 は な か っ たが、　MIC値 の 分
布 表 で は、　 CETに お い て2峰 性 を 示 し感 受 性
ピ ーク と薬 剤耐 性 ピ ー クで あ る 可能 性 が 示
唆 さ れ た。 さ らに、 単蹄 性 ピー クを示 した
薬 剤 に お い て も、　 KHお よびSHで は ウェ ッ デ
ル アザ ラ シ 由 来 菌 に お い て 人 工 飼育 下 の ア
ザ ラ シ 由 来 菌 よ り も高 い 薬 剤 濃 度 を示 した。
こ の 結 果、 南 極 に 生 息 す るウ ェ ッ デ ル ア
ザ ラ シ が 薬 剤 耐性 菌 を 有 す る可 能性 の 極 め
て 高 い こ とが示 唆 され た。
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デ一一タ標識のネズ ミイルカへの装着 と回収実験
Deployment　 and　 recovery　 experiment　 of　data　 tag　 on　 harbOr　 pOrpOises
内 藤 靖 彦(極 地 研)、 河 村 章 人(三 重 大)、 西 脇 茂 利(日 鯨 研)、 川 崎 真 弘(日 鯨 研)
　 　 　 　 　 　 　 Yasuhiko　 NAITO　 (NIPR),　Akito　KAWAMURA　 (Mie　Univ.,),
　 　 　 　 　 　 　Shigetoshi　NISHIWAKI　 (ICR),　Masahiro　 KAWASAKI　 (ICR)
Developrnent　 of　the　data　tag　recovery　 system　 for　free　ranging　 oeta㏄aans　 was　 carried　 out　on　thr㏄
harbOr　 pOrpoises.　 The　 field　experiment　 was　 conducted　 using　 newly　 developed　 system　 at　southern
Hokkaido　 on　May,　 1993.　 The　 systems,　 which　 were　 deployed　 on　the　dorsal　 fin　of　the　pOrpoises,
were　 released　 by　the　pre-programmed　 cutting　mechanism　 a　week　 later　and　successfully　 recovered.
目 的
海産 哺 乳 類 の水 中 にお ける 行動 研究 は、近 年 のTDR(Time
園 池Rαmrder`肢 術 の発 達 に よ り急 速 に進 展 して い る,し か
し、　TDRは 、 回収 を必 要 と して い る ため 、 同一上 陸場 に 再
上 陸す る鰭 脚類 におい て 有効 に利 用 され多 くの成 果 を得 て
い る(NaitO　et　al.,　1988,　Gentry　and　Kooyman　 1986M－ 方、鯨 類
にお いて は回収 が 困難 であ る ためTDRの 利 用 はな か った 。
一般 に鯨類 の水 中行 動 の研 究 は水 中音響 技 術 を利 用 して 行
な われて い る。 この場 合 、船 によ る動 物の 追 跡が 必要 と な
り、 費用 、 記 録時 間 、動 物へ の追 跡 に よる影 響等 の問 題 が
あ る,今 回 、 これ ら の問題 を解 決す る た め、 切離 し装 置(リ
リーサ ー)に よ るTDR回 収 シス テ ムの 開発 を行 った一試 作 装
置 を北 海 道 臼 尻周 辺 で捕 獲 さ れた3頭 の ネズ ミイル カ に装
着 し回収 実験 を行い 回収 に成功 した。
方 法
(1)シ ス テ ム 構 成
マ イ ク ロデー タロガー:19φ ×85mm、30.8g
リ リー斗ナー :26φ ×87.5(74.2)nm、63.8g
トランス ミッ ター:82.1×39.8×38.1mm、3&1g
フ ロー ト:143.5×(46.0-40.5)×(86.5-110.0-67.0)mm
(テーパ ー)、384.9g
(2)装 着 法
リリーサ ー 、 ロガ ー を一体 と して乗 せ た台 座 とフロ ー
トとで背鰭 を左 右 か らは さ み、背 鰭 中央 部 に穴 をあ け 、
径1㎜ の ス テ ンレス ワ イヤ ーで台座 と フ ロー トを保定 す
る。切離し後システムがイルカよりスムーズに離脱され
るように、またシステムがフラつかない ようゴムチュー
ブでシステム後端を保定する,
㈲ 回収方法:切 離し後方探用VHFト ランスミッター
(16肱Qlワ ット)による航空機か らの方探及び漂流ブ
イとして漁業者による拾得の両方から回収を試みる.
ω 実験使用動物:ネ ズ ミイルカ
オスー砂Okg-5月9日 装着、放流
オスー540kg-5月9日 装着、放流
オスー570kg-5月9日 装着、放流
結果
(山方探結果:方 探受信用航空機(パイパー)機により、高度
3,㎜ フィー トにて、噴火湾全域において行っh.し かし、
明瞭な受信信号を得ることは出来なかった。
(2)回収及び切離し結果:方 探による副 又には失敗したが、
切離装置は順調に作動し、切離し後1.5～3ヶ 月後に2セ ッ
トは噴火湾奥、1セ ットは青森県六ヶ所村の海岸に漂着
し、拾得され回収された。以上から、極めて沿岸性の強
いネズミイルカについては方探による回収より、切離 し
後の漂流ブイとして拾得による回収がより有利である と
考えられた。この場合、方探用 トランスミッターの重量、
容積が軽減され、フロートがより小型化 されイルカへの
負担が軽減される。また、経費的にも大巾な軽減が可能
となり、実験が容易となる。
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南半 球 にお け るピグ ミー シロナガ ス
クジラ とシロナ ガス クジ ラの棲 み分 け
Segregation　 of　 the　 pygmy　 blue　 whale　 from　 the　 true　 blue　 whale
　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　in　 the　 Seuthern　 Hemisphere
加 藤 秀 弘(遠 洋 水 研)、S.B.ラ イ リ ー(合 衆 国 海 洋 漁 業 局 南 西 漁 業 セ ン タ ー)、
島 田 裕 之 、 宮 下 富 夫(遠 洋 水 研)'
　　　 　Hidehiro　 Kato　 (Nat.　 Res.　 Inst.　 Far　 Seas　 Fisheries),
Stephen　 B.　 Reilly　 (South　 West　 Fisheries　 Seience　 Center,　 NMFS,
　 　　 USA),　 Hiroyuki　 Shimada　 and　 Tomio　 Miyashita　 (NRI/FSF)
The　 present　 study　 examines　 nature　 of　 the　 pygmy　 blue　 whale
(Balaenop亡era　l肌!sculus　 brevicauda)　from　 the　 true　 blue　 whale　 (B・
m.　 musculus)　 in　 the　 Southern　 Hemisphere　using　 the　 data　 from　 the
Japanese　 scouting　 vessels　 (1965/66-87/88),　the　 IWC/IDCR　 whale
sightings　 cruises　 (1978/79-92/93)　and　 others.　 The　 ltlue　 whaキes,
were　 apparently　seen　 in　 wider　 latitudes　 through　 25　 S　 to　 70　 S　 ln
mid-su㎜er　 (peak　 of　 southward　 migration　 of　 baleen　 whale　 for
feeding.　 It　 must　 be　 reasonable　t 　 consider　 the　 two　 subspecies
geographically　 segregate　 at　 55-60'S　 in　 the　 Indian　 Ocean　 and　 the
South　 Pacific.　 Any　 future　 sightings　 should　 be　 recorded　 separately
between　 the　 subspecies.
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【は じめに】
ピグ ミー シロナガ スクジラ(Ba/aenep8epa　 MUSCU/as
brevicauda)は1960年 代に見 いだ され　(Ichihara,
、亜種 として シロナガ スク ジラ(B.m.taUSC〃/US)1963)
と区 別 されてお り、外 部形態的 な差の ほか、分布が中緯
度域 に限 られてい る事 が示唆 されてい る。 しか し、海 上
での両者 の区別が容 易では な く、 目視調査において もほ
とん どの場合同一 に扱われて お り、 シ ロナガス クジラの
捕獲 が停1ヒされ た1960年 代半ば以 降の情報 は十分で
はな い。そ こで 、本研究で は現在 まで に蓄積 され た情報
か ら、 ピグ ミー シロナ ガス クジラの分 布様態 、特 に シロ
ナ ガス クジラ との棲み分 けの実態 を検 討 した。
【材料】
本 研究 では 、南氷洋 捕鯨船団 に付属 して いた探索船 に
よ って収 集 され た目視 データ(1965/66～1987/88)、 国
際捕鯨委 員会国際鯨 類調査10ヶ 年計画　(IWC/IDCR)　 の下
で行 われ た南極 海鯨類 目視 調査(1978/79～1992/93)、
及 び南半球委 託鯨類 目視調 査(1992/93)か ら得 られ た
目視デー タを用い た。 シロナ ガスと ピグ ミー シロナ ガス
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が区別 され てい るデー タ極 僅か に過 ぎない 。
【結 果と考察】
ヒゲ クジラ類の南下回 遊(索 餌 回遊)盛 期(12月 、
1～3月)の シロナガスの分布 を分析 したところ 、シ ロ
ナガス クジラが本来南極海 に集中 して いるべ きに もかか
わ らず 、南緯25度 か ら南緯70度 まで 極めて広 い範 囲
に分布す る事が判明 した 。この傾向 は薬餌期間中一定 し
てお り、各 月と もに緯度 的に幅広い分 布が認め られ た 。
これ らが 、全て通常型 シロナ ガス クジラ と考え る事は極
あて非現実 的で、低緯度 か ら中緯度 に分布す るものが ピ
グ ミー シロナ ガスクジラ と、高緯 度に出現 した ものが シ
ロナガス クジラとみ なす 事が妥 当であ り、イ ン ド洋 と太
平 洋 ともに その境 界は南緯55～60度 付近にあ る もの
と考 え られ た。ただ し、例外 と してオ ース トラ リア南 岸
沖では両者 が混在 してい た事 実があ る。大西洋 にっ いて
は実態は定 かではない 。いずれに して も、今後の調 査に
おいて は亜種の同定に十 分に時間を 費や し、両 者を区分
す る必 要が あ る。
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　 1)istribution　and　 density　 variation　 of　 blue　 whales　 by　 month
in　 the　 Southern　 Hemisphere　(20E-180-140W)　based　 on　 the
Japanese　 scouting　 vessel　 data　 from　 1965/66　 to　 1987/88・
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1992/93年 鯨 類捕 獲調査 に よる ミンククジラ分布 に対 す る海 洋環境 の解 析
　OCEANOGRAPHICAL　 ANALYSIS　 ON　THE　SOUTHERN　 MINKE　 WHAI,E　DISTRIBUTION
　　　　BASED　 ON　THE　DATA　DURING　 JAPANESE　 RESEARCH　 TAKE　IN　1992/93
永 延 幹 男(遠 洋 水 研)・ 狩 野 弘 昭(ア ジ ア 航 測)・ 藤 瀬 良 弘(日 蝕 研)
　　　　　　　M.　 NAGANOBU　 (NRIFSF),　 H.　 KANO　 (ASIA　 AIR　 SURVEY)
　　　　　　　　　　　　　　　AND　 Y.　 FUJISE　 (CETACEAN　 RES.)
　　　　　　The　 sixth　 eruise　 of　 the　 JaPanese　 research　 program　 eonducted　 under　 the
special　 permit　 earried　 out　 in　 the　 Indian　 Sector　 of　 the　 Antarctie　 Ocean　 duri㎎the
period　 from　 3　December　 to　 25　Mareh　 1993.　 The　 researeh　 used　 one　 research　 base　 and
three　 sightings　 and　 sampling　 vesse!s.　 The　 survey　 covered　 the　 waters　 among　 130°E
and　 160°W　 south　 of　 60°S.　 It　 ineluded　 the　 whole　 of　 the　 Ross　 Sea.　 The　 survey　 was
divided　 into　 the　 three　 periods:　 first　 (3　-　25　Dec.),　 second　 (30　 Dee.　 -　6　Mar.)　 and
third　 (10　 -　24　Mar.).　 The　 researeh　 vessels　 were　 eI】gaged　 in　a　systematic　 sighting
and　 sampling　 survey　 on　 minke　 whale,　 and　 95　 XBT　 observations　 in　 order　 to　 analyze
oceanic　 structure.　 The　 relationship　 betweell　 oceanic　 structure　 and　 distribution
pattern　 of　minke　 whale　 was　 examined　 using　 the　data　 obtained　 from　 this　 survey.
　　　　　　Two　 envirollmental　 gradient　 indiees　 were　 intrOduced　 to　 express　 upPer　 strata
of　 oceanic　 structure　 simply.　 First　 index　 was　 the　 integrat∈d　 value　 of　 water
temperature　 from　 the　 surface　 to　50　 m　in　 depth　 (gso)　 whieh　 indicated　 the　 eondition
of　 the　 Summer　 Surface　 Water　 (SSW)・ 　The　 values　 of　ζΣ50　for　 each　 survey　 period　 showed
the　 seasonal　 variation.　 Second　 index　 was　 the　 integrated　 value　 of　water　 temperature
from　 the　 surface　 to　200　 m　in　depth　 (a2■})　which　 indicated　 the　 distribution　 patterns
of　 the　 Antarctic　 Surfaee　 Water　 (ASW)　 consisting　 of　SSW　 and　 the　 Winter　 Water　 (WW)
in　 the　 Austra!　 summer　 season　 and　 the　 Warm　 Deep　 Water　 (WDW).　 The　 density　 indices
(number　 school/100　 nautica!　 miles　 searehed)　 of　 minke　 whale　 distribution　 were
compared　 with　 the　 isotherms　 of　 temperature　 at　 each　 depth　 and　 the　 environmental
gradient　 indices;　 C)so　and　 C)200.
Aユthough　 the　 distribution　 of　minke　 whale
during　 the　 first　 period　 was　 recognized
extensively　 from　 north　 to　 south,　 the
distribution　 during　 the　 third　 period　 shifted　 to　l5♂竃　　　　 　　　　　ITo・E
south.　 The　 isotherm　 (e.g.,　 0℃)　 of　O50,輌ich
tended　 t-o　be　 parallel　 with　 the　 sea　 iee　 ∈dge,
also　 shifted　 fro皿 　62°S　 in　 the　 first　 period　 to
65°S　in　 the　 third　 period　 wit.h　me!ting　 the　 sea
iee.　 The　 higher　 densities　 of　minke　 whale　 were
distributed　 in　 the　 waters　 between　 -1.O　 and　 -
1・7.Cofρ200,　 espeeially　 the　 areas　 of　 the
lower　 temperature　 of　 Shelf　 Water　 and　 the
pOSSib!e　 UpWelling　 .
Fig.　 1:　Cruise　 track　 and　 noon　 positions　 (●)　of
the　 seeond　 period　 by　 the　 resear℃h　 base　 in
1992/93.
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南極海 におけ るバ クジラ類 の出現 と豊麗
Occurrences　 and　 abundances　 of　 odontocetes　 in　 the　 Antarctic
笠 松 不 二 男1):埼 玉 県 浦 和 市 根 岸4-5-22
F.　 Kasamatsut》:　 4-5-22　 Negishi,　 Urawa,　 Saitama　 336　 Japan
Little　 is　 known　 of　 distribution　 and　 abundance　 of　 odontocetes　 with　 an　 exception　 of　 spe-
rm　 whale　 because　 these　 animals　 have　 never　 been　 commercially　int rested　 and　 exploited.
The　 distributions　and　 abundances　 of　 the　 major　 odontocetes,　 sperm,　 beaked　 (Ziphiidae),
killer,　 10ng-finned　 pilot　 whales　 and　 hourglass　 dolphins　 in　 mid-summer　 were　 studied　 us-
ing　 sightings　 data　 derived　 from　 both　 Japanese　 national　 sighting　 surveys　 during　 1976-87
and　 the　 IWC/IDCR　 Southern　 Hemisphere　 Minke　 Whale　 Assessment　 Cruises　 during　 1978-87.
From　 the　 temporal　 changes　 of　 density　 in　 the　 Antarctic　 waters,　 different　 migration　 pat-
terns　 by　 species　 were　 identified.　 Segregated　 latitudinal　 distributions　by　 spec三es　 we e
observed.　 The　 estimated　 abundances　 were　 28,100　 (c.v.　 0.18)　 for　 sperm　 whales,　 599,300
(0.15)forbeakedwhales,80,400(0.15)fork三ller　 whales,　 200,000　 (0.35)　 for　 long-
finned　 pilot　 whales,　 and　 144,300　 (0.17)　 for　 hourglass　 dolphins.　 Vast　 abundance　 of　 bea-
ked　 whales　 was　 noted　 because　 these　 animals　 have　 never　 been　 considered　 in　 the　 previous
studies　 on　 Antarctic　 ecosystem.
は じめに:近 年SCARやCCAMLRを 中心 結 果:月 別の密度変化 か ら種 により南極海への
と した調査 研究 によ り、 南極海生態系 の鍵種で 回遊パ ター ンが異 なる ことが示唆 され た(図2)
あ るナ ンキ ョクオキア ミを中心 として、 アザラ 回遊最 盛期で の緯度 別密度の解析か ら、種間の
シや ペ ンギ ン類、海 鳥や魚類 の分布や 密度 に関 分布域 に若干 の違 いが見 られ、棲み分 けの可能
す る知見が増大 した。 一方、 ナ ンキ ョクオキア 性が示唆 され た(図3)。 経度 方向での分析 か ら
ミに最大の摂食圧 をかけ ると考 えられている鯨 は、バ クジラ類 の密度 は全般 的に太平洋で低 く
類 に関す る情報 は、 捕鯨業の後退 とと もに減少 イン ド洋側で高 い傾 向が明か とな った。南種取
し、 鯨類 に関 する情 報不足は南極海 の生態系研 束線以南の各種 の豊度 は、マ ッコウー28,100頭
究 の主要な問題 にな りは じめ ている。 更に、捕(変 動係数0.18)、 アカボ ウクジラ科 クジ ラ
鯨 の対象が経済性 の高 い大型 鯨類に限 定 されて599,300(0.15)、 シャチ ー80.400(0.15)、 ヒレ
い たために、 比較的小型 で捕 獲 し難い中小型ハ ナガゴ ン ドウー200.000(0.35)、 そしてダンダ
クジラ類 の情報 が不足 し、生 態系の研 究に これ ラカマ イル カー144,300(0.17)と 推定 され た。
らの種 を含 める ことがな かった。 本報 告では、 この中で、特 に アカボ ウクジラ科 クジラ(主 に
今迄十分明 らかに され ていなか った これ らバ ク ミナ ミ トック リクジ ラ)の 膨大 は豊度 が注 目さ
ジ ラ類 の分布 と豊度 に関 する基礎的な情報 を撮 れ た。本科 あるいは種の主要 な餌 は、 イカ類で
供す る。 あ るとから、 これ らを栄養的 に支 えるイカ類 の
材料 と方法:1976-1987年 におけ る日本 の南半球 資源量 も膨大 であ る可能性が ある。
で行 われた目視調査航海 と1978-1987年 の国際
捕鯨 委員会(IWC)国 際鯨類調査10ヶ 年計;。;°'
画(IDCR)南 ミンク クジ ラアセス メン ト航 あり　
塑顯鷺 鱈野亮鱈鱈諸鶴ζ、 ㍉
シャチ、 ヒレナ ガゴ ン ドウ及び ダンダラカマ イ4° °
ル カの南極 海での季節 的出現、夏期の分布 およ 、。
び豊 度の推定 を試み た。 豊度は、 ライ ン ・トラ
20e
ン セ ク ト法 に 基 づ き 、 ま た ト ラ ッ ク ラ イ ン上 の ・
発 見 確 率 は 、 目 視 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ っ て 推1° °
足 し た。 図1に 上 記 調 査 航 海 の 調 査 船 の 航 跡 を をめり し　 しほじロしぼぬ あ　 し　れ をドロ しドぞあ
示 した。　 M。nth　　　　　 　　
or　 Fig.2　 Seasonal　density　of　odontocetes　in　the　Antarctic　waters.
Present　 address:　 Marine　 Ecology　 Research　 Institute,　 1-18-12　 Uchi-Kanda,　 Chiyoda,　 Tokyo
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南 極 の マ ク マ ー ド ド ラ イ バ レ ー 地 域 か ら の 細 菌 の 分 離
TllE　 ISOLムT|ONs　 OF　 BACTERIA　 FROM　 THE　 MCMURD　 DRY　 VALLEYS　 REGIONS,　 AlTARCTICA
l据川 二 郎 飯 塚 廣
東 京 理 科 大 学 理 工 学 部 応 用 生 物 科 学 科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Jiro　 NISHIKAYA　 and　 Hiroshl　 lIZUKA
　　　　 Dcpart.ment　 of　 ApPlied　 Biological　 Sciencc,　 Faculty　 uf　 Sciellce　 and　 Tec}mology,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Science　 Ullivorsjty　 ・Jf　Tokyo
Ye　 isolated　 101　 bacterial　 straiiLs　 fiotu　 the　 Mc踊urd　 Dry　 Valley　 regions　 (Lake　 Vatida,
Labyrhith,　 S。uth　 F。1k　 and　 Ross　 lsland)isl　 Atttatctica.　 To　 study　 ab。ut　 the　 whoie　 ilnages　 for
111ally　is(,1ated　 bacterIa,　 the　 cultutal　 and　 n)()i'phological　 ubservations,　 gt'am　 stailt,　 cata]ase
alld　uxidase　 actlvities　 etc.　 oret・e　iilvcstigated.　 From　 the　 results,　 there　 was　 a　diversity
at)(l　Ol・iginai三ty　 ijl　Atltarctic　 bacteria,
1は じ め に.
日 本 の 南 極 の 微 生 物(糸 状 蘭 、 酵 母 、 細 菌)に 関 す る 研 究 は 飯 塚 等 が 先 駆 的 役 割 を 果 し て い る 。(D
例 え ば 糸 状 菌 は 杉 山 、 飯 塚 等(」967)、 椿(196D、 酵 母 は 後 藤 、 飯 塚 等(1969)、 曽 根 田(K61)、 細 菌 は
飯 塚 、 岡 崎 、 瀬 戸(1969)、 井 上 、 駒 形(1976)、 山 中 等(1984)の 報 告 が あ る。 し か し 現 在 南 極 の 微 生 物
の 研 究 は 殆 ど な く、 さ ら に 世 界 的 に み て も研 究 は 少 な い と 言 わ ざ る お え な い 。 こ れ ま で 一 部 の 酵 母 、
細 菌 に っ い て は 発 表 し て 来 て い る が(2)(3)、 合 同 は 、 南 極 の マ ク マ ド ラ イ バ レ ー 地 域 か ら の 細 菌 の 分
離 と そ の 多 様 性 、 独 自 性 に っ い て 報 告 す る 。
2方 法.
南 極 の 湖 水 等 の 微 生 物 分 離 試 料 は 、 夫 妻 女 子 大 助 教 授 、 松 本 源 喜 博 †:に よ り1985年12月 か ら1986年
]月 に マ ク マ ー ド ド ラ イ バ レ ー 地 域 【バ ン ダ 湖 、 ラ ビ リ ン ス 、 サ ウ ス ホ ー ク(ド ン フ ァ ン 池)】 及 び ロ
ス 鳥(ホ ー ム 湖)で 採 取 し 、 氷 冷 し な が ら持 ち 帰 っ た も の を 戴 き 、4℃ と 凍 結(-20℃)条 件 下 で 保 存 し た 。
一 年 間 凍 結 し た 試 料 を 一 昼 夜4℃ に 置 き ゆ っ く り融 解 さ せ た。 分 離 条 件 は 、 培 地 組 成 、 温 度 、 此 等 に っ
い て 自 然 環 境 を 充 分 に 踏 ま え 工 夫 し た 。 好 気 的 条 件 下 で 単 集 落 分 離 法 に よ り 純 粋 分 離 株 を 得 た 。 多 数
の 細 菌 の 全 体 像 を 把 握 す る た め 培 養 的 、 形 態 的 観 察 、 グ ラ ム 染 色 性 、 カ タ ラ ー ゼ 活 椌 等 を 調 べ た 。
3蹟 果 及 び 考 察.
分 離 株 数 は バ ン ダ 湖 よ り26株 、 ラ ビ リ ン ス よ り20株 、 サ ウ ス ポ 一一ク よ り5株 及 び ロ ス 島 よ り50株 で
あ り 、 総 数 は101株 で あ っ た 。 集 落 の 色 調 は 薄 白 、 黄 、 禮 、 ピ ン ク 、 褐 及 び 赤 と 多 様 で あ っ たe光 沢
も あ る も の な い も の 、 ま た 隆 起 状 態 も 様 々 で あ っ た 。 形 態 的 に 球 菌 に も 一二連 、 連 鎖 、 ブ ドウ 状 等 と 様
々 あ り 、 桿 菌 に も類 球 菌 か ら短 桿 、 長 桿 と 巾 広 く様 々 な 菌 株 を 認 め た 。 一一方 、 不 規 則 、 多 形 性 の 株
か ら あ る 場 合 は 非 常 に 興 味 あ る形 態 を も っ 株 を も認 め た 。 グ ラ ム 染 色 性 、 オ キ シ ダ ー ゼ 、 カ タ ラー ゼ
も株 に よ って 様 々 で あ っ た 。 上 述 し た 如 く、 南 極 の 綿 繭 は 、 驚 く べ き 多 様 性 を も っ と 考 え ら れ た 。 さ
ら に 興 味 あ る 菌 株 の1っ と し て 黄 色 ブ ドウ 状 球 菌 を 見 い だ し 毒 性 試 験 等 を 行 っ た 結 果 、 コ ア ギ ュ ラー
ゼ 活 性 、 エ ン テ ロ トキ シ ン(A,B,C,D及 びE)の 産 生 、　T(,xic　 Shock　 Sy}idnomeToxin・-1の す べ て を 生 成 し
な か っ た 。 こ れ ら の こ と よ り 今 後 さ ら に 詳 細 な 分 類 学 的 検 討 を 必 要 と す る が 、 これ ま で ¢)研 究 成 果 か
ら南 極 産 の 細 菌 は 多 様 性 と と も に 他 の 地 域 と は 大 き く こ と な る 独 自 性 を も持 つ もの と も考 え ら れ た 。
1.飯 塚 廣 、 農 芸 化 学 会 誌 、Vo1.61,No.3,pp.323-330,lg87,総 説
(微 生 物 資 源 の 開 発 、分 類 と 世 界 菌 株 保 存)
2.　 llideyuki　 NAGASHlMA,　 Jiro　 NISillKAIA,　 Getiki　 I.　 MtSTSVMOTO　 atitl　lliroshi　 II'ZUI(A
Sympo.PolarBiol.,3,190・200,1990
3.jiro　 NISHIKAVA,et　 al.　 Proc.　 NlPR　 SYIIIpo.　 Pvlar　 Blol.,　 6,　 176,　 1993
Ps・oc.　 NIPR
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土壌微生物検出法の開発
Development　 of　Detection　 System　 of　Soil　Microorganisms
河 崎 行 繁 、 辻 尭(三 菱 化 成 生 命 科 学 研)、 森 本 倫 子(東 邦 大)、
高 橋 巌(玉 川 大)、 小 池 惇 平 、 大 島 泰 郎(東 工 大)
KAWASAKI,　 Y.,　TUJI,　 T.　(Mitsubishi　 Kasei　 lnst.　 of　Life　 Sci.),　 MOR湘OTO,　 M.　 (Toho　 Univ.)
TAKAHASHI,　 1.　(Tamagawa　 Univ.),　 KOIKE,　 J.,　OHSHIMA,　 Y.　(Tokyo　 lnstitute　 of　Technology)
Abstract:　 The　 noble　 method　 for　 the　 exploration　 of　terrestrial　 and　 extraterrestrial　 microorganisms
,
especially　 targetted　 for　Mars,　 has　 been　 developed.　The　 mothod　 is　based　 on　 the　 microscopic　 observartion
using　 fluorescence　 techniques.　 Microorganisms　could　 be　 fluorescent　 by　 adsorption　 and/or　 enzymatic
cleavage　 of　 extrinsic　 fluorescence　 chromophores.
　 Application　 of　the　 present　 technique　 to　 terrestrial　 soil　 revealed　 that　 microorganisms　coul be
specifically　 detected.　 While　 the　 classical　 plate　 counting　 method　 detects　 only　 the　 vital　 cells　 that　 can
proliferate　 under　 the　 culture　 condition,　 the　 fluorescence　 method　 can　 detect　 either　 vital　 or　dead　 cells
independent　 of　culture　 conditions.　 Therefore,　 it　can　 be　 concluded　 that　 the　 fluorescence　 method　 is
complimantary　to　the　 classical　 plate　 counting　 method　 and　 is　one　 of　the　 most　 promissing　 method　 for　 the
exploration　 of　unidentified　 microorganisms.
地球における物質循環において微生物の役割は非常に大きいといわれている。にもかかわらず、微生物に関し
てはその生態どころか存在量に関しても不明な点が多い。特に、土壌や半固体環境中における微生物量、生態、
分布についてはほとんどわかっていない。これらの点を明らかにするために、我々は顕微鏡下での画像観察によっ
て直接微生物を検出する方法を現在開発中であるので紹介 したい。
地球の生物は非生物に比べて特異的な物質からなり、種々の生物活性を示し、外界とは別の特異な生理状態を
維持している。これらの特異性を利用 し、生物を光(お もに蛍光法)で 検出することを試みた。核酸や蛋白質、
糖といった物質はその多くのものを特異的蛍光プローブを用いて検出できる。また、酵素活性は蛍光法で最も鋭
敏に簡単に検出できるものである。細胞内外の電位、pH、 金属イオン濃度の違いを蛍光で検出することによっ
て生きている状態 も識別できる。また、ある種の微生物は染色されなくても固有の発光する。これらを組み合わ
せて画像として検出すれば対象とする微生物の個体数、その生死、死んだ細胞の分解の度合なども判別 しうる。
蛍光画像法により自然界の土壌微生物数を調べると寒天培養法で調べた場合に比べて100倍 程度大きい値が
得られる。この原因は培養法で検出できない微生物(所 定培養条件にあわない微生物や増殖能力の低い微生物)
も画像法で蛍光画像法で検出されたことによると思われる。
黒色色素をもった真菌の中には蛍光発色させにくいものがあったが、この場合も脱色剤することにより発光性
にすることができた。
この方法の感度の限界をきめるもっとも大きな因子は背景光(土 壌中の非生物由来の発光)大 きさである。こ
の背景光は肥沃で生物活動の高いところほど大きくなるが日本の畑のように背景光が比較的大きい試料中でもバ
クテリア1個 体を十分検出できた。極地土壌のように生物活動の低いところではさらに感度が上がると思われる。
この方法はバ クテ リア1個 体 でも検出できる し、培養法 と違 って土壌 そのままの状態で検出できるの で、極地
土壌中の微生物探査や、究極の極地である火星に代表される地球外の微生物探査にも利用できる。
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南 極 産 シ ア ノ バ ク テ リア お よ び 微 細 藻 類 中 の
炭 化 水 素 お よ び 脂 肪 酸 の 生 物 地 球 化 学 的 特 徴
BIOGEOCHEMICAL　 FEATURES　 OF　HYDROCARBONS　 AND　 FATTY　 ACIDS　 IN　CULTURED
　　　　　　　　　CYANOBACTERIA　 AND　 MICROALGAE　 FROM　 ANTARCT[CA
◎ 松 本 源 喜a),ポ ー ル ・ブ ロ ー デP,,山 岸 潤 子3,,大 谷 修 司4,,長 島 秀 行5),高 松 信 樹3),今 橋 正 征3)
1)夫 妻 女 子 大 学 ・社 会 情 報,2}カ ン タ ベ リー 大 学 ・生 物,3,東 邦 大 学 ・理,4)島 根 大 学 ・教 育CJ',
5}東 京 理 科 大 学 ・基 礎 工
◎G.　 |.　Matsurnotoi、,　 P.　 Broady2),　 J.　Yamagishi3},　 S.　Ohtani4),　 H.　Nagashima5,,　 N.　 Takamatsu3)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　 M.　 Imahashi3)
　　　　　　　 t)Otsuma　 Women's　 Univ.,　 2)Univ.　 Canterbury,　 3)Toho　 Univ.,　 4,Shimane　 Univ.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 and　 5)Sciense　 Univ.　 Tokyo
　 Biogeochemical　study　 of　 hydrocarbons　a d fatty　 acids　 in　 cultured　 cyanobacteria　d　 rnicro-
algae　 was　 carried　 out　 to　 clarify　 their　 features　 in　 relation　 to　 source　 organisms　 in　 Antarctic
lacustrine　 environments　a d　 chernotaxonorny.　Short・-chain　 (〈C20)　 n-alkanes　and　 alkenes　 were
major　 components　 of　 hydrocarbons　in　 Ω旦cillatoria　 spP.,　 but　 long-chain　 (>C19)　 alkanes　 and
alkenes　 were　 found　 in　 certain　 cultured　 green　 algal　 communities.　Short-chain　 -alkanoic　 and
旦－alkenoic　 acids,　 such　 as　 旦－C16・o,旦 －C16・1-3,　 n-C18・1_3　 were　 major　 components　 of　 fatty　 acids
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　 cultured　 organisms.
【は じめに】 南 極大 陸 の大 部 分 は厚 い氷 に覆 わ れて い るが,
大 陸 周辺 や ヌナ ター ク付 近 に は露 岩地 帯,い わ ゆ る"オ ア シ
ス"が 分 布 す る.オ ア シ スの窪 地 に は 多数 の湖 沼 が 分 布 し,
陸水 域 に おけ る生物 活 動 の中 心 とな ってい る.底 生 シア ノパ
クテ リアや微 細 藻 類 は,オ ア シ スに お け る有機 成 分 の 供給 源
と して 重 要 で あ る.　Matsumotoら(e.g.1981,1993a,1993b,
1994)は,昭 和 オ ア シ スや マ クマ ー ドオア シス に分布 す る シ
アノ バ ク テ リアル マ ッ トや アル ガル マ ッ ト中 に は,調 査 地 域
に維 管 束 植物 が 存在 しな い に もか か わ らず,長 鎖(>Clg)の
n－ア ル カ ン,n－ ア ル ケ ンお よ びn－ア ル カ ノイ ック酸 が存 在 す
る ことを 報告 して い る.ま た,こ れ らの マ ッ ト中 に は一 連 の
分岐 のn－ア ル ケ ンが 存在 す る.し か しな が ら,こ れ ら の特異
な化 合物 が どの よ うな生 物 に起 因 す るか は明 か に され て いな
い.本 研 究で は南 極 の 各地 で 採取 し培 養 した,シ ア ノ バ クテ
リア お よび微 細 藻類 中 の炭 化水 素 およ び脂 肪 酸 の特 徴 を明 ら
か に し,極 限 環境 にお け る これ らの起 源生 物 の 解明 をす る と
と もに化 学分 類学 的 視点 か ら も検 討 を 加 え る.
【材 料 と方 法 】南 極 の昭 和 オ ア シスお よ びマ クマ ー ドオア
シスな どで採 取 し,カ ンタベ リー大 学,島 根 大 学 お よ び 東 京
理 科大 学 で培 養 した シア ノバ ク テ リアや 微 細 藻 類 をMatsumot
oら(1979)の 方 法 で分 析 した.ま た,炭 化 水 素 に分 岐 の 存 在
を確認 す るた め,酸 化第 二 白金 を触 媒 と し水 素 ガ スで 水 素 添
加 を行 った.炭 化 水素 およ び脂 肪酸 の測 定 は,キ ャ ピ ラ リー
カ ラム(J&wsci.DB225,DB5,30mxo.32mmi.d.,膜厚
0.25μm)を 接 続 した川S　Automass　 150で 行 った.
【結 果 およ び考 察 】 マ クマ ー ドオ ア シスで 採 取 培 養 さ れ た
Oscillatoria　 spp.の 炭 化水 素 は,一 般 に短 鎖(Cl5-Clg)の
不 飽和 が 主成 分で あ った が,ロ ス島 のBlue　 Lakeか ら得 られ た
緑 藻類 を 主 とす る培養 株(同 定 進行 中)は,短 鎖 成分 と共 に
長 鎖(c20-c30)の 不飽 和成 分 が か な り含 まれ て い た(Fig.
1).こ の株 は さ らに単 離 を進 め,長 鎖 成 分 を 合 成 す る 種 の 同
定 を行 う計 画 で あ る.一 方,脂 肪酸 はn-C16,0,g-Cユ6,1.3,
n-Cls・o,　 n-Cls,t.3が 大 部分 で,長 鎖 成 分 は ほ とん ど検 出 さ
れな か った.さ ら に,種 々 の シア ノ バ ク テ リアや 微細 藻 類 の
分 析 を行 い,極 限 環境 にお け る生物 地 球 化 学 的 な らび に 化 学
分 類学 的 検 討 を加 え る.
Fig.1.
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from　 Blue　 Lake　 of　 Ross
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　　Data　 number
1500
Gas　 chromatograrn　 of　 the　hydrocarbon　 fraction　 of　 cultured　 green
　　　 　　　　　　 　 |sland,　 Antarctica.
　　　　　　　　　　　　　　　　　 length:　 number　 of　double　 bonds.
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Arabic　 figures　 on　 the　 peaks　 denote　 carbon　 chain
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南極産緑藻クロレラの温度適応と脂質組成
Adaptation　 of　 an　 Antarctic　 green　 alga　 Chlorella　 to　 the　 temperature　 and　 the
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lipid　 composition
長 島 秀 行1)、 小 菅 澄1)、 松 本 源 喜2)、 百 瀬 春 生1)
(1)東 京 理 科 大 ・ 基 礎 工 、2)大 要 女 子 大)
　 　 H.　 N・gashi・a・ ・.　 S.　 K・s・g・",　 G.　 1・　 M・tsu・ ・tp2)　 and　 H・　 M…　 se"・
　 　 　 　 　 　 　 　 　(　 1)Science　 Univ.　 Tokyo,　 2)Otsuma　 Women's　 Univ・)
　 　 　 A　 unicellular　Antarctic　 green　 alga,　 Chlorella　 vulgaris　 SO-26・ 　 can
photosynthesize　under　 10.000　 1ux　 illumination　between　 O-　 35℃,　 with　 an
optimum　 at　 20℃.　 A　 mesophilic　 alga,　 g.　 sorokiniana　IAM　 C・-133.　 can　 photo-
synthesize'　 between　 5　 -　 45℃,　 with　 an　 optimum　 at　 35℃.　 Another　 mesophilic
alga,　 g.　 v:S1!tgg12S　 C-135　 can　 photosynthesize　between　 O -　 42.5℃,　 wi七h　 an
optimum　 at　 25℃.　 After　 freezing　 them　 at　 -20℃ 　 for　 10　 hr,　 only　 strain　 SO-
26　 retained　 its　 photosynthetic　activity.　 These　 results　 show　 that　 the　 Ant-
arctic　 a19・,　 9.　 vul　 ari・ 　 SO-26.　 h・ ・　 p・y・h・ ・t・1eranc・ 　 a.・d　f・ eze　 t・1・ ・a・c・
properties.　 Effects　 of　 the　 cultural　 temperature　on　 the　 photosynthesis　and
on　 the　 lipid　 composition　of　 these　 algae　 were　 also　 studied・
南 極 の 陸 上 の 湖 沼 や 水 流 付 近 に は 微
細 藻 類 が 生 育 し て お り、 そ の 温 度 環 境
は 夏 期 は20℃ 前 後 か ら 冬 期 は 一40℃ に
も 及 ん で い る。 わ れ わ れ は、 南 極 産 藻
類 が こ の よ う な 厳 し い 環 境 に ど の よ う
に 適 応 し て い る か を 明 ら か に す る 目 的
で、 こ れ ま で 南 極 よ り 採 集 し た 単 細 胞
緑 藻 ク ロ レ ラ　 Chlorella　 sp.　 82A、
Chlorella　 vulgaris　 SO-26株 な ど を 分
離 、 培 養 し、 温 帯 産 の ク ロ レ ラ ⊆.
pyrenoidosa　 C-28　 株 、　 9.　 sorokini-
anaC-133株 と 比 較 し な が ら、 そ れ ら
の 温 度 特 性 を 明 ら か に し て き た 。 今 回
は 温 帯 産 ク ロ レ ラ　 ⊆.　vulgaris　 C-135
株 の 温 度 特 性 や 培 養 温 度 を 変 え た と き
の 光 合 成 活 性 へ の 影 響 、 脂 質 組 成 の 分
析 を 行 っ た 。 光 合 成 活 性 は 酸 素 電 極 を
用 い 、 藻 体 混 液2m1に10、 　OOOLuxの 光 を
照 射 し、 生 ず る 酸 素 量 よ り 求 め た 。
そ の 結 果 、20℃ で 培 養 し た 南 極 産SO
-26株 の 光 合 成 活 性 は0～35℃ の 範 囲 に
あ り20℃ が 最 適 で あ っ た が、 温 帯 産C-
133株 は5～45℃ の 範 囲 に あ り35℃ が 最
適 、 ま た、C-135株 は0～42.5℃ の 範 囲
で25℃ が 最 適 で あ っ た。 次 に10℃ で 培
養 し た 株 を 用 い る と、 光 合 成 活 性 の 最
適 温 度 はSO-26株 とC-133株 と も そ れ ぞ
れ 約5℃ 低 く な っ た 。
っ ぎ に、20℃ で 培 養 し たSO-26株 を
マ イ ナ ス20℃ 、10時 間 の 凍 結 処 理 を す
る と、 光 合 成 活 性 は 失 っ た が 、10℃ 培
養 の 場 合 は 活 性 が 残 っ て い た。C-133、
C-135株 で は、 い ず れ も ど の 温 度 で 培
養 し て も、5時 間 の 凍 結 処 理 で そ の 活
性 は ま っ た く 失 っ た。 ま たSO-26株 、C
-133株 と も 培 養 温 度 を20℃ か ら10℃ に
下 げ る と 、 そ れ ら の 不 飽 和 脂 肪 酸 の 比
率 が 上 昇 す る こ と が わ か っ た。
以 上 の こ と か ら、 南 極 産 の 緑 藻Chlo
rella　 SO・-26株 の 方 が 温 帯 産 のC-133、
C-135株 よ り 耐 冷 性 、 耐 凍 性 を 持 っ て
い る こ と、 ま た、 こ れ ら の 株 は 培 養 温
度 に よ り 温 度 特 性 が 変 動 し、 脂 質 組 成
と も な ん ら か の 関 連 性 が あ る こ と が 明
ら か に な っ た。
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南極産　　　　　　　sp.の 高塩または低塩ストレスによる形態および生化学的変化
MORPHOLOGIC^L　 AND　 BIocHEMICAL　 CH^NGES　 IN　ANTARCTIC酬 岨 阯ASR　 EXPOSED　 T。　HYPER　
。R　}IYPOTONIC
SALT　 STRESSES
綿貫知彦(神 奈川県衛生研究所)・ 中村澄夫(神 奈川歯科大 ・生物い 松下和弘 ・仁科正実.堀 栄太郎(埼
玉医大 ・医動物)・ 加藤賢三(国 立予防衛生研究所 ・ウイルス2部)
T.　Watanukil).　S.　Nakamura2)・ 　K.　Matsushita・ 　M.　Nishina　 .　E,　Horia'　 )　 and　 K.　Kato4)
1)Kanagawa　 Pref
.Pub.Health　Lab.,2)Kanagawa　DentaI　 College,3)Saitama　MedicaI　 School,　 4)NIH
　 　In　 this　 study・ 　 we　 deseribe　 the　 results　 of　 morphojogical　and　 bi chemical　changes　 after　 hyper　 or
hypertonic　 saltstresses.　Pu旦 旦L⊥ β.1.⊥a　sp.,　 regularly　grown　 in　 Johnson's　 medium　 containing　3%
sodium　 chloride・ 　 is　 ellipsoid　 in　 shape・ 　 After　 5　 minutcs　 exposed　 to　 hypotonic　 stress
,　 the　 alga
became　 closly　 to　 a　 sphere　 in　 shape,　 togetber　 with　 short　 axis　 elongation(117X)　and　 volume　 i cre-
ment(114X).　On　 5　 minutes　 hypertonic　 stress,　 the　 alga　 became　 oval　 to　 cucumber　 in　 shape,　 together
with　 long　 axis　 elongation(115%)　and　 nearly　 unchanged　 volume.
　　In　 an　 ultrastructural　・tudy　 witb　 ・・ntr・l　 cells,　 ・rganellas　 such　 as　 ch1・r・plast,　 nucleus,
vacu・les　 end・plasmic　 recticulum　 and　 mit・ch・ndria　 were　 clearly　 seem
,　 ln　 hyp・t・nic　 stress,　 increa-
ses　 in　 size　 and　 number　 of　 vacuoles　 and　 ER　 connectong　 some　 of　 vacuoles　 were　 demonstrated.　On　 the
c・ntraTY・ 　 the　 hypert・nic　 stress　 caused　 an　 increase　 in　 electr・n　 density　 ・f　 chl・r。plast.
　 'H-NMR　 rev・aled　 th・t　 duri・9　 ・arty　 ・vent・ 　within　 10　 mi・ ・tes　 ・f　 ・ith・r　 hyp・ 　。r　 hyp。rt。nic　 str。 。s
giycer・l　 c・ntent　 was　 essentially　unchanged..　H・wever,　 immediately　after　 the　 early　 peri・d.　 up　 t・
60　 minutes　 a　 decrease　 or　 an　 increase　 in　 glycerol　 content　 were　 demonstrated　in　 either　 hyer　 or　 hy-
hotonic　 stresses,　 respectivejy.　It　 must　 bc　 mentioned　 that　 leakage　 of　 glycerol　 from　 the　 alga
was　 not　 observed.
　 From　 the　 results,　 it　 is　 concluded　 that　 the　 changes　 in　 morphology　 and　 metabolim　 of　 the　 alga
induced　 by　 hypotonic　 stress　 were　 essentially　different,　from　 those　 caused　 by　 hypertonic　stress.
And　 the　 results　 many　 also　 provide　 important　 physiological　cues　 that　 allow　 easy　 adaptation　to
such　 extreme　 osmotic　 stress.
南 極 産[hmaU剋.しa　 sp.の 高 塩 また は 紙 塩 ス トレス に よ る形 態 およ び 生 化 学 的 変化 を調 べ た 。　3%NaCl培 地 で
培 養 した 株 を1.5%NaClの 低 塩 ス トレス を 与え た 所,5分 後 には 細 胞 容 積 は ス トレス 前 の141%に 増 加 し,そ の
微細 構 造 の特 徴 は ス トレ ス前 の 細胞 よ りもvacuoleの 数 は 増 加 し,　ERがvacuoles間 を連 絡 して い る の が 観 察
で き た 。 高塩 ス ト レス後,5分 で は 細 胞 容 積 の 変化 は殆 ど見 られ な いが,細 胞 長径 が ス ト レス 前 の114.5%で
あ る の に対 して短 径 は94.2%と な り,そ の 微 細 構造 の特 徴 はchlor。ptast　 に お け る 電 子密 度 が 高 くな る こ と
が わ か っ た 。.
iH-NMRで 高塩 ま た は低 塩 ス トレ スに お け る南 極産Puna1並 」⊥asp.に お けるglycerol量 の変 化 を経 時 的 に測
定 した 結 果,低 塩 ス トレ スで は5-30分 間 に急 激 に 減少 し,150分 後 には ス トレス前 の約40Xに な っ た 。 反 対
に 高 塩 ス トレス で は5分 後 に 一時,減 少 す る が10分 後 か らglycero　 Letは 増加 し,150分 後 に は ス ト レス 前 の 約
140%に 増 加 した 。
結 果 か ら両 者 の違 い は多 く,短 時 間 で ス トレ スに 応答 して い る こ とが わ か る 。前 回,報 告 した,3C-giucoS
eに よ る ラベ ル実 験 で は紙 塩 ス トレ ス にお け るcholineの 著 し い変 動 が 見 られ た 。 高塩 ま た は 低塩 ス ト レ ス
に よ る形 態変 化 は微 細 構 造 の 差 異 にも 表 れ て い る 。 これ らの 現 象 は 南 極 の 高塩 水 湖 とい う厳 しい環 境 で 繁 殖
す る,こ の 藻 類 の生 理 ・生 化 学 的 特 徴 を示 す と同 時 に海 跡 湖 で あっ た 高 塩 水 湖 に 南 極 産匝nalieUa　 sp.が ど
の よ う に適 応 して き た か を知 る上 で 興 味 深 い生 物 で あ る と同 時 に,細 胞 膜 の 動 態 を研 究す る材 料 と して も適
して い る。
一83一
P48
南 極 ラ ン グ ボ ブ デ 南 雪 鳥 池(仮 称)の 旧 湖 底 堆 積 物 中 の 珪 藻 類
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松 坂智之(青 山中学校)・ 大谷 修司 ・林正 久(島 根大学 ・教育)
Natsusaka,T.(Aoyama　junior　 high　 school).　 Ohtani.S.,　 Hayashi.M.(Shimane　Univ.　 Faculty　 of
Educa七ion・)
Species　 composition　 of　 dia七 〇ms　 in　 the　 past.　 1act.tstrine　 from　 七he　 Lake　 Sout4h-Yukidori.Ant・arc-
tica冒as　 s七udied　 in　 order　 七〇　clarify　 the　 pas七envi　 ronraen七 〇f　 the　 |ake.　 Only　 four　 fresh　 wa七er
species,　 dominat・ed　 by　 Pinnularia　 microstauron.　were　 recogni2ed.　 The　 result　 showed　 tha七 七he
past　 Lake　 Sout,h-Yukidori　was　 a　fresh　 water　 lake.　 We　 compared　 species　 composition　 of　 recent
samples　 of　 the　 lake　 wit,h　 those　 of　 七he　 pas七 　 lacus七rine.　 Several　 fresh　 water　 dia七 〇ms.dorninated
by　 Navicula　 gregarbia,　 were　 recogni2ed.　 However.　 no　 same　 species　 were　 found　 between　 recent
and　 past　 sarnples.　 ,which　 seemed　 to　 be　 caused　 by　 environmental　change.
【は じめ に】
南極 ラングボ ブデ 、雪鳥池 の南側 に位置 する丘陵 の くぼ地 に南雪 鳥池(仮 称)が ある。1993年 、
林は 水面 か ら約20mの 高 さに かつての湖 岸線 を発 見 し、水面 か らの 高さ3.5～4rnの 地点 で湖底 堆
積物 の試料 を採取 した(地 表 か らの深 さ30cm)。 当時の環境 を推定 す る目的 でその 中か ら珪 藻類 を
抽 出 し種類組 成 を検討 したの で 、その結果 を報 告 す る。 また 、旧湖 底堆積 物 と現生 の南 雪鳥池 の珪藻 類
との 関連 を調べ るため 、1988年 に大谷 が南 雪鳥 池に おい て採集 した試 料中の珪 藻類 の種組 成 と比較
を行 な った。
【材料 と方法 】
旧湖 底堆積 物 は 、分 解が かな り進 んだ藍藻類 と考 え られ 、その薄 い皮膜 が層状構 造 を成 してお り、砂
と シル トを多 く含ん でい る。 現生 の試料は 、池 の湖 岸に打 ち上げ られ た藍 藻類 に付着 した珪藻類 と、湖
岸か ら1m離 れ た石英質 の石 の裏 に付着 した珪 藻類 であ る。 どち らもH20aで 処理 後 、ビロ燐酸 ナ トリ
ウム を加 えて粘土 鉱物 を除 き、硝酸:塩 酸 二3:1の 混合 液中 で10分 間 湯煎後 、水洗 して乾燥 したの
ちプ リュー ラ ックスで封 入 し、永久 プ レパ ラー トに した。写 真撮影 は1000倍 の倍率 で行 なった 。
【結果 および 考察 】
旧湖 底堆積 物中 か らは4種 類 が 、現 生の試料 か らは5種 類 が見出 され た(表1)。 旧湖 底堆積物 中 の
種 類 は いずれ も淡 水 に生育 す る種類 であ った。優 占種 はPinnularia　 microstauronで あ り出 現個体 数の
8割 を占め てい る。本種 は中心 区 の構 造や外形 の変異 が きい。　Go皿 玉簾 残 りの2割 を 占めて い
るが 、同 じ く形態 変異 が大 き く、 中心 区の形状 や外 形に さまざ まなものが ある。
南雪 鳥池 の現生 の珪藻 類 は、藍藻類 に付着 した ものも、 石の裏 に付 着 したもの も、 すべ て淡水 産の種
類 で あ り、種類 組 成 に大差 は無 く、両 方 とも、　Navicula　 gregariaが 優 占 してい る。 また、数 は少 ない
がHant2schia　 amphioxysとNavicula　 mu七icopsisが ほぼ同 数瓢 。
旧湖 底堆積 物τ瞬 藻 類 と、現生の 珪藻類の 類 はいず れも淡水産 の種類 であ り、 水面 が現在 よ り約
20メ ー トル 高 い過去 の南雪鳥 池 は淡 水で あった ことが判 明 した。 しか し、両者の間 に共通 して 出現 す
る種 がなか った こと よ り、過去 の南雪鳥 池 は、淡 水 では あるが水質 な どの環境 が現在 とは異 な って いた
こと が推察 され る。
TabIe　 l.　Comparison　 of　species　 composition　 of　diatoms　 between　 recent　 and　 past　 samples　 fromしake
Sou七h-Yukidori.
Past Recent
Species
しacus七rine　 Cyanobacterial　 mat　 Sublithic　 sarnple
Pinnularia　 micros七auron　 (EHR.)　 CL.
GomPhonema　 clavatum　 EHR.
GOm　 hOnema　 OliVaCeUrn　 Var.
01ivaceoides　 HUST.　 LへNGE-BERTALOT
Navicula　 gre5{aria　 DONKIN.
Navicula　 muticoPsis　 VAN　 HEURCK
Hantzschia　 amPhioxys　 (EHR.)　 GRUN.
Navicula　 arcuata　 HElDEN　 &　KOLBE
pmC　ltll　 sp.
NaviCUla　 sp.
CC
十
rr
rr
CC
rr
rr
rr
CC
?
r
rr
c　c:　 Very　 abundant　 　　 十:　Cornmonr:　 Rare r　r:　 Very　 rat'e
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南 極 ラ ン グ ボ ブ デ 雪 鳥 沢 の 珪 藻 類
Dia七 〇ms　 from　 the　 Yukidori　 Valley,　 Langhovde,　 Antarctica
大 谷 修 司(島 根 大 学)・ 松 坂 智 之(青 山 中 学 校)・ 大 野 正 夫(高 知 大 学)
Ohtani,　 S.(Shimane　 Univ.),　 卜fatsusaka,　 T.　 (Aoyama　 junior　 high　 school)　 and
Ohno,卜1.　 (Kochi　 Univ.)
Diatoms　 of　 the　 Yukidori　 Valley,　 Langhovde,　Atltarctica　were　 studied　 based　 on　 41
sarnples　 collected　from　 a　 fresh　 wa七er　 lake　 and　 a　 melt　 stream.　Fifty-two　 taxa
(Pennales:　 42,　 Cen七rales:　10)　 of　 diatoms　 were　 recogni2ed　through　 the　 present
study・ 　 Hant2schia　m　 hioxys,　 Navicuta　 arcuata,　 Navicula　 皿」一,　Pinnularia
borea|is,　 and　 S七auronies　erminuta　 commonly　 occurred　 both　 in　 a　 lake　 and　 a　 melt
s七ream.　 A七 七he　 mou七h　 of　 melt　 stream　 where　 the　 sea　 water　 mixed　 ati　 high　 七ide,
Navicula　 9」二一 　 dominated　 and　 several　 marine　 species　 such　 as　 Charcotia　and
Coscinodiscus　 occurred　 associa七ed　with　 fresh　 water　 species.　Diatom　 flora　 of　 the
Yukidori　 Valley　 will　 be　 compared　 with　 those　 of　 ice-free　 areas　 around　 Syowa　 Sta-
tion,
〈 は じ め に 〉
南 極 ラ ン グ ボ ブ デ 雪 鳥 沢 に は、 そ の ほ ぼ 中 央 部 に 淡 水 湖 の 雪 鳥 池 が あ り、 夏 に は 雪 鳥 沢
に沿 っ て雪 解 け 水 が 流 れ、 そ の 流 域 に は 多 く の 藻 類 の 生 育 が 見 ら れ る。 雪 鳥 沢 の 藻 類 に 関
し て は、Hirano(1979)が 、 藍 藻 類43種 類、 藻 類22種 類 を 報 告 し て い る が、 珪 藻 類 に つ
い て は 藤 類 群 落 や 土 壌 中 に 出 現 す る種 類 の 断 片 的 な 報 告 が あ る に 過 ぎ ず、 流 水 中 や 雪 鳥 池
に 関 して は 未 だ に 研 究 が な さ れ て い な い。 今 回、 演 者 ら の ひ と り 大 野 が 雪 鳥 沢 に お い て 採
集 し た 標 本 を 用 い て、 珪 藻 類 の 同 定 研 究 を 行 っ た の で そ の 結 果 を 報 告 す る。
〈材 料 と方 法 〉
研 究 に 用 い た41試 料 は、1975年1月 に ラ ン グ ボ ブ デ 雪 鳥 沢 に お い て、2つ の 表 層
水 試 料 を除 き、 雪 鳥 池 の 湖 岸 や 流 水 中 の 砂、 糸 状 藻 類、 藍 藻 被、 蘇 類 を 採 集 し た も の で あ
る。 各 試 料 を 酸 で 処 理 し た 後、 プ リ ュ ー ラ ッ ク ス で 封 入 し、 検 鏡 し た。 な お、 顕 微 鏡 写 真
の 撮 影 は1000倍 で 行 っ た。
〈 結 果 お よ び 考 察 〉
雪 鳥 沢 の 試 料 を 同 定 研 究 し た 結 果、52種 類(中 心 目:10種 類、 羽 状 目:42種 類)
の 珪 藻 類 を 認 め た。 羽 状 目 のHantzschia　 am　 hiox　 s,　Navicula　 arcuata,　 Navicula　 muti'
触,　 Pinnularia　 borealis,　 Stauroheis　 erminu七aの5種 類 は 雪 鳥 池、 流 水 中 と も に 広
く分 布 して い た。 こ れ らの う ち、　 Stauroneis　 perminutaを 除 く4種 類 は、 雪 鳥 沢 の 河 口 部
を 除 い て 出 現 頻 度 も 高 い 傾 向 が あ っ た。 高 潮 時 に 海 水 が 混 ざ る こ と が あ る 河 口 部 で は、
Navicula幽 が 優 占 し、 淡 水 種 に 混 ざ っ て 海 産 種 のCharcotia属 、　 Coscinodiscus属 の
種 類 な ど も 出 現 し た。 そ の た め、1試 料 中 の 種 類 数 は 海 水 の 影 響 の 無 い 試 料 に 比 べ 多 い 傾
向 が あ っ た。 中 心 目 の 珪 藻 類 と し て は、　 Nelosira　 arctica、 　 Melosira　 sulcataな ど が 見 ら
れ た が、 出 現 頻 度 は い ず れ も 低 く、 優 占 種 と な る こ と は 無 か っ た。 雪 鳥 沢 の 流 水 中 や 雪 鳥
池 に 広 範 囲、 高 頻 度 で 出 現 したHantzschia　 am　hiox's.　 Navicula　 arcuata,　 Navicula
-.　 Pinnularia　 borealisは 雪 鳥 沢 の 砂 質 土 壌 や 蘇 類 群 落 で も 優 占 す る 種 類 で あ り、
これ ら の 種 類 は 生 育 環 境 が 多 様 で あ る。 ま た、 こ れ ら は ラ ン グ ボ ブ デ 以 外 の 昭 和 基 地 周 辺
地 域 の 淡 水 の 湖 沼 に も 広 く 分 布 し て い る こ と が 知 ら れ て い る。 雪 鳥 沢 の 珪 藻 類 フ ロ ラ を 約
25km南 方 に 位 置 す る露 岩 地 帯、 ス カ ル ブ ス ネ ス の フ ロ ラ(Hirano　 l983)と 比 較 し た と こ
ろ共 通 種 が 多 い こ と が 判 明 した。
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高 山 性 地 衣 類 の 共 生 藻 に 関す る温 度 特 性
Temperature　 characteristics　of　 photobionts　isolated　 from　 alpine
lichens.
飯 田 高 明 ・中 野 武 登(広 島 大 ・理 ・生 物 科 学)
Taka_aki　 Ihda　 and　 Taketo　 Nakano　 (　 Dep.　 Bio.　 Sci・,　 Hiroshima　 Univ・)
Three　 strains　 of　 photobionts　were　 isolated　 from　 Cetraria　 cuculata　 ,　9・
laevigata　 and　 Thamnolia　vermicularis　 growing　 in　 alpine　 areas　 of　 Japan.　 These
strains　 were　 identified　as　 Trebouxia　 1里」≧主g旦 皇　 (Chlorophyceae).　This　 species　 was
newly　 found　 in　 Japan.　 One　 strain　 (UTEX　 893)　 of　 this　 species　 has　 been　 isolated
f・ ・m… ・t・11・ ・i・g…i・gl・ ・1and・ ・eabyHild・eth&Ah・ ・dji・ ・(1981)・
Temperature　 characteristics　 of　 these　 four　 strains　 were　 investigated.　UTEX　 893
strain　 could　 grow　 under　 culture　 conditions　of　 10-25℃.　 However,　 our　 three
strains　 could　 grow　 inonly　 10-15℃.　From　 these　 fact,　 we　 considered　that　 our
three　 strains　 of　 エ.　i』Lp些 　adapted　 to　 low　 temperature　 conditions　 owing　 to
symbiotic　 association　 with　 alpine　 lichens.
高 山 や 寒 帯 域 に 生 育 す る 地 衣 の 代 表 的 な も の に 、 エ イ ラ ン タ イ 属　(Cetraria)
、 ム シ ゴ ケ 属　(Thamnolia)　 等 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら2属 の 共 生 藻 に 関 す る 報
告 は 全 く 無 い 。 本 研 究 で は 、 日 本 の 高 山 に 生 育 す る 地 衣 類 、 ウ ス キ エ イ ラ ン タ イ
(Cetraria　 cucullata　 )を 北 海 道 ニ ペ ソ ツ 岳(標 高1900m)、 マ キ バ エ イ ラ ン タ イ
(g.ユaevigata　 )、　及 び ム シ ゴ ケ　(Thamnolia　 vermicularis　 )を 長 野 県 槍 ケ 岳(
標 高3000m)か ら 採 取 し 、 共 生 藻 を 分 離 ・培 養 し 、 そ の 実 体 を 解 明 す る こ と を 試 み
た 。 共 生 藻 の 培 養 用 培 地 と し て は 、　BBM寒 天 平 板 培 地 を 用 い た 。 共 生 藻 の 分 離 、
培 養 の 際 の 環 境 は 、20001ux(12時 間 明 期 ・12時 間 時 期)、15℃ と し た 。 培 養 し
た 藻 株 を 観 察 し た 結 果 、 上 記3種 の 地 衣 類 か ら 分 離 さ れ た 共 生 藻 は 全 て 単 細 胞 性
の 緑 藻 で あ るTrebouxia　 impressaで あ っ た 。 本 種 に 関 し て は 、　Hildreth　 &
Ahmadjian(1981)がア メ リ カ 合 衆 国 の 低 山 に 生 育 す る 地 衣 類 、　Physcia　 stellaris
か ら 分 離 し た 報 告 が あ る の み で 、 従 っ て 本 種 は 日 本 新 産 で あ る 。　Trebouxia
im　 ressaの 培 養 に よ る 温 度 感 受 性 を 検 討 す る た め 、 上 記3種 の 地 衣 か ら 分 離 さ れ
た3株 とUTEXに 保 存 さ れ て い るHildreth　 &　Ahmadjianの 分 離 し た 株(UTEX893)を
取 り 寄 せ 、 こ れ ら4株 を10℃ ～25℃(10,15,20,25℃)で 培 養 し 、 生 育 状 態 を 観
察 し た 。 培 養 に 際 し 、 温 度 条 件 以 外 は 一 定(BBM寒 天 平 板 培 地 ・20001ux・12時
間 明 期/12時 間 暗 期)と し た 。 そ の 結 果 、 低 山 性 の 地 衣 類 里並 迎 　stellaris　 か
ら 分 離 さ れ た 藻 株(UTEX893)は10℃ ～25℃ 全 て の 温 度 で 生 育 可 能 で あ っ た 。 こ
れ に 対 し 、 我 々 が 高 山 性 の 地 衣 類 か ら 分 離 し た3株 は10℃ ～15℃ の 温 度 条 件 で は
生 育 可 能 で あ っ た が 、20℃ 以 上 で は 枯 死 し た 。 ま た 、 我 々 の 分 離 し たTrebouxia
impressa3株 は 、10℃ ～15℃ の 温 度 条 件 下 で はUTEX　 893よ り 生 育 が 旺 盛 で あ っ
た 。 こ れ ま で に 地 衣 類 か ら 分 離 さ れ て い るTrebollxia属 の 藻 株 は 、 い ず れ も20℃
で 培 養 可 能 で あ る 。 し か し 、 今 回 の 我 々 の 実 験 結 果 か ら 、15℃ 以 下 の 低 温 域 で の
み 生 育 可 能 なTrebouxia属 の 藻 株 の 存 在 す る こ と が 初 め て 明 ら か に な っ た 。 今 回
我 々 が 分 離 し た1.魍 の3株 は い ず れ も 高 山 の 低 温 域 に 生 育 す る 地 衣 の 共
生 藻 で あ る こ と か ら 、 こ れ ら3株 は 上 記3種 の 地 衣 と 共 生 し た こ と に よ っ て 、 気
温 の 低 い 環 境 に 隔 離 さ れ 、 低 温 で 生 育 可 能 で あ る 生 理 的 な 適 応 能 力 を 獲 得 し た も
の と 考 え ら れ る 。'
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北 ア ル プ ス 中 岳 に お け る
岩 石 表 面 で の 地 衣 類 の 遷 移 段 階
The　 stages　 of　 lichen　 succession　 and　 weathering　 of　 rocks
　　　　　　　　 in　 Mt.Hotakadake,　Northern　 Japan　 Alps
岩 船 昌 起 (東 北 大学 ・理 ・院)
■
M.　 1wafune. (Graduate　 Course　 of　 Science,TOIIOKU　 UNIVERSITY)
　　　　 Numerous　 studles　 agree　 that　 the　 action　 of　 llchens　 is　 one　 of
the　 lmportant　 weatherlng　processes　 of　 rocks.　 However.　 11ttle　 ts
known　 on　 the　 role　 of　 weathering　of　 rocks　 ln　 preparetion　of　 hab1-
tats　 for　 llchens.　Thls　 paper　 alms　 at　 reveallng　the　 relatlon
between　 llchens　 and　 thlckness　 of　 weathering-rind　on　 the　 rock
surface.　 Thick　 weatheing-rlnd　lndlcates　 the　 degree　 of　 weathering.
and　 also　 provides　 one　 of　 relatlve　 datlng　 methods　 in　 geornorpholo-
gy・
　　　　 The　 measurement　points　 were
stable　 slopes　 and　 on　 rock　 cllffs,
a　 mountaln
snow-cover　duratlon.　 Furthermore,
ment　 is　 llmlted
neous　 environments　for　 the　 llchen
show　 pure
weatherlng-rlnd.
　　　　 Habltats　 of　 the
of　 weathering-rlnd　thlckness　 :
flavicunda
tlfication).　Thls　 order　 of　 the
seems
ing-rlnd,　 1s　 regarded　 to　 lndlcate
on　 stable　 rock　 surface　 ln　 this
weathering-rlnd　 has　 lower
conslderatlon　 of　 lts
rtdge　 and　 provide　 almost
to　 the　 Maehotakadake　Welded　 Tuff
relation　 between　 occurrence　of　 llchens
set　 on　 rock　 debrls　 consistlng
both　 of　 which　 are　 located　 near
　　 stable　 substrata　and　 same
rock　 type　 apPlied　 for　 measure-
.A1皿ost　 homoge-
growth　 as　 above　 are　 expected　 to
　　　　　 　　　 　　　and　 thlckness　 of
　　　　　 　　　　　　 following　 lichens　 occur　 tn　 ascending　 order
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 (1)　 Rhizocarpon　 spp.,　 (2)　 Hullla
Lecidea幽 　Sommerft,　 (3)　 Black　 lichen　 (in　 iden-
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 1ichen　 occurrence　 as　 above,　 whlch
to　 be　 controled　 by　 frlabillty　 of　 rock　 surface　 wlth　 weather-
　　　 　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　 the　 s ages　 of　 lichen　 succession
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　study　 area,　 although　 thicker
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　rellability　 ln　 relatlve　 dating　 in
　　　　　　 　　 　　　 susceptibillty　 to　 eroslon・
地衣類が岩石表面 の風化 プロセスに関与す ることは,多 くの研究に よって明 らかに されて い
る　(　Jones　and　Wilson,　 1985)　.　　しか しなが ら,地 衣 類の生育地 として,岩 石 の風化が どの よ
うな役割を果た して いるのか とい うことは,ほ とん ど論 じ られて いな い.本 研究 では,岩 石 表
面の風化の指標 と して風化皮膜 の厚 さを用 い,出 現す る地 衣類 との対応関係 を明 らか にす る こ
とによって,上 記の問題を議論す る.
デ ータ採取地点 は,安 定 した,裸 岩壁 や斜面の構成 礫の表面で,か っ ほぼ同 じ積雪期間 を有
す る稜線上 に選定 した.さ らに岩質 も前穂高溶結 凝灰 岩(原 山,1990)に 限定 した.こ のよ う
に地衣類が生育す る上で影響を受 けると思われ る環境 をほぼ均 一 にして デー タを採取 したの で,
ここで得 られ る結果 は,風 化皮膜 の厚 さと地衣類 との対応 関係その ものを表す と考 え られ る.
風化皮膜 の薄 いIIVIに.①Rhizocarpon　 spp..②Lecidea旦 幽 艶　Sommerft,　 Huilia　 flavicunda,
③ 黒 い地衣類(鑑 定 中)が 出現す る.風 化皮膜の厚さC弓対 応 した この出現は,風 雨や凍結融 解
な どによ る削剥 に対す る風化皮膜 の脆 さに関係 してい ると考え られる.
風 化皮膜 は,厚 くなれ ばなるほ ど削剥 されやす くな るので,相 対年 代法の指標 としての信 頼
性が低 くなる(岩 船,1993).し か しなが ら,本 研究 では風化皮 膜の削剥の点 を考慮 し,か っ
デー タ採取 地点 の環 境条 件を限定 して い ることか ら,風 化皮膜 の厚 さに対応 した地衣 類出現 の
順列 は,本 調査地域 の安定 した岩 石表面 に限 った地衣 類の遷移段 階 と も考え るこ とが で きる.
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西 オ ン グ ル 島 に お け る 蘇 ・地 衣 類 群 落 の 分 布 一… 環 境 モ ニ タ リ ン グ の た め の 基 礎 的 研 究
Distribution　 of　Mosses　 and　 Lichens　 in　West　 Ongul　 --　For　a　Long-term　 M◎nitoring　 -一
井 上 正 鉄(秋 田 大 学)・ 神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究 所)
　 　 　 INOUE,　 M.　(Akita　Univ.)　and　 KANDA,　 H.　(NIPR)
The　 distribution　 of　moss　 and　 /　or　Iichen　 communities　 in　West　 Ongul　 were　 recorded　 on　 the　 map:　 about　 250
sites　 including　 180　 1ichen　 inhabiting　 ones　 were　 found.　The刊ora　 is　poorer　 than　 that　 of　the　 ice-free　 areas
abutting　 on　 the　 edge　 of　the　 ice　cap,　 but　well-developed　 communities　 can　 be　 seen　 especia‖y　 in　western
parts　 of　the　 island.　 The　 communities　 show　 preference　 of　southwestern　 to　northwestern　 slopes　 where　 the
snow　 dunes　 or　drifts　are　 developed.
環 境 モニ タ リングの ための基礎 資料 と して陸上植 物 の分布 の現況 を把握す る ことは重要 であ り、大
陸露岩 にお いて は既 にKANDA(1981,1986&1987;群類:竜 宮岬 、ア イ ンス トイ ンゲン、ル ン ドボ
ーグス ヘ ッタ、ス トラ ン ドニ ッパ 、 ラングホ ブデ雪鳥沢),INOUE(1989&1991);地衣類:ラ ングボ
ブデ、 パ ッダ、 ル ン ドボー グス ヘ ッタ、 スカ ルブス ネス、ス カー レン、 オメガ岬、 日の出岬)に よって
それが 報告 され てい る。
宗 谷 海岸 に点在す る島 々の蘇 ・地衣類 相 は非常 に貧 弱 で、そ の生 育す ら認め られて いない 島が多数
存在 す るINOUE(1989)。 そ う した状況下 にあ って、西 オ ングル島はス カー レン沖の ヤル トーイ高等 と
と もに、種 類 相は貧 弱 なが ら、比 較的大 きな群落 が発達 してい る。
西 オ ングル 島に関す る まとま った報 告 は清水(1977)が ある。清水(1977)は 福 島(1968)他 の調 査資
料 に 自身のそ れ を加 えて、蘇 ・地 衣類 群落お よそ300地 点 を分 布図 に記 してい る。 しか し地衣 類群 落
につ い ては蘇類 上 に付 着 してい る もの を除 くと僅 か7地 点で その生 育が確認 されて いる にす ぎな い。
本研 究で は蘇類 上 に付着 してい る種 類 も含 め、180地 点 で地衣類 群落 が確 認 され、 また新た な蘇 類
群 落の所 在 も確 認 され た。西 オングル島の蘇 ・地衣類 相 は大陸 露岩 のそれ に比 して貧弱 で、蘇類 は
Bryum　 pseudotriquetrum,　 Ceratodon　 purpureus以 外 殆 ど認 め られ ず、地衣類 も大 陸 露岩 に広 く分布
してい るPhyscia,　 Pseudephebe,　 Umbilicaria,　Usnea等 の大型 地衣 は、島の北西 部の 唯一ケ所 に生育
してい るUmbilicaria　 aprina以 外 、全 くみ られな い。
本研 究で 調査 され た蘇 ・地衣類 生育地 の斜 面方 位頻度分 布 は従来 の報 告と同様に南 西か ら北 西斜面
に偏在 してい た。 また、蘇類 、地衣類 のみの"純"群 落の頻度 分布 も同 じ傾 向 を示 してい た。す なわ
ち、 ラ ングホ ブデ をは じめ とす る大陸氷縁 の露岩域 において み られ る、地形 に よる両 者の住 み分 けは
認 め られ なか った。 これは西 オ ングル 島にお ける地衣類 フ ロラが大 陸露 岩の それに比 して貧弱 な こと
か ら推 察 され る ように、画才 ングル島の 地衣 類の生 育地 は雪 ドリフ ト周 辺 とい う限 られた環境 とな っ
て いる ため蘇類 の生 育 地 と重 な り、大陸露岩 にみ られ る多 様 な生 育環境 が欠除 してい る もの と思われ
る。
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南極における蘇類の有性生殖器官形成
Production　 of　sexual　 organs　 on　mosses　 in　Antarctica
伊村 智(極 地研),木 部 剛(総 研大 ・極域科学),樋 口正信(国 立科学博物館),
神田啓史(極 地研),岩 月善之助(服 部植物研究所,岡 崎分室)
　 S.　IMURA　 (NIPR),　 T.　KIBE　 (Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies),　 M.　 HIGUCHI　 (National　 Sclence
Museum),H.㎜A　 (NIPR)　 and　 Z.　IWATSUKI　 (Hattori　 Botanical　 Laboratory,　 Okazaki　 Branch)
　 It　is　well　 known,　 that　the　 frequency　 of　sporophyte　 production　 on　 mosses　 is　extremely
low　 in　 the　 continental　 Antarctica.　 To　 clarify　 the　 reason　 of　 these　 failure　 of　 sexual
reproduction,　 the　growth　 of　shoots,　 development　 of　gametangia　 and　 sporophytes　 on　 some
Antarctic　 mosses　 were　 investigated　 on　 the　 specimens　 deposited　 in　the　herbarium　 of　NIPR.
The　 male　 gametangia　 were　 produced　 more　 frequently　 than　 female　 gametangia.　 The　 rarity
of　archegonia　 and　 fertilization　 were　 thought　 to　be　 the　causes　 of　 the　 rarity　 of　sporophyte
production　 in　Antarctica.　 Duration　 time　 from　 fertilization　 to　sporophyte　 maturation　 was
thought　 to　be　2-3　 years,　 quite　 longer　 than　 that　of　mosses　 growing　 in　temperate　 area.
[は じめに]南 極 の露岩地域 は,生 物に とっ
て地球上で最 も厳 しい環境の一つ と思われ るが,
そ こに生活す る蘇類の多くでは有性生殖の頻度
が極 めて低い ことが知 られてい る.そ の原因 と
しては,低 温による有性生殖器官形成阻害や乾
燥による受精頻度の低 さな どが考え られ てい る
ものの,詳 しい検討 はなされていない.
今 回 我 々は,南 極 産 の蘇類 数種 に つ い て,
シュー トの伸長成長 と,雌 雄の配偶子の うと胞
子体の発達状況 を詳 しく観察 した.得 られた結
果 か ら,配 偶 子 の う ・胞 子体 の発 達 の ス ケ
ジュール を推測 し,南 極地域における蘇類の有
性生殖頻度 を低下 させている要因 を検討 した.
[方法]大 陸性南極 において有性生殖(胞 子
体の形成)が 報告 され ている蘇類の うち,比 較
的標本点数の多い もの数種を選び,国 立極 地研
究所標本庫(NIPR)に 所蔵 されている乾燥標本 を
詳 しく検討 した.検 討項 目は,1)シ ュー トの
成長 ・分枝パ ター ンと伸長成長 量,2)雌 雄の
配偶子の う(造 精器 ・造卵器)の 有無 とその発
達段階,3)胞 子体形成の有無 とその発達段階,
4)胞 子体形成後の経過年数,な どである.配
偶子の うについてはImura　&　Iwatsuki　 (1989)
の提唱 した発 達段階の指標 を,胞 子体の発 達段
階についてはGreene(1960)の 提唱 した成熟 段
階の指標を用いた.
[結果]シ ュー トは群落の表 面近 くで盛 ん に
分枝 し,密 な群落をつ くる.成 長量 はサ ンプル
間での変異が大きく,生 育環境 の影響 を大 き く
受 けていることが考え られ る.胞 子体の観 察 さ
れ ない標本において も,配 偶子 の う形成は想像
以上に盛 んであった.し か し,造 精器の形 成頻
度 にくらべ,造 卵器の形成頻度 は低い.成 熟後,
精子を放 出す ることな く褐 色化 した造精器 が 目
立ち,ま た受精 が起こっているこ とを示す,腹
部 の膨 らんだ状 態で褐色化 した造卵 器 は少 な
かった.成 熟 した胞子体は,2～3年 前に形成
された と思われ る造卵器か ら発達 して来た もの
であ り,こ の地域では受精 か ら胞子体の成 熟 ま
でに2～3年 かかっていることを示 してい る.
[考察]今 回の観察で,南 極 地域での蘇類 の
繁殖は,造 卵器の形成頻度の低 さと,乾 燥 に よ
ると思われる受精機会の少 なさによって制 限 さ
れている可能性が示 された.受 精後 も胞子 体が
成熟す るまでに要す る期間が長 く,成 熟途 上で
枯死す るもの も多い と考え られ る.
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ス ピ ッツ ベ ル ゲ ン島 の 蘇 苔 類 植 生
Moss　 vegetation　 in　 Spitsbergen　 Island
神 田 啓 史 ・伊 村 智(国 立 極 地 研 究 所)・ 木 部 剛(総 研 大 ・ 極 域 科 学)
H.Kanda,　 S.lmura(NIPR)　 and　 T.Xibe　 (Grsd.　 Univ.　 Advanced　 Studies)
　 Moss　 vegetation　 in　 Ny-Alsund　 area　 (79　 N),　 Spitsbergen　 Islsnd　 was　 Phytosociologically　studied.
The　 al■ 　of　 the　 study　 is　 to　 get　 the　 funda■ental　 data　 on　 the　 vegetation　 in　 response　 to　 the　 local
or　 global　 environnental　 chsnges.　 The　 口oss　 vegetation　 was　 described　 and　 classified　 based　 on　 the
species　 and　 its　 frequency.　 AcrocarPous　 ■osses　 like　 Bryu■,　 Pohlia,　 Dicranoveisia,　 Raco■itrium,
Gyロno■itrion　 vere　 Predo■inant　 at　 the　 hilly　 8ite.　 Towards　 lower　 and　 oretter　 sites,　 Pleurocarpous
■osses　 like　 Drepanocladus,　 ScorPidiuロ,　 ToRenthypnun,　 Orthotheciut　 are　 occurred.　 These　 vegetation
al　 divisions　 see薗 　to　 be　 caused　 by　 water　 conditions　 and　 toPographic　 features.　 Si■ilarly　 tra団pling
on　 the　 vegetation　 by　 reindeers　 was　 a180　 0bserved　 to　 assess　 the　 local　 environ■ental　 changes.
は じ め に
ス バ ー ル バ ル 諸 島 ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 は 北 緯79'
に 位 置 す る高 北 極 の 代 表 的 な 植 物 群 を 持 つ 地 域 で あ
る 。 ス バ ー ル バ ル 諸 島 は ノ ル ウ ェ ー に 統 治 さ れ て い
る が 、 国 際 条 約 の も と に 管 理 さ れ て お り、 と く に ス
ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 北 部 に あ る ニ 一 汁 ル セ ン 地 区 は 国
際 的 な 学 術 調 査 の 基 地 と し て 生 態 系 及 び 植 生 の 研 究
は 古 く か ら 多 く の 研 究 者 に よ っ て 進 め ら れ て い る
(Su■ ■erhayes　 and　 Elton,　 1928;　 Elvebakk,　 1979;
Brattbakk,　 1981;　 Kobayashi　 et　al.,
最 近 は 北 極 域 に お け る グ ロ ー バ ル な 環 境 変 化 が 問 題
に さ れ 、 植 物 群 落 の 影 響 に 関 す る 研 究 が で は じ め て
い る 。
研 究 目 的
ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 に お い て 醇 類 を 中 心 と し た 群
落 と 環 境 の 関 係 に つ い て の 予 備 的 調 査 を 行 い、 北 極
域 の 植 生 に 対 す る ロ ー カ ル お よ び グ ロ ー バ ル な 環 境
池 ま で の350■ に 引 い た 間 縄 に 沿 っ て 優 占 す る 植 物 群
落 を 識 別 種 に よ っ て 区 分 し た 。 丘 陵 地 の 乾 燥 し た 地
域 か ら 斜 面 に か け て はRaCO■itriu■ 　lanuginOSU■,
Pohlia　 cruda,　 Bryu■ 　Pseudotriquetrum,　Dicrano－
wei8ia　 crispula　 の 酵 類 、　 Gynnomitrion　 corallioi-
desの 苔 類,　 Cornicularia　 sp.の 地 衣 類 が 出 現 し た 。
つ づ い て 平 地 か ら や や 湿 っ た 低 地 に か け て 、　 Bartra-
mia　 ithyphylla,　 DitrichuM　 flexicaule,　 Dicranu口
1990)。 ま た 、spp.　 の 地 衣 類 が 優 占 し た。
■ajus,　 Aulacomnium　 turgidum　 の 酵 類,　 Cladonia
さ ら に 湿 地 か ら 池 に か け
て は 水 生 蘇 類 、　 Drepanocladus　 revolvens,　 Scorpi-
dium　 turgescens,　 0『thothecium　 chryseu■,　 To■e■t－
hypnum　 nitens　 な ど が 優 占 し た 。 こ の 様 に 北 極 域 の
わ ず か350ロ の 地 域 の 癖 類 群 落 は 地 形 、 水 分leよ っ て
比 較 的 顕 著 に 区 分 さ れ た 。
極 域 に お い て は こ れ ら の 狭 い 範 囲 で 群 落 の 組 成 を
明 ら か に し、 監 視 し て い く こ と は 環 境 変 化 の 影 響 を
変 化 の 影 響 を 知 る 基 礎 資 料 を 得 る こ と を 目 的 と し た 。 知 る 上 で の 基 礎 資 料 に な る と 思 わ れ る 。
研 究 方 法 一 方 、 人 為 的 、 あ る い は 大 動 物 に よ る 植 生 へ の 影
1993年6月25日 ～7月4日 の 約10日 間 に わ た っ て ス ビ 響 は こ の 地 で は 無 視 で き な い 。 ニ 口 才 ル セ ン 地 区 で
ッ ッ ベ ル ゲ ン 島 二 一 オ ル セ ン 周 辺 に お い て 、 丘 陵 地 は300頭 以 上 の トナ カ イ が 生 息 し て い る と い わ れ 、 そ
か ら 低 地 、 湿 地 、 池 ま で に 出 現 す る 植 物 群 を ラ イ ン れ ら の 植 生 に 対 す る 影 響 を 調 査 し た 。 丘 陵 地 か ら 低
トラ ン セ ク ト法 で350頂 に わ た っ て1■ ご と に 種 組 成 、 地 に 向 か っ て ラ イ ン 上 に 影 響 を 調 査 し た 。 トナ カ イ
被 度 を 調 査 し 、 植 物 社 会 学 的 な 解 析 を 行 っ た 。 ま た,の 踏 み 跡 は 調 査 地 全 域 に わ た り、 植 生 が あ ま り 認 め
周 囲 に 棲 息 して い る トナ カ イ の 踏 み つ け が 植 生 に 与 ら れ な い 氷 河 周 辺 域 ま で 確 認 で き た 。 丘 陵 地 の 頂 部
え る 影 響 に っ い て 、 丘 陵 地 か ら 低 地 の 湿 地 に 至 る ま で は 踏 み つ け は 強 い に も か か わ ら ず,種 子 植 物 の
で 、 南 、 東 南 東 の2方 向 で ラ イ ン ト ラ ン セ ク ト法 に　 Dryas　 octopetala,　 Salix　 polarisを は じ め,　 Cera－
よ っ て 調 査 し た 。　 todon　 purpureus,　 Bryu■ 　pseudotriquetruロ,　 Gy"no－
結 果 と考 察 ロitrion　 corallioidesが よ く生 育 し て い た。 さ ら
Kuc(1973)に 従 う と、 ス バ ー ル バ ル 諸 島 で は 種 子 植　le斜 面 で は 高 い 生 育 形 を も つRacoEitrium　 lanugi－
物 は100種 以 上 、 蘇 類 は265種 知 ら れ て お り、　 nosun,Hylocomiumsplendensが優 占 す る こ の 地
その うち ス ピッツベル ゲ ン島 の二一 オルセ ン地 区
(北 緯79°)で は蘇類は68種 知 られている。今
回植 生調 査によって出現 した酵類 は約40種 であっ
た。 この種類数 は種子植物がわずか2種 であるが、
南半 球の海洋性南極 に分布す る酵類75種 の うち、
た とえばキ ングジョー ジ島の調査地(南 緯62°)
で47種 出現す るのによ く似 ている。 さらに、 両調
査地 に出現す る種は蘇類 の属 のオーダーでいえぱほ
とん どが共通す る。 今後、両極 における蘇類相のみ
ならず群落の組成についての詳細 な調査が待たれ る。みつけ、
ニ一 汁ルセ ン地区での調査 では丘陵地 から低地の
???????????、?????????、?、
??????????
?
????
????????
????????????????? ?????? ??????????????
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高 山 ・極 域 に お け る マ メ 科 植 物 の 生 理 生 態 学 的 研 究
Ecological　 and　 physiological　 studies　 of　Leguminosae　 plants
　　　　　　　　　　　on　alpine　 and　 polar　 regions
増 沢 武 弘 ・藤 井 栄 次(静 岡 大 ・理)・ 木 部 剛(総 研 大 ・極 域 科 学)
一「
　MAsuzAwA　 E.　RJtl　(Shizuoka　 Univ　.)　and　 T.　K旧E　(Grad.　 Univ.　Advanced　 Studies)
　 　 　 Leguminosae　 plants　 are　widely　 distributed　 from　 tropical　 to　polar　 region.　 Characteristics　 of
these　 plants　 are　following;　 a)　nitrogen　 fixation　 by　mycorhizal　 illfection,　 b)　1arge　 rhizome　 to　store
reserve　 substances,　 c)　large　 seed　 size　and　 high　 percentage　 of　germination　 and　 d)　distinct　 zollal
dis口ibution.　 In　this　study,　 various　 experiments　 were　 carried　 out　with　 respect　 to　regulating　 factors　 of
zonal　 distribution　 of　three　 Leguminosae　 plants　 on　 the　timberline　 of　Mt.　 Fuji
マ メ科 植 物(Leguminosae)は 世界 に広 く分 布 し、約650属18,000種 あ る。 中 で もシ ャジ ク
ソウ属(Trifoliumsp.)、 ソ ラマ メ属(Viciasp.)、　ウマ ゴ ヤシ属(Me(licagosp.)等 は北 半 球 の 中
緯度 に広 く分 布 してい る。比 較 的高緯度 に集 中 して分 布 して い るの はゲ ンゲ属(Astragalus
sp.)、 オ ヤマ ノエ ン ドウ属(Oxytropis　sp.)、　イ ワオ ウギ属(Hedysarum　 sp.)等 で あ る。
日本 の高 山帯 と極 域 との共 通種 は、 ゲ ンゲ属 、 レン リソ ウ属 、 オヤ マ ノエ ン ドウ属 、 イ
ワオ ウギ属 に数種 見 られ る。 日本 で は、 シ ャジ クソ ウ属 、 ソ ラマ メ属 、 ウマ ゴヤ シ属 な ど
はお もに低 地 か ら山地 にか けて分布 し、 オヤマ ノエ ン ドウ属 、 イ ワオ ウギ属 等 はお もに高
山帯 に分 布 して い る。 また、 ゲ ンゲ属 は低 地か ら高 山帯 まで分 布 して いる。 この よ うにマ
メ科植 物 は さ ま ざまな環境 下 で生 育 して いる。低 地 に生 育 してい る ものの 中 には外 国原 産
の帰 化種 が あ る。 これ らの ほ とん どは、明 治時代 以 降、 牧草 と して輸 入 され野生 化 した も
ので あ る。
上記 の よう に広 範 な分布 域 を持 つマ メ科植 物 の特 長 と して、(1)根 粒 菌 に よる窒 素 固定 、
(2)大 型 の地 下茎 を持 ち、貯 蔵物 質 を大量 に貯 蔵す る こ と、(3)比 較 的種 子 が 大 き く、発 芽
率 が高 い こ と等 が挙 げ られ る。 また分 布 域が 明瞭 で あ る こ と(zonationが み られ る)も 大 き な
特長 で あ る。 マ メ科植 物 の広 い分 布 は、 これ らの生 理 的特性 を反 映 した もの で あ る と考 え
られ る。
富士 山 に生 育 す るマ メ科植 物3種 、 ム ラサ キモ メ ンヅ ル(Astragalus　adsurgens)　、　タイ ツ リ
オ ウギ(AStraga1USmembranaCeUS)、 イ ワオ ウギ(He(iySarUm　 viCIOideS)は 、 明瞭 なzOnationを 形
成 してい る。本研 究で は、 この うち主 と して ムラサ キモ メ ンヅ ル とタイ ツ リオ ウギ を取 り
上 げ、 そ れ らのzonationが 種 間 の生理 的特 性 の違 い を反 映 した もの であ る と仮 定 し、2種 の
光合 成 活性 、水 ポ テ ンシ ャル等 に与 える環境 要 因の影響 を考 察 した。
一91一
P56
イタドリ葉緑体の遺伝子構造の比較による植物の高地適応機構の研究
　　　　 Study　 of　 posslble　 adaptation　 mechanlsm　 on　 a1Plne　 zone
by　 comparlng　 gene　 structure　 of　 Polygonum　 cu8Pldatum　 chloroplast　 DNA
依 田 賀 香(静 岡 大),吉 永 光 一(静 岡 大),増 沢 武 弘(静 岡 大)
　　　Y.　Yoda　 ,　K.　Yoshlnaga　 ,　T.Masuzawa　 (Shizuoka　 Unlv,)
Plants　 growing　 in　 alpine　 must　 malntaln　 several　 fundamental　metabo日sm
even　 at　 low　 tempera【ure.　In　 order　 to　 maintain　 such　 metabolism　,　 they　 will
have　 several　 specialized　enzymes　 which　 are　 not　 well　 known.
　 　　 　 　|n　 thls　 study,　 we　 focused　 on　 RuBisCO　 as　 a　 candldate　 of　 them.　 Because
RuBlsCO　 catalyzes　 the　 first　 step　 of　 CO2　 flxation　 in　 Calvin-Benson　cycle and
is　 the　 most　 abundant　 protein　 on　 the　 eath.　 To　 clarify　 special　 structure　 of
the　 enzyme,　 we　 wi日 　 clone　 RuBisCO　 large　 subunlt　 gene　 of　 chloroplast　DNA　 from
9・　cusPidatum　 whlch　 were　 grown　 ln　 alpine　 and　 low　 laBd,　 and　 Present　 nucleotide
sequence　 which　 was　 requred　 ln　 alplne　 plants,
イ タ ドリ(Polygonum　 cuspidatum)は 北海 道か ら九州 まで 日本各地 に生育 し、低地
～ 高山帯 に も幅 広 い垂直分 布 を示す 植物で あ る。垂 直的 な分布 の場合 、生育す る標高
によ り形態 的変 化は 著 しい。厳 しい環境 に生 育す る植物 は形態上 の適応 だけでな く、
そ れに適 した生理 機 能を備 えて いる違いな い 。
生物が世代 交 代を繰 り返 して生 き続 けて い く間 には 、…定 の頻度 で遺 伝 子内の塩 基
の 置換がお こってい る。標 高差 による生理機 能の相違 は 、 このよ うな遺 伝 子変化 の積
重 ねに起 因す る だろ う。本研 究で は 、遺 伝子 の構 造比較 によ りどのような変化 が高 山
へ の適応 をもた らした か を考 察す る。
光 合成暗反応 の中心で ある カル ビンーベ ンソン回路 にお ける二 酸化炭 素の 固定 は 、
全 ての植物 に とって非常 に重要 な反応で ある 。遺 伝子構造 の比 較に は、 この反応 を触
媒 す る酵素RuBisCOの 大サ ブユニ ッ ト遺伝子(rbcL)を 選ん だ。葉緑体
DNAに 存在す るrbcLの 塩基 配列を低地 型イ タ ドリ(標 高30m)と 高山型イ タ
ドリ(標 高2,800m)と で比 較す る 。
高山帯 に生 育す るイタ ドリは 、寒 冷地で効 率よ く酵 素反応 を行 な うた めに 、なん ら
か の低温適応 を して いる と考 え られる。苛酷 な条件で 二酸化 炭素 の固定 を行 なって い
る遺伝子(rbcL)を クローニ ング し、そ の塩 基配列 を分 析す る。
また 、塩基 配列 か ら進 化的距 離 を推定す る ことがで きる 。前述 のよう に、塩 基の置
換 はほぼ時間 に比 例 してい る。高 山型イ タ ドリは富士 山でサ ンプ リング した 。富士山
は 、およそ1万 年 前 に原 型がで き あが り、現 在 も5合 目付近で は一次遷 移が進行 中で
あ る。現 在富 士 山に生育 す る植物 は低地か ら高 山帯 へ分布 域 を拡 大 して きてお り、イ
タ ドリも遷移 に ともな って分布 を広げて きた 。このよ うな背景か ら、低地 型イ タ ドリ
と高 山型 イタ ドリの間 には 、時 間の開きが あ ると考 え られ る 。二者 間の塩基 の置換 数
に よって 、進化 上 の距離 を推測す る。
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富士 山高 山帯 に生育す る コタヌキラ ン(Carex　 doenitzの の
種子 の発芽 と実生の生長
Seed　 germination　 and　 seedling　 growth　 of　Carex　 doenitzii
　　　　　　　　　　growing　 on　Mt.　Fujit
木部 剛(総 研大 ・極域科学)伊 村 智(極 地研)
神田 啓史(極 地研)増 沢 武弘(静 岡大 ・理)
"「K
旧E　(Grad　 Univ.　 Advanced　 Studies),　 S.　IMuRA,　 H.　KANDA　 (NIPR)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　 T　 MAsuzAwA　 (Shizuoka　 Univ.)
　 　 　 Mature　 seeds　 of　Carex　 doenitzii　 were　 collected　 at　the　end　 of　growing　 season　 on　 the　upper
timberline　 of　Mt.　 Fuji.　 Seed　 germination　 was　 observed　 under　 constant　 temperature　 of　15,　20℃,
25℃,　 30℃ 　and　 35℃.　 The　 seeds　 under　 25℃ 　showed　 the　highest　 germination　 percentage　 (93%)　 of　a皿
the　tests.　Seedlings　 germinated　 at　25℃ 　were　 transplanted　 to　growth　 chambers　 with　 three　 thennal
conditions,　 15/10℃,　 25/20°C　 and　 35/30°C,　 each　 of　which　 was　 set　under　 three　 nutritional　 conditions.
After　 60　days,　 they　 were　 harvested　 and　 weighed.　 The　 largest　 plant　 biomass　 was　 observed　 for　the
seedlings　 grown　 under　 25/20℃.　 The　 effect　 of　nutrient　 was　 remarkable　 for　their　biomass.
【は じめ に】 コタヌ キ ラン(Carex　doenitzii　)は本 州 中部 の高 山帯 に生 育 す る カヤ ツ リグサ
科 の多 年生 草本 で ある。富 士 山 で は、森林 限界 よ りも上 の禄 地 に分布 してい る。 コタヌ キ
ラ ンは毎年 多 くの種 子 を生 産 す るが、現 地 で見 られる実生 は少 な い。 この よ うな高 山帯 の
砂礫 地 にお いて は、実 生 の定着 はか な り困 難 であ る と考 え られ る。 よ り多 くの 実生 が定 着
す るた めに は、発 芽時 期 を調節 し、初 年 の実生 の生長 量 を大 き くす る こ とが必 要 であ る と
考 え られる。本 研 究 で は、 コタヌキ ラ ンの種 子 の発 芽 時、 実生 の生長 時 におけ る温度 、 栄
養条 件 に着 目 し、 それ ら要 因 の お よぼす影響 を調 べ るた め に、環 境調 節装 置 を用 いて以 下
の よ うな実 験 を行 った。
【方法 】 まず 、種 子 の成 熟 時期 を調べ る ため、6月 下句 、8月 中旬 、9月 上旬 の3回 、種 子 を
採 集 し、6～8ケ 月 間4℃ で保 存 した後 、そ れぞ れ を25℃ の環 境 下 にお い て発 芽 させ た。 次
に、発 芽 の温度 依存 性 を調 べ る ため、完 熟後 の9月 の種 子 を用 い て、5段 階 の温度 環境 下
(15℃,20℃,25℃,30℃,35℃)で の発 芽率 、発 芽速度 を調 べ た。
実 生 の生 長 に対 す る温度 と栄養 条件 の影 響 を調べ るた め、3段 階 の温度 条 件(15/10℃,
25/20℃,35/30℃)そ れ ぞれ に3段 階 の栄養条 件(200ml　Hoagland　 solution/week,　100ml　Hoaglcand
solution/week,　control)を 設 け、60日 問実 生 を生 育 させ た。60日 後 、 実生 を採 取 し、 シュ ー
トの乾重量 、根 の乾重 量 、最 大根 長、 葉長 、葉 幅 を測定 した。
【結 果 】最 も発 芽率 の高 か っ た温度 条件 は25℃ であ った。 次 いで20℃ 、30℃ 、35℃ 、15℃
の順 で あ った。 最終発 芽率 の50%に 達 す る まで に要 した 日数 は30℃ で 最 も短 く7日 、次 い
で25℃ 、35℃ 、20℃ 、15℃ の1順であ っ た。
植 物 体 の乾重 量 につ いて は、25℃ 条件 下 で最 も大 き く、 また、乾 重 量 につ い て は栄養 条
件 に よる影 響 が顕 著 に現 われ た。
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キバナシャクナゲの繧性状パ ッチにおける中心 と縁の葉のガス交換特性
Gas　 exchange　 characteristics　 of　center　 and　 marge　 Ieaves　 in　a　dwarf　 patch　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Rhododendron　 aureum.
中 野 隆志1)、 関 川 清 広2)、 石 田 厚1)
(1)東 京都 立 大 ・理 、2)玉 川 大 ・農)
Takashi　 Nakano1),Seikoh　Sekikawa2)　 and　 Atsushi　 Ishidai).
　 　 　 (1)　Tokye　 Metropolitan　 Univ.　 2)　Tamagawa　 Univ.)
Gas　 exchange　 charac醐cs　 were　 oompared　 beMeen　 center　 and　 marge　 leaves　 in　a　dwarf　 patch　 of
月bOalOdendronau胤tmintheall)inezoneofMtNorikuraonAug.15,1991(are2800m).　lncenterleaves,net
CO2　 exchange　 rate　(A)　 and　 to圓leaf　 oondudance　 (gw)　decreased　 vvith　inoreases　 of　leaf　temperature　 (　71eaり
and　 leaf-to-ajr　vapor　 pressure　 deficit　(VPD)　 in　lhe　dear　 moming,　 and丹t　 and　 S",v　increased　 vvith　decreases
of71earand　 VPD　 in　the　foggy　 aftemoon.　 The　 fUctUatk)ns　 of　Fh　and　 gw　were　 a　‖田einmargeleaves.　The
maximum　 vatUes　 of　I　h　and　 gw　of　center　 leaves　 were　 tWo　times　 hilher　 than　 those　 of　marge　 k∋ayes　 The
relatbnships　 between　 interce‖ular　CO2　 conoentration　 and　 Fh　 suggested　 that廿1e　 photosynthesis　 aCtMty　 of
center　 leaves　 was　 higher　than　that　of　marge　 leaves.　 The　 transpiratbn　 rate　of　center　leaves　 was　 hk】her　than　that
of　marge　 leaves.　 The　 dally　time　courses　 of　sh∞t　 water　 pOtential　were,　 however,　 atmost　 same　 between　 two
typek∋aves.　 Thesoiトb-leaf　 hydraulic　 oondudance　 (∠£p)　of　center　 leaves　 was　 higher　 than　that　of　marge　 leaves
Therefore,　 the　hk〕her　Lsp　compensated　 the　high　water　 bss　of　center　leaves　 caused　 by　high　gvv　and　 high　VPD.
キ バ ナ シ ャ クナ ゲ は 、 ハ イ マ ツ帯 に 生 育 す
る 常 緑 縷 性 低 木 で 、ハ イ マ ツ の 周辺 部 で は特
に背 丈 が 低 い(約15cm)ク ッ シ ョ ン状 の パ
ッ チ を形 成 す る 。 本 研 究 で は ハ イマ ツ の 周 辺
部 に 成 立 す る キ バ ナ シ ャ クナ ゲ のパ ッ チ中 央
部 と周 辺 部 の 葉 の 間 の 、 ガス 交 換特 性 の 日変
化 を比 較 した 。 調 査 は 北 アル プス乗 鞍 岳 の 標
高2800mの 地 点 で 行 な った 。 夏 の よ く晴 れ
た 日に純 光 合 成 速 度(Pn)、 気 孔 コ ン ダ ク タ ン
ス(9w)、 葉 の 水 ポ テ ン シ ャ ル(ΨL)、 微 環 境
の測 定 を行 な っ た。 直 達 光 が 当 る午 前 中 、 パ
ッ チ 中 央 部 の 葉 で は周 辺 部 の 葉 より葉 温 が 高
く、葉 内 と 大 気 間 の 水 蒸 気圧 欠 差(VPD)が
上 昇 す る に つ れ 、9w、Pnと も に 低 下 し た
(Fig.1)。 霧 が 出 た 午 後 に は 、VPDが 減 少 す
る につ れ 、9w、Pnと も上 昇 し一 日 の 最 大 値
を 得 た 。 一 方 周 辺 部 の 葉 の9w、 　Pnの 日変 化
は 、 日 中 小 さか っ た。 中 心 部 の 葉 のPn、 　9w
の 最 大 値 は 、 周 辺 部 の 葉 よ り約2倍 高 か っ た 。
葉 内 二 酸 化 炭 素 濃 度(Ci)とPnの 関係 か ら
中 心 部 の葉 は 、 周辺 部 の 葉 よ り高い 光 合 成 活
性 をも っ て い る と考 え られ た 。
日中 の ΨLは 周辺 部 の 葉 と中 心 部 の 葉 で 大
き な 違 い は見 られ な か っ た。 蒸 散 速 度(ε)は 、
9wが よ り大 き くな っ た 中 心 部 の葉 で 、周 辺 部
の 葉 よ り大 き な り、 ま た 土 壌 か ら葉 へ の 水 の
通 導 コ ン ダ ク タ ン ス(Lsp)も よ り太 くな った 。
この こ とが 中 央 部 の 葉 が よ り高 い9wを 持 て る
要 因 で あ る と考 え られ た 。
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Fig.　1.　The　 daily　time　courses　 of　a)　net　CO2　 exchange
rate,　b}　tota日eaf　 conductance　 and　 c)　xylem　 pressure
potential　 in　marge　 leaves　 and　 center　 leaves　 in　a　patch
of　Rhododendre　 aureum　 on　Aug.　 15,　1991.
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真 空 下 に お け る ク マ ム シ の 耐 性
HIGH　 VAC山U屑　 rOLSRANCB　 OF　 TARDIGRADES
宇津木 和夫 ・野田 泰一(東 京女子医大 ・生物)
Kazuo　 Utsugi　 and　 Kunihiro　 Noda　 (Bio1.1、ab.,Tokyo　 Women's　 Med・College)
　 An　 attempt　 to　 examine　 the　 recovery　 from　 cryptobiosis　 of　 tardigrades　 was　 carried　 out　 after　 scanning
electron　 microscope(SEM)　 observation.　 Tardigrades　 (〃7〃esノ:uza　 taノ'digradu7)　 and　 small　 pieces　 of　 moss
were　 Put　 on　 hole　 slide　 91ass　 and　 covered　 with　 a　coverglass　 and　 slowly　 dried　 at　 room　 temperaしure・
The　 animals　 gradually　 shrunk　 their　 bodies,　 became　 "tun"　 shaped　 and　 entered　 cryptobiosis(1atent　life)・
We　 observed　 the　 tun　 under　 SEM　 (vacuumrate　 5×10-4　 Pa,　 30-60　 minutes)　 and　 しhen　 examined　 their　 recovery
rate　 with　 the　 addition　 of　 water.　 90-100冤 　of　 tardigrades(8-13　 specimens　 in　each　 case)　 recovered　 from
cryptobiosis　 and　 activly　 moved　 in　water　 for　 a　long　 time　 in　 spite　 of　 the　 SEM　 observation　 under　 high
vacuum.
[は じめ に]ク マ ム シ は 低 温 、高 温 、乾 燥 な ど極 限 の 環 境 に も 高 い 耐性 を も つ こ とが 知 られ て い る 。 これ は 生 活 時
と 異 な っ て 体 を縮 め 、樽 型 に な っ た時 に示 す 強 靭 な 性 質 で あ る 。今 回 は ク マ ム シ とコ ケ の 関 係 を 調 べ る た め 、 走 査 電
顕 に よ る観 察 を 行 っ た後 に 、水 を加 え る と 、大 部 分 の クマ ム シ が蘇 生 し活 発 に 動 き だ した 。走 査電 顕 と い う 高 い 真 空
度 に も 耐 え る こ とが わ か っ た ので 、報 告 す る。
[材 料 と方 法]材 料 の クマ ム シ は真 ク マ ム シ 目の オ ニ クマ ム シ 〃 ノ〃esiUMtardigradi」 〃を 主 に 用 い た。 コ ケ は ギ
ン ゴ ケ 鋤 〃　argenteUMと チ ヂ ミバ コブ ゴ ケOncophorus　 crisρifoノ ノUSを 用 い た 。 コ ケ を 水 に 浸 して 採 取 した ク マ ム
シ を 数 匹 ず っ ホ ー ル ス ラ イ ドに のせ カバ ー グ ラ ス を か け て室 温 で ゆ っ く り乾燥 さ せ た 。 クマ ム シ には3種 類 の 環 境 条
件 を 用 意 し た。 そ れ ぞれ ス ラ イ ドグ ラ ス に(A)コ ケ の茎 葉 体 の 小 片2本 、(B)コ ケ の 茎 葉 体 の 片 側 の 葉 を 除 去 し
た も の2本 、(C)コ ケ の 単 … の 葉 を数 枚 を の せ た も の で あ る 。 こ れ は 徐 々 に 乾 燥 させ て 、 クマ ム シが コ ケ の ど ん な
部 分 に潜 ん で 体 を縮 め る か を 調 べ る 日的 で あ っ た 。乾 燥 した ク マ ム シは 、そ の ま ま ある いは コ ケ の 葉 と とも に電 顕 の
試 料 台 に着 け た 両 面 テ ー プ に 固 定 した 。 こ れ を 数 分 の 金 蒸 着 処 理 し た後 、電 顕 観 察 を行 っ た。 観 察 時 間 は ほ ぼ30-
60分 、真 空 到 達 度 は5×10"`Pa,(5x10'6Torr)で あ る。
[結 果](1)乾 燥 に よ る収 縮:」 二記A,　 B,　 Cの 実 験 条 件 下 で 乾 燥 させ る と 、 クマ ム シ は徐 々 に体 を 縮 め て 、
樽 型 に な る 。 こ の状 態 をCryptobiosis　 (latent　 life,乾 眠 、潜 在 生 命)と よん で い る。 この 場 合 ク マ ム シは 必 ず し も
コ ケ に 着 生 す る とは 限 らな い 。 直接 ス ラ イ ドグラ ス上 に 留 ま る もの も い る。体 長 は 生 活 時 の約%に な り、8本 の 脚 も
縮 め て そ の 存 在 も わ か らな く な る。(会 場 には 写 真 を 展 示 す る)こ の 場 合 に どの 部 分 が 表 面 に な る か は 、電 顕 観 察 後
に蘇 生 した 個 体 に金 蒸 着 の 跡 が縞 模 様 に残 る こ とか ら判 明 した。
(2)乾 燥 か らの 蘇 生:こ れ らA,　 B,　 Cの 条 件 下で 乾 燥 させ た ク マ ム シ に給 水 す る と、総 数47匹 の う ち45匹
(90%)の クマ ム シ が 給 水 後7-8分 で 体 を伸 ば して 、蘇 生 し 、活 発 に 歩 き まわ っ た 。
(3)電 顕 観 察 後 の 蘇 生:上 と同様 に ス ラ イ ドグラ スf:で 乾 燥 させ 、樽 型 を 呈 した ク マ ム シ を数 匹 ず っ 両 面 テ ー プ 上
に 固 定 し走 査 電 顕 で 観 察 した 。30-60分 観 察 した後 、両 面テ ー プ ご と ス ラ イ ドグ ラ ス に移 して給 水 した 。総 数
18匹 が す べ て 給 水7-8分 後 に は体 を伸 長 して動 きは じめ 、10-11分 後 に は 活 発 に 歩 き、(2)の 場 合 と な ん
ら変 わ る こ とな く長 時 間 に わ た っ て 生 き っ づ け た 。
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HABITAT TEMPERATURE AND LOCOMOTOR ACTIVITY OF THE CONTINENTAL ANTARCTIC MITE, 
 MAUDHEIMIA
David J MARSHALL, Ian P NEWTON & Jan E CRAFFORD
Percy FitzPatrick Institute of African Ornithology, University of Cape Town, Rondebosch 7700, South 
 Africa
     Normal biological processes (feeding and growth) are usually impeded at subzero temperatures. 
On the basis of this, microhabitat temperature recordings suggest that the continental Antarctic mite, 
Maudheimia is restricted in its time in which to perform these processes. Above-zero temperatures are 
only experienced in summer (about two months), for only part of each day. Whereas daily freeze events 
are a characteristic of the microhabitat in summer, the daily maximum temperature is often relatively high 
(the highest recorded maximum was  27.7°C). This apparent time constraint may, however, be overcome 
to some extent by some observed characteristics of a rate function of this mite in response to 
temperature change. The potential locomotor activity rate is highly temperature-sensitive, increasing with 
temperature over the entire positive range the mite experiences  (Qio  0-15-c varies between 4.11 and 5.05; 
Q10  15-30•C varies between 1.45 and 1.82). Because food intake is presumably related to locomotor 
activity, the potential food intake may be similarly enhanced. A high rate of food intake may be important 
for maintaining a daily positive energetic balance in summer, and for the replenishment of food stores 
necessary for survival of the long winter when feeding is not possible.
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マエグロハシリショウジョウバエの分布と耐寒性
Distribution　 and　 Cold-Hardiness　 of　Chymomyza　 costata
島田公夫(北 海道大学低温科学研究所)
Kimio　 Shimada　 (Institute　 of　Low　 Temperature　 Science,　 Hokkaido　 University)
　 Chymomyza　 costa　 ta　is　a　wild　 drosophilid　 distributing　 from　 the　North　 Temperate　 to　the　Arctic　 regions.　 In
summer,　 fertile　 femaleslay　 eggs　 on　 the　cut　surface　 of　fallen　 trees.　 The　 larvaegrow　 under　 the　bark.　 The　 mature
larvae　 enter　 diapause　 in　response　 to　short　 day　 lengths　 and/or　 cool　 temperatures.　 The　 diapausing　 larvae　 are
extremely　 tolerant　 to　freezing,　 probably　 relating　 to　the　severe　 hibernating　 conditions.　 The　 larvae　 fully　express　 their
freeze　 tolerance,　 when　 they　 are　acclimated　 to　cool　 temperatures,　 initiated　 to　freeze　 with　 ice-inoculation,　 and　 cooled
at　slow　 rates.　 Such　 conditional　 freeze　 tolerance　 seems　 to　be　evolved　 on　 the　basis　 of　their　 life-style.
極域に棲息する陸生の無脊椎動物は、冬期間ある
いは通年、厳 しい寒 さの影響を受けることか ら、そ
の耐寒性について、以前か ら関心が持たれてきた。
南極域 においては、 これ までに、ダニ、 トビムシ、
ユス リカ等の耐寒性が調査 され、これ ら陸生の節足
動物のほとん どが凍結に弱 く、氷点下の温度では過
冷却状態で過 ごしていることが分か っている。ただ
ひ とつ の例外はユスリカのBelgica　antarcticaで 、そ
の幼虫は、-15℃ までな ら、凍結に耐え られる。
いっぽ う、北極域(便 宜的に北緯60° 以北)に お
いては、南極域 と同様に、多 くの陸生無脊椎動物が
過冷却状態で氷点下の温度に耐えているが、分布す
る昆虫類の多様性を反映 して、ユス リカの幼虫ばか
りでな く、双翅 目、膜翅 目、鞘翅 目、鱗翅目の昆虫
に、凍結 に強い、いわゆる耐凍性を持った種類が見
いだされている。南極産のB.　antarcticaが一15℃まで
しか耐 えられ ないのに対 し、北極産の昆虫の中には、
地球上で記録 された最 も低い温度(ボ ス トーク基地、
-89.2℃)で 凍結されても、生存できるものがいる。
マエ グロハ シリシ ョウジ ョウバエChymomyza
costataも 、そ うした昆虫の一種で、幼虫は冷却条件
を最適 にすれば、-100℃ の凍結に耐えることができ
る。 このような強い耐凍性は、 このショウジ ョウバ
エが札幌付近 を南限にして北は森林限界まで分布 し
ていることと無関係ではないと思われる。実際、
1993年 夏のシベ リア調査において、極寒 の地 として
知 られ るベルホヤンスク(最 低気温の記録は一67.8℃)
でも採集 され てお り(北 教大 ・渡部、未発表)、 そ
の耐凍性が このショウジョウバエの北極圏内への分
布を可能にしているよ うに思われる。
Ccostataの 強い耐凍性は、 どのよ うな メカニズ
ムによって発揮され るのだ ろうか。 この問題 に入る
まえに、その生活史を簡単に紹介 しておこ う。繁殖
は、森林の植生と結びついてお り、成 虫は、夏の間、
木の切株や倒木に集まって交尾 し、雌は樹皮 と材の
隙間に産卵する。幼虫は樹液や菌類をエサ にして樹
皮下で成長 し、終齢幼虫に達す ると、休眠 して越冬
に入る。夏に白夜 となる高緯度地方の集団は、 日長
の影響を受けないで、幼虫休眠 に入るが、それ より
低緯度地方の集団では、休眠 の誘導が 日長と温度に
よって調節 され る。
C.　costataが 耐凍性 を獲得するのは、幼虫期であ
るが、十分な耐凍性 を発揮す るためには、休眠に入
ること、予冷されること、植氷に よって凍結が開始
され ること、冷却速度が遅いことなどの条件が必要
とされる。 これ らの条件は、倒木の樹皮下 とい う気
温変動の影響を直接受けない、湿った環境で生育 し
た幼虫が、秋に休眠 に入 り、寒気に曝 されたのちに
冬を迎えるとい う生活史によって、自然 に達成 され
ている。
休眠や低温順化が幼虫の体制を どのよ うに変えて
耐凍性を獲得するかについては、今の ところ、凍害
防止物質 として知 られる トレハ ロース とプ ロリンの
濃度が上昇すること以外 には分かっていない。 しか
し、　C.　costataは 、人工飼料による室内飼育が簡 単
なこと、世界各地 の同種および同属種 を手 に入れ易
いことなどから、今後、種内、種間の比較研究を と
お して、昆虫の耐寒性のメカニズムや起源 の問題に
迫れ ると期待 している。
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平 成5年12月1日
1994年 ・極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム の 早 期 案 内
国 立 極 地 研 究 所 主 催 の 「極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 」 は 来 年 も 例 年 通 り12月 上 旬
に 計 画 し て お り ま す 。 ま だ,主 要 テ ー マ は 検 討 中 で す が、 シ ン ン ポ ジ ウ ム の セ ッ
シ ョ ン の 中 に 星 合 先 生 を 記 念 し た セ ミ ナ ー の よ う な も の を 企 画 す る 考 え で す。
星 合先 生 は東 北大 学浅 虫 臨海実 験所 をベ ー ス に して、 潮 間帯 生 物群 集の遷移 に
っ いて学 位 論文 をま とめ られ、 そ の成 果 は 潮 間帯 生物学 の 分野 で 高 く評価 され数
多 くの 出版 物 に引用 され て お ります。
南 極 と の 係 わ り は1969年 に 第7次 日 本 南 極 地 域 観 測 隊 に 夏 隊 と し て 参 加 し
た の が 始 ま り で、 「ふ じ 」 の 航 路 に 沿 っ た 表 面 海 水 中 の ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 を 初 め
て 測 定 し ま し た。 以 来 、 ク ロ ロ フ ィル 測 定 は 定 常 観 測 の 項 目 と し て 継 続 さ れ て き
て お り、 今 で は 全 地 球 的 な 海 洋 生 産 力 を 評 価 す る 上 で 貴 重 な デ ー タ ソ ー ス と な っ
て き て お り ま す 。
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ま た、 星 合 先 生 は 研 究 上 の 業 績 ば か り で な く、 南 極 研 究 科 学 委 員 会(SCAR)
の 日 本 代 表 を、 ま た、 海 洋 研 究 科 学 委 員 会(SCOR)の 海 氷 生 態 学 作 業 委 員 会
86の メ ン バ ー を 務 め ち れ 、 研 究 行 政 の 分 野 に お い て も 活 躍 な さ れ ま した。 更 に、
1987年 か ら は 国 立 極 地 研 究 所 長 を 務 め ちれ 、 日 本 南 極 観 測 事 業 の 発 展 に 貢 献
さ れ て お り ま す。 そ し て、1994年11月 末 に は 所 長 任 期 が 満 了 し ま す。
こ の 様 な 機 会 に、 「極 域 シ ン ポ ジ ウ ム 」 に て 「星 合 先 生 記 念 セ ミ ナ ー 」 を 企 画
出 来 る 事 は 我 々 に と っ て こ の 上 も な い 事 で す。 現 時 点 で は 「第17回 極 域 生 物 シ
ン ポ ジ ウ ム 」 を1994年12月7日(水)-9日(金)に 予 定 し て お り ま す。
皆 様 に お か れ ま し て は 早 め に 御 準 備 頂 け れ ば 幸 い で す。
追 っ て 詳 細 な 御 案 内 を 差 し 上 げ ま す 。
第17回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム
コ ン ピ ー ナ ー
内藤靖 彦 ・福地 光 男
(国 立 極 地研究 所)
 XVI Symposium on Polar Biology
Program
December 1  (W  ednesday)  -
    3 (Friday), 1993
National Institute of Polar Research
1, DECEMBER (WED) 2, DECEMBER (THUR) 3, DECEMBER (FRI)
Opening Remarks 930-940
Theme I Theme II Theme III
"SARES (Saroma-Resolute "SIEFS (Sea Ice Ecology and"Antarctic Terrestrial
Study) Program in the ArcticFlux Study) Program in theInvertebrates under the
Sea Ice Areas within the Antarctic Areas" Program of Yukidori Valley
Frameworks of Japan-Canada (SSSI) Study"
Complementarity Study"
 Sl-S5 940-1235  S13-S18 930-1215  S21-S23 1000-1215
Lunch 1235-1330 Lunch 1215-1330 Lunch 1215-1330
Symposium I Symposium II Symposium III
 S6-S12 1330-1700  S19-S20 1330-1440  S24-S25 1330-1450
Coffee Break  1700-1710Coffee Break 1440-1500Coffee Break 1450-1500
Poster Session I  1710-1740Poster Session II 1500-1700Poster Session III 1500-1600
SARES Program Marine Biology Terrestrial Biology
A. Sea Ice Ecology in Saroma-Ko B. Physical / Chemical E. Bacteria / Algae / Lichens /
and Resolute Passage  Environments/ Mosses
 P1-P11 Primary Production P43-54
P12-P23
F. Higher Plants / Invertebrates
C. Zooplankton / Krill / Fish  P55-P61
P24-P34
D. Marine Mammals / Seabirds
P35-P42
 Reception(NIPR) 1730-1930Closing Remarks 1600-1610
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December  1(Wednesday), 1993 
Registration (6th Floor) 
Opening Remarks: Professor  HOSHIAI, T. (Director-General, NIPR) 
Theme I: SARES (Saroma-Resolute Study) Program in the Arctic Sea 
          within the Framework of Japan-Canada Complementarity  Stu 
Chairpersons  TAKAHASHI, M. (Univ. of Tokyo) 
             TAGUCHI, S. (Hokkaido  Natl Fish. Res. Inst.) 
 Si Activities of Japan-Canada SARES program in 1991-1993. 
             FUKUCHI, M.(NIPR), TAKAHASHI, M.(Univ. of Tokyo), and 
             LEGENDRE, L. (Univ. Laval) 
S2 Comparative study of atmospheric and oceanographic characteristics 
         above/under first-year ice at low and high latitudes in the Arctic. 
             SHIRASAWA, K. (Hokkaido Univ.), and INGRAM, R.G. 
             (McGill Univ.) 
  Coffee Break  
S3 Primary production and the microbial food web: comparative study 
         under first-year ice at low and high latitudes in the Arctic. 
              DEMERS, S. (Inst. Maurice-Lamontagne) and FORTIER, L. 
             (Laval Univ.) 
S4 Zooplankton and larval fish community development: comparative study 
         under first-year sea ice at low and high latitudes in the Arctic 
             FORTIER, L. (Univ. Laval) and DEMERS, S.
               (Inst. Maurice-Lamontagne) 
S5 Characteristics of sea ice algal community and production in Saroma-Ko 
          Lagoon and Resolute Passage. 
             KUDOH, S. (NIPR)
  Lunch  
     930-940 
Sea Ice Ar as
 Study
Chairperson FUKUCHI, M. (NIPR) 
S6 Characteristics of photosynthesis and growth of ice algae collected in 
          Saroma-Ko Lagoon and Resolute Passage. 
             SUZUKI, Y., TAKAHASHI, M. (Univ. of Tokyo) 
             and KUDOH, S. (NIPR) 
S7 Effect of low salinity on survival of ice algae in Saroma-Ko Lagoon, 
   Japan. ' 
 TAGUCHI, S. (Hokkaido  Natl Fish. Res. Inst.), SMITH, R. 
             (Univ. of Waterloo) and SHIRASAWA, K. (Hokkaido Univ.)
S8 Effects of nitrogen enrichment under different  concentrations of  silica 
         on the end products of photosynthesis by Ice algae from Resolute  Pas 
          Canadian Arctic. 
              TAGUCHI, S.(Hokkaido Natl Fish. Res. Inst.) and 
             Waterloo)
  Coffee Break  
 940-955
955-1035
1035-1050 
1050-1130
1130-1210
1210-1235
1235-1330
1330-1355
1355-1420 
 ons of  to 1420-1445 
Resolute Pa sage, 
SMITH, R.  Univ. of
 1445-1500
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Chairpersons
S9
 S  10
 S11
 S12
TAGUCHI, S. (Hokkaido  Natl Fish. Res. Inst.) 
TAKAHASHI, M. (Univ. of Tokyo)
Vertical distribution of photosynthetic pigments characterized by 
HPLC under the ice of Lake  Saroma. 
    SAKOH, H., MATSUDA,  0., RAJENDRAN, N. and  YAMA 
    (Hiroshima Univ.)
1500-1525
and  YAM OTO, T.
 Diel changes in vertical distribution and feeding activity of copepods 
in ice-covered Resolute Passage, Canadian Arctic. 
    HATTORI, H. (Hokkaido Tokai Univ.) and SAITO, H. (Hokkaido 
 Natl Fish. Res. Inst.)
 1525-1550
Diel vertical migration and feeding rhythm of copepods under sea ice at 1550-1615 
Saroma-Ko Lagoon. 
    SAITOH, H.(Hokkaido  Natl Fish. Res. Inst.) and HATTORI, H. 
    (Hokkaido Tokai Univ.)
Summary of  SARES Program - its achivement and future prospect. 
    TAKAHASHI, M. (Univ. of Tokyo)
Species diversity, abundance and community structure of benthic 
macroalgae in Maxwell Bay, King George Island, Antarctica. 
    CHUNG, H.(Polar Research Center, KORDI) and OH, Y.S. 
    (Kyungsang  Natl Univ.)
  Coffee Break  
1615-1635
1635-1700
 1700-1710
  Poster Session I   1710-1740
December 2
Theme II :
(Thursday), 1993
SIEFS (Sea Ice Ecology and Flux Study) Program in the Antarctic 
 Areas
Chairperson
S13
S14
 S15
S16
 TAKAHASHI, M.  (Univ. of Tokyo)
JARE-SIEFS activities started from 1991. 
    FUKUCHI, M., NAITO, Y. (NIPR) and 
    TAKAHASHI, M. (Univ. of Tokyo)
Hydrocarbons in the suspended and sinking particles collected from 
 Liitzow Holm Bay, Antarctica. 
    HANDA, N. and HARADA, N. (Nagoya Univ.)
 930-955
955-1020
Organic material record of marine sediment in  Liitzow  Holm Bay, 1020-1045 
Antarctica. 
    HARADA, N., HANDA, N. (Nagoya Univ.) and FUKUCHI, M. (NIPR)
  Coffee Break  
Understanding the paleoceanographic change of the Antarctic sea ice 
zone based on the foraminiferal assemblages. 
    IGARASHI, A. (Tohoku Univ.), NUMANAMI, H. (Tokyo Univ. of 
    Fish.), TSUCHIYA, Y. (Tukuba Univ.),FUKUCHI, M. (NIPR) and 
    SAITOH, T. (Tohoku Univ.)
 1045-1100
1100-1125
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 S17 Respiration rate and ammonia excretion rate of Neobuccinum eatoni 
Smith (Gastropoda : Buccinidae) 
    NUMANAMI, H., SEGAWA, S. (Tokyo Univ. of Fish.), 
    FUKUCHI, M. (NIPR), TUCHIYA, Y. (Univ. of Tukuba) and 
 IGARASHI, A. (Tohoku  Univ.)
 1125-1150
S18 Benthic mollusks collected by the 33rd and 34th JARE from Syowa 
Station and pack ice zone in the  Liitzow-Holm Bay, Antarctica. 
    NUMANAMI, H., OKUTANI, T. (Tokyo Univ. of Fish), 
    IWAMI, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), FUKUCHI, M. (NIPR), 
    TSUCHIYA, Y. (Univ. of Tsukuba) and IGARASHI, A. 
    (Tohoku Univ.)
  Lunch  
1150-1215
1215-1330
Chairperson
 S19
FUKUCHI, M.(NIPR)
A record of a large female specimen of Priapulus tuberculatospinosus 
BAIRD, 1968 (Priapulida) from the shallow water depth of the 
 Ltitzow-Holm Bay, Antarctica. 
    IWAMI, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.) NUMANAMI, H. 
    (Tokyo Univ. of Fish.), TSUCHIYA, Y. (Univ. Tsukuba) and 
    TANIMURA, A. (NIPR)
 1330-1335
 S  20 Contributions to the bottom fish fauna of  Liitzow-Holm Bay, Casey Bay 
and Prytz Bay, East Antarctica. 
    IWAMI, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.) and NAITO, Y. (NIPR)
Discussion on  SIEFS Program
Coffee Break  
1355-1420
 1420-1440
1440-1500
Poster Session II  1500-1700
  Reception  1730-1930
December  3(Friday),
Theme
1993
III : Antarctic Terrestrial 
  Valley (SSSI) Study
Chairperson
S21
 S22
Invertebrates under the Program
SHIMADA, K. (Inst. Low Temp, Hokkaido Univ.)
Introduction to the terrestrial invertebrates around Syowa Station. 
    OHYAMA, Y. (NIPR)
of Yukidori
Studies on the terrestrial nematodes in the vicinity of Syowa Station, 
Antarctica. 
 KITO, K. (Sapporo Medical Univ.), OHYAMA, Y. (NIPR), 
    SHISHIDA, Y. (Gunma Agr. Res. Center) and FUKUDA, H. 
    (Hokkaido Univ.) 
  `Coff
ee Break  
1000-1040
 1040-1120
1120-1135
 S23 Terrestrial Tardigrade in Syowa Station of Antarctica. 
    UTSUGI, K. (Tokyo Women's Med. College) and OHYAMA, Y. 
   (NIPR)
  Lunch  
1135-1215
 1215-1330
—101—
Chairperson
 S  24
 S25
    OHYAMA, Y. (NIPR) 
Ecophysiology of the free-living mites around Syowa Station in East 
Antarctica. 
    SUGAWARA, H., FUKUDA, H. (Hokkaido Univ.) and 
    OHYAMA, Y. (NIPR) 
Terrestrial invertebrates in the Asuka Station area. 
    HIRUTA, S. (Hokkaido Univ. of Education, Kushiro) and 
 OHYAMA, Y. (NIPR) 
  Coffee Break   
  Poster Session III  
Closing Remarks: KANDA, H. (NIPR)
 1330-1410
 1410-1450
 1450-1500 
1500-1600 
 1600-1610
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December 1, 1993
Poster Session I  : General marine
A : Sea Ice Ecology in Saroma-Ko 
Chairperson KUDOH, S.(NIPR) 
P1 Dissolved orzanic carbon  in  s
P2
P3
P4
P5
biology based on  SARES theme
and Resolute Passage
1710-1740
i d g nic r on  i ea ice and seawater of Saroma-Ko and Resolute 
Passage. 
    SMITH, R.E.H. (Univ. of Waterloo), GOSSELIN, M. (Laval Univ.), 
    ROBINEAU, B. (Univ. of Quebec at Rimouski) and TAGUCHI, S. 
    (Hokkaido  Natl Marine Fish. Lab.) 
Bacterial and viral dynamics in Arctic sea ice during the spring bloom near 
Resolute, N. W. T. 
    MARANGER, R., BIRD, D. F. and JUNIPER, S. K. (Univ. of Quebec at 
    Montreal)
 Chairperson
P6
P7
P8
 Presentation
 P10
P11
Why do heterotrophic flagellates proliferate under bacteria-limiting conditions in sea 
ice-communities? 
     SIME-NGANDO, T., JUNIPER, S. K. (Univ. of Quebec at Montreal) and 
     SMITH, R. E. H. (Univ. of Waterloo) 
The microbial food web associated with the ice algae community : Biomass and 
bacterial grazing activity of nanoprotozoans in Resolute Passage (high Canadian 
Arctic) 
 LAURION, I. (Univ.du Quebec a Rimouski), 
     DEMERS, S. and VEZINA, A. (Inst. Maurice-Lamontagne) 
Spatial heterogeneity of microalgal  biomass in first year sea-ice of Saroma-Ko 
Lagoon and an irradiance index for the measure of in-situ pigment concentration. 
    ROBINEAU, B. (GIROQ, Laval Univ.), KISHINO, M. (The Inst. of Physical 
    and Chemical Res.) and LEGENDRE, L. (GIROQ, Laval Univ.) 
    HATTORI, H. (Hokkaido Tokai Univ.) 
Species composition of ice algal assembleges in Saroma-Ko Lagoon and Resolute 
Passage, 1992. 
    KIKUCHI-KAWANOBE, K. (Natl Inst. for Environmental Studies) and 
    KUDOH, S.(NIPR) 
Comparison of microbial community structure in surface sediments of Lake Saroma 
with Seto Inland Sea. 
    RAJENDRAN, N., MATSUDA,  0. and SAKOH, H. (Hiroshima Univ) 
Effect of UV-radiation on the photosynthetic activity of micro-algal 
assemblages in and Lagoon Saroma-Ko, Hokkaido, Japan, and Kongs-fjord, Svalbard, 
Norway. 
    MIYAHARA, T. (Tokyo Univ. of  Fish.)  ,  KUDOH, S., WATANABE, K. 
    (NIPR) and SATOH, H. (Tokyo Univ. of Fish) 
 of P9 was withdrawn.
Tidal transport and recruitment of marine fish larvae to ice-covered  Saroma-Ko 
Lagoon (Hokkaido, Japan) 
    FORTIER, M. and FORTIER, L. (GIROQ, Univ. Laval) 
Structural features of macrobenthic communities in lagoon lakes of Northeastern 
Hokkaido with comparison of freezing and warm seasons. 
    KUWABARA, R. (Tokyo Univ. of Agriculture)
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December 2, 1993
Poster Session II : General marine biology including presentaitons 1500-1700 
                   based on SIEFS theme
B : Physical/Chemical Environments/Primary Production
Chairperson HARADA, N. (Nagoya Univ.)
 P12 Characteristics of oceanographic structure along 60°W in the Southern Ocean 
             NAGANOBU, M. (NRIFSF),  HISANAGA, M. (Fish. Agency) and
             SHIMADZU, Y. (NRIFSF)
P13 Physical and chemical properties of the Southern Ocean - Analyses with the surface 
          water monitoring system. 
             ODATE, T. (Mie Univ.) and FUKUCHI, M. (NIPR)
 P14 Vertical transport of fatty acids and hydrocarbons in Breid Bay, Antarctica. 
              HANDA, N., HAYAKAWA, K. and IKUTA, N. (Nagoya Univ.)
P15 Distribution of picophytoplankton in the Southen Ocean. 
             ODATE, T. (Mie Univ.) and FUKUCHI, M.(NIPR)
P16 Ecological studies of marine bacterioplankton in the high arctic Kongs-Fjord, Ny 
         Alesund (NORWAY) -Changes in abundance and growth rate just after melting of sea 
           ice in early summer-. 
 YASUDA, M. (Grad.  Univ. for Advanced Studies), KUDOH,  S. and 
             FUKUCHI, M. (NIPR)
P17 Changes in lipid composition with the life cycle of prymnesiophyte strain B, a cold 
          stenothemic alga from Antarctic water. 
              OKUYAMA, H., MORITA, N.and KOGAME, K. (Hokkaido Univ.)
Chairperson NAGANOBU,  M.(NRIFS  F)
P18 Seasonal changes of primary production and environments in lake Abashiri, eastern 
          Hokkaido, Japan. 
              ASAMI, H., IMADA, K., YASUTOMI, R., IZAWA, T. (Hokkaido Fish 
              Hatchery), SAKAZAKI, S. (Abashiri Fish. Sci. Center) and KAWAJIRI, T. 
              (Western Abashiri Fisheries Cooperation)
P19 Size composition of chlorophyll a at the surface water in the northern North Pacific 
          and the Bering Sea in winter. 
              SHIOMOTO, A., MITO, K., NAGASAWA, K., UENO, Y. (NRIFSF) and 
              NANBA, M. (Kagawa Univ.)
P20 Distribution and composition of phytoplankton in the waters north of the South 
          Shetland Islands. 
              KATAYAMA, K. (Tokai Univ.), ICHII, T., NAGANOBU, M. (NRIFSF) and 
              ISHII, H. (Tokyo Univ. of Fish.)
P21 Distributions of Free Amino Acids from Ice Biota in sea and lake Ice cores in 
 Antarctica. 
               YANG, H. (Second Inst. of Oceanography, Univ. Bremen)
P22 Matter in the Admiralty Bay area (King George Island, Maritime Antarctic). 
             RAKUSA-SUSZCZEWSKI, S. (Polish Academy of Science, POLAND)
P23 Estimation of phytoplankton pigment concentration in the Antarctic ocean derived 
         from satellite image (Nimbus-7/CZCS). 
               KIMURA, N., OKADA, Y. (Marine Sci. and Technology, Tokai Univ.), 
              ICHII, T., MATSUMURA,  S.  and  SUGIMORI, Y. (NRIFSF)
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C : Zooplankton/Krill/Fish
Chairperson
 P24
P25
P26
P27
P28
P29
P30
    NUMANAMI, H. (Tokyo Univ. of Fish) 
Investigations of under-ice zooplankton collected on Russia-USA ice-drift station in 
the Western Weddell Sea (February-May 1992). 
    MELNIKOV, I. and MENSHENINA, L. (Institute of the Russian Academy of 
    Sciences)
Winter gut contents of Antarctic krill Euphausia superba Dana collected in the 
South Georgia area. 
    NISHINO, Y. and KAWAMURA, A. (Mie Univ)
Distributional ecology of Antarctic krill in the Atlantic sector of the Southern 
Ocean in the austral summer of 1987/88. 
    ENDO, Y. and ODA, T. (Tohoku Univ.)
On the species and its characteristic distribution 
ground off Argentina. 
 SAITO, N. and KUBOTA,  T. (Tokai Univ.)
of copepods from squid fishing
Three species of isopod crustaceans collected from 
Bays, Antarctica, during the JARE-26 Cruise (1) 
    NUNOMURA, N. (Toyama Science Museum)
Breid Bay and  LiItzow  Holm
Distribution of  Salps near the South Shetland Islands; Their segregated distribution 
patterns to Antarctic krill. 
    NISIKAWA, J.  (ORI, Univ. of Tokyo), NAGANOBU, M., ICHII, T. 
    (NRIFSF), ISHII, H. (Tokyo Univ. of Fish.), TERAZAKI, M. and 
    KAWAGUCHI, K.  (ORI, Univ. of Tokyo)
Benthic populations of the shallow hard bottoms off Terra Nova Bay (Ross Sea, 
Antarctica): Quatitative and functional studies in relation to environmental 
 conditions. 
     GAMBI, M.C., MAZZELLA, L.,  BUIA, M.C., LORENTI, M., RUSSO, G.F. 
    and SCIPIONE,  M.B. (Laboratorio di Ecologia del Benthos-Stazione Zoologica 
     "Anton Dohn")
 Chairperson
P31
P32
P33
P34
IWAMI, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.)
Physico-chemical comparison between the antarctic icefish and the litoral migration 
fish near Japan:  1: Studies on the absence of porphyrin respiratory pigments in the 
blood of the Antarctic icefish Chaenocephalus aceratus with reference to the 
accumulation of trace elements. 
    ISHIKAWA, M. (Natl. Inst. Radial Sci.) and NAKAMURA, K. (Ibaraki Univ.)
Seasonal difference on the plasma osmolalities of some teleosts in high-latitude 
cold-water. 
    OGAWA, M., WADA, Y., MATSUURA, Y. (Saitama Univ.) and 
    FUKUCHI, M. (NIPR)
Occurrence of scorpaeniform larval in a glaciated fyord of the gulf of Alaska during 
spring period. 
 MUNEHARA, M. (Hokkaido Univ. Usujiri, Fish. Lab.), J. M. Paul and 
    A. J. Paul (Univ. of Alaska, Seward Marine Center)
Branchial structure of Antarctic Notothenidae Fish 
Notothenia gibberifrons and Trematomus newnesi) 
    FANTA, E., LUVIZOTTO, M.F. and MEYER
D : Marine  Mammals/Seabirds
(Nototheniops nudifrons, 
stressed by salinity change. 
, A.A. (Univ. Federal Do Parana)
Chairperson WATANUKI, Y. (Hokkaido Univ.)
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P35
P36
P37
P38
P39
P40
P41
P42
Functional morhology of the diving seabirds. 
    OSA, Y. and MURANO, M. (Tokyo Univ.of Fish.)
Annual change of food and breeding behavior of Japanese cormorant. 
    KATO, A. (NIPR), WATANUKI, Y. (Hokkaido Univ.), NAITO, Y.(NIPR) and 
    MURANO, M. (Tokyo Univ. of Fish)
Bioenergetics of Sooty Shearwaters during nonbreeding season. 
    SHIOMI, K., OGI, H. and MINAMI, H. (Hokkaido Univ.)
Isolation and antibiotic sensitivity of Enterobacteriaceae from 
Antarctic Weddel Seal  (Leptonychotes weddelli) 
    HANAFUSA, Y. and KONDO, F. (Miyazaki Univ.)
faces f wild
Deployment and recovery experiment of data tag on harbor porpoise. 
    NAITO, Y. (NIPR), KAWAMURA, A. (Mie Univ.), NISHIWAKI, S. and 
 KAWASAKI, M. (Japan Whale Res. Inst.)
Segregation of the pygmy blue whale from the ordinary blue whale in the Southern 
 Hem  isphere 
    KATO, H. (NRIFSF), REILLY, S. B. (Southwest Fish. Sci. Center, NMFS, 
    USA) and SHIMADA, H. (NRIFSF)
Oceanographical analysis on the southern minke whale distribution based on the data 
during Japanese research take in 1992/93. 
    NAGANOBU, M. (NRIFSF), KANO, H. (Asia Air Survey) and FUJISE, Y. 
    (Cetacean Res.)
Occurrences and abundances of odontocetes 
    KASAMATSU, F. (Marine Environ.
in the Antarctic. 
Res. Inst.)
December 31993
Poster Session III: General terrestrial biology  1500-1600
E : Bacteria/Algae/Lichens/Mosses
Chairperson
P43
OHTANI, S. (Shimane Univ.)
The isolation of bacteria form the McMurd Dry Valleys regions, Antarctica 
    NISHIKAWA, J. and IIZUKA, H.  (Sci. Univ. of Tokyo)
P44
P45
Development of detection system of soil microorganisms. 
 KAWASAKI, Y., TSUJI, T. (Mitsubisi Kasei Inst. of Life  Sci.), MORIMOTO, 
    M. (Toho Univ.) , TAKAHASHI, I. (Tamagawa Univ.), KOIKE, J. and 
    OSHIMA, Y. (Tokyo Institute of Technology)
Biogeochemical features of hydrocarbons and fatty acids in cultured cyanobacteria 
and microalgae from Antarctica. 
    MATSUMOTO, G. I. (Otsuma Women's Univ.), BROADY, P. (Cantubury 
    Univ.), YAMAGISHI, J. (Toho Univ.), OHTANI, S. (Shimane Univ.), 
    NAGASHIMA, H. (Sci. Univ. of Tokyo), TAKAMATSU, N. and IMAHASHI, 
    M. (Toho Univ.)
P46 Adaptation of an Antarctic green alga  Chlorella to the temperature and the lipid 
composition. 
    NAGASIMA, H., KOSUGE, S. (Sci. Univ. of Tokyo), MATSUMOTO, G. I. 
    (Otsuma Univ.) and MOMOSE, H. (Sci. Univ. of Tokyo)
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P47 Morphological and Biochemical changes in Antarctic Dunaliella sp. exposed to 
          hyper or hypotonic salt stresses. 
              WATANUKI, T. (Kanagawa Pref. Pub. Lab.), NAKAMURA, S. (Kanagawa 
              Dental College), MATSUSITA, K.(Saitama Med. Sch.), NISHINA, M., HORI, 
             E. (Saitama Med. Sch.) and KATO, K. (NIH) 
P48 Diatoms in the past lacustrine of Lake South-Yukidori, Langhovde, Antarctica 
              MATSUSAKA, T. (Aoyama Junior high school), OHTANI, S. and HAYASHI, 
              M. (Shimane Univ.) 
P49 Diatoms from the Yukidori Valley, Langhovde, Antarctica. 
              OHTANI, S. (Shimane Univ.), MATSUSAKA, T. (Aoyama Junior high 
              School), and OHNO,M. (Koch Univ.)
Chairperson INOUE, M. (Akita Univ.) 
P50 Temperature characteristics of photobionts isolated from alpine lichenes. 
              IIDA, T. and NAKANO, T. (Hiroshima Univ.), 
P51 The stages of lichen succession and weathering of rocks in Mt. Hotakadake, 
          Northern Japan Alps. 
              IWAFUNE, M. (Tohoku Univ.) 
P52 Distribuion of mosses and lichens in West Ongul - For a long-term monitoring. 
             INOUE, M. (Akita Univ.) and KANDA, H.(NIPR) 
P53 Production of sexual organs on mosses in Antarctica. 
              IMURA, S. (NIPR), KIBE, T. (Grad. Univ. Advance Studies), HIGUCHI, M. 
              (Natl Sci. Museum), KANDA, H. (NIPR), and IWATSUKI, Z. (Hattori
              Botonical Lab., Okazaki Branch)
P54 Moss vegetation in Spitzbergen Island. 
              KANDA, K., IMURA, S. (NIPR) and KIBE, T. (Grad. Univ. Advance Studies)
F : Higher Plants/Invertebrates
Chairperson MASUZAWA, T. (Shizuoka Univ.) 
P55 Ecological and physiological studies of Leguminosae plants on alpine and polar 
           regions. 
              MASUZAWA, T., FUJII, H. (Shizuoka Univ.) and KIBE, T. (Grad. Univ. 
             Advanced Studies) 
P56 Study of possible adaptation mechanism on alpine zone by comparing gene structure 
         of Polygonum cuspidatum chloroplast DNA. 
              YODA, Y., YOSHAGA, K. and MASUZAWA, T. (Shizuoka Univ.)
P57 Seed germination and seedling growth of Carex  doenitzii growing on Mt. Fuji. 
              KIBE, T. (Grad. Univ. Advanced Studies), IMURA, S., KANDA, H. (NIPR) 
             and MASUZAWA, T. (Shizuoka Univ.) 
P58 Gas exchange characteristics of center and marge leaves in a dwarf patch of 
 Rhododendron  aureum. 
             NAKANO, T. (Tokyo Metropolitan Univ.), SEKIKAWA, S. (Tamagawa Univ.) 
             and ISHIDA, A. (Tokyo Metropolitan Univ.)
Chairperson SUGAWARA, H. (Hokkaido Univ.) 
P59 High vacuum tolerance of tardigrades. 
              UTSUGI, K. and NODA, K. (Tokyo Women's Med. College)
 —107—
P60 Habitat temperature and locomotor activity of the continental 
 Maudeimia 
    MARSHALL, D., NEWTON, I.P. and CRAFFORD, J.E. 
    Inst., Univ. of Cape Town)
antarctic
(Percy
mite,
Fitzpatrick
P61 Distribution and cold-hardiness of Chymomyza  costata. 
    SHIMADA, K. (Inst. Low Temp. Sci., Hokkaido Univ.)
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